
        
            
                
            
        

    



ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。

その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。


















ウィッチャーⅡ

屈辱の刻とき







アンドレイ・サプコフスキ

川野靖子訳
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登場人物




リヴィアのゲラルト　〈白狼〉とあだ名される魔法剣士ウイツチヤー

シリ（シリラ）　シントラの故キャランセ女王の孫娘

ダンディリオン　吟遊詩人

イェネファー　女魔法使い。ゲラルトの恋人

トリス・メリゴールド　女魔法使い




アプレガット　デマウェンド王づきの使者

コドリンガー＆フェン　テメリア国ドリアンの弁護士・探偵

レイラ　エイダーン国の女傭兵

モルナル・ギアンカルディ　ゴルス・ヴェレンの銀行家。ドワーフ

ファビオ・サシュ　ギアンカルディ銀行の行員

シギスムンド・ディクストラ　レダニア国の諜報部長




ヘンセルト　ケイドウェンの国王

ヴィジミル　レダニアの国王

フォルテスト　テメリアの国王

デマウェンド　エイダーンの国王

エステラド　コヴィリの国王

メーヴ　ライリアとリヴィアの女王

エムヒル・ヴァル・エムレイス　ニルフガード帝国の皇帝




ヘン・ゲディムデス　魔法院構成員。最長老の魔法使い

ティサイア・ド・ブリエス　魔法院構成員

フランチェスカ・フィンダベア（＝エニッド・アン・グレアナ）

〈谷間のヒナギク〉の名を持つエルフの女魔法使い。魔法院構成員

ヴィルゲフォルツ　魔法院構成員

アルトード・テラノヴァ　魔法院構成員




マルガリータ・ラウクス゠アンティレ　女魔法使い。魔法学校の教師

サブリナ・グレヴィシグ　ケイドウェンのヘンセルト王に仕える女魔法使い

フィリパ・エイルハート　レダニアのヴィジミル王に仕える女魔法使い

ドレガレイ　シダリス国のエサイン王に仕える魔法使い

キーラ・メッツ　テメリアのフォルテスト王に仕える女魔法使い

マルティ・セデルグレン　女魔法使い。治療師

ドリセルム　コヴィリのエステラド王に仕える魔法使い

デトモルド　コヴィリのエステラド王に仕える魔法使い。ドリセルムの弟

フェルカート　シダリス国の魔法使い。評議会のメンバー

ラドクリフ　エイダーンのデマウェンド王に仕える魔法使い。評議会のメンバー

カルドゥイン　コヴィリのエステラド王に仕える魔法使い。評議会のメンバー

リディア・ヴァン・ブレデヴォルト　ヴィルゲフォルツの助手




リエンス　シリを追う謎の魔法使い

〈リス団〉（スコイア゠テル）　エルフの奇襲団




ギゼルハー　〈ネズミ〉のメンバー

ケイレイ　〈ネズミ〉のメンバー

イスクラ゠アエネウェディン　〈ネズミ〉のメンバー

ミスル　〈ネズミ〉のメンバー

リーフ　〈ネズミ〉のメンバー

アッセ　〈ネズミ〉のメンバー
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　両手に血を、ファルカ、

　ドレスに血を。

　燃えろ、燃えろ、ファルカ、そして死ね、

　みずからの罪に苦しみもがいて！




ヴェディミンvedymins――北方諸国（別項参照）では魔法剣士ウイツチヤーの名で知られる、すぐれた謎の戦士僧――で、ドルイド（別項参照）の一派と思われる。民間信仰において彼らは魔力と超人的な能力を持ち、悪霊や怪物といったあらゆる闇の力と戦うとされる。現実には、その比類なき武器使いの腕を買われ、民族抗争に明け暮れる北方諸国の支配者に利用されてきた。戦闘中、彼らヴェディミン（以下ｖ）は自己催眠もしくは興奮物質によってトランス状態に入りこみ、純粋なるエネルギーで戦い、痛みや深い傷にも耐えられると信じられており、超人的能力をめぐる迷信に信しん憑ぴよ性うせいをあたえている。理論上は変異や遺伝子操作の産物と言われるが、証明はなされていない。ｖは北方諸国の多くの民話のなかで英雄として描かれる（Ｆ・デラノイ著『北方諸国の神話と伝説』参照のこと）。

――エフェンベルグ＆タルボット著

『世界大辞典』第十五巻







　騎馬使者を生なり業わいとしようとする若者に、アプレガットは決まってふたつのことが必要だと話す。すなわち金の頭と鉄の尻だ。

　金の頭は不可欠だと、アプレガットは若い使者たちに説く。使者が胸にじかにくくりつける平らな革袋には、まんいち反逆者の手に渡ってもあわてぬよう、さして重要な知らせは入っていない。本当に重要な機密事項――そこに多くの命運がかかっているような知らせ――は使者が頭のなかに記憶し、受け手に対してだけ繰り返すものだ。言葉をそっくりそのまま、口頭で伝える。ときにその内容はかなり複雑で、発音も難しく、まして記憶するのは並大抵のことではない。文言を暗記し、一言一句たがえずに復唱するには本物の金の頭が必要だ。

　鉄の尻の必要性については、どんな使者もすぐにみずから学ぶだろう。それは三日三晩、鞍に座り、街道を――ときには道なき道を――百キロも二百キロも馬で走るときに必要となる。もちろん、座りっぱなしではない。途中で馬から降りて休息をとる。人間はかなりの時間、耐えられるが、馬はそうはいかない。それでも休んだあとで鞍に戻るときになると、尻が〝もうだめだ！　殺される！〟と叫んでいるような気になる。

「でも、いまどき誰が騎馬使者なんて使うんですか、アプレガット師匠」ときに若者は意外そうにたずねる。「たとえばヴェンガーバーグからヴィジマまで、どんな駿しゆ馬んめでも四、五日はかかります。でも、ヴェンガーバーグの魔法使いがヴィジマの魔法使いに知らせを送るとなればどうです？　半時間、いや、それすらかからない。使者の馬は脚をケガするかもしれないけれど、魔法使いの伝言は間違いなく届きます。決して道に迷わないし、遅れることもなければ、紛失することもない。いまやどこの王宮にも魔法使いがいるのに、使者を使う意味がどこにあるんです？　騎馬使者は、もう無用なのではありませんか、アプレガット師匠？」

　アプレガットも一時期、もはや自分は用なしなのではないかと思ったことがあった。三十六歳、小柄だが筋骨たくましく、激務を怖れず、当然ながら金の頭の持ち主だ。その気になれば別の仕事で妻との生活をささえ、三人の娘のうち、未婚の二人に少しばかり持参金を蓄え、商売でしくじってばかりの男に嫁いだ長女を助けてやれたかもしれない。だが彼にそんなことはできなかったし、ほかの仕事など想像したくもなかった。アプレガットは王づきの騎馬使者だ。それ以外は考えられない。

　そんなふうに長いあいだ忘れられ、屈辱的なまでにひまを持てあましていた彼が突然、呼び出された。そうしてふたたび街道と森の道に蹄ひづめの音が響きはじめた。昔のように、知らせをたずさえた使者が街から街へと移動しはじめたのだ。

　理由はわかっていた。これまでに多くのものを見、それ以上のものを聞いてきた。伝言の内容は、いったん相手に届けたら拷問されてもしゃべることのないよう、すぐに記憶から消し去らねばならない。だが、アプレガットは憶えていた。なぜ王たちが急に魔法と魔法使いによるやりとりをやめたのかわかっていた。使者に託された内容が魔法使いに知られてはならないものだからだ。王たちは突然、魔法使いを信用しなくなり、彼らに秘密を打ち明けるのをやめた。

　いったい何が王と魔法使いの信頼関係を冷めさせたのか、アプレガットは知らなかったし、たいして関心もなかった。彼にとっては王も魔法の使い手も理解しがたい存在で、彼らの行動は予測できない。厳しい時代になればなおさらだ。そしていまが厳しい時代であることは、たとえ城から城、街から街、王国から王国へと大地を移動しなくてもわかる。

　街道には軍勢があふれていた。足を踏み出すたびに歩兵隊や騎馬隊に出くわし、部隊長はみなぴりぴりと苛立ち、不機嫌で、まるで世界の運命が自分の身ひとつにかかっているとでもいうように尊大だ。都市も城も兵であふれ、熱に浮かされたような騒ぎが昼夜の別なく続いていた。いつもは姿を見せない軍事長官や城主がとぎれなく城壁ぞいを駆け、中庭を抜け、嵐の前のスズメバチのように怒り、わめき、ののしりながら命令や足蹴りを繰り出している。昼も夜も、荷物を積んだ馬車の列が要塞や駐屯地に向かってごろごろと進み、荷をおろして軽やかに戻ってくる荷車とすれ違う。馬小屋から出されたばかりの威勢のいい三歳馬が土ぼこりを巻きあげて通りを駆け抜け、轡くつわにも騎兵にも慣れない仔馬が最後の自由な日々を楽しむように暴れては馬番の少年を困らせ、行き交う人々が顔をしかめている。

　つまり、ちまたの熱くよどんだ空気には戦いくさの気配が満ち満ちていた。

　アプレガットは鐙あぶみに立って周囲を見まわした。丘のふもとから、きらめく川が牧場や木立のあいだをくねくねと曲がりながら流れ、そこからはるか南に森が広がっている。アプレガットは馬に拍車をかけた。ぐずぐずしてはいられない。

　走り出してから二日がたっていた。王からの命令と書状は、トレトゴールから戻ってハーゲで休んでいた彼のもとに届いた。夜には要塞を発ち、ポンター川左岸にそって街道をひた走り、夜明け前にはテメリアとの国境を越え、翌日の正午にはイズメナ川岸に着いた。フォルテスト王が首都ヴィジマにいたなら、その日の夜に伝言を届けられたはずだが、あいにく王はヴィジマから三百キロほど離れた南部マリボルに滞在している。それを知っていたアプレガットはホワイト・ブリッジ区で西に通じる道を離れ、エランダーに向けて森林地帯を走った。危険な道だ。森のなかはいまもスコイア゠テル（注１）がうろついている。彼らの手に落ちたり、弓矢の射程内に入ったりしたら命はない。だが、王づきの使者に危険はつきもの――それが任務だ。

　川を渡るのは楽だった。六月から一度も雨が降らず、イズメナ川の水位はかなり下がっている。森の端にそって走り、ヴィジマから南東に通じる道路に出ると、ドワーフ族の鋳造場や鍛冶場、居住地があるマハカム山脈に向かった。道は荷馬車がひっきりなしに行き交い、小騎馬隊になんども追い抜かれるたびにアプレガットはほっとした。人間が多いところにスコイア゠テルはいない。テメリアではこの一年、エルフのゲリラ団掃討作戦が続けられ、奇襲団スコイア゠テルは森のなかで追い詰められ、小集団に分裂した。彼らは往来の激しい道を避ける。このぶんなら待ち伏せされる心配もない。

　日暮れ前にはエランダー公領の西境界ザヴァダ村近くの十字路に着いた。ここからマリボルまでは安全な直線道だ。約七十キロの踏み固められた森林道で、十字路には宿がある。アプレガットはそこで馬を休め、休息することにした。夜明けとともに出発すれば、さほどムチを入れずとも日没前には赤屋根に銀と黒の旗がはためくマリボル城が見えるだろう。

　アプレガットは鞍をはずし、馬番を追い払って雌馬の手入れをした。王づきの使者は決して他人に自分の馬をさわらせてはならない。それからソーセージとスクランブルエッグの大盛りとライ麦パン四分の一斤を一リットルのビールで流しこみ、噂話に耳を傾けた。ここは世界じゅうの旅人が食事をする宿で、あらゆる種類の噂が集まる。

　噂によれば、ドル・アングラではさらなるもめごとが起こっていた。ライリア国の騎馬隊がまたしてもニルフガード帝国の騎馬隊と衝突したという。ライリアのメーヴ女王はニルフガードの挑発を今回も声高に非難し、エイダーン国のデマウェンド王に助けを求めた。レダニア国の首都トレトゴールでは、ニルフガードのエムヒル皇帝の諜報員とひそかに通じていた男爵が公開処刑され、ケイドウェン国では大人数となったスコイア゠テルの奇襲団がレイダ砦で大量殺戮を行なった。報復として、アルド・カレイの住人は首都に住む四百人近い非人間族を虐殺したらしい。

　いっぽう南から来た商人たちは、ヴィセゲルド元帥の旗のもと、テメリアに集結したシントラ国難民らの嘆きと悲しみを伝えた。キャランセ女王の血を引く最後の子孫で、〈仔獅子〉と呼ばれるシリラ王女の死という恐ろしい知らせが確認されたという。

　陰鬱で不吉な噂も耳にした。アルダースバーグの村では、乳しぼりをしていた雌牛の乳腺からいきなり血がほとばしり、夜明けには破滅の先触れと言われる〈処女ベイン〉が霧のなかで目撃された。天空を翔かける幽霊狩猟団――ワイルドハント――がブルッゲの木の精しか入れないブロキロンの森に現れたという噂もあった。ワイルドハントは、誰もが知るように戦の前兆だ。さらにブレメルヴルド岬の突端では悪鬼の乗る幽霊船が現れ、猛禽類の羽根のついた兜の黒い騎士が……。

　アプレガットはどっと疲れを感じ、聞くのをやめた。共同寝室に向かい、寝台に倒れこむと、たちまち眠りに落ちた。

　夜明けとともに目覚めた彼は中庭に入って少し驚いた。自分より早く出立の準備をしている者がいる。めずらしいこともあるものだ。鞍をつけた黒の去勢馬が井戸の脇に立ち、そばで男物の服を着た女が飼い葉桶で手を洗っていた。アプレガットの足音に女は振り向き、つややかな黒髪を濡れた手でかき寄せて背中に振り払った。使者がお辞儀をすると、女はかすかにうなずいた。

　馬小屋に入ろうとして、あやうくもう一人の早起きにぶつかりそうになった。ビロードのベレー帽をかぶった少女がまだら葦毛の雌馬を引いて中庭に出てこようとしていた。少女は顔をこすりながらあくびをし、馬のき甲にもたれている。

「あああ」少女はすれ違いざまにつぶやいた。「馬に乗ったまま寝ちゃうかも……そのまますべり落ちて……あうう……」

「馬に好きなように走らせたら寒くて目も覚めるでしょう」アプレガットは棚から自分の鞍を引っ張りながら礼儀正しく声をかけた。「よき旅を、お嬢さん」

　少女は振り向き、そのとき初めて気づいたかのように見返した。大きな、エメラルドのような緑色の目。アプレガットは鞍敷を自分の馬にかけた。

「旅のご安全を」普段は多弁でもなければ感情を出すほうでもないが、いまは誰かと――それが眠そうな十代の娘でも――話したい気分だった。何日も一人で走りつづけたあとだからだろう。それとも、少女が二番目の娘を思い出させたせいか。

「神々が災難や悪天候からお守りくださいますように」アプレガットは続けた。「あなたがたは二人きりで、しかも女で……物騒なご時世だ。街道のいたるところに危険がひそんでいる」

　少女が緑色の目を大きく見開いたとたん、アプレガットは背筋に寒けを感じ、震えが全身を駆け抜けた。

「危険……」ふいに少女はさっきとは違う、奇妙な声で言った。「危険は音もなくやってくる。灰色の羽で舞い降りてくるまで聞こえない。夢を見た。砂……太陽に焼かれた砂は熱かった」

「は？」アプレガットは鞍を腹に押し当てたまま凍りついた。「いまなんと、お嬢さん？　砂とはなんのことです？」

　少女はぶるっと身震いして顔をこすり、まだら葦毛の雌馬が頭を振った。

「シリ！」中庭の黒髪の女が黒い雄馬の腹帯を締めながら鋭く叫んだ。「急いで！」

　少女はあくびをし、馬小屋に人がいるのに驚いたかのようにアプレガットを見つめ、まばたきした。アプレガットは言葉を失った。

「シリ」中庭の女がまたしても呼んだ。「眠ってしまったの？」

「いま行きます、マダム・イェネファー」

　アプレガットが馬に鞍をつけ、中庭に出たときには二人の姿はなかった。オンドリがしゃがれ声で長々と鳴き、犬が吠え、木々のあいだでカッコウが鳴いた。鞍に飛び乗ったとたん、少女の眠たそうな緑色の目と奇妙な言葉がよみがえった。〝危険は音もなくやってくる？　灰色の羽？　熱い砂？〟　正気ではなかったのかもしれない――使者は思った。近ごろはあのようなタイプによく出くわす。いまのような戦乱下で浮浪者やごろつきの餌食になり、気のふれた娘たち……。たしかに、あの子はどう見てもまともじゃなかった。それとも眠いところを叩き起こされ、まだ目が覚めていなかっただけか。夜が明けるころ、夢うつつでうろつく人間はとんでもないことを口にするものだ……。

　ふたたび全身に震えが走った。アプレガットは肩甲骨のあいだに痛みを感じ、こぶしで背中をもみほぐした。

　マリボル街道に戻ると、彼は震える膝で拍車をかけ、全速力で駆け出した。ぐずぐずしてはいられない。




　マリボルでの休息はほんのつかのま、到着してから一日もたたないうちにふたたびアプレガットの耳では風が鳴っていた。マリボルの馬小屋から提供された新しい馬――糟かす毛げの去勢馬――は尾をなびかせて疾走した。両脇のヤナギが飛びすさり、外交文書の入った革袋は胸に押しつけられ、使者の尻は悲鳴をあげた。

「おい！　首を折りたいのか、このあわて者！」全速力で走る糟毛馬に驚いた馬車引きが端は綱づなを引き、アプレガットの後ろから叫んだ。「見ろ、あの走りかたを。まるで悪魔に踵かかとをなめられてるみてえだ！　せいぜい急げ、このとんま。どんなに急いでも死神からは逃げられんぞ！」

　アプレガットは速度のせいで潤うるむ目をぬぐった。

　前日、彼はフォルテスト王に書状を渡し、デマウェンド王からの極秘伝言を復唱した。

「デマウェンドからフォルテストへ。ドル・アングラの準備は整った。偽装軍が命令を待っている。予定日は七月の新月から二度目の夜。ボートはその二日後、対岸に上陸」

　カラスの群れがやかましく鳴きながら街道を飛んでゆく。マハカムとドル・アングラ、ヴェンガーバーグのある東方に向かって。馬を駆り立てながら、アプレガットはテメリア国王からエイダーン国王に伝える極秘伝言を心のなかで繰り返した。

「フォルテストからデマウェンドへ。ひとつ、作戦は中止。おしゃべりどもが会議を召集した。サネッド島で会合、議論する。この会議で大きく変わるかもしれない。ふたつ、〈仔獅子〉の捜索は中止せよ。確認された。〈仔獅子〉は死んだ」

　アプレガットは拍車をかけた。ぐずぐずしてはいられない。




　細い森林道には荷馬車が連なっていた。アプレガットは速度を落とし、長い列の最後尾にゆっくり近づいた。列を押し分けられそうにはないが、あと戻りする余裕もない。かといって、ぬかるむ茂みに入って迂回するのも気が進まない。あたりが暗くなりかけていればなおさらだ。

「何ごとだ」アプレガットは最後尾の御者にたずねた。老齢の二人で、片方は居眠りし、もう片方は死んだように動かない。「襲撃か？　スコイア゠テルか？　どうなんだ！　こっちは先を急いで……」

　どちらかが答えるまもなく、木々に隠れて見えない列の先頭のほうから悲鳴が聞こえた。御者たちがあわてて馬車に飛び乗り、ののしりながら馬や牛にムチを入れ、行列はのろのろと進みはじめた。居眠り男が目を覚ましてあごを動かし、荷車を引くラバに舌打ちして尻にムチを入れると、じっと動かなかった老人も目を開け、目ま深ぶかにかぶった麦わら帽をあげてアプレガットを見た。

「あんた」と老人が言った。「えらく急ぎのようだが、運がいい。ちょうどいいときに追いついた」

「まったくだ」連れの男があごを動かしてラバを進ませた。「いいときに来た。これが昼ごろだったら、わしらみたいに足止めをくらって、じっと待たなきゃならんかったところだ。急いでるのはみな同じだが、どうしようもない。道がふさがってるのに、どうやって先に進める？」

「ふさがってる？　なぜだ」

「このあたりには恐ろしい人喰いが出るんだ、お若いの。そいつが、小僧ひとりを供に馬を走らせてた騎士に襲いかかった。聞いたところじゃ、人喰いは騎士の頭を――兜ごと――引きちぎり、馬の内臓をかっさばいたそうだ。小僧はからくも逃げて、そりゃ恐ろしい怪物だと言ってた。道は血糊で真っ赤で……」

「どんな怪物だ」アプレガットは手綱を引き、ラバと速度を合わせた。「ドラゴンか」

「いんや、ドラゴンじゃねえ」と麦わら帽の老人。「なんでもマンティコラとかなんとか言ってたな。小僧が言うには、とてつもなくでかい、空飛ぶ獣らしい。しかも獰猛だ！　騎士を喰ったら飛び去るだろうと思ったが、とんでもない！　道端に座りこみ、しゅっと息を吐いて牙を剥き……。だから道路は栓をした細口瓶みたいに詰まっちまった。先頭のやつが怪物を見て、馬車をほっぽり出してあわてて逃げたんだ。それで馬車の列が一キロ半もつながった。それに、ほれ、あたりは藪とぬかるみだらけだ。迂回も無理なら、あと戻りもできん。だからこうして……」

「なんてことだ！」アプレガットはあきれて鼻を鳴らした。「それでみんなして、うすのろみたいに突っ立って見てたのか――斧や槍で追い払いも殺しもせずに」

「いや、何人かがやってみた」老人がラバを進めながら言った。さっきより列の進みが速くなったようだ。「商人護衛隊のドワーフ三人とカレラスの要塞に向かっていた新兵が四人。怪物はドワーフをずたずたに切り裂き、新兵のほうは――」

「――逃げ出した」相方の老人が言葉を継ぎ、勢いよく唾を吐くと、唾の塊は前方にぴゅっと飛んでラバの尻と尻のあいだに落ちた。「マンティコラとろくに目を合わせもせずにずらかった。一人はくそを漏らしたらしい。おっと、見ろ、若いの。あれだ！　ほら、あそこ！」

「くだらん」アプレガットは少しうんざりして言った。「くそを漏らした新兵か。そんなものは見たくもない――」

「そうじゃねえ！　怪物だ！　怪物の死体だ！　荷馬車に載せられてる！　見たか？」

　アプレガットは鐙に立った。あたりには闇が迫り、野次馬が群がっていたが、兵士たちが褐色の巨体を引きあげるのが見えた。コウモリのような翼。だらりと地面に垂れさがったサソリのようなしっぽ。兵士たちが叫びながら死体を抱えあげ、荷馬車に載せている。馬は死骸と血のにおいに動揺し、いなないて梶棒をぐいと引いた。

「進め！」軍曹が二人の老御者に向かって叫んだ。「止まるな！　道をふさぐな！」

　灰色ひげの老人がラバを急せかすと、荷車が轍わだちのついた道で跳ねた。アプレガットは踵で馬を進め、近づいた。

「兵たちが怪物をしとめたようだな」

「とんでもない」老御者が口をはさんだ。「連中はあとからやってきておれたちをどなり散らしてるだけだ。〝動くな！　動け！〟とかなんとか。怪物退治に駆けつけたわけじゃない。やつら、ウィッチャーを送りこんだ」

「ウィッチャー？」

「そうよ」もう一人の老人がうなずいた。「村でウィッチャーを見かけたのを誰かが思い出して呼びにやったのさ。しばらくしてそいつがわしらの横を通り過ぎた。白はく髪はつで、顔つきは見るからに恐ろしく、いかにも斬れそうな剣をたずさえてたな。一時間もしないうちに前方から〝ウィッチャーが怪物を斬り殺した、もうすぐ通れる〟と声がした。ようやく動きはじめたところにあんたがやってきたわけだ」

「なるほど」アプレガットはうわの空で答えた。「もう何年もこのあたりを通っているが、ウィッチャーを見かけたことは一度もない。怪物をやっつけるところを見たやつはいるか」

「見たよ！」裸馬にまたがるくしゃくしゃ髪の少年が、やせたまだら葦毛のおいぼれ馬を端綱であやつりながら荷馬車の反対側から駆け寄った。「おれ、全部、見た！　いちばん前で兵士と一緒に見たんだ！」

「ふん、はなたれ小僧が」老御者が荷車を進めながら言った。「顔のミルクも乾いてないくせに大口を叩きよって。なぐられたいか」

「よせ、じいさん」アプレガットが制した。「もうじき十字路だ。おれはカレラスに向かう。その前にウィッチャーがどうやったのかを知りたい。聞かせてくれ、ぼうず」

「こんなふうだった」少年は荷馬車の脇を速歩で進みながら早口で言った。「まずウィッチャーが将校に近づいて、ゲラルトって名乗った。将校は、名前なんかどうでもいい、さっさと始めろと言って怪物を指さした。ウィッチャーは怪物に近づいた。怪物までは一キロ以上離れてたけど、ウィッチャーはちらっと見ただけですぐに、まれに見る巨大なマンティコラだ、二百クラウンならやると言った」

「二百クラウン？」もう一人の老人がむせた。「そいつ、気は確かか」

「将校も同じことを言った――もっと下品だったけど。するとウィッチャーは、それくらいは当然だ、いずれにせよおれはどっちでもいい、怪物が最後の審判の日までここに居座ろうとどうしようと関係ないと言った。すると将校は、そんなには払えない、怪物が飛んでいくまで待つと言った。するとウィッチャーは、飛んではいかない、やつは空腹で気が立ってる。飛んでいってもまたすぐに戻ってくる、なぜならここはやつのなわ――なわ――なわばりだから――」

「おい、小僧、たわごとはいい！」荷車をあやつる老人が手綱を握った手で鼻をほじろうとしてうまくゆかず、苛立ちの声をあげた。「起こったことだけ話せ！」

「だから話してるじゃないか！　ウィッチャーは言った――〝怪物は飛んではいかない、一晩かけてゆっくりじっくり死んだ騎士を食べるだろう、騎士は鎧よろいを着てるから肉をほじくり出すのに時間がかかる〟って。そこで商人たち数人が立ちあがり、なんとか怪物退治を引き受けてもらおうとまわりに寄付をつのって百クラウンを渡した。するとウィッチャーは、怪物はマンティコラで、ものすごく獰猛だ、百クラウンなんかケツにでも突っこめ、そんなはした金で命を賭けるつもりはないと言った。すると将校は怒って、残念だな、だが危険に命を賭けるのがウィッチャーの宿命で、命を賭けるのにウィッチャーほどふさわしいものはない、くそをするのに尻ほどふさわしいものがないのと同じようになって言った。だけど商人たちはウィッチャーが怒って立ち去るのを怖れて、百五十クラウン払うと言った。そこでようやくウィッチャーは剣を抜き、怪物が座ってる場所に近づいた。将校はウィッチャーの背後で魔ま除よけのしぐさをして地面に唾を吐き、どうしてあんな悪魔じみたいまわしい輩やからをのさばらせておくのかと言った。すると商人の一人が、軍が森のエルフでなく、街道の怪物を追い払ってくれたらウィッチャーも用なしなんだがと言うと――」

「ぐだぐだ言わずに見たことだけ話せ」老人がさえぎった。

「見たよ」少年は得意げに言った。「ウィッチャーの馬は栗毛の雌馬で、額に白はく斑はんがあった」

「馬の話なんかどうでもいい！　そいつが化け物を殺すとこを見たのか？」

「ええと……」少年は口ごもった。「見てはいない……後ろに押し戻されて。みんなが叫んで、馬が驚いて――」

「ほら、言ったとおりだ」老人があざけった。「このはなたれ小僧は何も見ちゃいない」

「でもウィッチャーが戻ってくるところは見たよ！」少年はむきになって言い返した。「そして一部始終を見た将校は幽霊みたいに青ざめて、部下たちにぼそりと言ってた――あれは魔術かエルフの奇術だ。ふつうの人間があんなに速く剣を振りまわせるはずがない……。そうしてるまにウィッチャーは立ちあがって商人から金を受け取り、馬で走り去った」

「ふうむ」アプレガットがつぶやいた。「それでウィッチャーはどっちに向かった？　カレラスに通じる道か。そうなら追いついて一目……」

「ううん」少年は首を横に振った。「ウィッチャーは十字路からドリアンのほうに向かった。ひどく急いでた」




　ウィッチャーはめったに夢を見ない。たまに見ても憶えていることはまずない。たとえそれが悪夢でも。そして彼が見る夢はたいていがそうだ。

　今回も悪夢だったが、少なくとも彼はその一部を憶えていた。あいまいで不穏な形と、奇妙で不気味な場面と、意味不明な不吉な言葉と音の渦のなかから突然、鮮明な場面が現れた。それはシリの姿だったが、ケィア・モルヘンにいたころのシリではなかった。馬にまたがり、風になびく淡い色の髪はあのころよりも長い。ブロキロンの森で初めて出会ったときのように。かたわらを駆け抜けるシリに大声で呼びかけようとするが、声が出なかった。あとを追いかけたいが、太ももまでタールに埋まったかのように動けない。シリは彼が見えないかのように夜のなかへ、ねじれたハンノキと生き物のように枝を揺らすヤナギのあいだを猛然と駆けてゆく。シリは追われていた。シリのあとを黒馬が追っていた。馬の背には黒い鎧に身を包み、猛禽類の羽根で飾った兜の騎士がまたがっていた。

　彼は動くことも叫ぶこともできなかった。羽根をつけた騎士がシリに追いつき、髪をつかんで鞍から引きずりおろし、引きずって走り去るのを見ていることしかできなかった。シリの顔が痛みにゆがみ、口が声なき叫びにゆがむのを見つめることしかできなかった。目を覚ませ！　彼は悪夢に耐えきれず、自分に命じた。目を覚ませ！　いますぐ目を覚ませ！

　彼は目覚めた。

　夢を思い出しながら、長いあいだじっと横たわっていた。そして起きあがると、枕の下から袋を引き出し、すばやく十クラウン硬貨を数えた。昨日のマンティコラ退治で百五十クラウン。カレラス近くの村長に頼まれてスリを殺して五十クラウン。ブルドルフでは、村人たちがすでに隠れ家から追い出していた狼人間をしとめて五十クラウン。

　狼人間ひとりに五十クラウン。多すぎるほど楽な仕事だった。そいつは刃向かおうとすらしなかった。逃げ場のない洞穴に追い詰められ、ひざまずき、ただ剣が振りおろされるのを待っていた。ウィッチャーは哀れみすら覚えた。

　だが彼には金が必要だった。

　一時間後、彼は見覚えのある通りと看板を探し、ドリアンの通りをゆっくり歩いていた。




　看板には〝コドリンガー＆フェン法律相談事務所〟とあるが、ゲラルトはコドリンガーとフェンの商売が法律とはほぼ無縁で、この共同経営者には法律とも、その執行者ともかかわりたくない理由が山ほどあることをよく知っている。いったいこの事務所を訪れる客のなかに〝相談〟の意味を知っている者が何人いるだろう？

　小さな建物の一階に入口はない。がっちりと閂かんぬきのかかった扉があるだけだ。馬車置き場か馬小屋に通じているのだろう。入口にたどり着くには建物の裏にまわり、アヒルとメンドリがひしめくぬかるんだ中庭を通り、そこから短い階段をのぼって細い回廊をくだり、さらに狭くて暗い廊下を進まなければならない。そうしてようやく鋲のついた重々しいマホガニーの扉にたどり着く。扉には獅子の頭をかたどった巨大な真しん鍮ちゆうのノッカーがついていた。

　ゲラルトは扉を叩くと同時に身を引いた。扉に罠がしかけてあるのは承知ずみだ。鋲のあいだに隠れた穴からいつ五十センチの鉄釘が飛び出してくるかわからない。理論上は誰かが錠をこじあけようとしたとき、もしくはコドリンガーかフェンが装置を作動させるときしか出てこないはずだが、装置と名のつくものがすべてあてにならないことはこれまで嫌というほど見てきた。装置というのは、動くべきでないときにかぎって動き、動くべきときには動かないものだ。

　扉には客を認識するしくみ――おそらく魔法――がしかけてあるらしく、ゲラルトが扉を叩くと、なかから質問する声もなければ話せと命じる声もなく扉が開き、目の前にコドリンガーが立っていた。応対するのはつねにコドリンガーで、フェンが現れることは決してない。

「ようこそ、ゲラルト。入りたまえ。戸口に張りつく必要はない。保安装置ははずしてある。数日前にどこかが壊れてね。いきなり作動して行商人にいくつか穴を開けた。さあ、入ってくれ。わたしに相談か？」

「いや」広くて薄暗い控え室に足を踏み入れると、いつものようにかすかに猫のにおいがした。「あんたじゃない。フェンに相談だ」

　ゲラルトは〝フェン〟なる男が、コドリンガーの忌み嫌う憲兵や管財人や収税吏の目をあざむくための架空の人物だと疑っている。コドリンガーはそんな疑念をおもしろがるように高笑いした。

　二人は最上階の執務室に入った。頑丈そうな格子のはまった窓からは日中たっぷりと日が射しこみ、部屋は明るい。ゲラルトは顧客用の椅子に腰かけ、コドリンガーは正面の樫の机の奥にある布張りの高い肘かけ椅子にゆったりと座った。〝弁護士〟を名乗り、自分に不可能はないと豪語する男。厄介ごとやもめごと、問題があると人はこの男を訪ねる。すると、たちまち共同経営者の詐欺や不正行為の証拠を手渡される。担保も保証人もなしに金が借りられる。長い債権者リストのなかで自分だけが破産宣告した事業から支払いを受ける。裕福な伯父から〝びた一文渡さん〟と脅されていた男が遺産を受け取り、頑固な親類たちがなぜか申し立てを取りさげ、遺産訴訟に勝利する。揺るぎない証拠で告発された息子が牢獄を出る。あるいは突然、証拠が消えて釈放される。コドリンガーとフェンの手にかかれば、あったはずの証拠はこつぜんと消え、目撃者はそれまでの証言を競って取りさげる。娘に言い寄る持参金ねらいの男は突如、愛情の矛先を変え、妻の愛人や娘をたぶらかそうとする男は不運な事故で四肢を三カ所――少なくとも一カ所は上半身――に複雑骨折を負う。しつこい敵や迷惑な人間はぱたりと嫌がらせをやめ、たいていは二度と噂を聞かず、姿を見かけることもない。そう、困ったことがあればドリアンに馬を走らせ、コドリンガー＆フェン事務所のマホガニーの扉を叩けばいい。すると弁護士コドリンガーが扉の奥に立っている。小柄でやせ型の、めったに外の空気を吸わない、顔色の悪い白髪まじりの男は客を執務室に案内し、肘かけ椅子に座り、膝に載せた白黒ぶちの太った雄猫をなでるだろう。そしてコドリンガーと雄猫はそっくりの黄緑色の目に不快な表情を浮かべ、値踏みするように客を見つめるのだ。

「手紙を受け取った」コドリンガーと猫は同じ色の目でゲラルトを見さだめるように見た。「ダンディリオンも訪ねてきた。二週間ほど前ドリアンに立ち寄り、きみの懸念について話していった。だが、口数は少なかった。何も話さなかったようなものだ」

「本当か。驚いた。ダンディリオンに口数の少ないときがあるとは」

「ダンディリオンがあまりしゃべらなかったのは」コドリンガーはにこりともせずに言った。「何も知らないからだ。知っていることでも、内容によってはきみに口止めされているから話せないと言った。その不信感はどこから来る、ゲラルト？　しかもプロの同業者に対して」

　ゲラルトは露骨に顔をゆがめた。コドリンガーは気づかないふりをしたつもりかもしれないが、猫は嘘をつかない。大きく目を見開いて白い牙を剥き出し、しゅーっと威嚇した。

「猫を怒らせるな」コドリンガーはなだめるように猫をなでた。「同業と言われたのが気に入らないか？　だが、本当だ。わたしもウィッチャーだ。怪物や怪物じみた困難から人々を救う。そして同じようにカネのためにやる」

「違いはある」ゲラルトは雄猫ににらまれながらつぶやいた。

「たしかに。きみは古くさいウィッチャーで、わたしは時代の精神とともに変化する現代のウィッチャーだ。だからきみはじきに仕事にあぶれ、わたしの商売はますます繁盛する。ストリガや翼ワイ竜バーンやエンドレガや狼人間はもうじきこの世からいなくなるが、ならず者はつねにいる」

「あんたが困りごとから救い出すのはもっぱらならず者だ、コドリンガー。困りごとを抱えた貧乏人は、あんたに仕事を頼む余裕などない」

「貧乏人はきみに頼む余裕もなかろう。彼らは何をするにもカネがない、これぞまさに貧乏人たるゆえんだ」

「実に論理的だ。しかも息をのむほど斬新だ」

「真実はつねにそうだ。そして、ならず者であることこそわれわれの商売の土台であり、根幹であるのは間違いない。違うのは、きみの商売が過去の遺物で、わたしの商売が本物で、成長しつつあるという点だ」

「わかった、わかった。そろそろ本題に入ろう」

「よかろう」コドリンガーがうなずいて猫をなでると、猫は背を丸めてごろごろ喉を鳴らし、爪を主人の膝にうずめた。「では重要度の高い順に進めよう。まず、相談料は二百五十ノヴィグラド・クラウンだ。きみに払えるか？　それともきみも困りごとを抱えた貧乏人か？」

「あんたがそれだけの額に見合う仕事をしたかどうかを見きわめるのが先だ」

「決めるのはきみだ」弁護士は冷ややかに言った。「やるならてばやくやってくれ。納得したらテーブルにカネを出せ。それがすんだら次に重要な案件に移ろう」

　ゲラルトは腰帯から財布をはずして無造作に放り投げた。なかの硬貨がテーブルに当たってがちゃりと音を立てると、雄猫は主人の膝から飛びあがり、跳ねるように逃げていった。コドリンガーは中身を確かめもせずに財布を引き出しに入れた。

「猫が驚くじゃないか」なじるような口調だ。

「すまない。間違ってもカネの音にだけは驚かないと思っていた。それで何がわかった？」

「きみが気にしていた、あのリエンスという男は実に謎の多い人物だ。バン・アルドの魔法使い学校で二年間学んだが、盗みを働いたところを見つかり、追い出された。学校の外では例のごとくケイドウェンの秘密機関の採用係が待ち受け、リエンスは誘いに応じた。ケイドウェンの秘密機関で何をしていたのかは不明だが、魔法使いくずれはたいてい殺し屋の訓練を受ける。ぴったりくるか？」

「手袋のように。続けてくれ」

「次の情報はシントラからだ。リエンスはキャランセ女王在位中に投獄されている」

「なんの罪で」

「驚くなかれ、借金だ。もっとも期間は長くない。誰かが利子をつけて肩代わりした。取引は銀行を通じて、匿名の後援者によって行なわれた。身元を突きとめるべく四つの銀行を調べたが特定できなかった。リエンスを買ったのが誰にせよ、プロであるのは間違いない。そして匿名性にかなり神経を使っている」

　そこでコドリンガーは言葉を切り、ハンカチを口に当てて激しく咳きこんだ。

「そして戦が終わると、いきなりミスター・リエンスはソドン、アングレン、ブルッゲに現れた」弁護士は口もとをぬぐい、ハンカチを見下ろしてから続けた。「少なくとも行動と金づかいの荒さにおいては、まったく別人となって。というのも、素性に関するかぎり、あの鉄面皮は堂々と〝リエンス〟の名を使いつづけた。そしてリエンスの名で、とある団体を執拗に調べはじめた。正確には若い女集団だ。やつは〈アングレン団〉という、戦争孤児を世話するドルイドの団体を訪ねている。のちに団体の一人が近くの森で手脚を切られ、拷問の跡を残した状態で見つかった。その後リエンスはリヴァデルに現れ――」

「知っている」ゲラルトがさえぎった。「やつがリヴァデルの農夫一家に何をしたかは。おれが二百五十クラウンで知りたいのはそんなことじゃない。ここまでで新しい情報といえば、魔法使い学校とケイドウェンの秘密機関の話だけだ。それ以外のことは知っている。リエンスが冷酷な殺し屋だということも、偽名すら使おうとしないうぬぼれ野郎だということも、誰かにあやつられていることも。あやつっているのは誰だ、コドリンガー？」

「どこかの魔法使いだ。やつを牢獄から出したのは魔法使いだった。きみは自分で――そしてダンディリオンも――リエンスは魔法を使うと言った。本物の魔法だ。魔法学校の落第生がかじったような子どもだましの奇術じゃない。つまりリエンスには後ろ盾がいて、その人物がやつに護符をあたえ、ひそかに訓練しているということだ。公に魔術を使う魔法使いは、自分の代わりに違法な汚よごれ仕事をやる秘密の生徒や〈何でも屋〉を抱えている。彼らの隠語では〝首輪をつける〟という」

「リエンスに魔法使いの首輪がついているなら目くらましの魔法を使うはずだ。だが、やつは名前も顔も変えていない。イェネファーにつけられた火傷の跡すらそのままだ」

「それこそ首輪をつけられている証拠だ」コドリンガーは咳きこみ、またしてもハンカチで口もとをぬぐった。「なぜなら目くらましの魔法は目くらましにはならない。そんなものを使うのは好事家だけだ。リエンスが遮断の魔法や幻視仮面を使ったら、いっせいに警報が鳴り出す。いまやすべての城門に魔法探知機が設置されている。魔法使いが幻視仮面を見逃すはずがない。そんなものを使ったら、どんな群衆のなかでも人ごみのなかでも、耳から炎を、尻から煙を吹き出したかのようにリエンスは注目を集めるだろう。もういちど言う――リエンスはどこかの魔法使いに仕え、その人物がほかの魔法使いの注目を集めないよう動いている」

「リエンスはニルフガードの諜報員だという者もいる」

「知っている。たとえばレダニア国の諜報部長ディクストラはそう考えている。彼はめったに間違わない。だから今回もおそらく彼は正しい。だからと言って別の顔がないとはかぎらない。魔法使いの〈何でも屋〉がニルフガードの諜報員である可能性もある」

「公認の魔法使いがリエンスを使ってニルフガードに情報を流していると？」

「くだらん」コドリンガーは咳をし、じっとハンカチを見つめた。「魔法使いがニルフガードに情報を？　理由はなんだ？　カネか？　笑わせる。常勝エムヒル皇帝の統治下で権力が手に入るとでも？　もっと笑わせる。エムヒル・ヴァル・エムレイスが魔法使いの行動を監視していることは公然の秘密だ。ニルフガードにおける魔法使いのあつかいは、言うなれば馬番と同じだ。そして彼らは馬番ほどの力もない。強情な魔法使いの誰が、自分を馬番あつかいする皇帝のために戦う？　レダニアのヴィジミル王に演説内容や法令を指図するフィリパ・エイルハートか？　ケイドウェンのヘンセルト王の演説をさえぎり、テーブルにこぶしを打ちつけ、黙って聞けと命じるサブリナ・グレヴィシグか？　それともつい最近エイダーンのデマウェンド王に向かって〝いまはそれどころではない〟と言ってのけたロゲヴィーンのヴィルゲフォルツか？」

「核心を言え、コドリンガー。それがリエンスとなんの関係がある？」

「単純だ。ニルフガードの秘密機関は魔法使いの〈何でも屋〉を泳がせて主人と接触しようとしている。リエンスはニルフガードのフロリン金貨を足蹴にはしない。主人を裏切るくらいわけはない」

「くだらんことを言ってるのはあんただ。どんなに強情でも、裏切られて気づかない魔法使いはいない。まんいちばれたら――運がよくても――リエンスは縛り首だ」

「子どもだな、ゲラルト。正体がばれた諜報員は縛り首にはならない。利用される。偽情報を吹きこまれて二重間諜に仕立てられ――」

「子どもを退屈させるな、コドリンガー。おれは諜報活動の奥義にも政治にも興味はない。リエンスが背後に迫っている。知りたいのはその理由と誰が糸を引いているかだ。やつはどこかの魔法使いの命令で動いている。誰だ？」

「まだわからぬ。だが、もうじき突き止める」

「もうじきでは遅い」ゲラルトがつぶやく。

「わかっている」コドリンガーは重々しく言った。「きみはきわめて厄介な状況にいる、ゲラルト。ここに来たのは正解だ。わたしは人助けの方法を知っている。それを言うなら、すでに助けている」

「本当か」

「本当だ」コドリンガーはハンカチを口に当て、咳きこみながら言った。「というのも、友よ、このゲームには謎の魔法使いとニルフガードに加え、第三者がかかわっている。先日――よく聞くがいい――フォルテスト王の秘密機関員が訪ねてきた。彼らは行方不明の王女を捜し出せという国王命令に苦慮していた。王女捜しが難題だとわかり、専門家の協力をあおいだわけだ。依頼の概要を説明するかたわら彼らは、とあるウィッチャーがその王女について多くを知っているらしいとほのめかした。王女の居場所さえ知っているようだと」

「それで、専門家はどうした？」

「まずは驚いた。なぜそのウィッチャーを牢屋にぶちこみ、彼が知っていること、あるいは知らなくても尋問者が満足するような嘘を――伝統的方法で――吐かせないのかと。すると彼らは、そのような行為は禁じられていると答えた。ウィッチャーなる人種は神経系が敏感で、拷問されたらすぐに死ぬそうだ。彼らが生々しくも語ったところによれば、脳内血管が破裂するらしい。それゆえ彼らはそのウィッチャーを捕らえるよう命じられた。始めてみると、この任務もまた厄介だった。専門家は彼らの良識をほめ、二週間後にもういちど来るよう告げた」

「それで来たのか」

「いかにも。きみはすでにわたしの顧客だ。専門家は彼らに、ゲラルトというウィッチャーが行方不明の王女とはなんのかかわりもなく、かかわったはずもないという揺るぎない証拠を示した。その専門家はキャランセの孫娘にしてパヴェッタ女王の娘であるシリラ王女の死を見届けた人物を見つけた。王女は三年前、アングレンの難民野営地で死んだ。死因はジフテリアだ。ひどく苦しんで死んだ。信じられないだろうが、わたしが目撃者の話をすると、テメリアの秘密機関員たちは目に涙さえ浮かべた」

「おれも涙を禁じえない。当然、テメリアの諜報員が支払ったのは二百五十クラウン以下だろうな」

「そう皮肉るな、ウィッチャー。わたしはきみを窮地から救い出した。感謝こそされ、侮辱される筋合いはない」

「感謝はしている。言い過ぎた。それにしても、なぜフォルテスト王はシリの捜索を命じた、コドリンガー？　見つけてどうするつもりだったのか」

「おや、まだわからないか？　殺すつもりだ、もちろん。王女はシントラの王位簒さん奪だつ者とみなされている。シントラの玉座に関してはほかにも計画があるようだ」

「どういうことだ？　シントラの玉座は王宮、都市、国土とともに焼け落ちた。いまやニルフガード帝国の統治下だ。フォルテストも諸国の王たちも知っている。いったいどうやってありもしない玉座をねらう？」

「よし」コドリンガーが立ちあがった。「ではその答えを一緒に探そう。その前に、なぜわたしがそう思うかを……。その肖像画のどこがそんなにおもしろい？」

「キツツキが何カ月もつついた跡のように穴だらけだ」ゲラルトはコドリンガーの正面の壁にかかる金縁の肖像画を見ながら言った。「それに、まれに見るバカ面づらだ」

「死んだ父だ」コドリンガーはかすかに顔をゆがめた。「まさしくまれにみる愚か者だった。だから戒めとしてつねに目につく場所にかけている。こっちだ、ウィッチャー」

　廊下に出たとたん、絨毯のまんなかで寝そべり、妙な角度に伸ばした後ろ足を熱心になめていた雄猫がゲラルトを見て廊下の暗がりに消えた。

「どうしてきみは猫に嫌われるんだろうな、ゲラルト。例のことと関係が――」

「ああ。そうだ」

　マホガニーの羽目板のひとつが音もなく横に開いて隠し廊下が現れ、コドリンガーが先に立って歩きだした。羽目板は魔法で作動するらしく、背後で閉まったが、真っ暗闇ではない。隠し廊下の奥から光が漏れている。

　突きあたりの部屋は冷え冷えとして乾燥し、埃と、息が詰まるようなロウソクのにおいが立ちこめていた。

「相棒に会わせよう、ゲラルト」

「フェンに？」ゲラルトは頬をゆるめた。「冗談だろう」

「冗談ではない。フェンなる人物などいないと思っていたんだろう！」

「とんでもない」

　ずらりと並んだ本箱と本棚のあいだからきしみ音が聞こえて低い丸天井に響き、やがて奇妙な乗り物が現れた。車輪のついた背もたれの高い椅子に、異様に狭い肩に直接、大きな頭を載せたような小人が座っていた。小人には両脚がなかった。

「ヤコブ・フェンを紹介しよう」コドリンガーが言った。「優秀な法律家にして、わが相棒。大切な同僚だ。そしてこちらはわれわれの客人にして依頼人である――」

「――ウィッチャー、リヴィアのゲラルト」フェンが笑みを浮かべた。「そうだと思った。ここ数カ月、その件にかかりっぱなしだった。ついてきたまえ」

　二人はキーキー音を立てる椅子のあとについて、書物の重みできしむ迷路のような書棚のあいだを進んだ。オクセンフルトの大学図書館もうらやむような蔵書だ。初期刊本の数々はコドリンガーとフェンの一族が何代にもわたって集めてきたものに違いない。ここに案内されたのは信頼の証あかしだ。ゲラルトはついにフェンに会えてうれしかった。これでフェンが実在の人物であることがはっきりした。とはいえ彼のすべてが真実ではなさそうだ。コドリンガーの無二の相棒であるフェンはしばしば国外で目撃される。だが、椅子に縛られた有能な法律家がこの建物を離れられるとは思えない。

　部屋の中央はとくに明るく、車椅子からでも届く低い演壇になっており、本や何巻もの羊皮紙、大判紙、インク壺、羽根ペンの束、その他謎めいた道具が山と積まれていた。なかには見覚えのある道具もある。印章の鋳型。公文書から文字を消すダイヤモンド製のけずり器。壇の中央には連続発射式の小型石弓が置かれ、隣のビロード布の下からは磨いた水晶でできた巨大な拡大レンズがのぞいている。とても稀少で高価なレンズだ。

「何か新しいことはわかったか、フェン」

「いや、あまり」フェンが笑みを浮かべた。感じのいい、かわいらしい笑みだ。「リエンスをあやつる魔法使いは二十八人にまで絞りこんだが……」

「それはあとまわしだ」コドリンガーがすばやくさえぎった。「いまは別のことが知りたい。なぜ〈四王国〉の諜報員がシントラ国の王女捜しにこれほどやっきになっているかをゲラルトに説明してくれ」

「王女にはキャランセ女王の血が流れている」フェンは〝なぜそんなにわかりきったことを〟と言いたげな表情で答えた。「王族の血を引く最後の存在だ。シントラ国には非常に大きな戦略的、政治的重要性がある。消えた王位継承者が自分たちの権力のおよばぬ場所にいては何かと不都合だし、まんいちよからぬ勢力の手に落ちたら危険だ。たとえばニルフガードのような」

「シントラ法は女性の継承を禁じているはずだが」

「いかにも」ゲラルトの言葉にフェンはうなずき、またもほほえんだ。「しかし女はつねに誰かの妻になり、男子継承者の母になる可能性がある。〈四王国〉の諜報部はリエンスがシリ王女を熱心に捜していることを知り、そういうことかと納得した。そこで王女が妻や母になるのを阻止しようと決めた。単純だが効果的な手段で」

「しかし王女は死んだ」コドリンガーは、ほほえむ小人の言葉でウィッチャーの表情がどう変わるかを見ながら言った。「各国の諜報員は王女の死を知り、捜索を中止した」

「今だけだ」ゲラルトは努めて冷静をよそおった。「偽情報の難点は、たいていボロが出るということだ。それに、国王の諜報部はこの争いに加わるグループのひとつにすぎない。彼らは――さっきあんたが言ったように――自分たち以外の追跡者の計画をつぶすためにシリを追っている。別の一団は偽情報に影響されないかもしれない。あんたたちを雇ったのはシリを守る方法を見つけてもらうためだ。何か見つかったのか？」

「策はある」フェンはちらっと相棒を見やり、黙れと命じる表情がないのを確かめてから続けた。「シリラ王女にも、その男子継承者にも、シントラ国の王位継承権はいっさいないという噂を密かに津々浦々に広めるつもりだ」

「シントラでは母方に継承権はない」コドリンガーが咳の発作を抑えつつ言った。「父方だけだ」

「まさしく」法にくわしい相方がうなずいた。「ゲラルト本人がたったいまそう言った。古くからある法で、悪魔のごときキャランセ女王も――ためしてはみたが――反ほ故ごにはできなかった」

「キャランセは策を弄して法を無効にしようとした」コドリンガーはハンカチで口もとをぬぐいながら語気を強めた。「違法な策をめぐらして。説明を、フェン」

「キャランセ女王はダゴラド王とアダリア妃の一人娘だ。両親の死後、キャランセは自分を〝新国王の妻〟としか見ない貴族層に反発した。彼女は最高統治権を望んだのだ。慣習と王朝の維持のため、彼女は夫君との共同統治という慣例を受け入れたが、実際はただのお飾りでしかなかった。王家の血を重んじる旧勢力がこれに反対した。キャランセに残された道は三つ。内戦か、傍系に王位を譲るか、エビング国の皇子ログネルと結婚するか。彼女は三番目の道を選び、国を治めたが、あくまでログネルの添え物だった。キャランセがそのような隷属的立場に甘んじるはずもなければ、女たちとのおしゃべりに満足するはずもない。なにしろシントラの雌獅子と呼ばれた女だ。しかし、正式な統治者はログネルだった――彼を〝獅子〟と呼んだ者はいないが」

「そこでキャランセは息子を産もうと必死になった」コドリンガーが続けた。「しかし、努力もむなしく生まれたのは娘のパヴェッタ一人で、二度の流産のあとは子どもが産めない身体になった。計画はすべて頓挫した。これが女の運命だ。ずたずたになった子宮が気高き野望を打ち砕く」

　ゲラルトは顔をゆがめた。

「残酷だな、コドリンガー」

「まさしく。現実もまた残酷だった。国王ログネルは腰の豊かな、曾祖母の代から多産な家系の若い王女を探しはじめ、キャランセの地位は危うくなった。すべての皿、すべてのワイングラスに毒を疑わねばならず、すべての狩りに不幸な事故を恐れねばならなかった。この時点でついにシントラの雌獅子は行動に出、ログネルは死んだ。痘瘡が国じゅうで猛威を振るい、彼の死を疑う者はいなかった」

「ようやくわかってきた」ゲラルトはそっけないふうをよそおった。「あんたたちがどんな噂を密かに津々浦々に広めようとしているか。シリを、毒殺者で夫殺しの孫娘と呼ばわるつもりか？」

「先走るな、ゲラルト。続けてくれ、フェン」

「キャランセはわが身を守ったが、玉座はますます遠のいた」車椅子の男は笑みを浮かべた。「ログネルの死後、雌獅子は絶対権力を手に入れようとしたが、ふたたび貴族階級はこの法と慣例違反に強く反対した。シントラの玉座につくのは国王であって女王であってはならない。やがて解決策が見つかった。娘のパヴェッタが成長したらすぐに新たな国王にふさわしい人物に嫁がせるというものだ。子を産めぬ女王に再婚する道はなかった。シントラの雌獅子が望めるのはせいぜい女王の母だ。それに、パヴェッタの夫が義母から完全に権力を奪いかねない人物である可能性もあった」

「またも残酷なことを言えば」コドリンガーが続けた。「キャランセはパヴェッタの結婚を遅らせた。最初は娘が十歳のとき、二度目は十三歳のときに破談にした。貴族たちはパヴェッタ十五歳の誕生日が生娘である最後のチャンスだと主張し、キャランセはしぶしぶ同意した。当初は彼女のもくろみどおりだった。パヴェッタは長いあいだ生娘だったが、いざ異性に目覚めると騒ぐ血を抑えきれず、最初に目の前に現れた流れ者に心を奪われた。しかも相手は魔法をかけられた怪物アーケオンだ。超自然な状況もからんでいた。予言、魔法、約束……。〈驚きの法〉と言ったか。そうだな、ゲラルト？　そのあとに起こったことは憶えているはずだ。キャランセは一人のウィッチャーをシントラに呼び寄せた。彼は自分が利用されているとも知らず、あろうことか恐ろしいアーケオンの呪いを解いてパヴェッタと結婚させたのだ。これによってウィッチャーはキャランセをも王位にとどまらせることになった。パヴェッタと――呪いが解かれたとはいえ――怪物の結婚に貴族たちはひどく動揺し、急に雌獅子キャランセとエイスト・トルシーチの結婚を認めた。どこの馬の骨とも知れぬアーケオンより、スケリッジ諸島の首長のほうがまだましに思えたのだろう。こうしてキャランセは国を治めつづけた。島人のつねで、エイストはシントラの雌獅子をあがめ、いっさい逆らわなかった。王は公務に関心を示さず、全権を后きさきにゆだねた。こうしてキャランセは薬や霊薬を飲みつつ、日夜、夫を寝台に引きずりこんだ。最後の日まで統治を望んだ――女王の母が無理なら、皇子の母として。だが、すでに言ったように大いなる野望は……」

「その話は聞いた。同じ話を繰り返すな」

「遅すぎた。不気味なアーケオンの妻となったパヴェッタ王女は結婚式のあいだもやけにゆったりしたドレスを着ていた。キャランセはあきらめ、計画を変更した。息子を通して国を治められないのならパヴェッタの息子を利用しようと考えたのだ。だが、またしても生まれたのは娘だった。これは何かの呪いか？　だが、パヴェッタはまだ子を産むことができる。産めたはずだった。だが、そこで謎の事故が起こった。パヴェッタと不気味なアーケオンは不可解な海難事故で死んだ」

「何が言いたい、コドリンガー？」

「状況を説明しているだけだ。キャランセは娘の死に打ちひしがれたが、立ちなおりは早かった。彼女は孫娘に最後の望みをかけたのだ。パヴェッタの娘シリラ。シリ。王宮内を吠えまわる、小さな悪魔の生まれ変わり。シリはとりわけ老齢者たちにとっては掌しよう中ちゆうの珠だった。キャランセ女王の子どものころにそっくりだったからだ。しかし、それ以外の者にとっては……取り替え子で、怪物アーケオンの娘で、どこかのウィッチャーまでもが所有権を主張する少女でしかなかった。ここからが大事なところだ。キャランセ女王のかわいい孫娘は――彼女の後継者として育てられ、生まれ変わりのように大事にされ、雌獅子の血を受け継いだ仔獅子は――すでに一部の者から王位継承権を失ったとみなされていた。シリラは生まれが悪い。パヴェッタの結婚は不釣り合いだった。パヴェッタは王家の血に素性も知れぬ男の劣った血を入れたのだ」

「みごとな論法だが、コドリンガー、実際は違う。シリの父親は劣ってなどいない。彼は皇子だった」

「なんだと？　それは知らなかった。どこの国だ？」

「たしか南部の……メヒト……そう、メヒト国の皇子だ」

「おもしろい」コドリンガーがつぶやいた。「メヒトは昔からニルフガードの領土だ。メティナ州にある」

「だがメヒトは王国だ」フェンが言った。「国王がいる」

「実際の統治者はエムヒル・ヴァル・エムレイスだ」コドリンガーがさえぎった。「国王が誰であろうとエムヒルの息がかかっている。だが、参考までにエムヒルが誰を王にしたか教えてくれ。誰だ？」

「すぐに」フェンが車椅子をきしませて本棚に向かい、分厚い巻紙を引き出しては次々に目を通し、無造作に床に投げ捨てた。「ふうむ……ああ、これだ。メヒト王国。四分割の紋章の色は青と赤で、左上と右下に銀色の二匹の魚。右上と左下に同色の王冠が描かれ――」

「紋章学などどうでもいい、フェン。国王は誰だ」

「〈公正なるホイト〉。選挙によって選ばれた……」

「ニルフガードのエムヒルによってだ」コドリンガーが冷たく言った。

「……九年前に」とフェン。

「それは違うな」コドリンガーがすばやく計算した。「その男ではない。ホイトの前の国王だ」

「待て。これだ。アケルスパーク。死因は――」

「急性肺炎。エムヒルが雇った暗殺者もしくは〈公正なるホイト〉の短剣で両肺を刺された」またしてもコドリンガーが先まわりした。「ゲラルト、アケルスパークの名に何か思い当たるか？　アーケオンの父親か？」

「ああ」ゲラルトはしばらく考えてから答えた。「アケルスパーク。たしかダニーは父をそう呼んでいた」

「ダニー？」

「彼の名前だ。メヒトの皇子で、アケルスパークの息子の――」

「いや、違う」巻紙を見ながらフェンがさえぎった。「ここに名前がすべて書いてある。嫡出子はオルム、ゴルム、トルム、ホルム、ゴンザレズ。娘はアリア、ヴァリア、ニナ、パウリナ、マルヴィナ、アルゲンティナ……」

「ニルフガードと〈公正なるホイト〉に関する中傷は取りさげたほうがよさそうだ」コドリンガーが重々しく言った。「アケルスパークは殺されたのではない。みずから死を招いたようだ。彼には庶子もいたんだろう、フェン？」

「山ほど。だが、ダニーの名はない」

「あるはずがない。ゲラルト、きみのアーケオンは皇子ではなかった。たとえそのげす男アケルスパークが本当に私生児アーケオンの父親だとしても、オルムにゴルムにゴンザレズ、そしてそのまた子孫が山ほどいては――ニルフガードででもないかぎり――皇子を名乗れるはずがない。法的に見てもパヴェッタの結婚は不釣り合いだった」

「それで、不釣り合いな結婚でできたシリにも王位継承権はないと？」

「そのとおり」

　フェンが車輪をきしませて演壇に近づき、「それこそ議論すべき点だ」そう言って大きな頭をあげた。「議論の核と言ってもいい。いいか、ゲラルト、われわれはシリラ王女を王位につけたいわけでもなければ継承権を奪いたいわけでもない。噂を広めるのは、少女をシントラ国の掌握に利用できないと示すためだ。そのようなこころみはやるだけ無駄だと示すのが目的だ。これでシリラ王女はこの政治抗争の表舞台から姿を消し、ただの駒ポーンになる。そして……」

「命をねらわれることもなくなる」コドリンガーが淡々と締めくくった。

「その説にはどれだけの効力がある？」とゲラルト。「公的観点からみて」

　フェンはコドリンガーを見やり、それからゲラルトに視線を戻した。

「それほど強力ではない。シリラは――いくぶん薄まったとはいえ――なおキャランセの血を引く娘だ。ふつうの国家なら王位継承者の数に入らないが、いまの状況はふつうではない。雌獅子の血は政治的に重要で……」

「血か……」ゲラルトは額をぬぐった。「〝古き血の子〟とはどういう意味だ、コドリンガー？」

「さあ。誰かがシリラのことをそう言ったのか」

「そうだ」

「誰だ？」

「それはどうでもいい。どういう意味だ」

「ルンド・エプ・ヘン・イチェル」フェンが演壇から離れながら唐突に言った。「文字どおりに訳せば、古き血の子ではなく娘だ。ふむ……古き血……。どこかで読んだことがある。正確には憶えていないが……たしかエルフの予言に関する言葉だ。イスリンの予言の古い版にアエン・ヘン・イチェル――〝エルフの古き血〟についての記述があった。だが、予言の完全版はない。知りたければエルフにたずねるしか……」

「そこまでだ」コドリンガーが冷たくさえぎった。「いちどにたくさんは無理だ、フェン。手を広げすぎるな。予言やら謎やらが多すぎる。いまのところはここまでだ。またあとで、ご苦労だった。さあゲラルト、執務室に戻ろう」

「少なすぎるということか」執務室に戻り、コドリンガーと向き合って座るやゲラルトがたずねた。「あれ以上を教えるには報酬が少なすぎると？」

　コドリンガーは机から星形の金属をつかみ、手のなかでくるくるとまわした。

「そうだ、ゲラルト。わたしにとってエルフの予言をほじくり返すのはとてつもない手間がかかる。時間と労力の無駄と言ってもいい。まずエルフの協力者が必要だ。エルフの書物を解読できるのはエルフしかいない。彼らの書はまわりくどい符号や謎かけだらけで、暗号になっていることさえある。古代語はつねに――ひかえめに言っても――曖昧で、書かれた文字は十とおりの意味を持つ。彼らの予言を読み解こうとする人間に手を貸すようなエルフはまずいない。しかも森のあちこちで〈リス団〉掃討作戦が熾し烈れつをきわめ、大量殺戮が行われているいま、近づくのは危ない。二重に危険だ。エルフはきみを人間のまわし者とみなし、人間のほうはきみを裏切り者と……」

「いくらだ、コドリンガー」

　弁護士は星形の金属をもてあそび、沈黙のあとで答えた。

「十パーセント」

「なんの十パーセントだ？」

「とぼけるな、ウィッチャー。状況は深刻さを増している。全貌はいよいよ霧のなかだ。誰にも事態が読めないとなれば、確実なのはカネしかない。このような場合、通常の金額交渉よりも歩合制のほうが望ましい。この件できみが得るカネの一割をもらいたい――すでに支払われた額は差し引いて。どうだ」

「いや。あんたに損をさせたくはない。ゼロの一割はゼロだ、コドリンガー。親愛なる友よ、おれがこの件から得るものは何もない」

「とぼけるなと言っただろう。きみがタダで動くとは思えない。この裏には何かきっと……」

「あんたがなんと思おうと知ったことじゃない。取引はなしだ。歩合もない。情報収集代はいくらだ？」

「これがほかの誰かなら〝そんな言葉にだまされると思うか〟と突っぱねるところだが」コドリンガーが咳きこみながら言った。「高貴で純真なる無私の精神は――わが時代錯誤のウィッチャーよ――なぜかきみにはふさわしい。それがきみの流儀だ。無償で命を投げ出すとは、なんとうるわしく、感動的なまでに時代遅れの……」

「時間の無駄はよせ。いくらだ、コドリンガー？」

「前回と同じだ。総額で五百クラウン」

　ゲラルトは首を振った。「残念だが、そんな大金は用意できない。少なくともいまは」

「知り合ったころに申し出た提案をもういちど繰り返す」コドリンガーは星形の金属をもてあそびながらゆっくり言った。「わたしのもとで働くならば可能だ。そうすれば情報だけでなく、それ以外のぜいたくも手に入る」

「断る」

「なぜだ」

「あんたにはわからん」

「こんどはわたしの心ではなく、職業意識を傷つける気か。言わせてもらえばわたしはすべてを理解しているつもりだ。完全なる人でなしであることはわれわれのような職業の土台だが、きみは現代的ではない。時代錯誤のやりかたに固執しすぎだ」

　ゲラルトは笑みを浮かべた。「まさしく」

　コドリンガーはまたしても激しく咳きこんで口もとをぬぐい、ハンカチを見下ろしてから黄緑色の目をあげた。

「演壇の上にあった魔法使いの一覧表を見たか？　リエンスの雇い主候補の一覧を」

「ああ」

「この目でくまなく調べるまできみに渡すつもりはない。一覧表にあった名前にまどわされるな。ダンディリオンの話では、フィリパ・エイルハートはリエンスの黒幕が誰かを知っているらしいが、きみには何も言わなかった。フィリパは誰であれ、仲間をかばいはしない。リエンスを背後であやつるのはかなり重要な人物だ」

　ウィッチャーは無言だ。

「気をつけろ、ゲラルト。かなり危険な状況だ。誰かが勝負を挑んでいる。きみの動きを――意のままではないにしても――正確に読んでいる。おごりやひとりよがりにおちいるな。勝負を挑んでいるのが誰であれ、相手はストリガや狼人間ではない。〈ミケレット・ブラザーズ〉でもなければリエンスですらない。〈古き血の子〉だと、くそっ。シントラの玉座、魔法使い、諸国の王、ニルフガードではまだ足りないとばかりに、こんどはエルフどもまでが……。この勝負からおりたほうがいい、ウィッチャー。手を引け。意表を突く行動でやつらの裏をかけ。くだらないつながりは絶て。シリラに近づくな。あの子のことはイェネファーにまかせ、ケィア・モルヘンに戻って身を隠せ。きみが山にこもっているあいだ、わたしはエルフの書物をひそかに、じっくりと、くまなく調べる。そして〈古き血の子〉について何かわかったら――今回の件にかかわっている魔法使いの名がわかったら――きみはカネをかき集め、わたしと取引する。どうだ？」

「そんなに待てない。シリの命が危ない」

「たしかに。だが、きみは娘の前に立ちはだかる邪魔者とみなされている。容赦なく排除されるべき障害物だと。だからきみの命も危ない。連中はきみを始末したらすぐに王女を追い詰めるだろう」

「もしくはおれが勝負から手を引き、ケィア・モルヘンにこもったなら、か。あんな大金を払わせといて、コドリンガー、くれる助言はその程度か」

　弁護士は星形の鋼はがねをもてあそび、咳をこらえつつ言った。

「今日きみが支払ったぶんに対してはかなりの時間を取られた。この助言はよくよく考えてのものだ。ケィア・モルヘンに戻って身を隠せ。そうすればシリラ捜索隊は彼女を見つけるだろう」

　ゲラルトは目をすがめ、笑みを浮かべた。コドリンガーはゲラルトの表情にも笑みにも表情ひとつ変えない。「つまりはこういうことだ。きみの大事なシリを悩ます者たちは彼女を見つけ、思いのままに始末する。そうなればシリときみは安全だ」

「どういうことだ？　手短に話せ」

「一人の少女を見つけた。シントラ貴族出身の戦争孤児で、難民野営地を渡りあるき、いまはブルッゲの服地屋に引き取られて布地を測り、裁断している。どこにでもいる娘だが、ひとつだけ目を惹くのはシントラの仔獅子にそっくりだということだ。見たいと思わぬか」

「いや。見たくない。そんな解決法は受け入れられない」

「ゲラルト」コドリンガーは目を閉じた。「どういうことだ？　シリを救いたいのなら……きみに屈辱にこだわる余裕があるとは思えない。いや、言いかたを間違えた。きみに屈辱を拒む余裕はない。屈辱のときが近づいている、わが友ウィッチャーよ、とてつもない屈辱のときが。それに合わせなければならない。単純な解決策だ。誰かが死に、誰かが生きる。きみの愛する人は生き延び、見ず知らずの少女は死に――」

「この身をさげすめというのか」ゲラルトがさえぎった。「愛する者を守るために身を貶おとしめろと？　ありえない、コドリンガー。その娘には手を出すな。いまのまま布地を測らせておけ。娘の人相書きは処分しろ。燃やせ。そして、おれが苦労して稼ぎ、おまえが引き出しにしまった二百五十クラウンにふさわしい、もっとましな情報を渡せ。イェネファーとシリはエランダーを発った。知ってるはずだ。二人が向かった場所も。誰が二人を追っているのかも」

　コドリンガーは机に指を打ちつけ、咳をした。

「狼は警告を無視して狩りを続けたがる。狼は追われていることに気づかず、本物の猟師がかかげるうまそうな薫製ニシンにまっしぐらに近づく」

「たわごとはいい。要点を話せ」

「そこまで言うのならしかたない。イェネファーが七月初めにサネッド島のガルスタング宮殿で招集される〈魔法集会〉に向かったのは想像に難くない。用心して魔法も使わず移動しているから居場所は特定できない。一週間前はエランダーにいた。おそらく数日後にはゴルス・ヴェレンに着くだろう。そこからサネッド島は目と鼻の先だ。ゴルス・ヴェレンに向かうにはアンホルの村を通らなければならない。いますぐ出発すれば、イェネファーを追う連中に追いつけるかもしれない。誰かが彼女を追っている」

「まさか国王づきの密偵ではないだろうな」ゲラルトが不気味にほほえんだ。

「いや」コドリンガーは手にした星形の鋼を見下ろした。「密偵ではないし、きみより賢いリエンスでもない。やつは〈ミケレット・ブラザーズ〉のいざこざのあと、どこかに身をひそめている。イェネファーを追っているのは三人の雇われ殺し屋だ」

「知っているのか」

「全員、知っている。だから助言するのだ。手を出すなと。アンホルには行くな。これからあらゆるつてとコネを使って殺し屋を買収し、契約書を書き換える。つまり、連中にリエンスを追わせるのだ。うまくゆけば……」

　そこでふいにコドリンガーは大きく片手を振りかぶった。鋼の星がうなりながら空を切り、父コドリンガーの肖像画の眉み間けんにどすっと命中し、星の半分がめりこんだ。

「悪くなかろう？」弁護士はにやりと笑った。「オリオンと呼ばれている。外国の発明品だ。一カ月ほど練習し、いまではほとんどはずさなくなった。役に立ちそうだと思ってね。この小さな星は命中率が高く、十メートル以内なら致死力があり、袖にも帽子の帯にも隠しておける。ニルフガードの秘密組織がこの道具を使いはじめてそろそろ一年だ。ハハ、もしリエンスがニルフガードに潜入しているとして、やつのこめかみにオリオンが突き刺さっていたらさぞ愉快だろうな……。どう思う？」

「別に。それはあんたの問題だ。二百五十クラウンは引き出しのなかにある」

「いかにも」コドリンガーがうなずく。「つまりわたしの裁量にまかせるということか。しばらく沈黙しよう、ゲラルト。目の前に迫ったリエンスの死にしばし黙もく祷とうを捧げようじゃないか。なぜ顔をしかめる？　崇高なる死に敬意はないか」

「ある。だから死をあざける愚か者のたわごとは聞くに堪たえん。みずからの死を考えたことはないのか、コドリンガー？」

　コドリンガーは激しく咳きこみ、口の前でハンカチをしげしげと見つめてから目をあげ、淡々と言った。

「もちろんある。それについては真剣に考えている。だが、わたしがどう考えようときみには関係ない。アンホルに向かう気か？」

「ああ」

「ラルフ・ブルンデン――別名〈教授〉。ヘイモ・カントル。小ヤクサ。聞き覚えは？」

「ない」

「三人とも剣の使い手だ。〈ミケレット〉より腕が立つ。だからもっと確実な、遠くからでも使える武器がいい。たとえばこのニルフガードの手裏剣のような。売ってやろうか。たくさんある」

「結構。そいつは使えない。空中で音がする」

「うなりには敵を恐怖におとしいれるという心理的効果がある」

「なるほど。だが気づかれる恐れもある。おれなら難なく避けられる」

「投げるところを見ていれば避けられるだろう。たしかにきみは矢でも、もめごとでも避ける男だ……だが、背後から投げられたら――」

「背後からでもよけられる」

「バカな」

「賭けるか」ゲラルトが冷たく言った。「おれはあんたのうすのろ親おや父じの肖像画のほうを向いている。背後からオリオンを投げろ。当たればあんたの勝ち、当たらなければ負けだ。あんたが負けたら例のエルフの予言を解読し、〈古き血の子〉の情報を探れ。いますぐに。それもつけで」

「わたしが勝ったら？」

「つかんだ情報をイェネファーに渡せ。カネは彼女が払う。あんたに損はさせない」

　コドリンガーは引き出しを開け、新たにオリオンを取り出した。

「まさか応じるとは思わなかっただろう」質問ではなく、事実を述べる口調だ。

「いや、応じると思っていた」ウィッチャーはほほえんだ。

「この命知らずめ。忘れたか？　わたしは手加減しない」

「忘れてはいない。いずれにせよ屈辱のときが近づいている。そしてあんたは進歩と時代精神に通じている。だが、おれはあんたの〝時代錯誤的ばか正直〟という非難を真しん摯しに受け止め、今回は危ない賭けに出る。だが、勝ち目がないわけじゃない。どうする。やるか」

「もちろん」コドリンガーは手裏剣のとがった部分をつかんで立ちあがった。「どんな良識も好奇心には勝てない。根拠なき慈悲は言うまでもなく。背を向けろ」

　ゲラルトは背を向け、オリオンが突き刺さったままの穴だらけの肖像画をちらっと見やり、目を閉じた。

　手裏剣がしゅっとうなり、肖像画の額から十センチ離れた場所に突き刺さった。

「くそっ！」コドリンガーがうめいた。「ひるみさえしなかったな、ちくしょう」

　ゲラルトは振り向き、ぞっとするような笑みを浮かべた。

「なぜひるむ必要がある？　あんたがはずすのは音でわかった」




　宿は閑散としていた。目の下に隈のある若い女が隅の長椅子に座り、恥ずかしそうに横を向いて子どもに乳を飲ませている。その横で夫とおぼしき肩幅の広い男が壁にもたれてうとうとし、さらにもうひとり、暗くて表情はわからないが、ストーブの後ろの陰のなかに誰かが座っていた。

　宿の主人は顔をあげ、アプレガットの身なりと胸につけたエイダーン国の記章に目をとめるや、たちまち表情を曇らせた。このような反応はいつものことだ。国王づきの使者は無条件に馬を要求できる。国王命令は絶対で、使者はどこの街や村でも、どこの宿でも農家の庭でも新しい馬を求める権利がある。拒んだらただではすまない。通常、使者は乗ってきた馬を乗り捨て、新しい馬の受取書に署名する。その後、馬の所有者は政務官に申請し、馬代を受け取るしくみだが、決まりどおりにゆくとはかぎらない。だから使者はつねに嫌悪と不安の目を向けられる。〝この男は馬を要求するだろうか？　うちのゴルダを連れてゆき、それきりだろうか？　仔馬のころから育てたビューティを、かわいがっていたエボニーを連れていってしまうのだろうか？〟　アプレガットは、仲よしの遊び相手が馬小屋から引き出され、鞍をつけられるのを見た子どもたちが泣きながら愛馬にしがみつき、理不尽さと無力さに青ざめた顔で大人たちの顔を見あげるところをなんども見てきた。

「馬はいらない」アプレガットがぶっきらぼうに言うと、主人はほっとため息をついた。

「食事がしたい。長い道中で腹が減った。鍋に何かあるか」

「粥かゆがいくらか残っております。たっぷりお出ししますよ。お座りください。お泊まりになりますか。日も暮れてきたことですし」

　アプレガットは考えた。二日前にハンソムに会った。顔見知りの同業者で、二人は命令どおり伝言を交換した。ハンソムはデマウェンド王への書状と伝言を受け取ると、テメリアとマハカムを通り、ヴェンガーバーグに向けて走り去った。いっぽうアプレガットはレダニア国王ヴィジミルあての伝言を受け取り、オクセンフルトとトレトゴールに向かっていた。目的地までまだ五百キロ近くある。

「食べたら出発する」アプレガットは言った。「今夜は満月で、道も平坦だ」

「そうおっしゃるのなら」

　出された粥は薄く、味気なかったが、アプレガットは頓着しなかった。ささいなことだ。家では妻の手料理を楽しむが、道中はありつけるものに文句はない。手綱の握りすぎでこわばった指で不器用にスプーンをつかみ、ゆっくりと粥をすすっていると、ストーブの脇で居眠りしていた猫がふと頭をあげ、しゅーっと威嚇した。

「王づきの使者か」

　いきなり問いかけられてアプレガットはぞくっとした。ストーブの陰にいた男がいつのまにか隣に立っていた。乳のように白い髪。額に巻いた革帯。銀鋲を打ちつけた革の上衣に、長いブーツ。背中に斜めにくくりつけた剣の柄つか頭がしらが右肩で光っている。

「どこへゆく」

「王が命じるところどこへでも」アプレガットはそっけなく応じた。この手の質問には必ずこう答えるようにしている。

　白髪の男はアプレガットを探るように見ながら黙りこんだ。顔色はやけに青白く、目の色は異様に黒い。

「思うに」ようやく男は耳ざわりな、かすれ声で言った。「王は急げと命じたんだろう？　急いで発てと」

「あんたになんの関係がある？　使者をせかすとは、いったい何者だ」

「名乗るほどの者ではない」白髪の男はぞっとする笑みを浮かべた。「あんたをせかすつもりもない。だが、おれなら一刻も早くここを出る。あんたに不幸が降りかかるのはしのびない」

　アプレガットはこうした言葉にもおきまりの答えを用意していた。短く、そっけなく。攻撃的でなく、冷静に。それでいて王づきの使者が誰に仕え、触れようものならただではすまないことを質問者にはっきりわからせるような答えを。だが、白髪男の口調にはいつもの答えをためらわせるような響きがあった。

「馬を休ませなければならない。一、二時間ほど」

「そうか」白髪男はうなずき、外から聞こえる音に耳を澄ますように頭をあげた。アプレガットも聞き耳を立てたが、聞こえるのはコオロギの声だけだ。

「では休め」男は胸に斜めにかけた剣帯を伸ばしながら言った。「だが、中庭には出るな。何が起ころうと出るんじゃない」

　アプレガットはそれ以上、何もきかなかった。なぜかきかないほうがいい気がした。彼は椀に顔を寄せ、粥に浮かぶわずかな豚肉のかけらを探りはじめた。顔をあげると、白髪男は消えていた。

　ほどなく中庭で馬がいななき、蹄の音が響いた。

　三人の男が宿に現れた。男たちを見たとたん、宿の主人は手にしたビールジョッキをせわしなくふきはじめ、赤ん坊を抱いた女は居眠りする夫に近づいて肘で起こし、アプレガットは腰帯と短剣を載せた丸椅子をつかんでわずかに引き寄せた。

　三人は値踏みするように客を鋭く見まわし、拍車と武器をじゃらつかせながらカウンターにゆっくり歩み寄った。

「ようこそ、旦那様がた」主人が咳払いして呼びかけた。「なんにいたしましょう」

「ウォッカだ」小柄でがっちりした男が言った。サルのように腕が長く、二本のゼリカニア・サーベルを十字に背負っている。「一杯どうだ、〈教授〉？」

「喜んで」鈎かぎ鼻ばなの男が鼻先にずり落ちた金縁に青っぽいレンズのはまった眼鏡を押しあげた。「混ぜ物で薄めてなければな」

　アプレガットは酒を注ぐ主人の手がかすかに震えているのに気づいた。男たちはカウンターに寄りかかり、陶器のカップからゆっくり飲みはじめた。

「主人よ」ふいに眼鏡の男が呼びかけた。「少し前にゴルス・ヴェレンに急ぐ女二人がここを通らなかったか」

「ここはいろんなかたが通りますので」主人がもごもごと答えた。

「女二人連れに気づかぬはずはなかろう」眼鏡男がゆっくり言った。「一人は黒髪でとびきり美しく、黒い去勢馬に乗っている。もう一人は若くて灰金色の髪。緑色の目でまだら葦毛の雌馬。通らなかったか」

「いや」アプレガットが冷たい声で口をはさんだ。「来なかった」

　灰色の羽根の危機。熱い砂……。

「使者か」

　問われてアプレガットはうなずいた。

「どこから来て、どこへ行く？」

「王が命じる場所から場所へ」

「さっきたずねた女二人連れとどこかですれ違わなかったか」

「いや」

「やけに返事が早いな」ひょろりと背の高いもう一人の男がどなるように言った。黒い髪が油でなでつけたように光っている。「しかもたいして思い出すふうもなく」

「よせ、ヘイモ」眼鏡男が片手を振って制した。「こいつは使者だ。そうからむな。ここはなんという場所だ、主人？」

「アンホルです」

「ゴルス・ヴェレンまではどれくらいかかる？」

「は？」

「距離はどれくらいだ」

「測ったことはねえですが、おそらく三日くらいではないかと……」

「馬でか」

「荷馬車で」

「おい」がっちりした男がふと背を伸ばし、開け放たれた扉から中庭のほうを見ながら声を押し殺した。「見ろ、〈教授〉。あれは誰だ？　もしかして……」

　眼鏡男も中庭に目をやり、さっと表情をこわばらせた。

「そうだ」鋭くささやいた。「やつに違いない。どうやら運命の女神がほほえんでるようだ」

「入ってくるまで待つか」

「いや、入ってはこない。馬を見られた」

「つまりやつはおれたちがここにいることを……」

「黙れ、ヤクサ。何か言ってるぞ」

「いいほうを選べ」中庭から少ししゃがれた、しかし力強い声が響いた。誰の声かアプレガットにはすぐにわかった。「誰か一人出てきて、誰に雇われたのかを話せばこのまま見逃してやる。もしくは三人全員が出てくるか。ここで待つ」

「あの野郎……」黒髪の男がうなった。「知ってやがる。どうする？」

　眼鏡男がゆっくりとカップをカウンターに置いた。

「カネをもらったぶんのことをやるまでだ」

　眼鏡男が手のひらに唾を吐き、指を曲げ伸ばしして剣を抜いた。それを見てあとの二人も剣を抜いた。宿の主人が何か叫びかけたが、青いレンズごしに冷たい目でにらまれ、口を閉じた。

「誰も動くな」眼鏡男がささやいた。「声も出すな。ヘイモ、始まったらやつの背後にまわれ。よし、幸運を祈る。行くぞ」

　戦いは一瞬のうちに始まった。うめき。激しい足音。剣のぶつかり合う音。そして、うなじの毛が逆立つような悲鳴。

　宿の主人は青ざめ、目の下に隈のある女は乳飲み子を胸にかき寄せて叫んだ。ストーブの裏にいた猫がぴょんと飛びあがって背を丸め、ブラシのようにしっぽを逆立てた。アプレガットは椅子の隅に身をずらした。膝に短剣を載せているが、抜きはしない。

　またしても中庭から足音と口笛と剣がぶつかり合う音がした。

「きさま……」誰かの罵ば声せいは言い終わる前に絶望の響きに変わった。「ちくしょう……」

　剣のうなりが聞こえ、甲高い、突き刺すような悲鳴があたりを切り裂いた。どさりと重い穀物袋を落としたような音がし、つなぎ柱のほうから蹄とおびえた馬のいななきが聞こえた。

　ふたたび板に何かが落ちる音がして、重い駆け足の音が近づいた。赤ん坊を抱いた女は夫にしがみつき、宿の主人は壁に背中を押しつけ、アプレガットはテーブルの下でひそかに短剣を抜いた。足音がまっすぐ宿に近づいてくる。もうじき扉に現れる……そう思ったとき、剣がびゅんと風を切った。

　男が叫びながら、よろよろと宿のなかに現れた。戸口で倒れるかに見えたが、そのまま重い足取りで数歩よろけたかと思うと部屋のまんなかでどさりと倒れ、床板のすきまに詰まったほこりが舞いあがった。男は膝を曲げ、両腕を身体の下に敷いた格好で、顔からぐったりと崩れ落ちた。水晶の眼鏡が床に落ちて細かい青い破片になり、身体の下からどす黒い、光る血だまりが広がりはじめた。

　誰も動かず、声ひとつあがらない。

　白髪の男が入ってきた。

　握っていた剣を背中の鞘にするりと収めると、床の死体には見向きもせずにカウンターに近づいた。宿の主人がすくみあがった。

「あの輩やからは……」白髪の男がしゃがれ声で言った。「悪党どもは死んだ。執政官が来たら、やつらの首に懸賞金がかかっていたとわかるだろう。よきにはからってもらえ」

　主人は力強くうなずいた。

「もしやつらの仲間や手下が訪ねてきたら」しばらくして白髪の男は続けた。「狼に食われたと言え。白い狼に。そして背後には気をつけろと伝えろ。振り向いたら狼が見張っていると」




　三日後、アプレガットがトレトゴールの城門に着いたときは真夜中をとうに過ぎていた。彼は怒っていた。濠で待たされ、声がかれるまでどならねばならなかった。衛兵が眠りこみ、なかなか門が開かなかったからだ。怠け者の衛兵に三代前まで呪ってやるとどなると、ようやく目を覚ました衛兵長が部下たちにさらなる罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせ、ようやくアプレガットはすっとした。もちろん、こんな時間にヴィジミル王に目通りできるはずはない。彼にとってもそのほうがよかった。これで朝の鐘が鳴るまで眠れる。だが、もくろみははずれ、彼は寝台ではなく、衛兵所に呼び立てられた。待っていたのは国王ではなく、巨体の男だ。アプレガットには誰だかすぐにわかった。レダニア国王の腹心ディクストラ。国王あての信書を受け取る権利がある人物だ。アプレガットはディクストラに文書を渡した。

「口頭伝言はあるか」

「はい」

「聞かせろ」

「デマウェンドからヴィジミルへ」アプレガットは目を閉じて復唱した。「ひとつ、偽装軍の始動は七月の新月から二番目の夜。フォルテストの背信を警戒せよ。ふたつ、サネッドの腹黒いおしゃべりどもの集会には出席しない。貴君にもそれを望む。三つ、〈仔獅子〉は死んだ」

　ディクストラは顔をゆがめてテーブルに指を打ちつけ、書状を差し出した。

「デマウェンドあての書状だ。そして口頭伝言は……よく聞け。これをおまえの王の前で一言一句たがわず繰り返せ。ほかの誰でもない、国王その人だけに。王本人だけだ、いいか」

「はい」

「内容はこうだ――ヴィジミルからデマウェンドへ。偽装軍の発動は中止。密告あり。〈炎〉はドル・アングラで兵を集め、戦闘開始の口実を待っている。復唱せよ」

　アプレガットは復唱した。

「よし」ディクストラはうなずいた。「夜明けとともに発て」

「この五日間、走りどおしで」アプレガットは尻をさすりながら言った。「せめて朝まで眠らせてもらえるとありがたいのですが……」

「デマウェンド王が夜に寝ていると思うか？　わたしが寝ていると思うか？　そんなことをたずねるだけでも顔を一発なぐられて当然だ。食糧を渡す。しばらく干し草の上で身体を伸ばせ。だが出発は夜明けだ。純血の雄馬を用意した。風のごとく走るだろう。そう顔をしかめるな。袋に特別手当が入っている。ヴィジミル王がケチ呼ばわりされないようにな」

「いたみいります」

「ポンター周辺の森に気をつけろ。〈リス団〉がうろついている。そうでなくてもあのあたりは盗賊のすみかだ」

「わかっております。ああ、それから三日前のことですが……」

「なんだ」

　アプレガットはアンホルでのできごとを手短に話した。

「〈教授〉か……」胸の前で太い腕を組み、聞き入っていたディクストラが考えぶかげに言った。「ヘイモ・カントル、小ヤクサ。ウィッチャーにやられたか。ゴルス・ヴェレン途中のアンホルで。つまりサネッドとガルスタングへ向かう途中で……しかも〈仔獅子〉が死んだ？」

「なんのことです？」

「なんでもない」ディクストラは頭をあげた。「少なくともおまえには関係ない。休め。そして夜明けとともに発て」

　アプレガットは運ばれてきた食事を食べ、しばらく横になったが一睡もできず、夜明けとともに城門を出た。たしかに雄馬は俊足だったが、ちょっとしたことでびくつく。この手の馬は苦手だ。

　ふと彼は左肩甲骨と背骨のあいだに耐えがたいかゆみを覚えた。馬小屋で休んでいたときにノミにでも噛まれたのだろう。だが、いまは掻くこともできない。

　馬が跳びはね、いなないた。アプレガットは拍車をかけ、先を急いだ。問題の期日が迫っていた。




「見ろガル＝エン」枝に隠れて街道を見張っていたカイルブレがささやいた。「騎乗の男がやってエン・ド＝イネ・エン・エヴアル・ア・くストルるシーデ！」

　トルヴィエルはさっと立ちあがり、つかんだ剣を腰につけながらブーツの先でヤエヴィンの太ももを突つついた。洞うろの壁にもたれて居眠りしていたヤエヴィンは飛びおきた拍子に火傷しそうな焼けた砂に手をついた。

「なんだとケ・スエクス？」

「騎乗の男がやってくる」

「一人か」ヤエヴィンが弓と矢を手に取った。「一人か、カイルブレ？」

「一人だ。ぐんぐん近づいてくる」

「始末しよう。たかが人ド＝間イネ一人だ」

「よしな」トルヴィエルがヤエヴィンの袖をつかんだ。「ほっとこう。あたしらの任務は偵察して司令官と合流することだ。道ゆく人間を殺す？　それが自由を求める戦いか？」

「まさしく。どけ」

「死体が道に転がってたら巡視隊が警戒する。軍勢が送りこまれ、砦の警備が厳重になって川を渡るのが大変になる！」

「この道を通る人間はほとんどいない。死体が見つかるころ、おれたちは遠くに行ってる」

「遠くに行ったのは男のほうだ」樹上からカイルブレが言った。「もめてるまにさっさとやるべきだったな。もう無理だ。二百メートルは離れた」

「おれの六十ポンドの弓と七十五センチの矢で無理だと？」ヤエヴィンが手にした弓をなでた。「いずれにせよ二百メートルはない。せいぜい百五十だ。おれの腕を見てろミレ・ケ・スパル・エン＝レ」

「ヤエヴィン、もうほっとけって……」

「黙サエスれ・エプ、トルヴィエル」

　ヤエヴィンは帽子につけたリスのしっぽが邪魔にならないよう帽子の向きを変えると、右耳の横でさっと力強く弦つるを引き、慎重にねらいをさだめて矢を放った。

　アプレガットの耳に矢の音は聞こえなかった。エルフが放ったのは〝無音矢〟という特殊な矢で、剛性強化と軽量化のために柄に縦溝が彫りこまれ、細長い灰色の羽根がついていた。矢じりが三角で、三辺がカミソリのように鋭い矢は騎馬使者の背中――左肩甲骨と背中のあいだ――にどすっと命中した。斜めに角度のついた矢刃は体内にめりこむや、ねじのように回転しながら入りこみ、組織を切断し、血管を切り裂き、骨を砕いた。アプレガットはつんのめるように馬の首に倒れこみ、羊毛袋のようにどさりと地面にすべり落ちた。

　街道の砂は太陽に焼かれ、さわれないほど熱かったが、アプレガットは何も感じなかった。即死だった。




（注１）スコイア゠テル――通称〈リス団〉――は非人間族からなるゲリラ集団。ほとんどがエルフ族で、ハーフリングやドワーフも含まれる。縁なし帽や衣服にリスのしっぽをつける習慣からそう呼ばれている。非人間族に対する差別に反発してニルフガードと同盟を結び、北方諸国のすべての人間と敵対する。









２




　ぼくが彼女のことを知っているとはとても言えない。思うに、その魔法剣士ウイツチヤーと女魔法使い以外、本当に彼女を知る者は一人もいないのではないだろうか。初めて彼女を見たとき、きわめて異常な状況だったにもかかわらず、格別なんの印象もなかった。知人のなかには、ひとめで彼女の背後に死の気配を感じたという者もいるが、ぼくにはまったくふつうの少女に見えた――ふつうではないと知っていたにもかかわらず。だからぼくは彼女のなかに特異なものを探し、見つけ、感じようとした。しかし、何も見つからず、何も感じなかった。そのあとに起こった数々の悲劇の兆候とか、虫の知らせとか、前兆のようなものは何ひとつ。それは彼女の存在そのものが引き起こしたものであり、彼女みずからの行動が引き起こした悲劇だった。

――ダンディリオン著『詩の半世紀』より







　森がとぎれた十字路の脇に柱が九本、並んでいた。それぞれのてっぺんに荷馬車の車輪が平らに載せられ、カラスとワタリガラスが車輪の枠と軸にくくりつけられた死体をついばんでいる。柱が高いのと群がる鳥のおかげで車輪の上にある物体が何かは想像するしかないが、死体だ。それ以外のものであるはずがない。

　シリは顔をそむけ、不快そうに鼻にしわを寄せた。柱のほうから風が吹き、むかつくような腐臭が十字路の上空にただよっていた。

「すばらしい景色ね」イェネファーは鞍から身を乗り出し、ついさっき同じことをしたシリを叱りつけたのも忘れて地面に唾を吐いた。「絵画的で、実にかぐわしい。でも、どうして荒れ地の果てでこんなことを？　ふつうは城壁のすぐ外でやるものよ。そうではなくて、みなさん？」

「〈リス団〉です、貴婦人さま」十字路で追いついたさすらいの行商人が早口で言った。まだら模様の馬に山積みの荷車を引かせている。「エルフですよ、柱の上に横たわってるのは。だから柱は森のそばにある。〈リス団〉の仲間に対する見せしめとして」

「つまり」イェネファーは男を見ながらたずねた。「捕らえた〈リス団〉を生きたままここに連れてきたと……？」

「エルフが生け捕りにされることはまれです」商人がさえぎった。「たとえつかまっても、ふつうは街に連れてゆかれる。文明的な非人間が住んでるのは街ですからね。〈リス団〉が街の広場で拷問されるのを見たら、誰も仲間に加わろうとは思わない。でも戦闘で死んだエルフは十字路まで運ばれ、こんなふうに柱の上に載せられます。遠くから運ばれることもあって、ここに着くころには、それはひどいにおいで――」

「考えてみれば」イェネファーが鋭く話をさえぎった。「崇高なる死と遺骸に対する敬意から降霊術は禁じられている。それらは敬意と平和と儀式にのっとった埋葬に値し……」

「なんのことで、貴婦人さま？」

「なんでもないわ。行くわよ、シリ、さっさとここを離れましょう。あまりのにおいに吐き気がしそう」

「うえっ。あたしも」シリが商人の馬車のまわりを駆けながら言った。「全速力で？」

「いいわ……シリ！　全速力はいいけれど、首の骨を折らないで！」




　やがて城壁に囲まれた街が見えてきた。塔がいくつも立ちならび、とがった屋根がまぶしく光っている。街の向こうには灰緑色の海が朝日にきらめき、白い帆がぽつぽつ浮かんでいた。シリは砂の斜面の手前で手綱を引き、鐙あぶみに立って風と潮のにおいを思いきり吸いこんだ。

「ゴルス・ヴェレン」イェネファーが追いつき、隣で馬を止めた。「ようやく着いたわ。道に戻りましょう」

　二人はゆるい駆け足で街道に戻り、雄牛が引く荷車や、薪をかついで歩く人を次々に追い越した。

　すべてを追い越して二人きりになると、イェネファーはシリに止まるよう手ぶりした。

「近づいて。もっと。手綱を取って、わたしの馬を引いて。両手を空あけたいの」

「なんのために？」

「手綱を取って、シリ」

　イェネファーは鞍袋から銀色の小さな鏡を取り出し、表面をぬぐって呪文をささやいた。すると鏡は手から浮きあがり、馬の首の上方――ちょうど顔の正面あたりに浮かんだ。

　シリは驚きの息を漏らし、唇をなめた。

　イェネファーは鞍袋から櫛を取ってベレー帽を脱ぎ、数分間、熱心に髪をとかした。シリは黙って見ていた。イェネファーが髪をすいているときに邪魔をしたり気を散らせたりしてはならない。人目を惹く、一見無造作に乱したようなつややかで波打つ髪は長年の熱心な手入れのたまもので、これを保つのは容易ではない。

　イェネファーはふたたび鞍袋に手を入れ、両耳にダイヤの耳飾り、両手首に腕飾りをつけた。それからショールをはずしてブラウスのボタンをひとつふたつはずし、首もとと、ビロードひもに黒曜石のついた首飾りをあらわにした。

「あ！」ついに我慢できずにシリが声をあげた。「なんでそんなことをするのかわかった！　街に入るからきれいに見せたいのね！　でしょ？」

「ええ、そうよ」

「あたしは？」

「あなたが何？」

「あたしもきれいに見せたい！　あたしも髪をとかして――」

「ベレー帽をかぶって」イェネファーは馬の耳あたりに浮かぶ鏡をにらみながらぴしゃりと言った。「前のとおりに。そして髪を押しこんで」

　シリは鼻を鳴らしつつもおとなしくしたがった。イェネファーの声の調子と微妙な機嫌を聞き分ける技はとうの昔に習得した。口ごたえしていいときとそうでないときはわかっている。

　イェネファーは額にかかる前髪を整え、次に小さな緑色のガラス瓶を取り出した。

「シリ」さっきよりもやさしい声だ。「これはお忍びの旅なの。そして旅はまだ終わっていない。だからあなたは帽子の下に髪を隠さなければならない。城門には、旅人を鋭く、正確に見分ける目を持つ人が必ずいる。わかるわね」

「わからない！」シリは口をとがらせ、黒い雄馬の手綱をイェネファーに返した。「おしゃれしたのは門兵を驚かすためでしょ！　それもこっそり！」

　イェネファーは笑みを浮かべた。「わたしたちはゴルス・ヴェレンの城門に向かっているの。わたしがこの街で身を隠す必要はない。むしろその反対よ。でも、あなたは違う。あなたは誰の記憶にも残ってはならない」

「あなたに見とれる人は、あたしのことも見るわ！」

　イェネファーはライラックとグースベリーのにおいがする小瓶に人差し指を入れ、目の下に少量をこすりつけて謎めいた笑みを浮かべた。

「あなたに目をとめる人がいるかしら？」

　橋の手前には馬と馬車の長い列ができ、衛所の周囲には旅人が群がって査証の順番を待っていた。シリはうめいた。かなり長く待たされそうだ。ところがイェネファーが鞍の上で背を伸ばし、小走りで馬を進ませて旅人たちの頭を見下ろしたとたん、誰もがさっと道を開け、うやうやしく頭をさげた。鎖かたびらに身を包んだ衛兵も、女魔法使いに気づくや、しぶとく動かない者やぐずぐずする者たちを槍の柄で押しのけ、道を開けさせた。

「こちらへ、こちらへ、貴婦人さま」衛兵の一人がイェネファーを見つめ、顔を赤らめて呼びかけた。「さあ、どうぞこちらへ。さあさあ、道を開けろ、この平民ども！」

　急に呼び立てられた士官が不機嫌そうな顔で衛所から現れたが、イェネファーを見たとたん顔を赤くして目を見開き、口をぽかんと開けて深々とお辞儀した。

「ゴルス・ヴェレンへようこそ、マイ・レディ」士官は背を伸ばし、イェネファーを見ながらぼそぼそつぶやいた。「なんなりとお申しつけください……何がお入り用でしょう？　護衛ですか？　道案内？　誰か呼びますか？」

「それにはおよびません」イェネファーは鞍の上で背筋を伸ばし、士官を見下ろした。「長居はしません。これからサネッドに向かいます」

「ああ、やはり」士官はもぞもぞと足を踏み替えながらもイェネファーから目が離せない。ほかの衛兵たちも釘づけだ。シリは誇らしげに胸を張り、顔をあげたが、彼女を見る者は一人もいなかった。まるで存在しないかのように。

「そうだと思いました」警護士官が繰り返した。「サネッド島……例の集会ですね。できれば――」

「ありがとう」イェネファーは士官の話にはまったく耳を貸さず、馬に拍車をかけ、シリがあとに続いた。衛兵たちは通り過ぎるイェネファーに頭をさげたが、シリには一いち瞥べつもくれない。

「名前すらきかれなかった」シリはぬかるむ轍わだちのあいだを注意深く進みながらイェネファーに追いつき、つぶやいた。「魔法をかけたの？」

「彼らにかけたんじゃないわ。自分にかけたの」

　イェネファーが振り向いたとたん、シリはため息をついた。瞳は紫色に光り、顔はまばゆいばかりに輝き、めまいがしそうな美しさだ。刺激的で、危険で、この世のものとは思えない。

「さっきの緑の小瓶」シリは気づいた。「何が入ってるの？」

「グラマルエ。霊薬。というより特別なときのためのクリームね。シリ、あなたって水たまりとみれば入らなきゃ気がすまないの？」

「馬の蹴け爪づめをきれいにしようと思って」

「このひと月、雨は降っていないわ。それは泥水と馬の小水よ」

「なんだ……。ねえ、どうして霊薬を使ったの？　そんなにきれいに見られるのが大事な――」

「ここはゴルス・ヴェレン」イェネファーがさえぎった。「魔法使いのおかげで繁栄している街よ。わたしに言わせれば女魔法使いのおかげ。女魔法使いがここでどう見られているか、よくわかったでしょう？　わたしは自己紹介をする気もなければ自分が誰か証明するつもりもない。一目で〝そうだ〟とわからせたいの。あの赤い家を過ぎたら左に曲がって。ここからは歩きよ、シリ。馬の速度を落として。でないと子どもを踏みつぶしてしまうわ」

「じゃあ、どうしてここに来たの？」

「いま言ったでしょ」

　シリは鼻を鳴らして必死に考え、それから唇を引き結ぶと、踵で馬を強く蹴った。馬はいきなり駆け出し、すれ違う馬と荷馬車にあやうくぶつかりそうになった。荷馬車の御者は立ちあがり、いまにもどなりつけそうだったが、イェネファーを見たとたんあわてて腰をおろし、自分の木靴をしげしげと調べはじめた。

「こんどあんなふうに走り出したら、ただじゃすまないわよ」イェネファーがはっきりした口調で言った。「あなたの振る舞いはまるで思春期のヤギね。なんてみっともない」

「わかった。あたしをどこかの学校か孤児院に入れる気ね。そんなとこ、行きたくない！」

「静かに。人が見てるわ」

「人が見てるのはあなたで、あたしじゃないわ！　学校なんか行きたくない！　ずっと一緒にいるって約束したくせに、あたしを置き去りにするつもりなんでしょ！　ひとりにはなりたくない！」

「ひとりじゃないわ。学校には同じくらいの年ごろの娘がたくさんいる。友だちがたくさんできるわ」

「友だちなんかほしくない。あたしはあなたと一緒にいたい……それに、てっきりあたしたちは――」

　イェネファーがいきなり振り向いた。

「てっきり、何？」

「てっきりゲラルトに会いに行くと思ってた」シリは挑むように頭をつんとそらした。「あなたが旅のあいだじゅう何を考えてたかわかってる。どうして夜中にため息をついてるのかも――」

「そこまで」イェネファーがきつくたしなめ、その鋭い視線にシリは思わず馬のたてがみに顔をうずめた。「言ってはいけないことを言ったわね。わたしに口ごたえできるときは永遠に過ぎ去ったことを忘れた？　自業自得よ。黙って、言われたとおりになさい。わかった？」

　シリはうなずいた。

「なんであれ、わたしが言うことはあなたにとってもっとも望ましいことなの。どんなときも。だからあなたはわたしにしたがい、言われたとおりのことをする。いいわね？　手綱を引いて。着いたわ」

「あれが学校？」シリは壮麗な建物の正面を見あげながらつぶやいた。「あれって――？」

「黙って。馬から降りて。お行儀よくしてちょうだい。ここは学校じゃないわ。学校があるのはゴルス・ヴェレンではなくアレツザ。ここは銀行よ」

「銀行になんの用？」

「自分で考えなさい。さあ、降りて。水たまりは避けて！　馬はそのままでいいわ。下僕の仕事よ。手袋をはずして。乗馬手袋をして銀行に入ってはだめ。わたしを見て、シリ。ベレー帽を正して。襟も。背筋を伸ばして。それから両手が手持ち無沙汰のときは何もしないこと！」

　やつぎばやの小言にシリはため息をついた。

　そのとき銀行の玄関から数人の男たちがこぼれるように現れ、倒れんばかりにこぞってお辞儀をした――全員がドワーフだ。シリはしげしげと見つめた。みな背が低く、がっしりして、あごひげを生やしているが、シリの友だちヤーペン・ジグリンやその仲間たちとはまったく雰囲気が違う。灰色のそろいの服を身につけ、まったく見分けがつかない。みな従順そうで、何よりそこがヤーペンと仲間たちとは違った。

　二人は建物のなかに入った。魔法の霊薬はまだ効いているらしく、イェネファーの美しさにたちまちあたりは大騒ぎになった。さらなるドワーフが先を争うように現れては頭をさげ、うやうやしく歓迎し、あれこれ世話を焼こうと声をかける。白いあごひげを生やし、立派な身なりの太ったドワーフの登場でようやく騒ぎは収まった。

「いとしのイェネファー！」ドワーフは太い首から白ひげのかなり下まで垂らした金鎖をじゃらつかせ、とどろくような声で呼びかけた。「これは驚いた！　なんという光栄だろう！　さあ、さあ、わが執務室へ。おまえたち、そこに突っ立って見とれてるんじゃない。さっさと仕事に、ソロバンに戻れ。ウィルフリ、おまえはカステル・ド・ヌフを執務室に持ってこい。どの年のものかだと……？　それくらい知っとるだろう。急げ、いますぐだ！　さあさあ、こっちだ、イェネファー。こうして会えるとはこのうえなき喜びだ。きみの姿といったら……いやはや、なんと美しい！」

「あなたも」イェネファーは笑みを浮かべた。「順調のようね、ミスター・ギアンカルディ」

「もちろんだとも。さあ、わが執務室へ。いやいや、先に入ってくれ。礼儀はきみのほうが知ってるな、イェネファー」

　執務室は薄暗いながら、ここちよくひんやりし、メリテレ寺院の塔にいた書記のジャレと同じにおいがした。インクと羊皮紙。樫の家具に積もった埃。タピストリーと古書のにおい。

「さあ、座って」銀行家モルナル・ギアンカルディはイェネファーにテーブルのそばの重い肘かけ椅子を引き、それからシリを探るように見やった。

「ふうむ……」

「何か本を貸してあげて、モルナル」イェネファーはドワーフの視線に気づき、そっけなく言った。「この子は本が大好きなの。テーブルの端に座って、おとなしくしているわ。そうよね、シリ？」

　シリには答える気もなかった。

「本か、ふむふむ」ドワーフはいそいそと書棚に近づいた。「何があったかな。これは元帳か……いや、これじゃない。関税と入港税……これも違う。貸方と返済？　これでもない。おや、なぜこんなものがここに？　見当もつかん……だが、これならよかろう。さあどうぞ、お嬢さん」

　それは『フィシオロゴス』と表題のついた、古くてボロボロの壊れそうな本だった。シリはそっと表紙を開いてページをぱらぱらとめくり、たちまち目を奪われた。謎の怪物や獣けものの挿絵がびっしり描かれている。シリは本を見ながら、魔法使いとドワーフの会話に聞き耳を立てた。

「わたしあての手紙は、モルナル？」

「いや」ドワーフはイェネファーと自分にワインを注いだ。「新しい手紙は一通も届いておらん。最新のはひと月前に発送した――いつもの手段で」

「それは受け取ったわ、ありがとう。あの手紙に興味を示した人はいた？」

「ここでは誰も」モルナル・ギアンカルディは笑みを浮かべた。「だが、イェネファー、きみの疑念は正しかった。誰かが例の手紙を追っていたと、ヴィヴァルディ銀行が内密に教えてくれた。ヴェンガーバーグ支店では、きみの口座の取引状況が探られかけていたこともわかった。行員の一人が不正を働いていた」

　ギアンカルディはそこで言葉を切り、もじゃもじゃ眉毛の下からイェネファーを見た。シリは耳をそばだてた。イェネファーは無言で胸もとの星形の黒曜石をいじっている。

「ヴィヴァルディ銀行はこの件を調査できなかったし、もとよりする気もなかった」銀行家は声を落とした。「不正を働いた行員が酔って溝に落ち、おぼれ死んだのだ。不幸な事故だった。残念だ。あまりに早く、性急な……」

「起こったことはしかたないわ」イェネファーは口をすぼめた。「わたしの手紙と口座をかぎまわっているのが誰かはわかってる。いずれにしてもヴィヴァルディの調査では新しいことは何もわからなかったでしょうね」

「まあ、きみがそう言うのなら……」ギアンカルディはあごひげをくしゃくしゃにした。「サネッド島に行くんだろう、イェネファー？　〈魔法集会〉に」

「ええ」

「世界の運命を決めるために」

「大げさね」

「さまざまな噂が飛び交っている」ギアンカルディは冷ややかに言った。「そしてさまざまなことが起こりつつある」

「たとえばどんな？　秘密でなければ教えて」

「昨年から税政策で不可解な動きがあった」ドワーフはあごひげをなでた。「あまり興味はないだろうが……」

「聞かせて」

「軍が徴収する人頭税と冬季宿営税が二倍になった。加えて、商人と事業家は〝十分の一グロート〟を国庫に納めなければならなくなった。新しく始まった税制で、売上高の一ノーブルあたり一グロートを納めるというものだ。さらにドワーフ、ノーム、エルフ、ハーフリングの人頭税と煙突税は引きあげられ、交易や製造業を始めたければ、百グロートごとに十グロートが〝非人間寄付金〟として強制的に課せられる。そんなこんなでわしは収入の六割を国庫に納めている。わが銀行は支店を含め〈四王国〉に毎年、六百マルクを渡しておるのだ。言っておくが、これは大国の裕福な侯爵や伯爵が納める税金のほぼ三倍だ」

「軍には人間も寄付を納めなければならないのでは？」

「いや。人間は冬季宿営税と人頭税だけだ」

　イェネファーはうなずいた。「つまりドワーフをはじめとする非人間族が森の〈リス団〉掃討作戦に資金援助しているわけね。そんなことだと思ったわ。でも税金がサネッドの会議となんの関係があるの？」

「きみたちの集会のあとには必ず何かが起こる」ギアンカルディがぼそりと言った。「つねに何かしら起こる。だが今回だけはその逆を祈りたい。きみたちの会議が何かを阻止することを。たとえば、この異常な価格高騰が止まれば非常にありがたい」

「どういうこと？」

　ドワーフは椅子の背にもたれ、あごひげに覆われた腹の上で手を組んだ。

「この商売を始めてかなりになる。これだけ長くなれば、価格変動にはなんらかの原因があるくらいはわかる。近ごろ貴石の価格が急激にあがりはじめた。需要があるからだ」

「為替相場や比価変動による損失を避けるために現金を宝石に交換するのはよくあることではないの？」

「たしかに。だが、宝石にはもうひとつ大きな利点がある。百グラムのダイヤモンドを入れた袋ならポケットにすっぽり収まり、五十マルク相当の価値があるが、同じ額を硬貨にしたら十キロ以上になり、大袋いっぱいになる。ポケットに小袋をしのばせるほうが肩に大袋をかつぐよりはるかに速く、楽に逃げられる。それに両手をあけておくと何かと便利だ。片手で妻を抱え、いざとなれば反対の手で誰かをなぐれる」

　シリが小さく鼻で笑うと、イェネファーはすぐにじろりとにらんでたしなめた。

「つまり」――イェネファーは目をあげ――「誰かが前もって逃げる準備をしているということね。でも、いったいどこへ」

「真っ先に考えられるのは北だ。ヘンフォルス、コヴィリ、ポヴィス。まず地理的に遠い。そしてこの三国は中立国でニルフガードと友好関係にある」

「なるほど」イェネファーは不敵な笑みを浮かべた。「つまり、ポケットにダイヤモンド、片手に妻を抱いて北をめざす……ちょっと先走りすぎじゃないかしら。まあいいわ。それで、ほかには何が高騰しているの？」

「ボート」

「なんですって」

「ボートだ」ギアンカルディがにやりと笑った。「海岸地帯の船職人がこぞってボートを作っている。注文したのはフォルテスト王軍の補給部隊だ。部隊は大金で職人を雇い、注文を出しつづけている。もし余分のカネがあるなら、イェネファー、ボートに投資するがいい。いまや金脈だ。樹皮と葦で造ったボートを、最高級の松材で造った小型帆船なみのカネに変え、儲けは補給部隊と折半し……」

「冗談はやめて、モルナル。いったいどういうこと？」

「できたボートは南に移送される」ドワーフは天井を見ながらそっけなく言った。「ソドン、ブルッゲ、そしてヤルーガ川。だが、聞くところによれば、川で魚をつかまえるのには使われておらず、東岸の森のなかに隠してあるそうだ。そして軍が何時間も乗降訓練をしている。まだ実戦には使われていないが」

「なるほど」イェネファーは唇を噛んだ。「どうしてそんなにあわてて北に向かう人がいるの？　ヤルーガ川は南にあるのに」

「もっともな理由がある」ギアンカルディはシリのほうをちらっと見てつぶやいた。「いま話したボートが動きだしたと聞いて、皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスが喜ぶとは思えない。それどころか激昂すると確信する者もいて、できるだけニルフガードとの境界から遠いほうが安全だと考えた……。とはいえ、せいぜい収穫期までだ。収穫が始まれば一安心できる。何かが起こるとしたら収穫前だ」

「穀物が穀倉に入る前ってことね」イェネファーがゆっくりと言った。

「いかにも。切り株畑では馬に草を食はませられないし、要塞の穀倉がいっぱいになれば長期間の包囲にも耐えられる。天候も農民に味方し、豊作が見こめそうだ……まったく天気はことのほかすばらしい。太陽は照りつけ、猫と犬キヤツツ・アンド・ドツグズも土砂降りレイン・キヤツツ・アンド・ドツグズを待ちわび……。それにドル・アングラのヤルーガ川は浅瀬だ。歩いても渡れる。どちらの方向にも」

「なぜドル・アングラ？」

「きみのことは」ギアンカルディはあごひげをなでながら刺すような目でイェネファーを見た。「信じていいんだろうね」

「これまでと同じよ、モルナル。何も変わってないわ」

「ドル・アングラといえば」ドワーフはゆっくりと続けた。「ライリアとエイダーン――どちらもテメリアと軍事協定を結ぶ国だ。まさかボートを買い占めたフォルテスト王が自分で使うとは思わんだろう？」

「いいえ」イェネファーもゆっくり答えた。「思わないわ。情報をありがとう、モルナル。あなたの言うとおりかもしれない。会議では、世界とそこに住む人々の運命を変えるよう努力してみるわ」

「ドワーフもお忘れなく」ギアンカルディが不満げに鼻を鳴らした。「銀行のことも」

「憶えておくわ。そこで相談なんだけど……」

「なんなりと」

「少しお金が入り用なの。でも、ヴィヴァルディ銀行の口座から引き出して、また誰かがおぼれ死ぬことになったら……」

「イェネファー」ギアンカルディがさえぎった。「きみには絶対の信頼を置いている。ヴェンガーバーグの大虐殺ははるか昔のできごとで、きみは忘れたかもしれん。だが、わしは決して忘れない。ギアンカルディ一族の誰ひとり忘れはしない。いくら必要だ？」

「千五百テメリア・オレンをシアンファネリ銀行のエランダー支店に送金してもらえるかしら、メリテレ寺院あてに」

「承知した。いい送金法だ。寺院への寄付には税金がかからない。ほかには？」

「アレツザの学費は一年でいくら？」

　シリは耳をそばだてた。

「千二百ノヴィグラド・クラウン。さらに入学金が修練生一人あたり約二百クラウン」

「ずいぶん高くなったものね」

「何もかもな。だが、学園は修練生にはカネを惜しまない。アレツザの生徒は女王のような暮らしぶりで、街の人々の半数が学園のおかげで生計を立てている。仕立て屋に靴屋、菓子屋に卸業者――」

「そうね。学園の口座に二千クラウン振りこんでちょうだい。匿名で。新入生一人の登録料と一年ぶんの学費と書き添えて」

　ギアンカルディは羽根ペンを置き、シリを見てわけ知り顔でほほえんだ。シリは本のページをめくるふりをして聞き耳を立てた。

「それで全部か、イェネファー？」

「それからわたしに三百ノヴィグラド・クラウンを現金で貸してくれるかしら。サネッドの会議に出るのに、せめてドレスの三枚は必要だわ」

「なぜ現金？　五百クラウンの小切手を切ろう。輸入生地の値段はとんでもなく高騰している。まさか羊毛や麻のドレスを着るわけにはゆくまい。何か必要なものがあったら――きみも、未来のアレツザの生徒も――うちの店や倉庫がいつでも相談に乗る」

「助かるわ。利子はどれくらい？」

「利子だと？」ドワーフが見あげた。「きみはとっくにギアンカルディ家に前払いしている、イェネファー。ヴェンガーバーグで。その話はもうなしだ」

「こんな貸しは作りたくないわ、モルナル」

「わしもだ。だが、わしは商人で実業家ドワーフだ。義理のなんたるかは知っているし、その価値もわかっている。だからもういちど言う――この話は終わりだ。きみの頼みはすべてよきにはからう。きみが頼んでいないことも」

　イェネファーがいぶかしげに片眉をあげた。

「わしが家族同然とみなしている、とある魔法剣士ウイツチヤーがつい最近ドリアンの街を訪れた」ギアンカルディはふくみ笑いを漏らした。「聞けば、ドリアンの金貸しに百クラウンの借金があるという。そしてその金貸しはわしが雇っている。借金を帳消しにするつもりだ、イェネファー」

　イェネファーはシリをちらっと見て顔をしかめ、冷たく言った。

「壊れた蝶ちよう番つがいを揺らすのはやめて、モルナル。彼がいまもわたしに気があるとは思えないし、借金が帳消しになったと知ったら腹の底から恨まれるわ。彼がどんな人間か知ってるでしょう？　何より誇りにこだわる人よ。ドリアンにいたのはいつ？」

「十日ほど前だ。そのあと小沼地リトル・マーシユに現れ、それからヒルンダムへ向かったらしい。そこの農民の要請で。例のごとく怪物退治か何かを頼まれ……」

「そして例のごとく怪物退治に支払われるのは雀の涙」イェネファーの口調がかすかに変わった。「彼は例のごとく、怪物からどんなにひどいめに遭わされても治療費すらろくに稼げない。いつものことよ。あなたが本気でわたしのためになりたいのなら、モルナル、口を出して。ヒルンダムの農民たちと話をして報酬を上げるように言ってちょうだい。彼に生きてゆけるだけのお金を払うように」

「例のごとく、か」ギアンカルディは鼻を鳴らした。「それで、いずれ彼がそのことを知ったらどうなる？」

　イェネファーはシリを見つめた。もはや『フィシオロゴス』を読んでいるふりすらせず、じっと目を見開き、真剣に聞き入っている。

「しかも誰の入れ知恵かを知ったら……」

　イェネファーのつぶやきにシリは視線を落とし、ドワーフは意味ありげににやりと笑ってあごひげをなでた。

「サネッドに行く前にヒルンダムへ行くか？　もちろん偶然をよそおって」

「いいえ」イェネファーは顔をそむけた。「よすわ。話を変えましょう、モルナル」

　ギアンカルディはまたしてもひげをなで、シリを見やった。シリはうつむき、咳払いしてもぞもぞと身じろぎした。

「たしかに話を変えるころだな。だが、連れのお嬢ちゃんは本にもわしらの会話にも飽きたようだ。次の話題はますます退屈だろう。世界の運命……この世におけるドワーフ族の運命……銀行の行くすえ……。若い娘――それもアレツザの未来の卒業生には退屈に違いない……。少しばかり羽を伸ばさせてはどうだ、イェネファー。街の散策でもさせて――」

「うん！」シリが声をあげた。

　イェネファーは顔をしかめ、反対しようと口を開きかけて、ふいに考えを変えた。理由はわからないが、シリが思うに銀行家がイェネファーに小さく片目をつぶったのが効いたのかもしれない。

「お嬢ちゃんに古代都市ゴルス・ヴェレンの不思議をお見せしようではないか」ギアンカルディは大きく笑みを浮かべた。「アレツザに行く前に少しばかり自由を楽しんでもよかろう。それにわれわれはこれから……その……いささか個人的な話がある。いや、もちろんひとりで行かせるつもりはない。いかに安全な街といえども、ちゃんと護衛をつける。うちの若い行員で……」

「ごめんなさい、モルナル」イェネファーはギアンカルディの笑みを無視して口をはさんだ。「この状況で、いくら安全な街とはいえドワーフと行動するのはちょっと……」

「誰がドワーフをつきそわせると言った？」ギアンカルディが声をとがらせた。「護衛役として考えているのは立派な商人の息子で、言うなればどこを切っても人間だ。わしがドワーフしか雇っていないとでも思うか。おい、ウィルフリ！　ファビオを呼んでこい、いますぐだ！」

「シリ」イェネファーが歩み寄り、顔を近づけた。「決して変な真似はしないこと。わたしに恥をかかせるようなことはしないで。そして口を閉じておくのよ、いいわね。言動に気をつけると約束して。うなずくだけじゃだめ。約束は声に出して言うものよ」

「約束します、イェネファー」

「ときどき太陽の位置を見て。正午きっかりに戻ってくること。それから、まんいち……いいえ、あなたに気づく人がいるとは思えないけれど、まんいち誰かにじっと見られているような気がしたら……」

　イェネファーはポケットから小さな緑玉髄クリソプレーズを取り出した。ルーン文字が彫りこまれ、砂時計の形に削り、磨かれている。

「これを小袋に入れて。なくさないように。いざというときは……呪文は憶えてるわね？　誰にも気づかれないようにこっそり使うのよ。そうすれば強いエコーが出て、魔ま除よけが波動を出すわ。もし誰かに魔法に気づかれたら、無理に隠すより正直に見せたほうがいい。ああ、それからこれを……何か買いたくなったときのために」

「ありがとう」シリは魔除けと硬貨を小袋に入れ、執務室に駆けこんできた少年をしげしげと見た。そばかす顔で、ちぢれた栗色の髪が灰色の行員服の高い襟に落ちかかっている。

「ファビオ・サシュだ」ギアンカルディが紹介すると、少年はうやうやしくお辞儀した。

「ファビオ、こちらはマダム・イェネファー、賓客で、大切なお得意様だ。彼女の被後見人であるこちらのお嬢さんがわが街を見たがっておられる。おまえは案内人兼護衛役としてお嬢さんのおともをしてくれ」

　少年はもういちど、こんどはシリに向かってお辞儀した。

「シリ」イェネファーが硬い声で言った。「立って」

　シリはちょっと驚いて立ちあがった。こういうときは礼儀上、立たなくてもいいはずなのに。だが、イェネファーの言いたいことはすぐにわかった。ファビオは見た目はシリと同い年くらいだが、身長は頭ひとつ低い。

「モルナル」イェネファーが言った。「誰が誰の面倒を見るの？　この役目にはもっと体格のいい人をつけてもらえないかしら」

　少年は顔を赤らめ、問いかけるように上司を見た。ギアンカルディが〝よし〟というようにうなずくと、少年はふたたび頭をさげ、自信に満ちた、よどみない口調で始めた。

「レディ・イェネファー、ぼくは背こそ高くありませんが、ご安心ください。街のことなら郊外から中心部のことまでよく知っています。お嬢様を全力でお守りします。このファビオ・サシュの息子――小ファビオ・サシュが本気を出せば……年上のどんな男もかないません」

　イェネファーはしばらく少年を見つめ、それからギアンカルディを振り返った。

「おめでとう、モルナル。人を見る目は確かね。将来、この若き行員に感謝する日がきっと来るわ。純粋な金は叩いたときの音色でわかる――これは真実よ。シリ、全幅の信頼のもとに、あなたをこのファビオの息子ファビオにあずけます。まじめで誠実な人だから」

　少年は栗色の髪の根元まで顔を赤らめ、シリは自分まで赤くなりそうだった。

「ファビオ」ギアンカルディが小さな引き出しを開け、なかをがさごそ探りはじめた。「ここに半ノーブル硬貨が一枚と五グロート硬貨が三――いや、二枚ある。お嬢さんが何か買いたくなったときのために。使わなかったら返すんだぞ。よし、行っていい」

「正午までよ、シリ」イェネファーが念を押した。「一秒たりとも遅れないこと」

「わかってる、わかってる」

「ぼくはファビオ」階段をおり、人通りの激しい通りに出るや少年が言った。「きみはシリ、だね」

「そう」

「ゴルス・ヴェレンの何を見たい、シリ？　大通り？　金細工横丁？　港？　それとも露店広場と市いち場ば？」

「全部」

「ふむ……」ファビオは真顔で考えこんだ。「時間は昼までしかないし……露店広場に行くのがよさそうだ。ちょうど市いちが立つ日だから、おもしろいものが山ほどあるよ！　でも、まずは城壁にのぼろう。そこから入江全体と有名なサネッド島が見渡せる。どう？」

「行きましょう」

　通りでは荷馬車が音を立てて行き過ぎ、馬や牡牛が重い足取りで進み、酒屋が樽を転がし、誰もが先を急いでいた。シリは喧けん噪そうにめんくらい、ぶざまにも木製の歩道を踏みはずしてぬかるみに足首まで突っこんだ。ファビオが腕をつかもうとしたが、シリはその手を振り払った。

「一人で歩けるわ！」

「うん……そうだよね。よし、行こう。ここは大通り。〈カルド通り〉といって、中央門と海門のふたつの城門に通じてる。ここをまっすぐ行くと市庁舎だ。金色の風見鶏のついた塔が見える？　あれが市庁舎。それからあそこ、色とりどりの看板がかかってるのが〈ほどけたコルセット〉という居酒屋。もちろんあそこには行かないけど……。行くのはあっちだ。〈くねくね通り〉の魚市場のなかを通って近道しよう」

　二人は狭い通りに入り、建物のあいだにはさまれた小さな区画に出た。露店や樽や桶がびっしり並び、魚の強烈なにおいがした。市場は騒々しく人が行き交い、売り手も買い手も上空を旋回するカモメの声に負けじと声を張りあげ、壁ぞいには魚なんか少しも興味がないという顔で猫たちが座っている。

「きみの後見人はとても厳しいね」露店のあいだを歩きながらファビオが言った。

「そうなの」

「親戚じゃないんだよね？　すぐにわかったよ」

「そう？　どうしてわかったの？」

「あの人はとてもきれいだから」ファビオの若者らしい、遠慮のない物言いにシリはぷいと横を向いた。だが、仕返しに彼のそばかすや身長をからかうまもなく、ファビオはシリを引っ張って手押し車や樽や露店のあいだをすり抜け、そのあいだじゅう〝広場の向こうにそびえる砦は〈盗賊砦〉という名前で、使われた石は海底から運ばれた〟とか〝砦のふもとに生えている木はプランテンという名前だ〟とかしゃべりつづけた。

「おとなしいんだね、シリ」ふとファビオが言った。

「あたしが？」シリは驚いたふりをした。「ちっとも！　あなたの話をしっかり聞いてるだけよ。どれもとってもおもしろいわ。それで、ひとつききたいんだけど……」

「なんでもきいて」

「ここから……アレツザの街は遠いの？」

「ちっとも。それにアレツザは街じゃない。城壁をのぼったら見せてあげるよ。ほら、あそこに階段がある」

　城壁は高く、階段は急で、ファビオは汗をかき、息を切らした。なにしろのぼるあいだじゅう、しゃべりどおしだったのだから。ファビオの説明によれば、ゴルス・ヴェレンの街を取り巻く壁は、はるか昔エルフによって造られた街そのものよりはるかに新しく、高さは十メートルほどで切り出した石と生レンガでできた砲郭と呼ばれるタイプで、破は城じよう槌ついによる攻撃にはこの建築法がもっとも強いのだそうだ。

　てっぺんにのぼると新鮮な海風が吹きつけ、シリは思いきり息を吸った。街の重くよどんだ空気のあとではとても気持ちがいい。シリは城壁のてっぺんに肘をつき、色とりどりの帆が浮かぶ港を見下ろした。

「あれは何、ファビオ？　あの山」

「あれがサネッド島だ」

　まぢかに見える島は少しも島らしくなかった。それは海底に突き刺さった巨大な石柱の土台のようで、らせん状にのぼる道とジグザグの階段と段丘が取り巻いているさまは、大きな階段式ピラミッド型寺院――ジッグラト――を思わせた。段丘は緑の木立と庭に覆われ、ツバメの巣のように岩に張りついている緑地から、回廊に縁どられた白い塔や豪華な丸屋根がそびえるように突き出ている。石でできているとはとても思えない。まるで山のごつごつした岩肌から直接、削り出されたかのようだ。

「すべてエルフによって建てられたんだ」ファビオが言った。「魔法の力を借りたと言われている。でも、人の記憶にあるかぎりサネッド島は魔法使いたちのものだ。頂上に近い、あの光る丸屋根がガルスタング宮殿。数日後にあそこで〈魔法集会〉が開かれる。そして、あそこ、ほら、あのてっぺん。ぽつんと立つ狭はざ間ま胸きよう壁へきつきの塔――あれがトル・ララ――〈カモメの塔〉で……」

「陸路で行ける？　とても近く見えるけど」

「うん、行けるよ。入江と島を結ぶ橋がある。ちょうど木の陰になって見えないけど。山のふもとに赤い屋根が見える？　あれがロクシア宮殿。橋があるのはあそこまでだ。もっと上まで行きたければロクシアを通らなきゃならな……」

「あのきれいな回廊と小さな橋は？　そしてあの庭。どうやって岩から落ちずにくっついてるのかしら……あの宮殿は何？」

「あれがアレツザ、きみがたずねた場所だ。若い女魔法使いのための有名な学校がある」

「ああ」シリは唇をなめた。「あれがそうなの……ファビオ？」

「そう」

「あの学校に通う若い魔法使いを見たことある？　アレツザの学校の生徒を」

　ファビオは見るからに驚いた顔で見返した。

「まさか！　見た人なんかいないよ！　あそこの生徒は島を離れることも街を訪ねることも禁じられてる。そもそも誰もあそこには近づけない。女魔法使いに用のある城主や執政官でさえロクシアまでしか行けない。ロクシアは建物のいちばん低い階にあるんだ」

「そんなことだと思った」シリはうなずき、アレツザの光る屋根を見つめた。「あれは学校じゃない。牢獄よ。岩だらけの島の、崖の上にある。要するに、牢獄だわ」

「そうかな」ファビオはしばらく考えこんだ。「たしかにあそこから抜け出すのはかなり難しい……。でも、牢獄じゃないよ。だって修練生は女の子だから。女の子は守られなければならな――」

「何から？」

「ええと……」少年は口ごもった。「それはほら、わかるだろ……」

「わかんない」

「そのつまり……でも、シリ、別に無理やり生徒を閉じこめてるわけじゃないよ。きっと生徒たちはそこにいたくて……」

「もちろん」シリはいたずらっぽくほほえんだ。「牢獄にいたい人はいればいいわ。嫌なら閉じこめられなければいいだけ。簡単よ。逃げ出すチャンスを見計らいさえすればいいんだから。でも逃げ出すのならぶちこまれる前にやらなきゃ。だって、いったん入れられたら、もう手遅れに……」

「え？　逃げ出す？　いったい生徒たちがどこに逃げるって――？」

「きっと逃げ場所はないわね。かわいそうに。ねえ、ファビオ、ヒルンダムという街はどこにあるの？」

　少年は驚いて見返した。

「ヒルンダムは街じゃない。大きな農場だ。果樹園や庭園があって、周囲のいろんな町や都市に野菜や果物を供給してる。養魚池もあって、コイとかいろんな魚を育ててる」

「ここからヒルンダムまではどれくらい？　どっちの方角？　教えて」

「どうしてそんなこと？」

「いいから」

「西に延びる道が見える？　ほら、いま荷馬車が走ってる。あれがヒルンダムに通じる道だ。二十五キロくらいかな――ずっと森を通れば」

「二十五キロ」シリは繰り返した。「そんなに遠くないわね、いい馬があれば……ありがとう、ファビオ」

「何に〝ありがとう〟？」

「なんでもない。さ、街の広場に連れてって。約束よ」

「よし、行こう」

　ゴルス・ヴェレンの市場の雑踏と騒音はシリが経験したことのないものだった。ここに比べると、さっき通った騒々しい魚市場が静かな寺院のようだ。広場はとてつもなく広く、ものすごい数の人がひしめいていた。あの雑踏のなかに入れるとはとても思えない。せいぜい遠くから見るしかなさそうだとシリは思ったが、ファビオは果敢にも彼女の手を引いて沸き立つような群衆を押しわけはじめ、たちまちシリはめまいを覚えた。

　商人がどなり、客が負けじと叫び、迷子の子どもが泣きわめき、牛がモー、羊がメー、アヒルやガチョウがガーと啼なき、金属板を力いっぱい金づちで叩くドワーフ職人が手を休めて水を飲むたびに口汚くののしり、広場のあちこちから風笛やフィドルやダルシマーが聞こえる。吟遊詩人や楽士が演奏しているのだろう。群衆のなかからひっきりなしにトランペットが聞こえるが、こちらは楽士ではなさそうだ。

　キーッと耳をつんざくような声をあげて駆け抜ける仔豚をよけた拍子に、シリはニワトリかごにぶつかって人に押され、ミャーと啼く何かやわらかいものを踏みつけ、あわてて飛びのいたとたん、こんどは大型の恐ろしげな生き物に踏まれそうになった。獣は吐きそうなにおいを放ち、もじゃもじゃの横腹で人を押しのけている。

「あれは何、ファビオ？」シリは体勢を立て直しながらうめいた。

「ラクダだよ。怖がらなくてもいい」

「誰が怖がってなんか！　冗談じゃないわ！」

　シリは興味津々であたりを見まわした。ハーフリングが道端でヤギ革から凝ったワイン袋を作るのを見つめ、ハーフエルフの二人組が露店台に美しい人形を並べているのを見て目を輝かせ、つっけんどんな仏頂面のノームが売るクジャク石や碧玉でできた商品に見入り、刀かたな鍛か冶じ場に置いてある剣を専門家の目でしげしげと眺めた。籐かごを編んでいる少女たちを見て、シリは働くのは大変だと結論づけた。

　トランペットの音がやんだ。誰かに殺されたのかもしれない。

「このおいしそうなにおいは何？」

「ドーナツだよ」ファビオが袋を探りながら言った。「ひとつ食べてみる？」

「ふたつ食べたい」

　ドーナツ売りはドーナツを三つ渡すと、五グロート硬貨を受け取り、おつりの銅貨四枚のうち一枚を半分に割って返した。シリはようやく落ち着きを取り戻し、ひとつめのドーナツをむしゃむしゃ食べながら露店商が硬貨を割る様子を見つめた。

「あれが〝割れたグロートほどの価値もない〟という表現の由来？」シリは二個目をほおばりながらたずねた。

「そう」ファビオがドーナツをのみこみながら言った。「グロートより小さい硬貨はないからね。きみが住んでいたところでは半グロート硬貨は使わないんだろう？」

「使わないわ」シリは指をなめながら答えた。「あたしのいたところでは金のデュカットを使うの。いずれにしても硬貨を割るのは愚かで意味がないわね」

「どうして」

「ドーナツをもうひとつ食べたいから」

　プラムジャム入りドーナツは魔法の霊薬のようによく効き、シリはすっかり元気になった。ごった返す広場も怖いどころかわくわくしてきて、ファビオに引っ張られるのではなく、自分から彼の手を引いてどこよりも人が群がっている場所に向かっていった。樽でこしらえたまにあわせの演壇上で誰かが群衆に呼びかけていた。太った年配男で、剃りあげた頭と灰茶色の長衣からすると説教僧侶のようだ。シリは前にも見たことがある。この手の僧侶はエランダーのメリテレ寺院にもたまにやってきて、ネンネケ先生はいつも彼らのことを〝狂信的な輩やから〟と呼んでいた。

「この世に掟はひとつしかない！」小太りの僧侶が大声をあげた。「聖なる掟だ！　自然界のすべてがこの掟に司つかさどられている。大地のすべて、そこに生きるものすべてが！　呪文と魔術はこの掟に反する！　ゆえに魔法使いは呪われる。炎が天から降り注ぎ、彼らの汚けがれた島を破壊する怒りの日は近い！　あの異教徒どもが集まり、陰謀をたくらむロクシア、アレツザ、ガルスタングの壁が崩れる日は近い！　城壁は崩れ落ち……」

「そしてまたおれたちがいまいましい壁を建てる」シリの隣で、石灰の飛び散った上っ張り姿の熟練のレンガ職人がつぶやいた。

「ここに集まりし、善良で敬虔なる人々よ」僧侶は声を張りあげた。「魔法使いを信じるなかれ、彼らに助言と助けを求めるなかれ！　彼らの美しい見た目と賢さかしげな言葉にまどわされるなかれ。なんとなれば彼らは白塗りの墓のごときもの。外側は美しいが、なかには腐敗物と朽ちた骨が詰まっている！」

「なんともごたいそうなこった」山盛りのニンジンかごを抱えた若い女が言った。「魔法使いの真似ごとさ。あいつは魔法使いがうらやましくてしょうがねぇんだ、そうに決まってる」

「そりゃそうだ」とレンガ職人。「やつの頭を見ろ、卵みたいにつるつるで、腹は膝まで垂れさがって。かたや魔法使いは男前で、太ってもいなけりゃはげでもない……まして女魔法使いのきれいなことと言ったら……」

「そりゃあやつらが美しさと引き換えに悪魔に魂を売ったからだ！」金づちを腰帯に差した背の低い靴職人がどなった。

「何を言ってる、この靴直し屋が！　アレツザの嬢ちゃんたちがいなかったら、おまえはとっくの昔に物乞いだ！　おまんまが食べられることに感謝しろってんだ！」

　ファビオがシリの袖を引き、二人はもういちど群衆のなかに飛びこんで人に押され、気がつくと広場の中央に来ていた。太鼓の音と〝静まれ！〟と叫ぶ声が聞こえる。群衆はいっこうに静まる気配はないが、木の台に立った触ふれ役はまったく動じない。訓練された力強い声の持ち主で、その使いかたを熟知していた。

　男は巻紙を広げながら呼びかけた。「このたびハーフリング族のヒューゴ・アンスバッハが法を犯し、〈リス団〉なる極悪エルフ集団に宿と食糧を提供した。同じくドワーフ族の鍛冶屋ヤスティン・イングヴァルが極悪エルフのために矢じりを作り、罪に問われた。執政官は二人を指名手配し、追跡を命じた。二人をつかまえた者には五十クラウンの褒美があたえられる。彼らに食糧や宿を提供した者は共犯とみなされ、同じ罰を受ける。罪人を村や集落で捕らえたら、その村と集落には充分な褒賞が――」

「いったい誰がハーフリングに宿を貸すってんだ」群衆のなかから誰かが叫んだ。「農場をくまなく探して、見つけた非人間族を全員、地下牢に吊るしちまえ！」

「地下牢じゃなくて、絞首台だ！」

　触れ役が執政官と市評議会から出された文書を読みはじめるとシリは興味を失い、人ごみから抜け出そうとした。そのとき、いきなり誰かにお尻をさわられた。偶然ではない、大胆で、手慣れた動きだ。

　振り返ることもできないほどの雑踏だったが、シリはケィア・モルヘンで狭い場所での動きかたをしこまれている。ちょっとしたもみ合いのすえに振り向くと、真後ろで頭を剃りあげた若い僧侶がふてぶてしい作り笑いを浮かべていた。〝なんだ？　どうせ頬を染めるくらいしかできないだろう？〟と言いたげに。

　どうやらこの僧侶はこれまでイェネファーの生徒に出会ったことがなかったようだ。

「さわらないで、このはげ頭！」シリは怒りを剥き出しにした。「自分のお尻でもつかんだらどう？　この……白塗り墓男！」

　男が人ごみで動けないのをさいわいにシリは蹴ろうとしたが、ファビオがあわてて腕をつかみ、僧侶ともめごとから引き離した。怒りに震えるシリに砂糖がけの揚げ菓子を買ってやると、たちまちシリは怒りをしずめ、さっきのできごとも忘れてしまった。二人が立つ露店からさらし台のついた絞首台が見えた。空っぽの絞首台は花輪で飾られ、オウムのように派手に着飾ったさすらいの吟遊詩人たちがバイオリンの弓をさかんに動かし、フルートやバグパイプを鳴らしている。スパンコールで光るベストを着た黒髪の若い女がタンバリンを揺らし、小さなダンスシューズで陽気にステップを踏みながら歌い、踊っていた。




道ゆく魔女に噛みつけと

毒ヘビどもがたくらんだ

ヘビはつぎつぎ死んだけど

どっこい魔女は生きている




　絞首台のまわりに集まった人々はどっと笑ってさかんに手を叩き、揚げ物屋が次の材料を熱い油に投げ入れた。ファビオは指をなめながらシリの袖を引っ張った。

　いたるところで数えきれないほどの露店がおいしそうな食べ物を売っていた。二人はクリームパンを食べ、燻製ウナギを分け合い、何かよくわからない、油で揚げて串刺しにしてあるものを食べた。それから塩漬けキャベツの樽の横で足を止め、いかにもあとで買うようなふりをして味見をした。二人が味見だけして何も買わないのを見て、店主が〝この悪ガキども〟とどなった。

　二人は歩きつづけ、ファビオが残りの小遣いで小さなかごに入ったベルガモット梨を買った。シリは空を見あげた。正午にはまだまがある。

「ファビオ、あそこのテントと屋台は何？　壁ぞいの」

「見世物小屋だ。見たい？」

「見たい」

　最初のテントの前では人々が興奮して押し合い、なかから横笛の音が聞こえた。

「〝黒肌のレイラが……〟」シリはテントの垂れ幕に書かれた、斜めにゆがんだ文字を読みはじめた。「〝踊りながら身体の秘密のすべてをあらわに……〟ばかばかしい！　いったいどんな秘密があるっていうの……」

「行こう」ファビオはかすかに頬を赤らめながらうながした。「ああ、ほら、もっとおもしろそうなものがあるよ。未来を占う千里眼だ。ここにまだ二グロートある。これだけあれば――」

「お金の無駄よ」シリは鼻であしらった。「予言に二グロートだなんて！　未来を占うならちゃんとした予言者でなきゃ。占いはとてもすぐれた能力よ。それができるのは女魔法使いの百人に一人もいないくらいで――」

「ある占い師は」ファビオがさえぎった。「ぼくの長姉が結婚すると予言して、そのとおりになった。そう顔をしかめないで、シリ。さ、ぼくたちの未来を占ってもらおう――」

「あたしは結婚なんかしたくないし、未来を占ってもらいたくもない。ここは暑いし、テントは香こうのにおいがするわ。あたしは行かない。行きたいのならひとりで行って。ここで待ってる。でも、どうして予言なんか？　いったい何を知りたいの？」

「それは、ええと……」ファビオは口ごもり、「ぼくが知りたいのは……自分が旅をするかどうかだ。ぼくは旅をしたい。世界じゅうを見てまわって……」

　彼は旅をする。ふと頭にそんな言葉が浮かび、シリはめまいを覚えた。彼は白い大きな帆の船で航海に出る……これまで誰も見たことのない国々へ……探検家ファビオ・サシュ。彼はまだ名前もない大陸の、もっとも遠い岬に名を残す。妻と一人の息子と三人の娘を得た彼は五十四歳のとき、家と愛する家族から遠く離れた場所で命を落とす……まだ名もない病によって……。

「シリ！　大丈夫？」

　シリは顔をこすった。氷のように冷たい湖の底から水を蹴って水面に浮かびあがったような気分だ。

「なんでもない……」そうつぶやき、あたりを見まわしてわれに返った。「ちょっとめまいがして……この暑さのせいよ。それとテントからただよう香のにおい……」

「というよりさっきのキャベツのせいだ」ファビオが真顔で言った。「あんなにたくさん食べるんじゃなかった。ぼくのお腹もごろごろ鳴ってる」

「あたしはなんともないわ！」シリは顔をあげた。実際、気分はよくなり、つむじ風のように頭のなかに流れこんだ言葉は記憶の奥に消えていた。「さあ、ファビオ、行きましょ」

「梨、食べる？」

「もちろん」

　十代の少年たちが賭けコマまわしをしていた。丁寧にひもを巻いたコマを白墨で描いた円にそって回転させるには、ムチを振るうように手首をうまくしならせなければならない。シリはコマまわしが得意で、スケリッジではほとんどの男子を負かし、メリテレ寺院の修練生のあいだでは敵なしだった。試合に加わってあの子たちから銅貨はもちろん、つぎあてだらけの半ズボンまでふんだくってやろうかともくろんでいたとき、ふと大きな歓声に気を取られた。

　ずらりと並ぶテントと屋台のいちばん奥の、壁と石段のあいだに奇妙な半円状の囲いができていた。高さ二メートルほどの柱に帆布が張りめぐらされ、二本の柱のあいだの入口に、胴着ジヤーキンを着て縦縞ズボンを船乗りブーツにたくしこんだあばた顔の長身の男が立っていた。入口近くで客が数人うろつき、あばた男に銅貨を数枚渡しては布の奥に入ってゆく。男はカネを大きな袋に入れ、じゃらじゃらさせながらどら声で叫んだ。

「さあ、いらっしゃい、いらっしゃい！　神の創造物のなかでもっとも恐ろしい生き物をごらんに入れましょう！　これぞ恐怖のなかの恐怖！　なんと生きたバシリスクだ。ゼリカニア砂漠の恐ろしい怪物にして、悪魔の生まれ変わり。飽くなき人喰い獣だ！　こんなものは誰も見たことがない。つかまえたばかりのやつを釣舟に積んで海の向こうから連れてきた。さあ、獰猛な生きたバシリスクをその目でとくとごらんあれ。今を逃せば二度と見られない。もう二度と、よそでは決して見られないよ！　これが最後のチャンスだ！　さあ、奥のテントへ、お代はたったの十五グロート。子ども連れのご婦人ならたったの十グロートだ！」

「まあ！」シリは梨からハチを追い払いながら言った。「バシリスク？　しかも生きてるって。これはなんとしても見たいわ。本でしか見たことないの。行くわよ、ファビオ」

「もうお金がないんだ……」

「あたしが持ってる。あなたのぶんも払うから。さ、行きましょ」

「六枚だ」あばた男が四枚の銅貨を見ながら言った。「一人につき五グロート硬貨が三枚。まけてやるのは子連れの婦人だけだ」

「彼は子どもよ」シリは手に持った梨でファビオを指した。「そしてあたしは女」

「子どもを抱いてる女だけだ」あばた男はうなるように言った。「ほら、五グロート硬貨をあと二枚よこしな、ずるがしこい嬢ちゃん、嫌ならそこをどけ。ほかの客の邪魔だ。さあさあ、お急ぎあれ！　あと三人までだ！」

　帆布テントのなかでは客がひしめき、木製の舞台をびっしり取りかこんでいた。舞台の上には木の檻が置かれ、絨毯がかけてある。あばた男は最後の客を入れると舞台に駆けあがり、長い棹さおをつかんで絨毯を払いのけた。たちまちあたりには腐肉と爬虫類の嫌なにおいが立ちこめ、見物客はどよめいて一歩あとずさった。

「賢明なるみなさん」あばた男が呼びかけた。「どうか近づきすぎないように、大変危険です！」

　狭い檻のなかにトカゲが一匹、奇妙な形の黒っぽい鱗うろこに覆われた体を丸めていた。あばた男が棹で檻を叩くと、トカゲはうごめき、鱗を鉄格子にこすりつけて長い首を伸ばし、先のとがった白い牙を剥き出してしゅっと威嚇した。口もとの黒い鱗に白い牙がやけにまぶしい。観客は息をのみ、露店商らしき女が抱く毛の長い小犬がきゃんと鳴いた。

「さあ、とくとごらんあれ」あばた男が始めた。「さいわいにも、このような猛獣は街の近くにはいない！　恐ろしきバシリスクははるか遠いゼリカニア産だ！　それ以上、近づくなかれ。檻は安全ですが、息を吹きかけられただけで毒がまわりかねません！」

　シリとファビオはようやく観客の輪から押し出されるように檻に近づいた。

「バシリスクはこの世でもっとも恐ろしい生き物です！」舞台上のあばた男は、矛ほこ槍やりに寄りかかる衛兵よろしく棹にもたれながら続けた。「なんとなればこいつはヘビの王なのだから！　バシリスクがこの世にはびこれば世界は跡形もなく消えるでしょう！　さいわい、これはきわめて稀少な生き物です。なにしろオンドリが産んだ卵からしか孵かえらない！　知ってのとおりオンドリはめったに卵を産まない。産むのは、母メンドリよろしく別のオンドリに尻を突き出すずるいオンドリだけです」

　観客はこの気の利いた――というより下品な――冗談にどっと笑った。笑わなかったのは生き物をじっと見つめるシリだけだ。獣は周囲の音に苛立ち、身をよじって格子を叩き、狭い檻のなかでできもしないのに羽を広げようとしていた。

　あばた男が口上を続けた。「そうやってオンドリが産んだ卵を百一匹の毒ヘビが温める！　そして卵が孵ると――」

「あれはバシリスクじゃないわ」シリがベルガモット梨を噛みながら言うと、あばた男は横目でにらみ、気を取りなおして続けた。

「――卵が孵ると、バシリスクは毒をものともせず、巣のなかのヘビを残らず食い殺す。毒を取りこんでふくれたバシリスクは、牙はもちろん、まったく触れずとも息だけで相手を殺すのです！　騎乗の騎士が立ちあがってバシリスクに剣を刺せば、毒が柄を伝い、たちまち騎士は馬もろとも死んでしまう！」

「大嘘よ」シリは梨の種を吐きながら大声で言った。

「嘘なもんか！」あばた男が言い返した。「本当に馬と騎士を殺すんだ！」

「そうだ、そうだ！」

「お黙り、この娘っ子！」犬を連れた露店商がどなった。「邪魔するんじゃないよ！　あたしたちはびっくり話を聞きたいんだ！」

「やめなよ、シリ」ファビオが脇腹をつついてたしなめると、シリはふんと鼻を鳴らし、かごの梨にまた手を伸ばした。

「どんな動物も」あばた男は観客に広がるつぶやきに負けじと声を張りあげた。「バシリスクの吐息が聞こえたとたん逃げ出す。どんな生き物も、ドラゴンでさえ――ええと、その――ワニでさえ、あの獰猛なワニでさえも逃げ出す。バシリスクを恐れない唯一の動物がテンだ。テンは荒野でバシリスクに会うと一目散に森に駆けこみ、彼らだけが知っている薬草を探して食べる。毒消しの薬草で、テンはバシリスクを噛み殺し……」

　シリは鼻で笑い、唇で長々と下品な音を立てた。

「おい、そこの知ったかぶり！」あばた男が噛みついた。「気に入らないならさっさと出ていけ！　誰もおまえに話を聞いてくれとも、バシリスクを見てくれとも頼んでない！」

「それはバシリスクじゃないってば！」

「ほう？　じゃあなんだ、〈なんでも知ってるお嬢ちゃん〉？」

「翼竜ワイバーンよ」シリは梨の軸を投げ捨て、指をなめた。「ふつうのワイバーン。若くて、小型で、飢えて、汚れてるけど、ただのワイバーンよ。古代語ではヴァイヴェルン」

「ほう、こりゃ驚いた！」あばた男が叫んだ。「なんて利口な邪魔者だ！　バカ言うな、おれが――」

「待て」ビロードのベレー帽に紋章のない従者用ダブレットを着た金髪の若者が声をあげた。あんず色のドレスを着た色白のかよわそうな娘が若者の腕にしがみついている。「まあ落ち着け、わがよき猛獣使いよ！　貴婦人を脅すものではない、この剣で皮をはがれたいか。それに、これはどうもペテンのにおいがする！」

「何がペテンだ、若き従者」あばた男は言葉に詰まった。「いまのは嘘だ、あの高慢ちき――いや、高貴な生まれの嬢ちゃんは間違ってる。これは正真正銘のバシリスクだ！」

「ワイバーンよ」シリは繰り返した。

「なんだと、この小娘！　バシリスクだと言ってるだろう！　この恐ろしさを見ろ。しゅっと息を吐き、檻に噛みつくさまを！　あの歯を見ろ！　まるで――」

「ワイバーンそっくり」シリがにらみ返した。

「そこまで言うんなら」あばた男は本物のバシリスクも顔負けの憎々しい目でシリをにらみつけた。「近づいて、息を浴びてみろ！　こいつの毒を笑ったな。おまえがくたばるかどうかためしてみようじゃないか！　さあ、近づけ！」

「いいわ」シリはファビオの手を振り切り、舞台に近づいた。

「よせ！」金髪の従者があんず色の娘の腕を振り払い、シリの前に立ちはだかった。「近づいてはいけない！　危険です、美しきお嬢さん」

　いままでそんなふうに呼ばれたことのないシリはほんのり頬を赤らめ、書記のジャレになんどもためした視線で若者を見つめ、まつげをぱちぱちさせた。

「危険などありませんわ、従者どの」シリはイェネファーの忠告も忘れ、誘うようにほほえんだ。「ご心配なく。毒の息なんてたわごとよ」

「だとしてもおともいたします」若者は剣の柄に手を載せた。「あなたをお守りするために……お許し願えますか」

「ええ、いいわ」答えながらシリはなぜか、あんず娘の怒りの表情に快感を覚えた。

「彼女を守るのはぼくだ！」ファビオがぐいと胸を張り、従者をにらんだ。「ぼくもついてゆく！」

「みなさん」シリは誇らしげに胸を張り、つんと鼻を上向けた。「そう騒がないで。押さないで。見る場所はたっぷりあるわ」

　シリが平然と檻に近づくと、観客の輪が波打ち、つぶやきが漏れた。首筋に息を感じるほどすぐ後ろからファビオと従者がついてくる。ワイバーンが恐ろしげに息を吐いてもがき、爬虫類特有のにおいが鼻をついた。ファビオは大きく息をのんだが、シリはひるみもせずに近づき、檻に触れそうになるまで手を伸ばした。獣が格子に体当たりし、鉄の棒に牙を剥くと、またもや群衆は波打つようにうごめき、悲鳴があがった。

「どう？」シリは得意げに腰に両手を当てて振り向いた。「あたしは死んだ？　〝毒獣〟の毒にやられた？　言ったでしょ？　これがバシリスクでないのは、あたしが――」

　そのときファビオと従者がさっと青ざめ、シリは口をつぐんだ。振り向くと、二本の鉄格子が興奮した獣の力で押し広げられ、さびた釘が木の枠からはずれかかっていた。

「逃げて！」シリは声をかぎりに叫んだ。「檻が壊れかけてる！」

　とたんに観客が叫びながら出口に押し寄せた。テントのすきまから逃げ出そうとして帆布にからまり、たがいにからまりあって、もがき、悲鳴をあげている。飛びのこうとしたとたん、シリは従者に腕をつかまれてバランスを失ってよろけ、ファビオもろとも地面に倒れた。女露店商の毛の長い小犬がきゃんきゃん吠えたて、あばた男が悪態をつき、動転したあんず娘が切り裂くような悲鳴をあげた。

　檻の格子がばきっと壊れ、ワイバーンが檻から這い出た。あばた男は舞台から飛びおり、棹で押さえつけようとしたが、獣はかぎ爪ひと振りで棹を振り落とし、突起のあるしっぽで男の頬を血まみれのずたずたに切り裂いた。しゅーっと息を吐き、ぼろぼろの羽を広げ、立ちあがろうともがくシリとファビオと従者めがけ今にも舞台から舞い降りてきそうだ。あんず娘は失神し、あおむけに横たわっている。シリは飛びあがろうと全身に力をこめ、気づいた――だめだ、まにあわない。

　危機を救ったのは毛むくじゃらの小犬だった。小犬は六枚はぎのスカートに脚がからまって倒れた飼い主の手を逃れ、きゃんきゃん鳴きながら獣に飛びかかっていった。ワイバーンはしゅっと息を吐いて上体を起こし、かぎ爪で小犬を押さえつけたかと思うと、ヘビのようなすばやさでその体をへし折り、首もとに歯を沈めた。小犬が断末魔の叫びをあげた。

　従者がなんとか膝をつき、脇の剣を探ったときには、すでにシリが稲妻のような動きで従者の剣を抜き、半回転しながら跳びあがっていた。ワイバーンが、鋭い歯が並ぶあごからちぎれた小犬の頭をぶらさげ、立ちあがった。

　シリにはケィア・モルヘンで覚えたすべての動きが勝手に――考えるまもなく――出てくる気がした。驚いたワイバーンの腹部に斬りつけ、すぐさま回転して身をかわすと、突進していた獣は血を噴き出して砂の上にどうと倒れた。シリはそれをさっと飛び越え、しなるしっぽを巧みにかわした。そして迷いのない、正確で力強い一撃を獣の首に叩きこんで跳びすさると、反射的に――もはやその必要もなかったが――よける動作をし、今度は背骨を叩き切った。ワイバーンはしばし痛みにのたうっていたが、やがて動かなくなった。ヘビのようなしっぽだけが地面をぱたぱたと叩き、あたりに砂を飛び散らせている。

　シリはとっさに血まみれの剣を従者の手に押しつけた。

「もう大丈夫！」シリは逃げまどう群衆となおもテント布のなかでもがいている観客に呼びかけた。「怪物は死んだわ！　この勇敢な従者が斬り殺して――」

　言いかけたとたん喉が詰まり、胃がむかつき、あたりが真っ暗になった。何かが強い力で腰に当たり、シリは歯を食いしばった。もうろうとあたりを見まわして初めて気づいた。シリは地面に倒れていた。

「シリ……」ファビオがかたわらに膝をつき、ささやいた。「大丈夫？　ああ、顔が真っ青だ……」

「残念ね」シリはつぶやいた。「自分では見られないわ」

　人々が集まってきた。棒や火かき棒でワイバーンの死骸をつつく者……あばた男の傷に包帯を巻きはじめる者……。だがその多くは勇敢な従者をほめたたえた。恐れを知らぬドラゴンの征伐者。ただひとり冷静さを失わず、大惨事を阻止した英雄。従者は剣刃の乾きはじめた血の筋を呆然と見ながら、あんず娘を気づかせた。

「わたしの英雄……」失神から覚めたあんず娘が従者の首に抱きついた。「命の恩人！　いとしい人！」

「ファビオ」シリは巡査が人ごみを押し分けてやってくるのに気づき、力なく言った。「あたしを起こして、逃げなきゃ。急いで！」

「かわいそうに……」縁なし帽をかぶった太った女が人ごみからこっそり抜け出す二人を見て言った。「でも運がよかったよ。この勇敢な若い従者がいなけりゃ、おまえたちの母さんはどんなに嘆いたことか！」

「あの若い従者が仕えているのは誰だ！」革エプロンの職人がどなった。「さっきの手柄は騎士帯と金の拍車にふさわしい！」

「あの動物使いはさらし首にしろ！　ムチ打ちの刑だ！　あんな怪物を人が集まる街中に連れてくるなんて……」

「水だ、さっさと水を持ってこい！　娘がまた気絶した！」

「あたしのかわいいフーフー！」女露店商が毛のふさふさした愛犬の亡骸に身を乗り出し、いきなりわめきだした。「かわいそうなおちびちゃん！　あの娘っ子をつかまえて。ドラゴンを怒らせたあの悪ガキを！　あの子はどこ？　誰かつかまえて！　悪いのは動物使いじゃない。全部あの娘のせいだ！」

　数人の巡査が何人もの手を借りて人ごみをかき分け、あたりを見まわしている。すでにシリはめまいから立ちなおっていた。

「ファビオ。分かれましょう。さっきの路地で待ってて。さあ、行って。誰かにたずねられても、あたしのことは何も知らないと言って」

「でも……シリ――」

「早く！」

　シリはイェネファーからもらった護符を握りしめ、呪文をつぶやいた。魔法は即座に効きはじめた。ぐずぐずしてはいられない。人ごみを押し分けて近づいた巡査たちが困惑顔で立ちどまった。

「いったいどういうことだ」シリをにらんでいた巡査の一人が驚きの声をあげた。「娘はどこだ？　たったいまここにいたはずだが……」

「あ、あそこだ！」誰かが反対側を指さして叫んだ。

　シリは背を向け、歩きだした。怪物退治の興奮と護符を作動させたせいでまだ少しふらつき、力が入らない。護符の効き目は完璧だった。シリの姿は誰にも見えず、なんの注意も払われなかった。まったく誰の目にも。当然ながらシリは人ごみから抜け出すまでになんども押され、踏まれ、蹴られ、荷車から飛んできた衣装箱を奇跡的にかわし、三叉が片目に突き刺さるのをかろうじて避よけた。結局のところ、魔法にはいい面と悪い面があり、たくさんの利点と不都合がある。

　護符の威力はさほど長くは続かなかった。シリの能力では効き目を制御することも作動時間を延ばすこともできない。折よく透明人間の効果はシリが人ごみを抜け、路地で待つファビオを見つけたころに切れた。

「ああ、よかった、シリ。ここだったんだね。ずいぶん心配して……」

「心配ないわ。さあ、急いで。正午を過ぎちゃった。戻らなきゃ」

「それにしてもあの怪物をやっつけたのはすごかったよ」ファビオが賞賛の目でシリを見た。「まるで稲妻みたいだった！　あんな動き、どこで覚えたの？」

「なんのこと？　ワイバーンを殺したのは従者よ」

「嘘だ。ぼくはこの目で――」

「あなたは何も見なかったの！　お願い、ファビオ、今日のことは誰にも言わないで。誰にも。間違ってもマダム・イェネファーには絶対に言わないで。あの人に知られたら大変なことに……」

　そこでふと黙りこんだ。

「あの人たちの言うとおりだわ」シリは背後の露店広場を指さした。「あたしがワイバーンを刺激したばっかりに……全部あたしのせい……」

「そうじゃない」ファビオはきっぱり否定した。「あの檻は腐ってて、造りもお粗末だった。いつ壊れても不思議はなかった。一時間後だったかもしれないし、明日、明後日だったかもしれない……あのとき壊れてよかったよ、だってきみがみんなを――」

「殺したのは従者よ！」シリは声を張りあげた。「従者がやったの！　頭がどうかしちゃったんじゃない？　いい？　もしさっきのことを言いつけたら、あなたを……と……と……とんでもなく醜いものに変えてやるから！　あたしは呪文を知ってるの！　あなたをなんにでも変えられるんだから――」

「おやめなさい」背後から誰かの声がした。「そこまで！」

　後ろから女二人連れが近づいてきた。声をかけたのは、櫛できれいにとかした黒髪に、光る瞳と薄い唇の女で、ヤマネの毛皮で縁取った藤紫色の短い織物を肩にはおっている。

「こんなところで何をしているの、お嬢さん」女はシリをじろりとにらみ、冷たい、よく通る声でたずねた。

「待って、ティサイア」若いほうの女が制した。背が高く、金髪で、胸元が深く開いた緑色のドレスを着ている。「見覚えのない顔よ。この子は違うんじゃ――」

「いいえ、間違いないわ」黒髪の女がさえぎった。「あなたの生徒よ、リタ。あなただって全員の顔を知っているわけじゃないでしょう。寄宿舎から移動したとき、どさくさにまぎれてロクシアから抜け出した生徒の一人よ。いまに認めるわ。さあ、お嬢さん、白状なさい」

「なんですって？」シリは眉をひそめた。

　女は唇を引き結び、袖口をまっすぐに直した。

「誰から〈隠れ護符〉を盗んだの？　それとも誰かにもらったの？」

「は？」

「いい加減になさい。名前、クラス、指導教官の名前。いますぐ答えて！」

「なんのこと？」

「とぼける気、お嬢さん？　名前よ！　あなたの名前は？」

　シリは唇を噛みしめ、緑色の瞳に怒りを浮かべて平然とつぶやいた。

「アンナ・インゲボルガ・クロプストック」

　女が片手をあげたとたん、シリは自分の過ちを嫌というほど知らされた。前にいちど、イェネファーにしつこくせがんで〈しびれの魔法〉をかけてもらったことがある。ひどく不快な感覚だった。いまそれと同じ感覚が襲ってきた。

　ファビオが小さく叫び、駆け寄ろうとしたが、金髪の女に襟首をがしっとつかまれていた。振りほどこうともがいても、女の手は鉄のようにびくともしない。シリも一ミリも動けなかった。まるでその場にゆっくりと根を張ったかのように。黒髪の女は身をかがめ、光る眼でシリをじっとにらんだ。

「体罰は認めない主義ですが」女は袖のしわを伸ばしながら冷たく言った。「今回ばかりはムチ打ちの罰よ、お嬢さん。不服従のせいでも、盗みのせいでも、無断欠席のせいでもありません。制服を着ていないせいでもなければ、男の子と二人きりで、彼に話してはならないことを話していたからでもない。罰の理由はあなたが学長であるわたしに気づかなかったことよ」

「やめてください！」ファビオが声を張りあげた。「彼女をぶたないで、貴婦人さま！　ぼくはミスター・モルナル・ギアンカルディの銀行で働く行員で、この若い女性は――」

「言っちゃだめ！　言っちゃ――」シリの言葉は、すばやく容赦なくかけられた〈さるぐつわの魔法〉によってとぎれた。口のなかで血の味がした。

「さあ」金髪女がファビオを放し、しわになった襟をやさしくなでながらうながした。「教えて。この生意気なお嬢さんは誰なの？」




　マルガリータ・ラウクス゠アンティレが水を跳ねとばして湯舟からざばっとあがり、シリは思わず見とれた。イェネファーの裸はなんどか見たことがある。これほどスタイルのいい人はどこにもいないと思っていたが、そうではなかった。女神やニンフの大理石像でさえ、マルガリータ・ラウクス゠アンティレの裸体には顔を赤らめるだろう。

　女魔法使いはバケツに入った冷水を胸に浴び、なまめかしい声をあげてぶるっと身震いした。

「そこのお嬢さん」マルガリータがシリを手招きした。「いい子だからタオルを取ってちょうだい。もうそんなに怒らないで」

　シリは不満そうに小さく鼻を鳴らした。ファビオがシリの素性を話してもマルガリータは信じず、シリは街じゅう引きまわされて笑い者になった。もちろんギアンカルディの銀行に戻ったとたん、誤解は解消した。女魔法使い二人はイェネファーに謝り、自分たちの振る舞いをわびた。彼女たちの弁によれば、アレツザの修練生は〈魔法集会〉の出席者に寄宿部屋を明け渡すことになり、一時的にロクシアに移動した。そのごたごたに乗じて修練生数人がサネッド島を抜け出し、授業をさぼって街で遊んでいた。マルガリータ・ラウクス゠アンティレとティサイア・ド・ブリエスは護符が使われたことに気づき、シリをその無断欠席者の一人と勘違いしたのだ。

　二人はイェネファーには謝ったが、シリには謝る気はさらさらなかった。二人の謝罪を聞きながらイェネファーはじっとシリを見つめ、シリは恥ずかしさに耳まで赤くなった。だが、誰より気の毒だったのはファビオだ。モルナル・ギアンカルディにこっぴどく叱られ、目に涙を浮かべていた。シリはすまなく思ったが、同時に誇らしくもあった。ファビオが約束どおり、ワイバーンの件はひとことも口にしなかったからだ。

　イェネファーとティサイア、マルガリータは親しい友人どうしで、二人はティサイアが滞在しているゴルス・ヴェレンの高級宿〈銀サギ〉にイェネファーを招待した。ティサイアはどういうわけか島への移動を先のばしにしており、アレツザの教師であるマルガリータ・ラウクス゠アンティレは年上の魔法使いティサイアの誘いに応じてしばらく相部屋で過ごしているという。贅沢な宿で、マルガリータとティサイアは法外なカネを払って地下の浴室を占有していた。イェネファーとシリも誘われ、いまこうしてみんなで湯舟に浸つかり、蒸気で汗を流し、何時間も噂話に興じているところだ。

　シリがタオルを渡すと、マルガリータはシリの頬をやさしくつねった。シリはまたもや鼻を鳴らし、ローズマリーが香る湯舟にざぶんと飛びこんだ。

「若いアザラシみたい」泳ぐシリを見てマルガリータは笑い、木製の寝椅子でくつろぐイェネファーの横で身体を伸ばした。「そして水の精みたいにスタイルがいいわ。わたしにくれない、イェナ？」

「そう思って連れてきたの」

「どのクラスがいいかしら。あの子、基礎は知っているの？」

「ええ、でも、ほかの生徒と同じように一から始めて。それで困ることはないわ」

「いい考えね」うっすらと結露に覆われた大理石テーブルのカップを正しい位置に直しながら、ティサイア・ド・ブリエスが言った。「実に賢明よ、イェネファー。ほかの修練生と一緒に始めれば、授業も簡単だと感じるかもしれないわ」

　シリは湯からあがって湯舟の端に腰かけ、髪をしぼり、つま先で湯を跳ね飛ばしはじめた。イェネファーとマルガリータはときおり冷水に浸した布で顔をぬぐい、とりとめもなく噂話を続けている。身体にきちんとシーツを巻いたティサイアは会話には加わらず、もっぱらテーブルの整とんに没頭していた。

「失礼いたします、貴婦人がた」どこか見えない上のほうから宿の主人が呼びかけた。「お邪魔して申しわけございません……将校がマダム・ド・ブリエスに急ぎ、話があるとのことです。緊急のようでして！」

　マルガリータがくすっと笑い、イェネファーに片目をつぶった。それを合図に二人は腰に巻いたタオルを取り、異国ふうの、露骨な挑発的ポーズを取った。

「入ってもらって」マルガリータが笑いをこらえ、大声で答えた。「いつでもどうぞ」

「子どもなんだから」ティサイアがあきれて首を振った。「あなたはタオルを巻いて、シリ」

　将校が入ってきたが、魔法使いの悪ふざけは不発に終わった。将校は裸の二人にどぎまぎもしなければ赤面もせず、息を詰まらせもしなかった。女だったからだ。細身で長身、脇に剣を差し、黒髪を太い三つ編みにまとめている。

「マダム」女将校は堅苦しく呼びかけ、鎖かたびらを鳴らしてティサイアに小さく頭をさげた。「ご指示の任務を遂行しました。部隊に戻る許可をいただけますか」

「どうぞ」ティサイアはそっけなく応じた。「護衛と協力に感謝します。無事の帰還を」

　イェネファーが寝椅子から上体を起こし、将校の肩についた黒と金と赤のばロらゼ飾ツりタを見た。

「どこかで会ったかしら？」

　将校はぎこちなくお辞儀し、汗の浮いた顔をぬぐった。浴室内は暑く、将校は鎖かたびらと革の胴着を身につけている。

「ヴェンガーバーグはなんども訪れました、マダム・イェネファー。レイラと申します」

「そのロゼッタからすると、デマウェンド国王軍の特殊部隊ね」

「はい、マダム」

「階級は」

「大尉です」

「たいへん結構」マルガリータが笑い声をあげた。「デマウェンド軍もようやく度胸のある兵士に権限をあたえるようになったようね」

　女兵士は直立不動で、片手を剣の柄頭に載せたまま言った。

「さがってもよろしいでしょうか」

「いいわ」

「さっきの声には険があったわ、イェナ」しばらくしてマルガリータが言った。「あの大尉のどこが気に入らないの？」

　イェネファーは立ちあがり、テーブルからワイングラスを二脚取った。

「十字路の柱を見たでしょう？　その目で見て、死体の腐臭を嗅いだはずよ。あの柱は彼らのしわざよ――特殊部隊の大尉率いる分隊の。あのサディスト集団！」

「いまは戦時下よ、イェネファー。レイラは戦友が倒れ、生きながら〈リス団〉に捕らえられるところをなんども見たに違いないわ。木から両腕で吊るされ、射的の練習台になるところを。目をつぶされ、去勢され、火で足を焼かれるところを。伝説のファルカでさえ〈リス団〉の残虐行為には顔をしかめるわ」

「たしかに彼らのやりかたはファルカに似ているけれど、問題はそこじゃないわ、リタ。別にエルフの運命に同情しているわけじゃない。戦争がどんなものかはわかっているし、どうやって勝利を収めるのかもわかってる。戦とは信念と犠牲のもと、祖国と家のために戦う兵士によって勝ち取られるものよ。レイラみたいな、みずからを犠牲にすることもなく、する気もない、カネのためだけに戦う傭兵たちによって勝てるものではない。彼らは犠牲がどんなものかも知らない。たとえ知っていても軽蔑するだけよ」

「レイラが献身しようと軽蔑しようとどうでもいいわ。わたしたちになんの関係があるの？　シリ、何か服をはおって二階へ行って、ワイン卓カ上ラ瓶フをもう一瓶もらってきてちょうだい。今日は酔いたい気分よ」

　ティサイアがため息まじりに首を振ると、マルガリータが気づいてくすっと笑った。

「さいわい、わたしたちはもう学生じゃありませんの、学長どの。好きなようにやるわ」

「未来の修練生の前でも？」ティサイアは手厳しい。「わたしがアレツザの教師だったときは――」

「ええ、ええ、憶えてるわ」イェネファーが笑顔でさえぎった。「忘れたくても忘れられない。さあ、シリ、ワインをもらってきて」

　シリが二階にあがってワインを待っていると、さっきの女大尉が四人の分隊兵とともに出ていくところだった。シリは彼らの態度と表情、服や武器をうっとりと見つめた。黒い三つ編みの大尉レイラが宿の主人と言い争っていた。

「夜明けまで待てるものですか！　表門に鍵がかかっていようが関係ない。いますぐ出発します。馬小屋に裏口があるでしょう。開けてちょうだい！」

「しかし、規則では――」

「規則なんかどうでもいいわ！　これは学長ド・ブリエスの命令よ！」

「わかりました、わかりました、大尉。そんなにどならないでください。いま開けますから……」

　裏口というのは厳重な門のついた狭い通路で、まっすぐ城壁の外に通じているらしい。シリは召使からワインを受け取る前に、裏門が開き、レイラと分隊兵が夜の闇に馬で駆けてゆくのを見た。

　そして何やら深く考えはじめた。




「ああ、待っていたわ」マルガリータはうれしそうに言ったが、シリを見て言ったのか、シリが抱えているワインを見て言ったのかはわからない。シリがテーブルにカラフを置くと、すぐさまティサイア・ド・ブリエスが置きなおした。置きかたがまずかったようだ。イェネファーがカラフからワインを注いで全体の配置を台無しにすると、またしてもティサイアが正しく置きなおす。ティサイアが先生と想像しただけでシリはぞっとした。

　イェネファーとマルガリータは気前よくワインを注ぎ、中断した会話に戻った。このぶんだとすぐにまた追加のワインを取りに行かされそうだ――シリは二人の会話を聞きながら考えにふけった。

「いいえ、イェナ」マルガリータが首を振る。「遅れてるわね。ラルスとは別れたわ。終わったの。エルフふうに言うなら〝美エしレいイとンき・はデ終イわリっーたダ〟」

「だから酔いたいわけ？」

「それも理由のひとつね」とマルガリータ。「さみしいの。それは隠せないわ。だって四年もつきあったのよ。でも別れるしかなかった。それはもう絶望的な状況で……」

「そうね」ティサイアはグラスを揺らしながら、金色のワインを見つめ、鼻で笑った。「なんといってもラルスは既婚者なのだから」

「それはたいした問題じゃないわ」マルガリータは肩をすくめた。「あるていどの年齢で、わたしが惹かれる男はみな既婚者よ。それはどうしようもないわ。ラルスはわたしを愛してた。心から愛してた……どう言えばいいのかしら？　つまり彼は求めすぎたの。わたしの自由を奪おうとした。一夫一婦制なんて考えただけで吐き気がするわ。それに、わたしはあなたの前例にしたがっただけよ、イェナ。ヴェンガーバーグでの会話を憶えてる？　あなたが例のウィッチャーと別れると決めたときのこと。わたしは考えなおすように言った。〝道端で愛は見つからない〟って。でもあなたの言うとおりだった。愛は愛、人生は人生。愛は過ぎ去り……」

「耳を貸しちゃだめよ、イェネファー」ティサイアがそっけなく言った。「マルガリータはつらくて、未練たらたらなの。どうして彼女がアレツザの祝宴に出ないと思う？　四年もつきあった男と連れだって出席できないのが恥ずかしいからよ。人がうらやむ男連れでないことが。彼の愛に応こたえられなくてみずから捨てたくせに、隣にいないことが耐えられないの」

「ちょっと話題を変えない？」イェネファーがさりげなく、しかしわずかに語調を変えて言った。「シリ、ワインを注いでちょうだい。この瓶は小さすぎるわ。もう一瓶、もらってきてくれる？」

「二瓶ね」そう言ってマルガリータは笑った。「ご褒美にあなたも座って少し飲んでいいわ。それなら遠くから耳をそばだてなくてもいいでしょ。あなたの教育をいま、ここから始めてもいいのよ――アレツザに入る前に」

「教育！」ティサイアがあきれて天をあおいだ。「冗談じゃないわ！」

「あら、失礼ね、親愛なる学長さん」マルガリータは片手で自分の濡れた太ももをぴしゃりと叩き、怒ったふりをした。「これでもれっきとした魔法学校の現役教師よ！　最終試験でわたしを落とせなかったくせに！」

「後悔してるわ」

「それはこっちのせりふよ！　できることならわたしも個人教授をしたいわ、イェナみたいに。そうしたら修練生相手に汗をかかなくてもいいもの。泣きじゃくる生徒の鼻をぬぐってやらなくてもいいし、生意気な生徒と角つの突つき合わせなくてもいい。シリ、わたしの言うことをよく聞いて覚えておいて。女魔法使いはどんなときも行動するの。正しかろうと間違っていようと、結果はおのずとわかる。でもまずは行動し、勇気を出して人生をその手でつかむの。いいこと、お嬢さん、何もせず、迷い、ためらっていても後悔するだけよ。行動と決断を悔いることはない――たとえそれがさみしさや後悔に終わっても。いまそこで、しかめ面で座って、見えるものすべてをわけ知り顔で正す、お堅い女性を見てごらんなさい。あれがティサイア・ド・ブリエス。幾多の女魔法使いを教育してきた大魔法使いよ。どう行動すべきかを教え、優柔不断がいかに――」

「やめて、リタ」

「ティサイアの言うとおり」イェネファーが浴室の隅をじっと見ながら言った。「もうやめて。ラルスを失ったことで落ちこむ気持ちはわかるけど、道徳教育はよして。この子にそんな話は早すぎるわ。そもそも学校で習うこととも思えない。シリ、もう一瓶ワインをもらってきてちょうだい」

　立ちあがったシリはすっかり身なりを整えていた。

　気持ちはすっかり決まっていた。




「なんですって」イェネファーが金切り声をあげた。「いなくなったってどういうこと？」

「あのお嬢さんに頼まれて……」宿の主人は青ざめた顔で壁に背を押しつけ、しどろもどろに答えた。「馬に鞍をつけるよう命じられて……」

「それでしたがったの？　わたしたちにたずねもせず？」

「マダム！　どうしてわたしにわかりましょう。てっきりあなたさまの命令を受けられたものとばかり……まさか勝手に出ていかれたとは夢にも――」

「このとんま！」

「落ち着いて、イェネファー」ティサイアが片手で額を押さえた。「そう感情的にならないで。いまは夜よ。門衛が通すとは思えないわ」

「お嬢さまは裏口を開けるようにと……」主人がつぶやく。

「裏口ですって？」

「〈集会〉のせいです、マダム」主人は目を伏せた。「街は魔法使いだらけで……人々はおびえています。誰だって魔法使いの邪魔はしたくありません……どうしてわたしに拒めましょう？　あの子は、マダム、あなたさまそっくりの口調で、同じ視線を向け……。正面から見返すなんて誰にできましょう。ましてや問いただすなど……。お嬢さまはあなたさまにそっくりでした……まるで生き写しのように……。羽根ペンとインクまで所望され、手紙を書き残されました」

「見せて！」

　ティサイアがすばやくつかみ、読みあげた。




マダム・イェネファー

　許してください。ヒルンダムに行きます。ゲラルトに会いたいの。学校に入る前に。言うことをきかないでごめんなさい、でも行かなきゃならない。罰は覚悟のうえです。だけど、あたしは迷い、ためらったことを後悔したくない。後悔するのは行動したあとに取っておきます。あたしは魔法使い――人生をこの手でつかみます。戻れるときがきたら戻ります。

　シリ




「それだけ？」

「追伸があるわ」




それから、学校であたしの鼻をぬぐう必要はないとマダム・リタに伝えて




　マルガリータ・ラウクス゠アンティレはあきれて首を振り、イェネファーは毒づき、宿の主人は赤面してぽかんと口を開けた。これまでたくさんの悪態を聞いてきたが、こんなのは初めてだった。




　風は陸から海に吹いていた。雲の波が森の上空に浮かぶ月の上をゆっくりただよい、ヒルンダムに通じる道は闇に沈んでいる。全速力で走るのは危険だ。シリは速はや歩あしに速度を落としたが、常なみ歩あしまで落とす気はなかった。急がなければ。

　嵐の到来を告げるうなりが遠くに聞こえ、ときおり稲光が地平線を照らし、ぎざぎざの鋸の歯のような木々の梢が暗闇に浮かびあがった。

　シリは手綱を引いた。分岐点だ。道がふたつに分かれ、どちらも同じように見える。

　どうしてファビオは分かれ道のことを言わなかったのだろう？　でも、あたしは決して迷わない。いつだってどの道を歩き、馬を進ませるかがわかる。

　じゃあ、どうしていまはそれがわからないの？

　巨大な影が頭上を音もなくすべるように移動し、心臓が口から飛び出そうになった。馬がいななき、蹄を鳴らして右側の道を猛然と走り出した。しばらくしてシリは手綱を引いた。

「ただのフクロウよ」自分と馬を落ち着かせるように息をついた。「どこにでもいる鳥で……恐れることなんかない……」

　風はますます強まり、月は完全に黒雲に隠れたが、行く手の木々のあいだにぽっかり穴が開いたように光が見える。シリは蹄から砂を巻きあげて速度をあげたが、すぐに馬を止めた。

　目の前は崖と海で、見覚えのある黒い円すい形の島がそびえていた。ここからガルスタング、ロクシア、アレツザの光は見えない。見えるのはサネッド島を見下ろすようにぽつんとそびえる塔だけだ。

　トル・ララ。

　目もくらむような稲妻が曇り空と塔の先端をつなぎ、一瞬遅れて雷鳴がとどろいた。トル・ララの窓が赤い目となってシリをにらんだ。その瞬間、塔のなかで炎が燃えているように見えた。

　トル・ララ……〈カモメの塔〉……どうしてこの名に恐怖を感じるのだろう？

　突風が木々を揺らし、枝がざわめいた。シリはぎゅっと目を閉じた。塵ちりと木の葉が頬をなぶる。シリは方向感覚を取り戻し、いななき跳びはねる馬の向きを変えた。サネッド島は北側にあった。つまり西に向かって走っていたということだ。暗がりのなかで砂の道が光る白い帯のように延びている。シリはふたたび全速力で駆け出した。

　ふと稲光のなかに数人の騎乗者が見えた。道の両脇でぼんやりとした暗い影が動いている。またしても雷鳴がとどろき、誰かの声が聞こえた。

「見ろガル＝エン！」

　シリは夢中で拍車をかけて手綱を引き、向きを変えて猛然と駆けた。背後から叫び声と口笛、馬のいななきと蹄の音が聞こえる。

「ガル゠エン！　人ド＝間イネだ！」

　疾走。蹄の音。吹きつける風。暗闇のなか、道端の白いカバノキの幹が飛ぶように過ぎる。稲妻。雷鳴。その光のなかに、行く手を阻もうとする二人の騎乗者が見えた。片方がシリの手綱をつかもうと手を伸ばす。帽子にはリスのしっぽ。シリは馬を蹴り、首にしがみついた。あまりのスピードに身体が片方にずり落ちそうだ。稲光。背後であがる声。口笛。そして雷鳴。

「射かけろスパル＝レ、ヤエヴィン！」

　走って、走って！　もっと速く！　稲妻。雷鳴。分かれ道。左！　あたしは決して迷わない！　また分かれ道。こんどは右！　さあ、走って！　もっと速く、もっと！

　のぼり坂になった。蹄は砂を蹴り、どんなに拍車をかけても速度はあがらない……。

　丘をのぼりきったところであたりを見まわした。稲妻が道を照らす。誰もいない。じっと耳を澄ましても、聞こえるのは風が木の葉を揺らす音だけだ。またしても雷鳴がとどろいた。

　誰もいない。〈リス団〉は……ケイドウェンの記憶。シーラウェッドのバラは……想像の産物。ここには誰もいない。あたしを追う者はいない……。

　風が吹きつけた。風は陸から吹いている――シリは思った――それをいま右の頬に感じる……。

　迷った。

　稲妻が海面を照らし、円すい形のサネッド島が黒く浮かびあがった。そして、トル・ララ。〈カモメの塔〉。磁石のようにシリを引き寄せる塔……。でも、あそこには行きたくない。あたしはヒルンダムに行く。ゲラルトに会いに。

　またしても稲妻がひらめいた。

　黒い馬がシリと崖のあいだに立っていた。馬の背には猛禽の羽根で飾った兜の騎士。その羽根がとつぜんはためき、猛禽が飛び立ち……。

　シントラ！

　シリは恐怖に身がすくみ、両手で手綱を握りしめた。稲妻。黒い騎士が拍車をかける。顔には恐ろしげな仮面。羽根が羽ばたき……。

　馬が勝手に駆け出した。稲光が闇を照らす。もうじき森が終わる。蹄が沼のなかでびしゃっと音を立てた。背後から聞こえる猛禽の羽音。近づいてくる……近づいて、近づいて……。

　シリは死にものぐるいで走った。速すぎて目が潤うるむ。稲妻が空を切り裂き、閃光のなかに両脇のハンノキとヤナギが浮かびあがる。でも、木じゃない。あれはアルダー王の僕しもべ。兜につけた猛禽の羽根を羽ばたかせ、シリを追う黒騎士の僕たち。両脇の醜い怪物たちがシリのほうにねじくれた腕を伸ばし、黒い洞穴のようなあごを大きく開き、狂ったように笑う。シリは馬の首に身を伏せた。木々の枝がしなり、シリをなぶり、服を切り裂く。ねじれた幹がきしみ、洞うろのようなあごがかちっと閉じ、あざけるような笑い声が響く……。

　シントラの仔獅子！　古き血の子！

　黒騎士が真後ろに迫った。騎士の手がシリの長い髪をつかもうとしている。馬はシリの悲鳴に駆り立てられるように、力強い跳躍で見えない障害物を越え、アシのなかに降り立ち、よろけ……。

　シリは鞍に背を押しつけて手綱を引き、鼻を鳴らす馬を引き戻すと、狂ったように叫びながら剣を抜き、頭上で振りまわした。ここはシントラじゃない！　あたしはもう子どもじゃない！　途方に暮れた少女じゃない！　こんな真似はさせない……。

「許さない！　二度とあたしには触れさせない！　二度と！」

　馬が腹部まである水のなかにばしゃっと着地し、シリは身を伏せ、わめき、馬を蹴り、土手に戻ろうともがいた。これは池――シリは思った。そういえばファビオが養魚池のことを話してた。ヒルンダムに着いたんだ。やった。ほら、やっぱりあたしは道に迷わない……。

　稲妻が光り、背後には土手、前方には黒い壁のような森が鋸の歯のように空に浮かびあがった。誰もいない。聞こえるのは吹きつける風のうなりだけだ。沼地のどこかで、おびえたアヒルの声がした。

　誰もいない。土手には人っ子ひとりいない。誰も追ってはこない。あれは幻影。悪夢。シントラの記憶。頭のなかに浮かんだ、ただの幻想だ。

　遠くにぽつんと小さな明かりが見えた。灯台。それとも焚火？　農場。ヒルンダム。目的地はもうすぐ。あともう少し走れば――

　稲妻がひらめく。ひとつ。ふたつ。三つ。雷鳴はない。急に風が収まった。馬がいななき、頭を振り、後ろ脚で立ちあがった。

　黒い空に乳白色の帯が一筋、のたうつヘビのように現れ、みるみる輝きだした。またもや風がヤナギをなぶり、木の葉と枯草の渦を巻きあげる。

　遠くの明かりが消え、ぼやけ、幾千万もの青い火花になり、ふいに沼地全体を照らした。馬が鼻を鳴らしていななき、狂ったように土手道を走りだす。シリは振り落とされまいと鞍にしがみついた。

　空をすべる筋のなかに不気味な騎馬隊がぼんやり見える。馬群はぐんぐん近づき、やがてはっきり見えてきた。騎乗者の兜についた水牛の角つのとぼろぼろの羽飾りが揺れ、その下に死に顔のような白い仮面が見えた。すりきれた飾り衣装をまとう馬の骸骨にまたがっている。疾風がヤナギをあおってうなり、稲妻の刃やいばが黒い空を切り裂く。風のうなりがますます激しくなる。いや、風のうなりではない。ぞっとするような歌だ。

　不気味な騎馬隊は向きを変え、まっすぐシリに向かってきた。幽霊馬の蹄が沼地の上空に浮かぶ鬼火の光を蹴散らす。先頭を走るのは幽霊狩猟団ワイルドハントの王だ。さびついた兜が骸骨のような顔の上で揺れ、ぽっかり開いた眼がん窩かが青白い炎で燃えている。はためくぼろぼろのマント。さびついた胸当てにぶつかってからからと音を立てる、古い豆の莢さやのような空っぽの首飾り。もとは宝石がはまっていたが、天あま翔がける狂乱の狩猟のあいだにこぼれ、星々になり……。

　これは現実じゃない！　現実には存在しない！　これは悪夢、幻影、まぼろし！　頭のなかに思い描いてるだけよ！

　ワイルドハントの王が骸骨馬に拍車をかけ、ぞっとするような哄こう笑しようをあげる。

　おお、古き血の子よ！　おまえはわれらが仲間！　われらのもの！　われらの行進に、われらの狩りに加わるがいい！　われらは駆ける、行きつく先まで、無限の果てまで、生の終わりまで！　おまえはわれらのもの、星の目を持つ混沌の娘よ！　さあ、われらのもとへ、狩りの喜びを知れ！　おまえはわれらのもの。おまえはわれらの一人！　おまえの居場所はここだ！

「嫌！」シリは叫ぶ。「あっちへ行って！　この死体ども！」

　ワイルドハントの王がさびついた喉当ての上で朽ちた歯をかちかち鳴らし、声を立てて笑う。頭蓋骨の眼窩を青白く光らせて。

　そう、われらは死し人びと。だが、おまえは死そのもの。

　シリは馬の首にしがみついた。駆り立てるまでもなく、馬は背後から迫る亡霊を感知し、全速力で土手を駆け抜けた。




　ヒルンダムの農夫でハーフリング族のバーニー・ホフメイヤーはもつれた縮れ毛を掻きあげ、遠くの雷鳴に耳を澄ました。

「危険だな、こんな雨の降らない嵐は。どこかに雷が落ちたら一気に燃え広がって……」

「一雨くればいいんだが」ダンディリオンはリュートの糸巻きを締めながらため息をついた。「ナイフで切れそうなほど空気は重く、シャツは背中に張りつき、蚊は噛みつき……だが、もうじき収まるだろう。嵐雲はずっと旋回していたが、ここにきて稲妻が北のほうで光りだした。おそらく海上だ」

「サネッドだ」とバーニー。「なにしろあのあたりではいちばん高い。島の塔――トル・ララ――がこれでもかと稲妻を引き寄せる。嵐のあいだはまるで燃えてるようだ。よくもぶっこわれないもんだと……」

「魔法だ」吟遊詩人が自信たっぷりに言う。「サネッド島にあるものはすべて魔法だ、岩そのものでさえも。そして魔法使いは雷を怖れない。なんの話だった？　そうだ、バーニー、魔法使いは雷もつかまえられるって知ってたか」

「まさか！　嘘だろ、ダンディリオン」

「嘘と思うなら――」吟遊詩人は言葉を切り、不安げに空を見あげた。「稲妻よ、この身を打て、ガチョウにつつかせよ。本当だ、バーニー、連中は雷をつかまえる。この目で見た。ソドンの丘で殺された老ゴラッツはぼくの目の前で雷を捕らえた。長細い金属の片方を塔のてっぺんに引っかけ、反対側の――」

「反対側の端を瓶のなかに入れるんだ」ベランダをうろついていたホフメイヤーの息子が甲高い声で言った。羊毛のような縮れ毛をもしゃもしゃ生やした、小さなハーフリングだ。「父ちゃんがワインを入れるみたいなガラスの細瓶に。すると雷はしゅっと針金を伝って瓶のなかに――」

「家に入れ、フランクリン！」父親がどなった。「寝る時間だ、さっさと寝ろ！　もうすぐ真夜中で、明日は仕事だ！　こんど細瓶と針金のことをしゃべったら、おれがおまえをとっつかまえてやる。尻を叩かれたいか！　二週間は痛くて座れんぞ！　ペチュニア、こいつを連れていけ！　それからもっとビールを持ってこい！」

「もう充分だろ」ペチュニア・ホフメイヤーがベランダから息子を抱きあげながらつんけんと答えた。「もう革袋ひとつ飲みあげたんだから」

「文句を言うな。黙ってウィッチャーが戻ってくるのを見張ってろ。客人はもてなさなきゃならん」

「ウィッチャーが戻ってきたらあたしが運ぶよ。ウィッチャーにね」

「あのケチ女め」バーニーは妻に聞こえないようにつぶやいた。「女房の一族――〈タデ牧草地〉出のビベルヴェルツ家――はひとり残らず締まり屋の、しぶちんの、どけちばっかりで……。それにしても遅いな。養魚池のほうへ出かけて、それっきり。なんとも変わった男だ。夕方、裏庭で遊んでたうちの娘シニアとタンジェリンを見るやつの視線を見たか？　実に妙だった。そしてこの時間になっても戻らない……どっかに行っちまったんじゃないか？　うちに泊まったのも、ここが人里離れた、隣近所からも遠い農場だからだ。ダンディリオン、あんたはやつのことをいちばんよく知ってるんだから……」

「ぼくがやつを知っているだと？」ダンディリオンは首筋の蚊をぴしゃりと叩き、池のほとりに立つヤナギの黒い輪郭を見ながらリュートをつまびいた。「いや、バーニー。ぼくは知らない。やつのことは誰にもわからない。だが、やつに何かが起こっているのはわかる。なぜやつはここヒルンダムに来た？　サネッド島に近い場所に？　昨日、ぼくがサネッド島が見渡せるゴルス・ヴェレンへ行こうと提案すると、やつは言下に拒んだ。ここに何がある？　よほど条件のいい契約でもしたか」

「とんでもない」バーニーがつぶやいた。「正直、ここに怪物がいるとも思えん。池でおぼれた子どもは足がつっただけかもしれん。だが、みんなが〝ドラウナーか、そうでなきゃキキモラのしわざだ、ウィッチャーを呼べ〟と騒ぎだして……。しかも退治料として提示したのはほんの雀の涙だ。でもやつはどうした？　三晩続けて土手道を探しまわってる。昼間は寝てるか、かかしみたいに黙って座って子どもやら家やらをぼんやり見てるだけで……。変わってる。実に変わってる」

「そうかもしれん」

　稲妻がひらめき、庭と農舎を照らしだした。土手の突きあたりにあるエルフ宮殿の廃墟が一瞬、白く光り、数秒遅れて雷鳴が池を揺るがした。突風が吹きつけ、池周辺の木々とアシがざわざわと鳴り、たわんだ。池の水面が波立って静まり、一瞬遅れてスイレンの葉が揺れた。

「嵐はこっちに向かってるようだ」バーニーが空を見あげた。「魔法使いが魔術で島からこっちに嵐の向きを変えたんだな。なんでも、サネッドには少なくとも二百人の魔法使いが集まるって話だ……。いったい連中はあの魔法島で何を相談するんだろうな、ダンディリオン。何かいいことでもあるのか？」

「ぼくらにとって？　それはどうかな」吟遊詩人は親指でリュートをつまびいた。「〈魔法集会〉は見せびらかしとひけらかしの場だ。山ほどの噂話、陰口と内輪もめの絶好の機会。魔法をもっと多くの人が使えるものにするか、それとも選ばれた者だけのものにするかの議論。王に仕える者たちと、離れた場所から王に圧力をかけたい者たちとの口論……」

「へっ！　集会開催中のサネッドには嵐も顔負けの雷と稲妻が落ちそうだな」

「かもな。でもそれがぼくらになんの意味がある？」

「あんたにはなんの意味もない」バーニーがむっつりと言った。「あんたらがやることと言ったらリュートをつまびいて声を張りあげるだけだ。世界を見まわしても見えるのは韻と旋律だけ。だけどこっちはつい先週の日曜、騎乗者どもに畑のキャベツとカブを踏み荒らされた。それも二度も。軍は〈リス団〉を追い、〈リス団〉は逃げまわる。それがどっちもおれのキャベツ畑を通るもんだから……」

「森が燃えているときにキャベツを嘆くな」

「おい、ダンディリオン」バーニーがにらんだ。「あんたがそんなことを言うと、おれは泣くべきか、笑うべきか、あんたのケツを蹴るべきかわからなくなる。これは冗談じゃねえぞ！　いいか、恐ろしい時代がやってきた。街道脇には火刑柱とさらし台、野原と森林道の脇には死体の山。ファルカの時代もかくやというありさまだ。ここでどうやって生きてゆけと？　昼間は国王の命を受けた連中に〝〈リス団〉に手を貸したら足かせの刑だ〟と脅され、夜は逃げてくるエルフどもを追い返さなきゃならない。やつらは〝いまに夜空が赤く光るだろう〟とかなんとか気取ったせりふを言う。吐き気がするほど詩的な連中だ。とにかく、おれたちゃ人間とエルフのふたつの炎のあいだで板ばさみに……」

「それで〈魔法集会〉で何かが変わると思うか」

「そうとも。あんた、さっき自分で、魔法使いどうし、ふたつの勢力がもめてるって言ったじゃないか。魔法使いが諸国の王たちをなだめ、戦や混乱を終わらせることはこれまでもあった。なんたって三年前にニルフガードとの和解を実現させたのは魔法使いだ。きっとこんども……」

　そこでバーニー・ホフメイヤーはふと口をつぐみ、聞き耳を立てた。ダンディリオンも片手で弦の響きを止めた。

　ウィッチャーが土手道の暗がりのなかから現れ、ゆっくり農舎に向かって近づいてきた。またしても稲妻が光り、雷鳴がとどろいたとき、彼はすでにベランダに立っていた。

「ああ、ゲラルト」ダンディリオンが気まずい沈黙を破って声をかけた。「怪物は見つかったか」

「いや。怪物探しができるような状況じゃない。荒れた夜だ。実に不穏な……。疲れた、ダンディリオン」

「まあ座って休め」

「そういう意味じゃない」

「たしかに荒れた夜だ」バーニーがつぶやき、空を見あげて耳を澄ました。「何やら不吉なもんがあたりに立ちこめてる……。納屋の家畜は落ち着かず……風の音に交じって悲鳴が聞こえ……」

「ワイルドハントだ」ウィッチャーがぼそりと言った。「鎧戸をしっかり閉めろ、ミスター・ホフメイヤー」

「ワイルドハント？」バーニーがぎょっとした。「幽霊団か？」

「怖がらなくてもいい。上空を通り過ぎるだけだ。夏のあいだは高いところしか通らない。だが、子どもたちが目を覚ますかもしれん。狩猟団は悪夢を連れてくる。鎧戸を閉めたほうがいい」

「ワイルドハントは戦の先触れだ」ダンディリオンが不安げに空を見あげた。

「くだらん。ただの迷信だ」

「いや、待て！　ニルフガードがシントラを攻撃する少し前に――」

「しっ！」ウィッチャーが黙れと手ぶりし、さっと身を起こして闇を見つめた。

「なんだ……？」

「騎乗者だ」

「くそっ」バーニー・ホフメイヤーはささやき、長椅子からはじかれたように立ちあがった。「夜に現れるのはスコイア゠テルに決まって……」

「一頭だ」ウィッチャーが長椅子に置いた剣をつかんだ。「本物の馬が一頭。あとはワイルドハントの亡霊だ……くそっ、まさか……夏に？」

　ダンディリオンもぴょんと立ちあがったが、さすがにみっともなくて逃げ出しはしなかった。ゲラルトもバーニーも逃げる気配はなかったからだ。ゲラルトは剣を抜いて土手道に走りだし、バーニーも三叉をつかんでためらいもなくあとを追った。ふたたび稲妻がひらめき、猛然と駆けてくる馬が土手に浮かびあがった。馬のあとからぼんやりした何か――闇と光が織り合わされたいびつな雲のような、渦のような、亡霊のようなもの――がついてくる。とてつもない恐怖と、胃がねじれて吐き気のするような不安を呼び起こす何かが。

　ウィッチャーが叫んで剣を振りかざした。騎乗者がウィッチャーに気づき、馬に拍車をかけて振り返った。ふたたびウィッチャーの声と雷鳴がとどろいた。

　閃光が走ったが、こんどは稲妻ではなかった。ダンディリオンは長椅子の脇にしゃがみこんだ。椅子がここまで低くなかったら下にもぐりこんでいたかもしれない。バーニーは三叉を落とし、家から飛び出した妻のペチュニアが悲鳴をあげた。

　目もくらむような閃光が透明の球体になり、なかに輪郭と形が現れ、恐ろしい速度でそびえるように大きくなってゆく。ダンディリオンにはすぐわかった。あの乱れた黒い巻き毛と、ビロードひもについた星形の黒曜石には見覚えがある。見覚えがなかったのは顔だ。それは怒りと激情、復讐と破壊と死の女神の顔だった。

　イェネファーが片手をあげ、呪文を叫ぶと、両手かららせん状の渦がしゅっと飛び出し、火花のように降り注いで夜空を切り裂き、何千もの火花が池の表面に反射した。らせんの渦は馬を追う雲を槍のように突き刺し、雲が沸き立った。ダンディリオンには、身も凍るような悲鳴が聞こえ、幽霊騎馬隊のぼんやりした悪夢めいた輪郭が見えたような気がした。だがそれも一瞬で、雲はたちまちちぢみ、毬のように小さくなって空に吸いこまれ、流れ星のように長い尾をたなびかせてみるみる消え去った。あたりには闇が満ちた。明かりといえばペチュニア・ホフマイヤーが掲げる、揺れるランプの光だけだ。

　馬にまたがった人物は農家の前庭で立ちどまり、すべり落ちるように鞍からおりると、よろよろと数歩、近づいた。ダンディリオンにはすぐに誰かわかった。やせた、亜麻色の髪の娘を見るのは初めてだったが、あの子だと一目でわかった。

「ゲラルト……」彼女は消え入りそうな声で言った。「マダム・イェネファー……ごめんなさい……でもこうするしかなかった。だってあたし……」

「シリ」ウィッチャーが呼びかけた。イェネファーは一歩、娘のほうに近づき、無言で足を止めた。

　この子は誰を選ぶのだろう？　ダンディリオンは思った。どちらも――ウィッチャーも女魔法使いも――近づこうとせず、手招きすらしない。この子はどちらに先に近づくのだろう。ゲラルトか。それともイェネファーか。

　シリはどちらにも近づかなかった。どちらにするか決めきれず、その場で気を失った。




　ハーフリング一家は夜明けとともに仕事に出かけ、家には誰もいなかった。寝ているふりをしていると、ゲラルトとイェネファーが出てゆくのが聞こえた。シリはシーツから抜け出して手早く服を着、こっそり部屋を出て、果樹園に向かう二人のあとを追った。

　ゲラルトとイェネファーは白と黄色のスイレンが浮かぶ池のあいだの土手道を見ていた。シリは壊れた壁の後ろに隠れ、割れ目から二人を見つめた。シリが数えきれないほどなんども作品を読んだ、有名な詩人ダンディリオンはまだ寝ていると思ったが、そうではなかった。その証拠に、シリは詩人にのぞき見の現場を見つかった。

「おい」ダンディリオンがくすくす笑いながら近づいた。「盗み聞きとのぞき見とは失礼だな。行動にはもう少し気をつけたほうがいい、おちびちゃん。しばらく二人きりにしてやりたまえ」

　シリは顔を赤くしたが、すぐに唇をとがらせた。

「最初に、あたしはおちびちゃんじゃありません」シリはつんと言い返した。「それに、別にあたしは二人の邪魔はしていない、でしょ？」

　ダンディリオンは真顔になった。

「たしかに。かえって二人のためになっているようだ」

「そう？　どんなふうに？」

「とぼけるな。昨日は実にうまくやったが、ぼくの目はごまかせない。きみは気絶するふりをした、だろう？」

「そうよ」シリはつぶやき、顔をそむけた。「マダム・イェネファーは気づいたけど、ゲラルトは……」

「二人は一緒にきみを家に運んだ。たがいの手と手を触れ合わせて。二人は朝まできみの寝台の脇に座っていたが、ひとことも口をきかなかった。いまようやく話す気になったんだ。池のほとりの土手道で。なのにきみは二人が何を話しているかを盗み聞きし……壁のすきまからのぞき見しようとしている。二人があそこで何をしているか、そんなに知りたいか」

「何もしてないわ」シリはかすかに顔を赤らめた。「ただ話をしてるだけ」

「でもきみは二人が何を話しているかを知りたい、だろう？」ダンディリオンはリンゴの木の下の芝に腰をおろし、アリやイモムシがいないかを確かめてから幹に寄りかかった。

「そう……ううん、違う！　どっちにしたって……どっちにしたって何も聞こえないわ。遠すぎて」

「どうしても知りたいのなら教えてあげよう」詩人は声を立てて笑った。

「どうやってわかるの？」

「おいおい、ぼくは詩人だよ、かわいいシリ。詩人はこうしたことには詳しい。というより、こうしたことに関しては当の本人たちよりよくわかっている」

「よく言うわ！」

「保証する。詩人の言葉に嘘はない」

「本当に？　じゃあ……二人は何を話してるの？　どういう意味か教えて！」

「もういちど壁の穴からのぞいてみて。二人は何をしている？」

「ええと……」シリは唇を噛み、身を乗り出して片目を壁の穴に近づけた。「マダム・イェネファーはヤナギのそばに立って……葉を摘みながら星形の宝石をいじってる。何もしゃべらず、ゲラルトのほうを見てもいない……ゲラルトはマダム・イェネファーの横に立って、うつむいて何かしゃべってる。違う、そうじゃなくて、あ、顔をしかめてる……なんて変な顔……」

「子どもを見るように簡単だ」ダンディリオンは芝に落ちたリンゴを拾い、ズボンでぬぐってからしげしげと見つめた。「ゲラルトはこれまでの愚かな言動を許してくれと頼んでいる。自分の気の短さ、信念と希望の欠如、頑固さ、強情さを謝っている。男にあるまじき不機嫌と気取りを謝っている。自分がわからなかったあれこれ、わかろうとしなかったあれこれを詫び――」

「そんなの嘘っぱちよ！」シリは背を伸ばし、額にかかる前髪を払いのけた。「あなたが勝手にこしらえてるだけじゃない！」

「ゲラルトはいまになってようやくわかったことを謝ってる」ダンディリオンは空を見つめ、バラッド歌手らしく節をつけて語りはじめた。「わかりたかったのに時間がないのを恐れてわかろうとしなかったこと……そしてこれからも決してわからないことを。彼は謝り、許しを乞うている……ふん、ふん……つまりは良心か、運命か。すべてはあまりにありふれて……」

「嘘よ！」シリは足を踏み鳴らした。「ゲラルトはそんなこと何も言ってない！　しゃべってもいないんだから。この目で見たわ。ゲラルトは何も言わずイェネファーと並んで立ってるだけで……」

「これこそ詩の役目だ、シリ。人が口にできないことを言葉にするのが」

「くだらない役目ね。あることないことでっちあげてるだけじゃない！」

「それもまた詩の役目だ。おい、池のほうから声が聞こえる。急いでのぞいて、どうなってるか見てごらん」

　シリは壁の穴に片目を押しつけた。「ゲラルトが頭をさげて立ってる。そしてイェネファーがゲラルトにどなってるわ。わめきながら両腕を振りまわして。あらまあ……あれはどういう意味？」

「子どもを見るように簡単だ」ダンディリオンは空をかすめる雲を見て言った。「こんどはイェネファーがゲラルトに〝ごめんなさい〟と謝っているんだ」









３




　かくしてわれは汝なんじを妻（夫）とし、すばらしきときも苦しきときも、よいときも悪いときも、夜となく昼となく、病めるときも健やかなるときも、死が二人を分かつまで永と遠わに心から愛することを誓う。

――伝統的な結婚の誓い




　愛のことはよくわからない。愛は洋ナシのようなものだ。それは甘く、独特の形をしている。さあ、洋ナシの形を定義してみたまえ。

――ダンディリオン著『詩の半世紀』より







　魔法使いたちの祝宴は一般人のものとは違うだろうとゲラルトは昔から思っていたが、まさかこれほど大きく、根本から違うとは思っていなかった。

　イェネファーから〈魔法集会〉に先立って行なわれる祝宴に同伴してほしいと言われたときは、さほど驚かなかった。誘われるのはこれが初めてではない。かつて二人が一緒に暮らし、もっといい関係だったころ、イェネファーは集まりや集会にゲラルトを連れていきたがり、そのたびに彼は断固として拒否した。魔法使いからは、よくて変人か見世物、悪ければ邪魔者かのけ者あつかいされるとわかっていたからだ。イェネファーはそんな心配を笑い飛ばしたが、それ以上、無理じいはしなかった。我を通したければ、別の状況でいくらでも――家が揺れて窓が割れるまで――通すことができた。それこそゲラルトの判断が正しいことの証明だった。

　だが今回は誘いに応じた。一も二もなく。イェネファーがゲラルトを誘ったのは、二人で長々と、率直に、気持ちをぶつけ合ったあとだった。会話は二人をふたたび近づけ、過去の確執を暗がりと忘却のかなたに葬り、氷のように凝り固まった恨みや自尊心や意地を溶かした。ヒルンダムの土手での会話のあとなら、ゲラルトはイェネファーのどんな提案も――文字どおりどんなものでも――受け入れただろう。たとえ、ともに地獄へ行き、火を吐く悪魔どもとカップ一杯の煮えたぎるタールを飲もうという提案さえ断らなかったに違いない。

　何よりシリが心配だった。あの子がいなければこの会話も再会もなかった。そして、弁護士コドリンガーの話では、どこかの魔法使いがシリに目をつけている。自分が集会に顔を出せば、その魔法使いがあわてて行動を起こすかもしれない。だが、そのことはイェネファーにはひとことも言わなかった。

　ゲラルト、イェネファー、シリ、ダンディリオンはヒルンダムからまっすぐサネッド島に馬を走らせ、まず山の南東のふもとにある巨大なロクシア宮殿に立ち寄った。宮殿はすでに集会の出席者と同伴者でごった返していたが、イェネファーの宿泊所はすぐに確保できた。四人はロクシアで一日を過ごした。ゲラルトは一日じゅうシリと話をしてのんびりし、ダンディリオンは街を駆けまわって噂話を集めては広め、イェネファーは採寸して服を選んだ。夕方、ゲラルトとイェネファーは祝宴会場であるアレツザの宮殿に向かう華やかな一行に加わった。そしていまゲラルトはアレツザで、何があっても驚かず、何ものにも驚かされまいと誓っていたにもかかわらず、驚きに息をのんでいた。

　宮殿の巨大な中央広間はＴ字形で、長いほうには天井まで届きそうな細長く丈の高い窓が並んでいた。天井のフレスコ画にはお決まりの裸体モチーフが描かれているが、その性別もわからないほど高い。窓にはどれも高級そうなステンドグラスがはまっているが、はっきりとすきま風が感じられた。最初はロウソクの火が消えないのに驚いたが、顔を近づけて納得した。枝つきの燭台は魔法によるものだ。おそらく幻影だろう。いずれにせよロウソクの明かりとは思えないほどたっぷりの光を放っている。

　すでに百人ほどが集まっていた。広間にはこの三倍の人数は入りそうだ。中央には例のごとくテーブルが半円状に並んでいるが、昔ふうの半円状ではない。どうやら祝宴は立食形式で、すきま風のなかタピストリーや花輪、三角旗ペナントで飾られた壁ぞいをえんえんと歩きまわって行なわれるものらしい。タピストリーと花輪の下には長テーブルがずらりと並び、しゃれた飾り花とみごとな氷の彫刻によるしゃれたテーブル装飾のあいだに、しゃれた皿が並んでいる。料理そのものよりテーブルや皿のほうがはるかに凝っているようだ。

「ろくに食べるものはなさそうだな」ゲラルトはむっつりと言い、イェネファーに着せられた、丈が短く腰がすぼまった銀モールつきの黒い胴着をなでつけた。最新流行のデザインで、ダブレットというらしいが、ゲラルトはその名の由来を知らなかったし、知りたいとも思わなかった。

　イェネファーは反応しなかった。ゲラルトも期待してはいない。このような言葉に反応がないのはいつものことだ。それでもゲラルトはぼやきつづけた。愚痴を言いたい気分だった。

「音楽もない。すきま風は通る。座る場所もない。立ったまま飲み食いするのか」

　イェネファーはスミレ色の目で意味ありげに見返し、驚くほど平然と言った。

「そうよ。立ったまま飲み食いするの。ついでに、料理のテーブルで長々と立ちどまるのは無礼だってことも覚えておいて」

「覚えておこう」ゲラルトはつぶやいた。「とくにここには立ちどまるようなものがあまりなさそうだ」

「際限なく飲むのもマナー違反よ」イェネファーはゲラルトのぼやきを完全に無視して注意を続けた。「会話を避けるのは許されざる行為で――」

「あのとんでもないパンタロンをはいた、ひょろりとした男がおれを指さして女友だち二人に何か言っているのは無礼じゃないのか」

「そうね。でも、ささいな無礼よ」

「いったいどう振る舞えばいいんだ、イェン？」

「広間を歩きまわって挨拶を交わし、お世辞まじりの話をして……ダブレットを引っ張って髪をなでつけるのはやめて」

「きみが額ヘツド帯バンドをするなと言うから……」

「あなたのヘッドバンドは仰々しいのよ。さあ、腕を取って、行きましょう。入口近くに立つのもマナー違反よ」

　二人は客で埋まりはじめた広間を歩きだした。ゲラルトは腹ぺこだったが、すぐにイェネファーの言葉が冗談ではないとわかった。たしかに魔法使いはマナーにしたがってほとんど飲み食いせず、食べるときは実にさりげない。しかもテーブルで立ちどまるたびに社交儀礼にいそしまなければならない。誰かが自分に気づき、喜びをあらわにして近づいて嘘くさい大仰な挨拶をすると、形だけのキスか不快なほど弱々しい握手が交わされ、作り笑いと取ってつけたような誉め言葉の応酬のあと、短くてうんざりするほどありふれた意味のない会話が続く。

　ゲラルトは〝魔法友愛会〟の仲間でないのが自分ひとりでないことを願いつつ、見知った顔はいないかとあたりを見まわした。イェネファーは部外者もいると言ったが、〈魔法協会〉以外の人物は見当たらない。少なくともゲラルトは見つけられなかった。

　盆を抱えた給仕が客のあいだを縫ってワインを配っているが、イェネファーはまったく飲まない。ゲラルトは酔いたいゲツト・タイト気分だったが、とても酔えそうになかった。窮屈タイトだったのはダブレットの脇まわりだけだ。

　イェネファーは腕でたくみにゲラルトをテーブルから引き離し、人目の集まる広間中央に誘導した。抵抗は無駄だった。ゲラルトは状況を理解した――要するにおれは見世物だ。

　ゲラルトは覚悟を決め、魔法をあやつる女たちの不健全な好奇心に満ちた視線と、魔法をあやつる男たちの謎めいた含み笑いに平然と耐えた。このような場で魔法を使うのは失礼な行為だとイェネファーは言ったが、彼らが使わずにいられるはずがない。イェネファーが挑発するように彼をスポットライトのなかに押し出したとなればなおさらだ。予想どおり魔法剣士のメダルがなんどか振動し、ゲラルトはちくちくするような魔法波を感じた。何人かが――正確には何人かの女魔法使いが――恥知らずにもゲラルトの考えを読もうとしていた。彼はあわてなかった。何が起こっているかはわかっているし、対処法も知っている。ゲラルトは白と黒のドレスとダイヤモンドをまとってかたわらを歩く、漆黒の髪とスミレ色の瞳のイェネファーを見た。ゲラルトの思考に探りを入れた魔法使いたちは、彼の至福の感情に動揺し、とまどい、平静さと自制心を失った。そうだ――ゲラルトは頭のなかで答えた――間違いではない。大事なのは今そばにいるイェネファーだけだ。今ここにいるイェネファーだけ。彼女が過去にどうだったか、どこにいたか、誰といたかはこれっぽっちも関係ない。いまイェネファーはここにいる。ほかの誰でもない、おれのそばにいる。考えているのはそれだけだ。おれはえんえんとイェネファーのことだけを考え、彼女の香水のにおいを嗅ぎ、彼女の身体のぬくもりを感じつづける。おまえたちみんな、せいぜい嫉妬で喉を詰まらせるがいい。

　イェネファーが彼の腕をぎゅっと握り、身を寄せた。

「ありがとう」そうつぶやき、ふたたびテーブルへゲラルトを誘導した。「でも、ちょっとひけらかしすぎじゃないかしら」

「きみたち魔法使いはいつも誠実さをひけらかしとみなすのか？　人の心を読むときでさえ誠実さを疑うのはそのせいか？」

「ええ。そうよ」

「それでもおれには感謝していると？」

「だってあなたのことは信じているもの」イェネファーはゲラルトの腕をさらに強く握って皿を取った。「小ぶりのサーモンをひと切れちょうだい、ウィッチャー。それからカニも少し」

「このカニはポヴィス産だ。捕ったのはおそらく一カ月前で、ここはかなり暑い。こんなものを食べて大丈夫――」

「このカニは今朝まで海底を這いまわっていたわ」イェネファーがさえぎった。「瞬テレ間ポー移テー動シヨンはすばらしい発明ね」

「たしかに」ゲラルトはうなずいた。「もっと広く使えるようにすべきじゃないか？」

「いま取り組んでいるところよ。さあ、取って。お腹がすいているの」

「愛している、イェン」

「ひけらかしはやめてって……」そこでふとイェネファーは言葉をのみこみ、頭を一振りして頬から黒い巻き毛を払い、スミレ色の目を大きく見開いた。「ゲラルト！　あなたがそれを言ったのは初めてよ！」

「まさか。からかうな」

「からかってなんかいないわ。いままでは心のなかで思っていただけ。でも今日は口に出して言ったのよ」

「そんなに違うか」

「大違いよ」

「イェン……」

「口に物を入れたまましゃべらないで。わたしも愛してるわ。言わなかった？　ちょっと、喉に詰まらせないで！　腕をあげて、背中を叩いてあげるから。ほら、深く息を吸って」

「イェン……」

「大きく息を吸って、すぐ楽になるから」

「イェン！」

「そうよ。誠実さに誠実さで返しているの」

「正気か」

「ずっと待っていたわ」イェネファーはサーモンにレモンをしぼりながら言った。「心の声に反応するのはよくないと思っていた。わたしは言葉を待っていたの。言葉になら応えられる、だから応えたの。ああ、いい気分だわ」

「何があった？」

「あとで話すわ。食べて。このサーモンおいしいわ、魔力にかけて、絶品よ」

「キスしていいか。いま、ここで、みんなの前で」

「だめ」

「イェネファー！」かたわらを通る黒髪の魔法使いが連れの肘から腕をほどいて近づいた。「ああ、来ることができたのね。なんてすばらしい！　何年ぶりかしら！」

「サブリナ！」イェネファーはゲラルト以外の誰もがだまされそうな喜びの表情を浮かべた。「サブリナ！　会えてうれしいわ！」

　二人の女魔法使いはそろそろと抱擁を交わし、ダイヤモンドとオニキスの耳飾りがさがるたがいの耳の横にキスをした。二人の耳飾りはどちらも小さなブドウの房のような形でそっくりだが、たちまちあたりには激しい敵意が立ちこめた。

「ゲラルト、紹介するわ。学校時代の友人で、アルド・カレイのサブリナ・グレヴィシグ」

　ゲラルトはお辞儀し、差し出された手に口づけた。見たところ、女魔法使いはみな手に口づけされるという、言うなれば王女と同じ待遇を望んでいる。サブリナ・グレヴィシグは耳飾りをしゃらしゃら揺らして頭をあげた。上品な、それでいてわざとらしい、ふてぶてしい態度だ。

「ずっと会いたいと思っていたわ、ゲラルト」サブリナがほほえんだ。女魔法使いは〝サー〟や〝閣下〟といった貴族ふうの敬称はつけない。「会えてどんなにうれしいことか。ようやく隠すのをやめたのね、イェナ。正直、こんなに待たされるとは思わなかったわ。恥じることなんかないのに」

「そうね」イェネファーは平然と答えてわずかに目を細め、これみよがしに耳飾りから黒髪を振り払った。「すてきなブラウスね、サブリナ。まったくすばらしいわ。そうではなくて、ゲラルト？」

　ゲラルトはうなずき、ごくりと唾をのんだ。サブリナのブラウスは黒のシフォン地で、見せるべきものがすべて、惜しげもなくあらわになっていた。バラ形の大きなバックルつきの銀色のベルトでしぼった深紅のスカートは、脇に切れ目の入った最新のデザインだ。流行は太ももの途中まで分かれるタイプだが、サブリナのスカートは尻の途中まで割れている。しかもみごとな尻だ。

「ケイドウェンでは何か新しい動向があって？」イェネファーはゲラルトの視線に気づかないふりをしてたずねた。「ヘンセルト王はいまも森で〈リス団〉を追いまわして労力と資材を無駄に使っているの？　ドル・ブラサンナのエルフ掃討作戦で頭がいっぱいかしら」

「政治の話はよしましょう」サブリナがほほえんだ。わずかに長すぎる鼻とタカのような目が昔ながらの魔女を思わせる。「明日の評議会で嫌というほどするのだから。道徳もたっぷり聞かされるわね。平和的共存の必要性……友好関係……王たちのもくろみと野心に対してどこまで忠誠をつらぬくべきか……それ以外にいったい何を聞かされるというの、イェネファー？　魔法院とヴィルゲフォルツがそれ以外のことを話すと思う？」

「政治の話はよしましょう」

　サブリナは鈴の鳴るような笑い声をあげ、耳飾りが揺れてやさしく音を立てた。

「そうね。明日まで待ちましょう。明日……すべてがあきらかになるわ。政治と終わりなき論争がどんなに肌に悪いことか。でも、すばらしいクリームがあるの。それがね、しわが朝あさ靄もやのように消えるのよ……よかったら成分を教えましょうか」

「せっかくだけど、けっこうよ。本当に」

「そうね。学生のときからあなたの肌はいつもうらやましかったわ。あれからいったい何年になるかしら」

　イェネファーはサブリナがゲラルトに笑いかけ、黒のシフォンから透ける肉体を楽しげに突き出すあいだ、通りがかりの誰かに挨拶するふりをした。ゲラルトはまたもや息をのみ、薄絹の下に透けたピンク色の乳首を露骨に見ないようにしながら、おそるおそるイェネファーを見やった。ほほえんではいるが、彼女の性格はよく知っている。怒っているのはあきらかだ。

「あら、ごめんなさい」イェネファーが会話を中断させた。「あそこにフィリパがいるわ。ちょっと話してこなきゃ。来て、ゲラルト。じゃあまた、サブリナ」

「またね、イェナ」サブリナ・グレヴィシグはゲラルトを見ながら言った。「もういちど祝福するわ……あなたの趣味に」

「ありがとう」イェネファーは妙に冷たい声で言った。「ありがとう、サブリナ」

　フィリパ・エイルハートはディクストラと腕を組んでいた。このレダニア国の諜報部長とは面識がある。ようやく魔法友愛会に属さない同志に会ったのだから、本来なら喜ぶべきところだが、ゲラルトは少しもうれしくなかった。

「会えてうれしいわ、イェナ」フィリパがイェネファーの頬にキスをした。「おひさしぶり、ゲラルト。二人とも、ディクストラ伯爵はご存じね」

「知らない人がどこにいる？」イェネファーがお辞儀をして片手を出すと、ディクストラはその手にうやうやしく口づけた。「またお会いできて光栄ですわ、閣下」

「わたしもまたこうして会えてうれしい、イェネファー」ヴィジミル王の諜報部長が言った。「しかもこんなにうるわしき殿方づれで。ゲラルト、心からの敬意をこめて……」

　ゲラルトは似たような世辞を返すのはやめ、出された手を握ろうとしたが、ディクストラの手は人並みはずれて大きく、握るのは実際のところ不可能だった。

　巨体の諜報部長は薄茶色のダブレットのボタンをだらしなくはずしていた。きっと窮屈なのだろう。

「サブリナと話していたようね」フィリパが言った。

「そうなの」イェネファーは嫌そうに鼻を鳴らした。「あの服を見た？　よほど趣味が悪いか、恥を知らないか……。サブリナはわたしよりずっと年上よ、少なくとも――まあ、それはいいとして、あの歳で何を見せると言うの！　なんてむかつく女かしら！」

「何かきかれた？　サブリナがケイドウェンのヘンセルト王に通じていることはみな知ってるわ」

「嘘でしょ」イェネファーの驚いたふりは気の利いた冗談だと受け止められたようだ。

「それで閣下、宴うたげを楽しんでいらっしゃる？」フィリパとディクストラの笑いが収まるのを待ってイェネファーがたずねた。

「このうえなく」ヴィジミル王づきの諜報部長は宮廷ふうにお辞儀した。

「伯爵の目的が仕事だとすれば今の言葉はかなりのお世辞よ」フィリパが笑みを浮かべた。「そしてお世辞はつねに本心ではない。ついさっき、〝自分はもっとあやしげな、松たい明まつと串刺し肉の焦げるにおいのする雰囲気が好きだ〟と白状したばかり。ソースとビールがこぼれた昔ながらのテーブルが恋しいんですって――下品な戯ざれ唄に合わせてジョッキを打ちつけ、明けがたにはその下に優雅に寝そべって骨をかじる犬と一緒に眠りこめるようなテーブルが。わたしたちの宴の流儀がどんなにすばらしいかを説いても、まったく聞く耳を持たないの」

「ほう？」ウィッチャーはさっきより好意的な目でディクストラを見返した。「どういう点がすばらしいかきかせてくれないか」

　こんどはゲラルトの質問を気の利いた冗談と思ったらしく、二人の女魔法使いは同時に笑いだした。

「まったく殿方というものは何もわかっていないわね」とフィリパ。「薄暗くて煙たいテーブルの奥で、どうやってドレスや肉体を見せびらかすというの？」

　ゲラルトが言葉もなく頭をさげると、イェネファーが彼の腕をやさしくつかんだ。

「あら、あそこにトリス・メリゴールドが。ちょっと挨拶してくるわ……話の途中でごめんなさい。気をつけて、フィリパ。今日のうちに必ず話をしましょう。よろしいかしら、閣下？」

「もちろんだとも」ディクストラはほほえみ、深々とお辞儀した。「きみの望みならばなんなりと、イェネファー」

　イェネファーとゲラルトは青と薄緑色にきらめくドレスをまとったトリスに近づいた。二人に気づいたとたん、トリスは二人の男性魔法使いとの会話を中断し、輝くばかりの笑みを浮かべてイェネファーと抱き合い、例のごとく耳もとで軽いキスを交わした。ゲラルトは出された手を取ったが、今回は礼儀を無視して栗毛の女魔法使いを抱きしめ、桃のような産うぶ毛げのあるやわらかい頬にキスした。トリスはかすかに顔を赤らめた。

　二人の魔法使いが名乗った。一人はポント・ヴァニスのドリセルム、もう一人はその弟、バン・アルドのデトモルドで、どちらもコヴィリのエステラド王に仕えている。二人とも口数が少なく、これさいわいとばかりにその場を離れた。

「フィリパと、トレトゴールのディクストラと話していたようね」銀とダイヤモンドで縁どったハート形ラピスラズリの首飾りをいじりながらトリスが言った。「もちろん、ディクストラが誰かは知っているわね」

「もちろん」とイェネファー。「あなたにも話しかけた？　何かききだそうとした？」

「ええ、話しかけられたわ」トリスはわけ知りふうにほほえみ、くすっと笑った。「実にさりげなく。でもフィリパがうまくはぐらかしたわ。どうやらあの二人、いい関係みたい」

「よすぎるほどに」イェネファーが真顔で忠告した。「気をつけて、トリス。彼にはひとことも言っちゃだめよ――誰のことかわかるでしょう？」

「ええ。わかるわ。ところで……」そこでトリスは声をひそめた。「あの子はどうしてる？　会える？」

「あなたがアレツザで授業を受け持つ気になれば、いつでも会えるわ」イェネファーが笑みを浮かべた。

「ああ、そういうこと」トリスは目を大きく見開いた。「シリは……」

「しっ、トリス。その話はあとで。明日。会議のあとで」

「明日？」トリスの奇妙な笑みにイェネファーは眉をひそめたが、たずねるまもなく広間がざわめいた。

「ご登場よ」トリスが咳払いした。「ようやく到着したようね」

「ええ」イェネファーもトリスから視線をそらした。「いよいよね。ゲラルト、ついに魔法院と最高評議会の面々に会うチャンスよ。機会があれば紹介するけど、事前に顔と名前を知っておくのも悪くないわ」

　魔法使いたちがうやうやしく頭をさげ、広間に入ってくる一団に道を開けた。先頭は見るからに質素な羊毛の服を着た、中年のたくましい男だ。黒髪をきれいにとかしつけた、長身で鋭い顔立ちの女が横を歩いている。

「アエレのゲルハルト――ヘン・ゲディムデスの名で知られる最長老の魔法使いよ」イェネファーがささやいた。「横を歩くのはティサイア・ド・ブリエス。ゲディムデスとたいして歳は変わらないけれど、年齢隠しの霊薬を恐れずに使ってるわ」

　二人のあとから濃い金髪を長く垂らした美しい女が続き、動くたびに灰緑色のドレスのレースが音を立てた。

「フランチェスカ・フィンダベア、別名エニッド・アン・グレアナ――〈谷間のヒナギク〉。じろじろ見ないで、ゲラルト。世間では世界でもっとも美しい女とみなされているわ」

「彼女も魔法院の一員か」ゲラルトは驚いて声をひそめた。「とても若く見えるが。あれも霊薬のなせる業か」

「彼女は違う。フランチェスカは純血のエルフよ。彼女の同伴者を見て。ロゲヴィーンのヴィルゲフォルツ。彼は本当に若いけれど、かなりの切れ者よ」

　魔法使いの場合、〝若い〟という言葉は百歳まで使えるようだ。ヴィルゲフォルツは三十五歳くらいに見えた。背が高く、がっしりした体格で、騎士ふうの短い胴着ジヤーキンを着ている。もちろん紋章はなく、悪魔のようにハンサムだ。流れるように優雅に歩く、大きなあどけない目の、息をのむほど美しいフランチェスカ・フィンダベアと並ぶと嫌でも目を惹いた。

「ヴィルゲフォルツの横を歩く背の低い男はアルトード・テラノヴァ」こんどはトリス・メリゴールドが言った。「あの五人が魔法院のメンバーで――」

「ヴィルゲフォルツの後ろを歩く奇妙な顔の女は？」

「助手のリディア・ヴァン・ブレデヴォルト」イェネファーが冷たく言った。「取るに足らない人物だけど、彼女の顔を正面から見るのは許されざる無礼よ。最後に現れた三人はみな評議会のメンバー。シダリス国のフェルカート、オクセンフルトのラドクリフ、ラン・エグゼターのカルドゥイン」

「評議会はあれで全員か？　もっと多いと思っていた」

「魔法院が五人で、評議会員がさらに五人。フィリパも評議会員の一人よ」

「それでもまだ足りない」首をひねるゲラルトを見てトリスがくすっと笑った。

「話していないの、イェネファー？　あなた、本当に知らないの、ゲラルト？」

「なんのことだ」

「イェネファーも評議会の一員だってこと。ソドンの戦い以降、ずっとよ。自慢してなかったの、イェネファー？」

「ええ」イェネファーは友人の目を正面から見つめた。「わたしは自慢するのが嫌いなの。そうする時間もなかったわ。ゲラルトに会ったのはひさしぶりで、話すことが山ほどあって。それこそ長い一覧表ができるくらい。それをこれからひとつずつ消してゆかなきゃならないの」

「ああ」トリスがおずおずと言った。「そうね……あれほど長い時間のあとならそうでしょうね。さぞ話すことがたくさんあるはず……」

「話は一覧表の下のほうよ」イェネファーは意味深な笑みを浮かべ、またしてもゲラルトに燃えるような視線を向けた。「それこそいちばん最後かもしれないわ、トリス」

　栗色の髪の魔法使いは気まずそうな表情を浮かべ、かすかに顔を赤らめた。

「わかったわ」トリスは恥ずかしげにハート形のラピスラズリをいじった。

「わかってくれてうれしいわ。ゲラルト、ワインを持ってきて。いいえ、その給仕じゃなくて。向こうにいる給仕から」

　ゲラルトはイェネファーの有無を言わさぬ口調を敏感に感じ取り、黙ってしたがった。給仕の盆からグラスを取りながら二人の女魔法使いの様子を盗み見ると、イェネファーが小声の早口でしゃべり、トリスがうなだれてじっと聞いていた。ゲラルトが戻ると、トリスはいなかった。イェネファーはワインには見向きもしない。ゲラルトはしかたなく二脚のグラスをテーブルに置いた。

「言い過ぎたんじゃないだろうな」ゲラルトが冷たくきくと、イェネファーはスミレ色の目に怒りの色をにじませた。

「とぼけないで。わたしがあなたたちのことを知らないとでも思った？」

「そのことを恨んでいるのなら――」

「まさにそのことよ。まぬけ面づらしないで。弁解は聞きたくないわ。何より嘘をつかないで。トリスとはあなたと知り合うずっと前からの知り合いなの。親友なの。たがいをすばらしくよく理解し合ってて、これからもそのつもりよ、そんな……ささいなできごとには関係なく。ただ、彼女は疑っているように見えた。だから、はっきり言ってやったの。それだけよ。これでこの話はおしまい」

　もとよりゲラルトに話すつもりはない。イェネファーは頬にかかる巻き毛を掻きあげた。

「しばらくあなたを一人にするわ。ティサイアとフランチェスカと話があるの。何か食べて。お腹が鳴っているようだから。くれぐれも気をつけて。きっと誰かが声をかけてくるわ。丸めこまれちゃだめよ。わたしの評判を落とすようなことはしないで」

「大丈夫だ」

「ゲラルト」

「なんだ」

「さっきここでキスしていいかと言ったわね、公衆の面前で。その気持ちはいまも変わらない？」

「ああ」

「口紅をにじませないようにして」

　ゲラルトは視界の隅で周囲を見た。誰もが二人のキスに気づいたが、露骨に見る者はいない。若い魔法使いの一団とともに、近くに立っていたフィリパ・エイルハートがゲラルトに片目をつぶり、拍手する真似をした。

　やがてイェネファーは口をはずし、深いため息まじりの甘い声で言った。

「たかがキスだけど、悪くないわね。さ、行かなきゃ。すぐに戻るわ。あとで、宴が終わったら……」

「なんだって？」

「ニンニクが入ったものは食べないで」

　イェネファーが立ち去ると、ゲラルトは礼儀をかなぐり捨ててダブレットのボタンをはずし、ワインを二杯飲み、何か腹にたまるものを食べようとしたが、また邪魔が入った。

「ゲラルト」

「閣下」

「閣下はやめてくれ」ディクストラは顔をしかめた。「わたしは伯爵でもなんでもない。ヴィジミル王にそう名乗れと命じられただけだ。農民の出と聞いたら廷臣や魔法使いが気を悪くする。それで、その身なりと姿でまわりを驚かす作戦はどうだ？　楽しんでいるふりはうまくいっているか」

「ふりをする必要はない。おれは専門家としてここにいるわけではない」

「おもしろい」ディクストラはにやりと笑った。「だが、きみがある種、特別な人間であるという通説は本当のようだ。なにしろここにいるのは、きみ以外はみな専門家だからな」

「そこが恐ろしいところだ」ゲラルトは答え、この場にふさわしく笑みを浮かべた。「おれはここでは特異な存在だ。場違いという意味で」

　ディクストラは目の前の皿を見つめ、ゲラルトが見たこともない緑色の莢さや状の野菜をつまんでむしゃむしゃ食べはじめた。

「ところで〈ミケレット・ブラザーズ〉の件では世話になった。きみがオクセンフルトの港であの四人を斬り殺したと聞いて、多くのレダニア人が安堵のため息をついた。検死に呼び出された大学の外科医が傷跡を調べ、大鎌の刃でまっすぐに斬られたようだと結論づけたときは思わず大声で笑った」

　ゲラルトは無言だ。ディクストラは莢をもうひとつ口に放りこみ、もぐもぐとあごを動かした。

「やつらをばらばらにしたあと、市長に報告しなかったのは惜しかったな。連中には、生死にかかわらず懸賞金がかかっていた。それもかなりの額の」

「すでにおれの所得申告には問題がありすぎる」ゲラルトも緑色の莢を食べてみた。石けん味のセロリのようだ。「それに急いで逃げなければならなかった、というのも……いや、こんな話は退屈だろう、ディクストラ。どうせあんたはすべてを知っている」

「とんでもない」諜報部長は笑みを浮かべた。「本当だ。そもそもどこから知るというんだ？」

「それは、報告とかだ、よくわからんが、フィリパ・エイルハートとかの」

「報告。よた話。噂。それらを聞くのがわたしの仕事だ。だが、あらゆる情報を目の細かいふるいにかけるのも仕事だ。つい先日も、悪名高き〈教授〉と二人の仲間が誰かに斬り殺されたという情報が入った。アンホルの宿屋の外で。やつらを殺した男も懸賞金を受け取りもせずあわてて立ち去ったらしい」

「ただの噂だ」ゲラルトは肩をすくめた。「細かいふるいにかければ何が残るかわかるだろう」

「その必要はない。何が残るかはわかっている。たいていは意図的に流された偽情報だ。ああ、偽情報と言えば小さいシリラはどうしている？　哀れ、ジフテリアにかかった病弱な少女は？　ぴんぴんしているんだろう？」

「やめろ、ディクストラ」ゲラルトは声をこわばらせ、相手の目を正面から見返した。「あんたが専門家としてここにいるのは知っているが、欲を出しすぎないほうがいい」

　ディクストラの高笑いに、通りかかった二人の女魔法使いが驚きと興味に満ちた目で見返した。

　ディクストラは笑いをかみ殺しながら言った。「わたしがひとつ謎を解明するたびにヴィジミル王は特別手当をくれる。熱心に働けばいい暮らしが保証される。笑うかもしれんが、これでも妻と子どもがいる」

「別におかしくもない。妻と子どものためにせいぜい働けばいい。だが、おれをだしにするのはやめてくれ。この広間を見るかぎり、謎と難問にはこと欠かないように思えるが」

「いかにも。アレツザ自体ひとつの大きな謎だ。きみも気づいただろう。何かが宙に浮かんでいる、ゲラルト。浮かんでいると言っても壁の枝つき燭台のことではない」

「どういう意味だ」

「わからんだろうな。なぜならわたしもわからない。そして知りたくてたまらない。きみもそうだろう？　ああ、失礼。きみもすべてを知っているんだったな。よくわからんが、ヴェンガーバーグの魅力的なイェネファーとかの報告で。言っておくが、わたしにも過去には魅力的なイェネファーから情報の断片を得る機会があった。ああ、去こ年ぞの雪ぞ、いまいずこ」

「まったく意味がわからん、ディクストラ。職業的観点からわざとやっているのでないとしたら、もっとわかりやすく言ってくれ。できるかぎり。悪いが、あんたに特別手当を稼がせるつもりはない」

「きみをだまそうとしているとでも？」ディクストラは顔をしかめた。「でまかせできみから情報を聞き出そうとしているとでも？　ひどいな、ゲラルト。わたしはただ、この広間であきらかなパターンがきみにも同じように見えているのかを知りたいだけだ」

「あんたの目には何があきらかなんだ？」

「このなかに王が一人もいない。このあからさまな状況を変だと思わないか」

「別に」ゲラルトは酢漬けオリーブに苦労して楊枝を刺した。「王たちは昔ながらの宴を好むものだ。テーブル席に座り、明けがたにはテーブルの下に優雅に寝そべるような。それに……」

「それに、なんだ？」ディクストラはオリーブを四個、鉢から手づかみで口に入れた。

「それに王みずからわざわざ足を運ぶまでもない」ゲラルトは広間を通り抜ける小集団を見ながら言った。「ここで何が起こりつつあるのかを知りたければ、諜報団を送りこめばすむ話だ。それが魔法友愛会の一員であろうとなかろうと」

　ディクストラはオリーブの種をテーブルに吐き出し、銀の盆から長いフォークを取って深いガラス鉢をかきまわした。

「そしてヴィルゲフォルツは各国の諜報員を全員そろえた」ディクストラはなおもかきまわしながら言った。「王づきの間諜たちを全員ひとつの鍋に集めたのだ。なぜヴィルゲフォルツは王たちのお抱え間諜をひとつの鍋に集めたと思う、ウィッチャー？」

「見当もつかないし、興味もない。言ったように、おれは一個人としてここにいる。言うなれば鍋の外の人間だ」

　ヴィジミル王づきの諜報部長は鉢から小ダコを探り出し、眉をひそめてしげしげと見つめた。

「これを食えと言うのか」そう言っていかにも不快そうに頭を振り、ゲラルトに向きなおって静かに続けた。「いいか、ウィッチャー。きみの確固たる個人主義……何にも関与せず、関与できないという信念……それがわたしを動揺させ、賭けをしたい気分にさせる。賭けごとは好きか」

「はっきり言ってくれ」

「賭けをしないか」ディクストラはタコを突き刺したフォークをかかげた。「これから一時間以内にヴィルゲフォルツがきみに長い話を持ちかける。会話のなかで彼は、きみが一個人としてではなく、まぎれもなく彼の鍋のなかの一人としてここにいると証明するはずだ。この読みが間違っていたら、わたしはきみの前でこのおぞましいしろものを食べる――八本脚もろとも。どうだ、受けて立つか？」

「おれが負けたら何を食えばいい？」

「何も」ディクストラはすばやくあたりを見まわした。「だが、きみが負けたらヴィルゲフォルツとの会話の内容すべてをわたしに報告しろ」

　ゲラルトはしばし黙りこみ、それからおだやかにディクストラを見た。

「ごきげんよう、閣下。楽しい会話に感謝する。とても有意義だった」

　ディクストラはかすかに眉を寄せた。「それはつまり――？」

「そういうことだ。ごきげんよう」

　ディクストラは肩をすくめ、タコとフォークを鉢に投げ入れると踵きびすを返して歩き去った。ゲラルトはディクストラが立ち去るのを見もせず、銀の大皿にレタスとくし形に切ったライムとともに積みあげられたピンクと白の大きなエビに引き寄せられるようにゆっくりと隣のテーブルに移動した。かぶりつきたいところだが、なおも周囲の視線を感じる。どうせなら恥をかかず、上品に食べたい。ゲラルトはほかの皿から慎重かつ悠然と料理を取りながらゆっくりとエビに近づいた。

　隣のテーブルではサブリナ・グレヴィシグがゲラルトの知らない、燃えるような赤毛の魔法使いと話しこんでいた。赤毛は白いスカートと白いジョーゼットのブラウスといういでたちで、ブラウスはサブリナのと同じように完全に透けているが、大事なところにはうまくアップリケや刺し繍しゆうがほどこしてある。アップリケにはおもしろい性質があり、透明になったり不透明になったりした。

　二人はイセエビの薄切りを食べながら古代語でひそひそと話している。視線こそ向けてはいないが、ゲラルトを話題にしているのはあきらかだ。彼はエビに熱中するふりをしながら、ひそかに魔法剣士の敏感な聴覚を研ぎ澄ました。

「……イェネファーと？」赤毛が犬の首輪のような真珠の首飾りをもてあそびながらたずねた。「本当なの、サブリナ？」

「本当よ」とサブリナ・グレヴィシグ。「信じられないけど、もう数年は続いてるわ。あのいまいましいガマガエルによくも耐えられるものね」

「何を驚くことがあって？　イェネファーは彼に呪文をかけたのよ。魔法をかけたんだわ。あたしがやったことないとでも思う？」

「でも彼はウィッチャーよ！　魔法をかけられるはずないわ。いずれにしても長い時間は無理よ」

「じゃあ愛ね」赤毛がため息をついた。「そして愛は盲目」

「たしかに彼は盲目だわ」サブリナは顔をゆがめた。「ねえ、信じられる、マルティ、イェネファーったらあろうことかわたしを学校時代の古い友だちと言って紹介したのよ。冗談じゃないわ、わたしより何歳も年上のくせに……まあ、それはいいとして、とにかくイェネファーはあのウィッチャーのこととなると恐ろしく嫉妬深いの。メリゴールドが彼に笑いかけただけで、あの鬼婆ったらどなりつけて容赦なく追い払ったのよ。そしていまも……見て。あそこに立ってフランチェスカと話しながらかたときも彼から目を離さない」

「怖いのよ」赤毛がくすくす笑った。「あたしたちが一晩でも彼を誘いこむんじゃないかって。どう、サブリナ？　ためしてみる？　彼はたくましいわ。魔法使いみたいに固定観念と見栄に凝り固まった、ひ弱なうぬぼれ男たちとはわけが違う……」

「そんな大声を出さないで、マルティ」サブリナが小声でたしなめた。「彼のほうを見てにやにやしないで。イェネファーが見てるわ。上品に振る舞って。あなた本気で彼を誘惑する気？　趣味が悪いわね」

「んー、そうねえ」赤毛はしばし考えてから言った。「でも、向こうがその気になって誘いをかけてきたらどうする？」

「そのときは」サブリナが捕食者を思わせる黒い目でゲラルトを見やった。「迷わず応じるわ、たとえ岩の上だろうと」

「それを言うならハリネズミの上だろうと」赤毛がにやりと笑った。

　ゲラルトは血管変異のおかげで赤面しないことに心から感謝しながら、まぬけ顔をエビとレタスで隠してテーブルクロスを見つめた。

「ウィッチャーのゲラルト」

　エビを飲みこんで振り向くと、見覚えのある魔法使いが紫色の刺繍つきダブレットの縁に触れながら笑いかけた。

「ヴォレのドレガレイだ。初対面ではない。たしか……」

「憶えている。失礼。すぐにはわからなかった。会えて光栄……」

　ドレガレイは少し笑みを広げ、給仕の盆からワイングラスを二脚取ると、「ずっときみを見ていた」そう言って片方のグラスを差し出した。「きみはイェネファーが紹介する相手全員に〝楽しんでいる〟と答えていた。あれは心にもない嘘か、それとも批判精神の欠如か？」

「礼儀だ」

「彼らに対する？」ドレガレイは宴客に向かって大きく手を動かした。「言っておくが、やるだけ無駄だ。彼らはうぬぼれ屋で、嫉妬深い、嘘つき集団だ。きみの礼儀をありがたがってはいない。それどころか皮肉とみなしている。彼らには、ウィッチャー、彼らの流儀で応じるべきだ。執念深く、傲慢で、無礼に。そうすれば少なくとも関心は持たれる。ワインを一杯どうだ？」

「ブヨの小便か」ゲラルトはにこやかにほほえんだ。「ぞっとするが、あんたの好みとあれば……しかたない、つきあおう」

　離れたテーブルから耳を澄ましていたサブリナとマルティが大きく鼻を鳴らした。ドレガレイは見くだすような視線を向けてから振り向き、ゲラルトのグラスに自分のグラスを合わせて笑みを浮かべた。こんどは心からの笑みだ。

「さすがだ」ドレガレイは素直に認めた。「なかなか覚えが早い。どこでそんな知恵を学んだ、ウィッチャー？　絶滅危惧種を追ってうろつく道端か？　きみの健康を祈って。笑うかもしれないが、きみはこの広間でそんなセリフを言いたくなる数少ない一人だ」

「ほう」ゲラルトは風味を味わうようにワインを口に含んだ。「絶滅危惧種を殺して生計を立てる人間にか？」

「あげ足を取るな」ドレガレイはゲラルトの背中をぽんと叩いた。「宴は始まったばかりだ。これから何人もが声をかけるだろう。痛烈な当意即妙は大事に取っておけ。だが、きみの職業に関するかぎり……きみには、ゲラルト、少なくとも獲物をひけらかさないだけの品位はあるようだ。しかし、まわりを見たまえ。さあ、しばし礼儀を忘れて。どうせみな見られたがっている」

　ゲラルトは言われるままにサブリナ・グレヴィシグの胸を見つめた。

「見ろ」ドレガレイはゲラルトの袖をつかみ、薄絹をはためかせてすれ違う女魔法使いを指さした。「アガマトカゲの革でできたサンダルだ。気づいたか」

　ゲラルトは無邪気にうなずいた。薄絹から透けて見えるものしか見ていなかった。

「なんと、あっちはイワコブラだ」ドレガレイは広間を闊歩するサンダルにまたも目ざとく気づいた。ドレスの裾を足首から二十センチほど短くする流行のおかげで、見つけるのは簡単だ。「そしてあそこにも……。シロイグアナ。サンショウウオ。ワイバーン。メガネカイマン。バシリスク……どれも絶滅寸前の爬虫類の革だ。どうして子牛革や豚革ではいけない？」

「あいかわらず革の話、ドレガレイ？」フィリパ・エイルハートが二人のそばで足を止めた。「なめし革と靴？　なんて下品で無粋な話題かしら」

「何を無粋と思うかは人それぞれだ」ドレガレイはさげすむように顔をゆがめた。「きみのドレスの縁どりの美しいことと言ったら、フィリパ。この目に狂いがなければダイヤモンドオコジョではないか？　実に趣味がいい。この種は美しい毛皮ゆえに二十年前に絶滅した、知っているだろう？」

「三十年前よ」フィリパは訂正し、ゲラルトが食べそこねたエビの残りを次々に口に入れた。「ええ、ええ、わかってるわ、わたしが仕立て屋にドレスの縁を亜麻布にするように頼んでいたら、稀少な種が確実に復活していたことくらい。それはわたしも考えた。でもどうしても色が合わなかったの」

「向こうのテーブルに移動しよう」ゲラルトがさりげなく言った。「黒キャビアの大鉢がある。チョウザメがほぼ絶滅していることを考えると急いだほうがよさそうだ」

「あなたと一緒にキャビア？　夢のようだわ」フィリパはまつげをぱちぱちさせ、そそるようなシナモンと麝じや香こうの香りをただよわせてするりとゲラルトの肘に腕をすべりこませた。「ぐずぐずしてはいられないわ。あなたもどう、ドレガレイ？　来ないの？　ではのちほど、せいぜい楽しんで」

　ドレガレイはいまいましげに指を鳴らし、くるりと背を向けて立ち去った。サブリナと赤毛の友人は絶滅寸前のイワコブラも顔負けの恐ろしげな顔でゲラルトとフィリパが歩いてゆくのを見ている。

「ドレガレイはシダリスのエサイン王づきの間諜よ」フィリパが恥ずかしげもなくゲラルトにすり寄ってささやいた。「気をつけて。爬虫類と革の講釈は尋問の始まりだから。それとサブリナ・グレヴィシグが耳をそばだててるわ、なにしろ――」

「――ケイドウェンのヘンセルト王づきの間諜だから、だろう？　知っている。きみが教えてくれた。それで、サブリナの隣にいる、あの赤毛は――」

「赤毛じゃないわ。染めているだけよ。あなたの目は節穴ね。あれはマルティ・セデルグレン」

「彼女は誰の間諜だ？」

「マルティ？」フィリパは鮮やかな口紅の奥に白い歯をひらめかせて笑った。「誰でもないわ。マルティは政治に興味がないの」

「まさか！　てっきりここにいるのは全員が諜報員だと思っていた」

「大半はそう」フィリパは目を細めた。「でも全員ではないわ。マルティ・セデルグレンは治療師で色情魔よ。ちょっと、見て！　あの二人、キャビアを全部たいらげたわ！　最後の一粒まで。まあ、皿までなめて！　ねえ、これからどうする？」

「これからきみは〝何かが起こりつつある〟と告げる」ゲラルトは無邪気にほほえんだ。「おれに〝中立の立場を捨てて選ぶべきだ〟と言い、賭けを申し出る。賞品は想像したくもない。だが、おれが負けたら、おれはあんたに何かをしなければならない、だろう？」

　フィリパ・エイルハートは無言のまま長々とゲラルトを見つめ、静かに言った。

「気づくべきだったわ。ディクストラは自分を抑えきれなかった、そうね？　彼はあなたに賭けを申し出た。そしてわたしは彼に、あなたは諜報員が嫌いだと忠告した」

「諜報員が嫌いなのではない。諜報行為が嫌いなだけだ。そして侮辱されるのも。おれに賭けを持ちかけるな、フィリパ。何かが起こりつつあるのはおれも感じている。それがなんであろうとおれには関係ない。なんの影響もないし、興味もない」

「前にも聞いたわ。オクセンフルトで」

「憶えていてくれて何よりだ。では、あのときの状況も憶えているな？」

「はっきりと。あのときわたしはリエンスが――名前はなんであれ――誰に仕えているかをあなたに明かさず、彼を逃がした。それをあなたはひどく怒って……」

「怒ったどころではない」

「ようやくわたしの潔白を証明するときが来たようね。明日、リエンスを引き渡すわ。何も言わないで、顔をしかめないで。これはディクストラ流の賭けじゃない。約束よ。そしてわたしは約束を守る。お願いだから何もきかないで。明日まで待って。さあ、キャビアとくだらない噂話に戻りましょう」

「キャビアはもうない」

「待って」

　フィリパはあたりをすばやく見まわし、片手を振って呪文を唱えた。するとたちまち跳ねる魚をかたどった銀皿に絶滅しかけのチョウザメの卵が山盛りになった。ゲラルトはにやりと笑った。

「幻影で腹がふくれるのか」

「いいえ。でも美食嗜好の味覚はけっこう満たされるわ。食べてみて」

「ふむ……たしかに……本物より美う味まいかもしれん……」

「しかも太らない」フィリパは得意げにスプーンに盛ったキャビアにレモンをしぼった。「白ワインをもう一杯ちょうだい」

「仰せのままに。フィリパ？」

「何？」

「ここでは魔法より礼儀が優先だと聞いた。だとしたら、キャビアそのものは出さず、感覚だけを幻まぼろしで作り出すほうが安全じゃないか？　つまり味覚だけを。きみならそれくらいは……」

「もちろんできるわ」フィリパはワイングラスごしにゲラルトを見た。「その程度の魔法なら朝飯前よ。でも感覚だけではその行為につきものの楽しみが失われる。行為の過程、それにまつわる作法や身ぶり、それにともなう会話や目くばせ……。わたしなら気の利いた魔法で楽しませてあげられる。どう？」

「ぜひとも。楽しみだ」

「絶頂オーガズムの感覚だってお手の物よ」

　呆気にとられたゲラルトが言葉を取り戻すまもなく、薄黄色の長い髪の小柄で細身の魔法使いが近づいた。ゲラルトにはすぐにわかった。ツノトカゲ革のサンダルをはき、左胸の小さなほくろまではっきり見える緑色の薄絹のブラウスを着ていた女だ。

「お楽しみのところ悪いけれど、フィリパ、ラドクリフとデトモルドがあなたに話があるそうよ。緊急に」

「そういうことなら行かなきゃ。じゃあね、ゲラルト。お楽しみの続きはまたあとで！」

「あら」金髪の女魔法使いが値踏みするようにゲラルトを見た。「あなたがゲラルト。イェネファーが夢中のウィッチャーね？　ずっと見ていたわ、いったいどなたかしらって。気になってしかたなかった」

「気持ちはわかる」ゲラルトは品よくほほえんだ。「おれもあなたが誰だか気になってしかたない」

「あら、失礼。わたしはキーラ・メッツ。まあ、キャビア！」

「気をつけて。幻影だ」

「まあ、本当だわ！」女魔法使いは黒サソリのしっぽをつかんだかのようにスプーンを落とした。「いったい誰がこんな恥知らずな真似を……あなた？　第四レベルの幻影を作れるの？」

「これでも魔術の達人だ」ゲラルトは笑みをたたえてでまかせを言った。「ウィッチャーは世をしのぶ仮の姿。イェネファーがただのウィッチャーを相手にすると思いますか」

　キーラ・メッツはゲラルトを正面から見返し、顔をしかめた。輪つアき十ン字形クの銀にジルコンがはまったメダルをつけている。

「ワインをどうです」ゲラルトは気まずい沈黙を破ろうと勧めた。冗談が通じなかったのかもしれない。

「けっこうよ……魔術の達人さん」キーラは冷ややかに返した。「今夜は飲まない、というか飲めないの。妊娠するつもりだから」

「誰の子を？」サブリナ・グレヴィシグの友人――マルティ――が二人に近づいた。髪を赤く染め、肝心なところにさりげなく装飾のある透き通る白いジョーゼットのブラウスをまとっている。「お相手はどなた？」赤毛は無邪気に長いまつげをぱちぱちさせた。

　キーラが振り向き、赤毛の白いイグアナ革のサンダルから真珠をちりばめた冠テイアラまでじろじろ見まわした。

「あなたになんの関係が？」

「何もないわ。職業的好奇心よ。お連れの有名なリヴィアのゲラルトに紹介してくれない？」

「気が進まないけれど、あなたの頼みならしかたないわ。ゲラルト、こちらはマルティ・セデルグレン。誘惑する女。専門は催淫術よ」

「こんなところで仕事の話？　あら、キャビアを残しておいてくれたのね。それはご親切に」

「気をつけて」キーラとゲラルトが声をそろえた。「幻影だから」

「まあ、ほんと！」マルティはキャビアに顔を近づけて鼻にしわを寄せ、ワイングラスを取って真っ赤な口紅の跡を見た。「ああ、フィリパ・エイルハート。そうだと思った。こんなずうずうしい真似をする人はほかにいないわ。なんていまいましい毒ヘビかしら。フィリパがレダニア国のヴィジミル王の間諜だって知ってた？」

「そして色情魔だと」ゲラルトの冗談に、マルティとキーラはそろって鼻を鳴らした。

「だから彼女にすり寄ってじゃれてたの？」とマルティ。「もしそうなら、だまされていると思ったほうがいいわ。フィリパはとっくに男に対する関心を失ってるから」

「ひょっとしてあなた、本当は女？」キーラが光る唇を突き出した。「男のふりをしているだけじゃないの、魔術の達人さん？　世間の目をごまかすために。ねえ知ってる、マルティ、ついさっき彼はふりが好きだと白状したのよ」

「ふりが好きで、やりかたも知っている」マルティが意地悪そうににやりと笑った。「そうでしょ、ゲラルト。さっきあなたは聞こえないふりをして、古代語がわからないふりをしてた」

「彼には数えきれないほどの悪癖があるの」冷ややかな声がしてイェネファーが近づき、傲然とゲラルトと腕を組んだ。「悪癖でできていると言ってもいいくらい。時間の無駄よ、二人とも」

「そのようね」マルティ・セデルグレンが意地悪そうな笑みを浮かべた。「せいぜい楽しんで。さあ、キーラ、何か飲みましょ……アルコールなしのものを。あたしも今夜ためしてみようかしら」

「ふう」二人の背中を見ながらゲラルトはため息をついた。「いいときに来てくれた、イェン。助かった」

「本当にそう思ってる？　そうは見えないわ。広間には透けたブラウスから胸の先をちらつかせている女がきっかり十一人。ほんの三十分ひとりにしただけで、もうあなたはその二人としゃべって――」

　そこでイェネファーは言葉を切り、魚形の皿を見て続けた。

「――幻を食べている。ああ、ゲラルト、ゲラルト。一緒に来て。知っておいたほうがいい人たちに紹介するわ」

「一人はヴィルゲフォルツか」

「おもしろいわね、あなたが彼のことをきくなんて」イェネファーは目を細めた。「たしかにヴィルゲフォルツはあなたに会って話したがってる。会話の内容はありふれた世間話みたいに見えるけど、それにだまされちゃだめ。彼はこの道の達人で、恐ろしく頭の切れる熟練者よ。何が目的かわからないけど、油断しないで」

「わかった」ゲラルトはため息をついた。「しかし、きみのずるがしこい古ギツネがおれを驚かせられるとは思えん。これまで遭遇したあれこれのあとではたいていのことでは驚かない。間謀たちになぶられ、絶滅寸前の爬虫類とオコジョに飛びかかられ、幻のキャビアを食わされ、男かどうかを疑われ、淫乱女にハリネズミの上で妊娠したいと迫られ、男に興味のない女魔法使いには行為もなくオーガズムを感じさせられるとまで言われ。まったく……」

「飲んだの？」

「シダリス産の白ワインを少し。もしかしたら媚薬が入っていたかもしれん……イェン？　ヴィルゲフォルツとの話が終わったらロクシアに戻るのか」

「いいえ」

「どういうことだ」

「アレツザで一晩過ごしたいわ。あなたと。ワインに媚薬と言った？　すてきじゃない……」




「ああ、ううん」イェネファーはため息まじりに伸びをし、片方の太ももをゲラルトの太ももに投げ出した。「ああ、なんてすばらしい。愛し合ったのはひさしぶりよ……もうはるか昔だわ」

　ゲラルトは無言でイェネファーの巻き毛から指をほどいた。最初に、彼女の言葉は罠かもしれないと思った。餌に釣り針が隠れていないともかぎらない。次に、いまも唇に残る彼女の歓びの味を言葉で消したくなかった。

「愛し愛される人と愛を交わしたのは本当にひさしぶり」イェネファーはゲラルトが餌にかからなかったのを見てつぶやいた。「どんなにすばらしいか忘れていたわ。ああ」

　イェネファーは両手で枕の端をつかんで大きく伸びをした。乳房が月光を浴びて丸い弧を描き、ゲラルトの下腹部に震えが走った。彼はイェネファーを抱きしめ、興奮が冷めてゆくのを感じながら静かに、ぐったりと横たわっていた。

　部屋の外ではセミが鳴き、遠くから静かな話し声と笑い声が聞こえる。遅い時間にもかかわらず、まだ宴は続いていた。

「ゲラルト」

「なんだ、イェン」

「教えて」

「ヴィルゲフォルツとの話を？　いまか？　明日の朝にしないか」

「いま聞かせて、お願い」

　ゲラルトは部屋の隅にある書き物机に目をやった。机の上には、イェネファーに部屋を明け渡すため、一時的にロクシアに移動した修練生が運びそびれた本や持ち物が載っていた。ひだつきドレスを着たぽっちゃりした布人形が――いつも抱かれているらしく――くたっと、いとおしげに並んだ本にもたせかけてある。ロクシアの共同寝室で友だちにからかわれるのが怖くて置いていったのだろう。人形を連れていかなかった少女は、今夜は眠れないかもしれない。

　ボタンの目に見返され、ゲラルトは目をそらした。

　イェネファーが魔法院の面々を紹介するあいだ、ゲラルトは魔法使いの精鋭集団をじっと観察した。ヘン・ゲディムデスはちらっと疲れた視線を向けただけだった。老人は宴だけですでに疲れていた。アルトード・テラノヴァはあいまいに顔をゆがめてお辞儀をし、ゲラルトとイェネファーを交互に見ていたが、まわりの視線に気づくとすぐに真顔になった。フランチェスカ・フィンダベアの青いエルフの目は謎めき、ガラスのように硬く見えた。ゲラルトが紹介されると、〈谷間のヒナギク〉は笑みを浮かべた。信じられないほど美しい笑みだったが、ゲラルトは全身に恐怖を覚えた。紹介のあいだじゅう、ティサイア・ド・ブリエスはひっきりなしに袖と宝石を整え、エルフほど美しくはないが心のこもった笑みを向けていた。ゲラルトを見てすぐに会話を切り出し、彼の気高い行為に言及したのもティサイアだ。もっともゲラルトはその一件を憶えていなかった。もしかしたらティサイアの作り話だったのかもしれない。

　最後にヴィルゲフォルツが会話に加わった。ロゲヴィーンの魔法使いは堂々とした体格で、品のある整った顔立ちとまじめで誠実そうな声の持ち主だ。このような人間は何をしかけてくるかわからない。

　ゲラルトと端整な魔法使いヴィルゲフォルツは周囲から注がれる不安げな視線を感じながら短く言葉を交わした。イェネファーはゲラルトを見つめ、人なつこい目をした若い女魔法使いはしきりに顔の下半分を扇子で隠しながらヴィルゲフォルツのほうを見ている。ありきたりの言葉を交わしたあと、ヴィルゲフォルツは二人きりでの会話を提案した。ゲラルトが見るかぎり、この申し出に驚いたのはティサイア・ド・ブリエスだけだった。




「眠ったの、ゲラルト？」イェネファーがつぶやき、ウィッチャーを揺り動かした。「会話の内容を話してくれる約束よ」

　机の人形にボタンの目で見つめられ、ゲラルトはまたも目をそらした。

「二人で回廊に入るとすぐに、例の奇妙な顔の娘が……」

「リディア・ヴァン・ブレデヴォルト。ヴィルゲフォルツの助手よ」

「ああ、そうだ。きみが、取るに足らない人物だと言った女性だ。おれたちが回廊に足を踏み入れると、その取るに足らない人物が立ちどまり、ヴィルゲフォルツを見て何かたずねた――精神感応テレパシーで」

「それは無礼には当たらないわ。リディアはしゃべれないから」

「そうだと思った。ヴィルゲフォルツは返事にテレパシーを使わなかったからだ。彼はこう答えた……」




「そうだな、リディア、いい考えだ」ヴィルゲフォルツは答えた。「〈栄光の回廊〉を歩いてみよう。魔法の歴史を知るいい機会だ、リヴィアのゲラルト。話には聞いているだろうが、これで目で見る歴史にも詳しくなれる。もしきみが絵画に一家言あるなら、どうか大目に見てほしい。作品の大半はアレツザの熱心な生徒たちの手によるものだ。リディア、少し明るくしてくれ」

　リディア・ヴァン・ブレデヴォルトが片手を宙で振ると、すぐに廊下は明るくなった。

　一枚目は、古い帆船が岩礁に打ち寄せる白い渦潮にもまれている場面で、船の舳へ先さきに立つ白い長衣の男の頭にまぶしく後光が射している。

「最初の上陸か」とゲラルト。

「いかにも。『追われし者たちの船』。ヤン・ベッケルが〈パワー〉を意のままにあやつっている場面だ。彼は波を静め、魔法が邪よこしまでも破壊的でもなく、命を救うものだと証明している」

「実際に起こったことか？」

「それはどうかな」ヴィルゲフォルツは笑った。「最初の旅を終えて上陸するあいだ、ベッケルたちは船べりから身を乗り出して胃液を吐いていた可能性が高い。運命のいたずらによって上陸に成功したあと、ベッケルはパワーをねじ伏せることに成功した。先へ行こう。これもヤン・ベッケルだ。最初の定住地の岩から水を噴出させている。こっちは移住者に囲まれたベッケルが収穫物を守るために雲を蹴散らし、嵐を押しとどめている図だ」

「ではこれは？　この絵に描かれているのは？」

「〈選ばれし者たち〉だ。ベッケルとギアムバティスタは上陸後、〈源流〉かどうかを確かめるため、移住者の子どもたちに魔法試験を受けさせた。選ばれた子どもたちは親から引き離され、魔法使いの聖地であるミルスに連れていかれた。いま、きみは歴史的瞬間を見ている。見てのとおり子どもたちはみなおびえているが、ただひとり、この茶色い髪の少女だけは決意をみなぎらせ、信頼しきった笑みを浮かべてギアムバティスタに片手を伸ばしている。この子が、のちの有名なグランヴィレのアグネス――最初の女魔法使いだ。アグネスの後ろに母親がいる。悲しげな表情が見えるだろう」

「この、人が集まっているのは？」

「〈ノヴィグラド同盟〉。ベッケル、ギアムバティスタ、モンクが統治者や僧侶、ドルイドたちと条約を締結している。魔法と国家の分離を成文化する不可侵条約で、いまわしいほど低俗だ。先へ行こう。これはゲオフリー・モンクがポンターに向けて旅立つ場面だ。当時はまだエヴォン・イ・ポント・アル・グウェネレン――雪花石膏アラバスター橋の川――と呼ばれていた。モンクはロク・ムイネに向けて船をこぎ出した。そこに住むエルフに〈源流〉の子どもたちを受け入れ、エルフの魔法使いに教えを受けさせるよう説得するために。ちなみに、そのなかに幼い男の子がいた。のちにアエレのゲルハルトとなる人物だ。きみがついさっき会った。少年はいまヘン・ゲディムデスと呼ばれている」

「これは戦の場面を思い起こさせるだけだ」ゲラルトはヴィルゲフォルツを見た。「モンクが遠征を成功させた数年後、トレトゴールのローペネク元帥率いる軍勢はロク・ムイネとエスト・ヘムレトで虐殺を行ない、年齢性別に関係なくすべてのエルフ族を殺した。そうして戦が始まり、シーラウェッドの大虐殺で終結した」

「そのすばらしい歴史認識があれば、それらの戦いに著名な魔法使いは誰ひとり加わらなかったことも知っているはずだ」ヴィルゲフォルツはまたもほほえんだ。「だから修練生は誰もこれを追悼する作品を描かなかった。先へ行こう」

「いいだろう。この絵に描かれているのは？　ああ、伝説の魔法使い――白のラファルド――が対立する王たちを和解させ、〈六年戦争〉を終結させているところか。そしてこれは王冠を拒否するラファルド。実に美しく、高潔な意思表示だ」

「そう思うか？」ヴィルゲフォルツは首をかしげた。「まあ、いずれにせよこれは裏にある慣例の重みを踏まえた意思表示だ。だが結局ラファルドは首席助言役の地位を受け入れ、事実上の統治者となった。国王が愚鈍だったからな」

「〈栄光の回廊〉か……」ゲラルトはつぶやき、次の絵に歩み寄った。「ではこれは？」

「初の魔法院会議が招集され、〈掟〉が成立した歴史的瞬間だ。座っているのは左からヘルベルト・スタメルフォルド、アウロラ・ヘンソン、イーヴォ・リヒェルト、グランヴィレのアグネス、ゲオフリー・モンク、そしてトル・カルネドのラドミル。これも正直に言えば戦を呼ぶ結果となった。このすぐあと、魔法院の承認と〈掟〉に従うことを拒んだ者たちは残酷な戦いで殺された。白のラファルドもまたしかり。だが、歴史論文は美しい伝説が台なしになるのを恐れ、これについては沈黙している」

「そしてこれは……ふむ……これを描いたのは修練生だな。それもかなり若い、なぜなら……」

「そのとおり。これは寓話だ。わたしは〝勝ち誇る女〟と呼んでいる。気、水、土、火。四人の有名な女魔法使いはそれぞれ、この四元素をあやつる術を習得した。グランヴィレのアグネス、アウロラ・ヘンソン、ニナ・フィオラヴァンティ、そしてヴィンテルのクララ・ラリッサ。隣の絵にはさらに注目してもらいたい。いまわれわれが立っているこの建物のなかに少女のための魔法学校を設立したクララ・ラリッサと、アレツザの名高い卒業生たちの肖像画だ。これを見れば、女が勝利し、魔法使いの世界が女性優位になった歴史がわかる。ムリヴェルのヤンナ、ノラ・ワグナー、その妹アウグスタ、ヤダ・グレヴィシグ、レティシア・シャルボンヌ、イロナ・ラウクス゠アンティレ、カルラ・デメティア・クレスト、イオレンタ・スアレズ、アプリル・ヴェンハヴァー……そして唯一の生き残りであるティサイア・ド・ブリエス……」

　歩きつづける二人の後ろで、リディア・ヴァン・ブレデヴォルトの絹ドレスが恐ろしい秘密をささやくようにかすかに音を立てた。

「これは？」ゲラルトが足を止めた。「この恐ろしい場面はなんだ？」

「〈ファルカの反逆〉のとき、生きながら皮を剥がれた魔法使いラドミルの殉死だ。背景ではファルカが燃やせと命じたミルスの街が燃えている」

「その行為によって、ほどなくファルカ自身が焼かれた。火あぶりの刑で」

「よく知られた事実だ。テメリアとレダニアの子どもはいまも〈サオヴィネの前夜〉にはファルカを模した人形を燃やして遊ぶ。さあ、戻りながら反対側の展示を見よう……ああ、何か質問がありそうだな」

「時系列はどうなっている？　若返り霊薬の威力は知っているが、現存する人物とはるか昔に死んだ人物が一緒に描かれているのは……」

「つまり、ヘン・ゲディムデスとティサイア・ド・ブリエスとは宴席で会ったのに、ベッケルやグランヴィレのアグネス、スタメルフォルドやニナ・フィオラヴァンティがいないのは不思議だと？」

「いや。あんたたちが不死者でないことは知っている――」

「死とはなんだ」ヴィルゲフォルツがさえぎった。「きみにとって」

「終わりだ」

「なんの？」

「存在の。いつ歴史芸術から哲学に話が変わった？」

「自然は哲学の概念を知らない、リヴィアのゲラルト。人々が自然を理解しようとする涙ぐましくもばかげたこころみは一般に哲学と呼ばれる。そのようなこころみの結果もまた哲学とみなされる。それは、言うなればキャベツがみずからの存在意義を調べ、考察の結果を〝頭と根のあいだの永遠に謎めいた対立〟と呼び、雨を不可思議な力の源と考えるようなものだ。われわれ魔法使いは、自然がなんたるかを解き明かすような時間の無駄づかいはしない。われわれはそれが何かを知っている。われわれが自然そのものだからだ。わかるか」

「わかりたいが、もっとゆっくりしゃべってくれないか。キャベツに話しているのを忘れるな」

「ベッケルが岩から水をほとばしらせたときに何が起こったと思う？　ふつうは単純にこう表現される――ベッケルはパワーを手なずけた。彼は水の元素を意のままにした。自然を征服し、制御した……。きみと女との関係はどのようなものだ、ゲラルト？」

「なんだと？」

　リディア・ヴァン・ブレデヴォルトが絹をこすらせて振り向き、何かを期待するようにその場にたたずんだ。片腕に布に包んだ絵を抱えている。いったいどこから現れた？　ゲラルトは首をかしげた。つい一瞬前は手ぶらだったはずだが。ゲラルトの首にかけた護符がかすかに振動した。

　ヴィルゲフォルツがほほえんだ。

「男と女の関係について、きみの見解を知りたい」

「どんな点について？」

「きみは女を服従させられると思うか？　もちろん現実の女の話だ。女という種しゆの話ではない。生身の女を制御することは可能か？　ねじ伏せられるか？　自分の意にしたがわせられるか？　もし可能ならどうやって？　答えてくれ」




　机の上の人形がじっと二人を見つめ、イェネファーは目をそらした。

「答えたの？」

「ああ」

　イェネファーは左手でゲラルトの肘をつかみ、右手で胸を愛撫していた彼の指を握った。

「なんと？」

「わかっているはずだ」




「きみはわかっている」ややあってヴィルゲフォルツは言った。「おそらくいつだってわかっている。だから意志と服従、命令と屈服、男の支配者と女の召使という概念が滅び、消え去れば、統一が達成されることも理解できるはずだ。やがてひとつの存在に融合する共同体が生まれ、すべてのものがひとつになる。そうなれば死は意味を失う。岩から水をほとばしらせたヤン・ベッケルは宴の間にいる。ベッケルが死んだと言うのは、水が死んだというようなものだ。あの絵を見たまえ」

　ゲラルトは視線を向けた。

「実に美しい」しばらくしてゲラルトは言った。そのとたん魔法剣士のメダルがかすかに振動した。

「リディア」ヴィルゲフォルツがほほえんだ。「きみの同意に感謝する。そしてきみの眼識に祝福を。この風景画は屈辱のときによって引き裂かれ、破滅した伝説の恋人、ロドのクレゲナンとララ・ドレン・エプ・シアダルの出会いの場面を描いたものだ。クレゲナンは魔法使いで、ララ・ドレンはすぐれたエルフのエン・サエヴェルネ――賢者――の一人。和解の始まりであったかもしれないできごとは悲恋物語にすり替えられた」

「その話は知っている。ずっとおとぎ話だと思っていた。実際には何があった？」

「それは誰にもわからぬ」ヴィルゲフォルツは真顔で言った。「ほぼ誰にも。リディア、きみの絵をここにかけてくれ。ゲラルト、彼女のもうひとつの傑作を見てほしい。古い細密画から写しとったララ・ドレン・エプ・シアダルの肖像画だ」

「すばらしい」ゲラルトは声の震えをかろうじて抑え、リディア・ヴァン・ブレデヴォルトに向かって頭をさげた。「まさに傑作だ」

　声の震えこそ抑えたものの、ゲラルトは動揺していた。ララ・ドレン・エプ・シアダルの肖像画はシリと同じ目で彼を見ていた。




「それから？」

「リディアは〈回廊〉に残り、おれたちはバルコニーに出た。ヴィルゲフォルツはおれをからかって楽しんだ」




「こっちだ、ゲラルト。黒い石板だけを踏むように」

　足もとで海がうなり、白い波がしらからサネッド島が浮かんでいた。波は二人の真下でロクシアの壁に当たり、砕けた。ロクシアはアレツザと同じように光がまたたいていたが、頭上にそびえる石造りのガルスタング宮殿は黒く、死んだように静まり返っている。

「明日」ヴィルゲフォルツがゲラルトの視線を追いながら言った。「魔法院と評議会の面々は伝統的な礼服をまとう。古い版画にあるような、裾の長い黒マントにとがった帽子。親が子どもを怖がらせる魔法使いや魔女さながら、長い棒と杖までたずさえて。それが伝統だ。われわれはほかの代表者たちとともにガルスタングに向かい、特別に用意された部屋で議論する。魔法院と評議会員以外の者たちはアレツザでわれわれの帰りと決定を待つ」

「ガルスタングでの小規模な密室会合も伝統か」

「もちろん。古い伝統で、現実に即したやりかただ。〈魔法集会〉はきわめて率直な意見交換の場であり、荒れることで知られる。かつて光球がニナ・フィオラヴァンティの髪飾りとドレスをずたずたにしたことがあった。彼女は一年をかけて、とてつもなく強力な霊気と反魔法遮断でガルスタングの壁を補強した。以来、ガルスタングでは魔法が使えなくなり、議論は平和的に行なわれるようになった。代表者たちからすべての刃物を取りあげるようになってからはなおのこと」

「なるほど。それで、ガルスタングのてっぺんにぽつんとそびえる塔はなんだ？　重要な建物か？」

「トル・ララ――〈カモメの塔〉。廃墟だ。重要かどうか？　おそらくそうだ」

「おそらく？」

　ヴィルゲフォルツは手すりにもたれた。

「エルフの言い伝えによれば、トル・ララは〈門ポータル〉によって今も所在不明の謎のトル・ジレエル――〈ツバメの塔〉――に通じているらしい」

「言い伝え？　まだその〈門〉は見つかっていないのか。信じられん」

「そう思うのも無理はない。〈門〉は見つかったが、ふさがなければならなかった。もちろん反対はあった。誰もが実験したくてうずうずし、誰もがエルフの魔法使いと賢者たちの伝説の聖地トル・ジレエルの最初の発見者という名声をほしがった。だが、〈門〉はどうしようもなくねじれ、無秩序に人を転送する。死傷者が出たため遮断された。行こう、ゲラルト、冷えてきた。くれぐれも慎重に。歩くのは黒い石板だけだ」

「なぜ黒い石だけ？」

「ここの建造物は廃墟のなかにある。湿気、腐食、強風、潮風――すべてが壁に破壊的影響をあたえる。修復には大金がかかる、だから職人を雇う代わりに幻影を使う。威信というものだ、わかるだろう」

「幻影で威信が保てるか」

　ヴィルゲフォルツが手を振ったとたんバルコニーは消え、二人は海にせり出す断崖にいた。はるか下に、牙のような岩が波がしらから突き出ているのが見える。二人はアレツザの岩棚と、さっきまでバルコニーをささえていた柱のあいだに綱渡りの綱のように延びる、幅の狭い黒い石板の上に立っていた。

　ゲラルトはかろうじてバランスを保った。ウィッチャーでなく、ふつうの人間だったら落ちていただろう。それでもぐらつき、ヴィルゲフォルツはその動きをじっと見ていた。ゲラルトの反応にも気づいたはずだ。突風が狭い石橋に立つゲラルトを揺らし、暗い海の波が不気味なとどろきで彼を呼んだ。

「きみは死を恐れている」ヴィルゲフォルツはほほえんだ。「結局のところ怖いのだ」




　布人形がボタンの目で見ていた。

「からかわれただけよ」イェネファーはゲラルトにすり寄った。「心配しなくても、ヴィルゲフォルツは浮揚フィールドで自分とあなたを守るつもりだったわ。なぜそんな危険な真似を……それから？」

「アレツザの別棟へ行き、広い部屋に案内された。教師部屋か、校長室のような。テーブルに砂時計が置かれ、砂がさらさら落ちていた。リディアの香水のにおいがしたから、おれたちが入る前にいたに違いない……」

「それでヴィルゲフォルツは？」

「おれに質問した」




「なぜ魔法使いにならなかった、ゲラルト？　魔術に魅せられたことはなかったか？　正直に答えろ」

「正直に言えば、あった」

「なぜ誘いの声にしたがわなかった」

「良識の声にしたがったほうが賢明だと思ったからだ」

「というと？」

「何年も魔法剣士の修行を続けるうち、噛める以上のものに噛みつくべきではないことを学んだ。いいか、ヴィルゲフォルツ、昔、子どものころエルフになりたいと夢見たドワーフがいた。どうだ、彼が誘いの声にしたがったらエルフになれたと思うか」

「うまく切り返したつもりかもしれんが、まったくのお門かど違ちがいだ。ドワーフはエルフにはなれない。母親がエルフでもないかぎり」

　ゲラルトは長い沈黙のあとで言った。「なるほど。気づくのが遅すぎた。どうしてもおれの人生をひっかきまわしたいようだな。目的を教えてくれないか？」

「おそらく」ヴィルゲフォルツはかすかに頬をゆるめた。「〈栄光の回廊〉に並ぶのを夢見ているのだと思う。われわれ二人がテーブルをはさんで座っている場面が絵になるのを。真しん鍮ちゆうの銘板に刻まれる題名は『リヴィアのゲラルトと協定を結ぶロゲヴィーンのヴィルゲフォルツ』だ」

「それを言うならもっと寓話ふうに『無知を打ち負かす知識』はどうだ？　おれはもっと現実的な絵がいい。題名は『ヴィルゲフォルツがことの次第をゲラルトに説明する』」

　ヴィルゲフォルツは口の前で両手の指先を突き合わせた。

「わからないか」

「わからない」

「さっきの話を忘れたか？　わたしの夢見る絵が〈栄光の回廊〉にかかる。そこでは絵に描かれた内容について完璧な知識を持つ未来の世代が、その場面を目にすることができるのだ。カンヴァスには、ゲラルトがたんなる興味や好みではなく、真の使命感にしたがってついに魔法使いの仲間に加わり、ヴィルゲフォルツと交渉して合意にいたる場面が描かれる。これによって彼のそれまでの、なんの未来もない、賢明とは言いがたい存在に終止符が打たれる」

「いいか」長い沈黙のすえにゲラルトが言った。「ついさっきまで、おれは何にも驚かないと思っていた。いいか、ヴィルゲフォルツ、おれは今夜の宴と信じられないようなできごとの数々をいつまでも忘れないだろう。すばらしい絵になりそうだ。題名はさしずめ――『身を揺すって笑いながらサネッド島を去るゲラルト』だ」

「理解できんな」ヴィルゲフォルツがわずかに身を乗り出した。「きみの華麗なる話は洗練された言葉が多すぎてついてゆけない」

「誤解の原因は明白だ。おれたちはあまりに違いすぎてわかり合えない。あんたは自然と一体化した、魔法院の有力な魔法使い。おれはさすらいのウィッチャーで、カネのために諸国を旅して怪物を殺す変異体で――」

「華麗な言葉は陳腐にもなる」

「――おれたちは違いすぎる」ゲラルトはかまわず続けた。「そしておれの母親がたまたま魔法使いだったというささいな事実でその違いは埋められない。ちなみにあんたの母親は？」

「見当もつかん」ヴィルゲフォルツは淡々と答え、ゲラルトは口をつぐんだ。

「わたしはラン・エグゼターの溝に捨てられていたところをコヴィリのドルイド集団に拾われ、育てられた。もちろんドルイドとして。ドルイドがどういうものか知っているか？　ある種の変異体で、さすらい人で、諸国を旅して聖なる樫の木に頭をさげる人種だ」

　ゲラルトは無言だ。

「やがてわたしの才能はとあるドルイドの儀式のさなかにおのずと現れた。わたしの出自を明確に示す才能だ。わたしは二人の人間のあいだに生まれた、あきらかに予期せぬ子で、両親の少なくとも片方は魔法使いだった」

　ゲラルトは黙って耳を傾けた。

「わたしのささやかな能力を見出したのはもちろん、偶然出会った魔法使いだ」ヴィルゲフォルツは淡々と続けた。「彼はわたしに途方もない贈り物を申し出た。魔法協会への加入を前提とした教育と自己鍛錬の機会だ」

「そしてその申し出を受けた」ゲラルトが穏やかに言った。

「いや」ヴィルゲフォルツの口調は急に冷たく、とげとげしくなった。「無礼な、粗暴ともいえる態度で拒んだ。怒りのすべてをその老魔法使いにぶつけた。彼と魔法使いという集団全体に罪を感じさせたかった。もちろんラン・エグゼターの溝に対する罪だ。一人か二人の唾棄すべき魔術師が――心も人間的感情もない畜生が――生まれたてのわたしを溝に投げ捨てたことを償わせたかった。もう少し遅ければ死んでいただろう。言うまでもなく老魔法使いは相手にせず、わたしの話には眉ひとつ動かさなかった。肩をすくめて立ち去り、自分と魔法使い仲間に、傲慢で下劣な恥ずべき烙印を押したのだ」

　ゲラルトは押し黙ったままだ。

「ドルイドにはうんざりしていた。だから聖なる樫の木立を見かぎり、世界に旅立った。あらゆることをやった。なかにはいまも恥じていることもある。結局は傭兵になった。その後の人生は想像どおりだ。勝ったり負けたりの傭兵暮らし。略奪、泥棒、強姦、殺人、はては縛り首から逃げるお尋ね者となった。この世の果てまで逃げた。そしてこの世の果てで女に出会った。魔法使いの」

「気をつけろ」ゲラルトはつぶやき、目を細めた。「気をつけろ、ヴィルゲフォルツ、どんなに必死に似たところを探してもたかが知れている」

「似たとこ探しは終わりだ」ヴィルゲフォルツは目を伏せもせず言った。「わたしは女に抱いた感情を持てあました。女の気持ちを理解できず、女も歩み寄ろうとはしなかった。結局は別れた。誰とでも寝る、傲慢で、意地悪で、思いやりのない冷酷な女だった。彼女を支配するのは不可能で、支配されるのは屈辱だった。彼女がわたしに関心を抱いたのは、たんにわたしの知性と性格と謎めいた雰囲気が〝魔法使いではない〟という事実を隠していたからだ。彼女が一晩以上、愛する相手は魔法使いだけだった。だから別れた。別れたのは……彼女が母親のようだったからだ。そのときはたと気づいた。女に対する感情は愛などではなく、もっとはるかに複雑で、激しく、入りくんだ感情だったことに。恐怖、悔恨、憤り、呵か責しやく、償い、罪悪感、喪失、痛みが混ざりあっていた。苦痛と罪滅ぼしを求める倒錯した感情だった。彼女に感じていたのは憎しみだった」

　黙りこむゲラルトを前にヴィルゲフォルツは横を向き、宙を見つめて続けた。

「女と別れてから、わたしはむなしさにのみこまれた。そしてむなしさの原因が女の不在ではなく、これまでに感じていたすべての感情がなくなったからだとわかった。矛盾しているだろう？　最後まで言う必要もない。それからどうなったかは想像どおりだ。わたしは魔法使いになった。憎しみから。そしてようやく自分がいかに愚かだったかに気づいた。わたしは夜の湖に映る星を空の星と思いこんだ」

「あんたが見抜いたように、おれたちの共通点は共通してはいない」ゲラルトがつぶやいた。「見た目はどうあれ、ヴィルゲフォルツ、おれたちに共通点などまったくない。何が言いたい？　大魔法使いに通じる道は、どんなに険しく曲がりくねっていようと誰にでも進むチャンスがあると言いたいのか。それがたとえ――喩たとえは悪いが――庶子でも捨て子でも、さすらい人でもウィッチャーでも――」

「そうではない」ヴィルゲフォルツがさえぎった。「この道が万人に開かれていると言うつもりはない。それはとうの昔に証明されている。その道しか選べない人間がいることもまた証明ずみだ」

「つまりおれには選択の余地がないということか」ゲラルトはほほえんだ。「あんたといずれ絵画の題材になるべく協定を結び、魔法使いになるしかないと？　遺伝子ゆえに？　勘弁してくれ。遺伝に関しては少しは知っている。おれの父親は、苦労して調べたところによると、卑しい生まれのさすらい人で、厄介者で、剣客だった。剣に関する遺伝子は母方より優位だったのかもしれん。剣を振りまわすのが得意なところをみれば」

「いかにも」ヴィルゲフォルツが悪魔めいた笑みを浮かべた。「砂時計の砂がもうすぐ落ちる。そして、魔術の達人にして魔法院の一員であるロゲヴィーンのヴィルゲフォルツはいまもこうして楽しく、卑しい生まれの、さすらい剣客の息子である卑しい剣客と話している。これは卑しい剣客が好む典型的な井戸端談義だ。たとえば遺伝子の話。そんな言葉をどこで覚えた、剣自慢の友よ？　生徒にたった二十四個のルーン文字の読み書きしか教えないエランダーの寺院学校か？　なぜそんな言葉で書かれた本を読む気になった？　どこでそんなみごとな弁舌を覚えた？　なんのために？　吸血鬼と話すためか？　おお、あのティサイア・ド・ブリエスがほほえみかける、わが遺伝的さすらい人よ。フィリパ・エイルハートの両手を震わすほどに魅了するわが剣客ウィッチャーよ。思い出しただけでトリス・メリゴールドが顔を赤らめる男よ。ヴェンガーバーグのイェネファーを虜とりこにしていることは言うまでもない」

「本人には言わないほうが身のためだ。たしかに砂時計の砂はもう粒が数えられるほどしか残っていない。これ以上、絵を描こうと思うな、ヴィルゲフォルツ。どういうことか教えてくれ。簡単な言葉で。二人のさすらい人が盗んできたばかりの子豚を焼き、カバノキ汁で酔いそこねて炉端に座っている場面を想像して。単純な質問だ。答えろ。さすらい人がさすらい人に答えるように」

「単純な質問とはなんだ」

「これはどういう協定だ？　どんな合意に達せと？　なぜおれをあんたの鍋に入れようとする？　大鍋は煮えたぎりはじめているんじゃないのか。何が起こっている？　壁にかかっているのは燭台だけじゃないはずだ」

「ふむ」ヴィルゲフォルツは考えこんだ。少なくともそんなふりをした。「単純な質問とは思えないが、やってみよう。だが、さすらい人どうしとしてではない。ひとりの雇われ剣客が別の似たような剣客に話すようにだ」

「いいだろう」

「では聞け、同志よ。きわめて危険なもめごとが起こりつつある。情け無用の、生死を分かつ恐ろしい争いだ。片方が勝ち、片方はカラスについばまれる。いいか、同志よ、勝ち目のあるほうにつけ。われわれの側に。反対側のことは忘れ、さげすみの唾を吐きかけろ。彼らに勝ち目はない。やつらとともに滅びてなんになる？　やめておけ、同志よ、そう、にらむな。言いたいことはわかる。自分は中立だと言いたいんだろう。おれには関係ない、殺戮には加わらず、ケィア・モルヘンの山奥にじっと身を隠したいだけだと。だが、その考えは間違いだ。きみが愛するものはすべてわれわれとともにある。われわれの側につかなければ、きみはすべてを失う。そして虚無感と憎しみに食いつくされる。そこまで近づいている屈辱のときに破滅させられる。だから分別をもって正しい側につけ――選ぶべきときがきたら。そのときは必ず来る。わたしを信じろ」

「驚いた」ゲラルトはぞっとするような笑みを浮かべた。「おれの中立がこれほどまわりをいらだたせるとは。なぜおれが協定や合意や協力を持ちかけられ、正しい側を選べと説教されなければならない？　話は終わりだ、ヴィルゲフォルツ。時間の無駄だ。おれはこのゲームであんたとともに戦う人間ではない。おれたちが〈栄光の回廊〉の絵に描かれるときが来るとは思えない。間違っても戦の場面では」

　ヴィルゲフォルツは答えない。ゲラルトは続けた。

「チェス盤にはキング、クイーン、ビショップ、ルークを並べろ。おれの心配はいい。おれはチェス盤のほこりのようなものだ。ゲームには加わらない。選ぶべきだと？　あんたは間違っている。おれは選ばない。起こったことに対応するだけだ。おれは他人が選んだことに合わせる。これまでずっとそうやってきた」

「運命論者か」

「そうだ。だが、その言葉もおれには関係ない。もういちど言う。これはおれのゲームではない」

「本当か？」ヴィルゲフォルツがテーブルの向こうから身を乗り出した。「このゲームでは、ウィッチャー、チェス盤に一頭の黒い馬が立っている。それは運命によってきみとつながっている。よきにつけ悪しきにつけ。誰のことを話しているかわかるな？　そしてきみは彼女を失いたくない、だろう？　彼女を失わない道はひとつしかない」

　ゲラルトはいぶかしげに目を細めた。

「あの子の何が望みだ？」

「きみがそれを知る道はひとつしかない」

「言っておくが、あの子には誰にも手出しはさせな――」

「それを阻止する道もひとつしかない。わたしはその方法をきみに示したのだ、リヴィアのゲラルト。もういちど考えろ。今夜ひと晩ゆっくり。夜空を見あげて考えろ。星を見ながら。それを池に映った星と勘違いするな。砂が尽きたようだ」




「シリが心配だ、イェン」

「大丈夫よ」

「だが……」

「信じて」イェネファーは彼を抱きしめた。「お願い。ヴィルゲフォルツのことは心配ないわ。あのずるがしこい古ギツネはあなたを引っかけ、挑発しようとしただけ。少しは成功したようだけど、たいしたことじゃないわ。シリはわたしが守ってる。アレツザにいれば安心よ。ここであの子は能力を伸ばすわ。誰にも邪魔はさせない。誰にも。でもあの子を魔法剣士にする計画は忘れて。あの子には別の才能がある。違う仕事をするよう運命づけられているの。本当よ」

「信じている」

「めざましい進歩ね。ヴィルゲフォルツのことは心配いらない。明日になれば多くのことに説明がついて、多くの問題が解決するわ」

　明日――ゲラルトは思った。イェネファーは何か隠している。だが、おれは怖くてきけない。コドリンガーの言うとおり、おれは恐ろしいことに巻きこまれたようだ。だが、いまは逃げ場がない。すべてに説明がつくという明日を待つしかない。イェネファーを信じるしかない。何かが起ころうとしている。待つしかない。そして状況に合わせるだけだ。

　ゲラルトは書き物机を見やった。

「イェン」

「聞いてるわ」

「きみがアレツザの生徒だったころ……こんな部屋で寝ていたころ……眠るときの抱き人形を持っていたか？　昼間は机の上に置いておくような」

「いいえ」いきなりイェネファーが動いた。「人形と名のつくものはひとつも。そんなことはきかないで、ゲラルト。お願い」

「アレツザ」ゲラルトは周囲を見てつぶやいた。「サネッド島のアレツザ。ここがあの子の家になる。長い時間がたって……あの子がここを離れるころは大人の女になり……」

「やめて。そのことは考えないで、何も言わないで。代わりに……」

「なんだ、イェン？」

「愛して」

　ゲラルトはイェネファーを抱きしめた。そして触れ、見つけた。驚くほど固く、同時にやわらかいイェネファーは大きなため息を漏らした。二人の言葉はとぎれ、吐息とあえぎに溶け、意味を失い、消えた。二人は無言のまま、たがいを――真実を――探り合った。長いあいだ探りつづけた。急がぬよう、焦らぬよう、冷たくならぬよう、やさしく、くまなく探った。無用な疑いとためらいを恐れるように、激しく、真剣に、情熱的に探った。無用な器用さを恐れるように、おそるおそる探り合った。

　やがて二人はたがいを見つけ、恐れを克服し、真実を見つけた。それはたがいのまぶたの下で目もくらむような激しい鮮烈さではじけ、引き結んだ唇をこじあけ、うめきを引き出した。時間は引きつるように震え、凍りつき、すべてが消え、触れ合う感覚だけが残った。

　永遠のときが過ぎ、現実が戻り、時間はふたたび振動し、重い荷物を載せた荷馬車のようにゆっくりと動き出した。ゲラルトは窓ごしに外を見た。月はまだ浮かんでいたが、いま起こったことは月が空から落ちても不思議はないほどのできごとだった。

「ああ、なんてすばらしい」ずいぶんたってからイェネファーは頬の涙をゆっくりぬぐった。

　二人は乱れたシーツと興奮と湯気の立つような熱と消えゆく幸福感と沈黙のなかで静かに横たわっていた。すべてが渦を巻いて闇に溶け、あたりを満たすのは夜のにおいとセミの鳴き声だけだ。こんなとき、イェネファーの感応力は研ぎ澄まされ、鋭敏になる。だからゲラルトは美しいことだけを考えた。イェネファーを喜ばせるようなことだけを。爆発するようにまぶしい日の出。夜明けに山の湖にかかる霧。透明の滝のなかを銀色に光りながら飛び跳ねるサケ。露をたたえたゴボウの葉を叩く温かい雨粒。

　ゲラルトはイェネファーを思い、イェネファーはその考えを聞いてほほえんだ。笑みは頬に落ちる三日月形のまつげの影の上で揺れた。




「家？」イェネファーがいきなりたずねた。「家って何？　家を持っているの？　建てるつもり？　あ……ごめんなさい。わたしったら……」

　ゲラルトは黙りこんだ。自分に腹が立っていた。ずっとイェネファーのことを考えていたから、うっかり考えを読まれてしまった。

「すてきな夢ね」イェネファーは彼の肩をそっとなでた。「家。あなたが自分の手で建てた家。そこにあなたとわたしで暮らす。あなたは馬と羊を飼い、わたしは小さな庭を造り、料理をして羊毛をつむぎ、それを市場に持ってゆく。羊毛と収穫物で稼いだわずかなお金で必要なものを買う。銅鍋。鉄の熊手。たまにシリが夫と三人の子どもを連れて訪ねてくる。トリス・メリゴールドがときおり立ち寄っては数日、泊まってゆく。わたしたちは一緒に、美しく、堂々と歳を取る。退屈な夜はあなたが手作りのバグパイプを吹くの。バグパイプは――知ってのとおり――ふさぎの虫には最高の薬よ」

　ゲラルトは無言だ。イェネファーは小さく咳払いした。

「ごめんなさい」しばらくしてイェネファーが言った。ゲラルトは片肘をついて顔を寄せて口づけ、イェネファーは黙って彼に抱きついた。

「何か言って」

「きみを失いたくない、イェン」

「わたしはあなたのものよ」

「夜は終わる」

「すべては終わるわ」

　違う――ゲラルトは思った。これを終わらせたくはない。おれは疲れている。終わりが始まりで、すべてはまた始まるという考えを受け入れられないほどに。おれの望みは……。

「言わないで」イェネファーがさっと彼の唇に指を載せた。「あなたの望みは言わないで。わたしはあなたの望みをかなえられないかもしれない、そう思うとつらいから」

「きみの望みはなんだ、イェン。夢はなんだ？」

「かないそうなことだけ」

「おれのことは？」

「あなたはもうわたしのものよ」

　ゲラルトはイェネファーが沈黙を破るのをじっと待った。

「ゲラルト」

「ん？」

「愛して」

　満ち足りていた二人はまず、空想と工夫、創造と想像力を駆使して新しいものを求めた。でもそれはいつものようにすぐに求めすぎで、どんなに求めても足りないことがわかった。二人はそのことに同時に気づき、ふたたび愛を交わした。

　ゲラルトがわれに返ったとき、月はまだ空に浮かんでいた。セミが不安と恐怖を狂気と奔放さで抑えつけようとするかのように激しく鳴いている。アレツザの左翼棟の窓から眠りを求める誰かがうるさいとどなり、反対側の窓からは芸術に理解のある誰かが〝いいぞ、もっとやれ〟と拍手した。

「ああ、イェン……」ゲラルトがなじるようにつぶやいた。

「理由があったの……」イェネファーはゲラルトに口づけし、枕に頬をうずめた。「叫ぶ理由が。だからわたしは叫んだ。叫びたい気持ちは抑えるべきじゃない。不健康で不自然よ。お願い、抱きしめて」









４




ララ・ポータル。発見者にちなんでベナヴェントの〈門ポータル〉の名でも知られる。場所はサネッド島にある〈カモメの塔〉の最上階。固定ポータルで、周期的に作動する。機能の原理――不明。目的地――不明だが、おそらく損傷によりゆがんでいる。無数の分岐と分散が可能。

　重要情報――無秩序で非常に危険な〈門〉で、いかなる実験も行なってはならない。〈カトモルメ・のラ塔ラ〉およびその付近では魔法――とくに瞬間移動魔法――は厳禁。例外は魔法院がトル・ララに立ち入りを許可する場合、もしくはララ・ポータルを調査する場合のみ。許可申請にはすでに進行中の調査実績とその分野における専門知識が必要。

　参考文献――ゲオフリー・モンク著『古代種族の魔法』、イマヌエル・ベナヴェント著『トル・ララの〈門〉』、ニナ・フィオラヴァンティ著『瞬間移動の理論と実践』、ランザント・アルヴァロ著『謎の門』。

禁止条項（禁じられた人造物一覧）

――魔法術アルス・マジカ第五十八版







　最初は、脈打ち、光が揺らめく無秩序な世界にすぎなかった。滝のように流れる映像。音と声が渦巻く深淵。やがて虚空にそびえる塔と屋根で躍る落雷が見え、猛禽の鳴き声が聞こえた瞬間、シリは猛禽そのものになり、荒れ狂う海の上空を猛スピードで飛んでいた。目がボタンでできた小さな布の人形が見えたとたん、シリは人形そのものになった。周囲はまったくの闇で、セミの声が鼓動のように響いている。白黒ぶちの大型猫が見えたとたん、シリは猫になり、黒ずんだ羽目板と、ロウソクと古書のにおいのするくすんだ屋敷のなかにいた。誰かがなんどかシリの名を呼び、招く声がした。滝をのぼる銀色のサケ。雨が葉に当たる音。そしてイェネファーの奇妙な長いうめき声。その声にシリは目覚め、時間のない、混沌とした深淵から引き戻された。

　夢を思い出そうとしても、リュートと横笛、タンバリンの鈴の音、歌い声と笑い声が遠くに聞こえるだけだ。ダンディリオンが偶然出会った吟遊詩人の一団と廊下の突きあたりの部屋で楽しんでいる。

　窓から射しこむ一筋の月光が暗がりを淡く照らし、ロクシアの部屋が夢の世界のように見える。シーツをはぎ取ると、全身汗まみれで、髪が額に張りついていた。窓を大きく開けても息苦しく、昨夜はなかなか寝つけなかった。理由はわかっている。ゲラルトと一緒に出ていく前、イェネファーは部屋にぐるりと〈防護の魔法〉をかけた。他人の侵入を防ぐためとは言ったが、本当の目的はシリを脱走させないためだ。要するにあたしは囚人だ――シリは思った。イェネファーはゲラルトと二人になれてうれしそうだったが、シリが勝手にヒルンダムに向かったことは許してもいなければ忘れてもいなかった――そのおかげでゲラルトと再会できたとしても。

　あれほど苦労して会いに行ったのに、ゲラルトとの再会はつまらなく、期待はずれだった。ゲラルトは口数少なく、神経をとがらせ、落ち着きがなく、見るからに何かを隠していた。会話はとぎれがちでぎこちなく、文章や質問の途中で行き先を見失い、いきなりぷつりと途絶えた。ゲラルトの視線と思考はシリから逃げ、遠くへ駆けてゆく。シリにはそれが駆けてゆく先がわかっていた。

　ダンディリオンの甘く哀しげな歌と、小石の上を流れる小川のような、つぶやくようなリュートの調べが突きあたりの部屋から聞こえてくる。数日前からダンディリオンが作りはじめた『すり抜けて』という題名のバラッド曲は――本人によれば――秋の終わりにヴァルトブルグ城で行なわれる、年に一度の吟遊詩人選手権で優勝間違いなしの自信作だ。シリは歌詞に耳を澄ました。




　光る屋根の上、きみは浮かぶ

　ユリの散る川、きみは飛びこむ

　それでもいつか、ぼくはきみの真実を知る

　この命がありさえすれば……




　蹄ひづめの音をとどろかせて人馬が夜を駆け抜け、地平線におびただしい数の炎がはじけた。猛禽が甲高く鳴き、羽を広げて飛び立つ。シリは自分の名がなんども呼ばれるのを聞きながらふたたび眠りに落ちた。一度はゲラルト、一度はイェネファー、一度はトリス・メリゴールドの声。そして見覚えのない、悲しげな、やせた、淡い色の髪の少女が数回、角つのと真鍮で縁取られた細密画からシリを見て呼んだ。

　ふと目の前に白黒ぶちの猫が現れ、気づくとシリはまたしても猫そのものになり、猫の目で見ていた。見知らぬ暗い家。ずらりと並ぶ本棚。数本のロウソクに照らされた演壇の前に二人の男が座り、熱心に巻紙を調べている。一人はしきりに咳きこんではハンカチで口もとをぬぐい、もうひとりの頭の大きな小人は両脚がなく、車椅子に座っている。




「なんと……」フェンは朽ちかけた羊皮紙に目を走らせ、ため息をついた。「信じられん……。どこでこの文書を？」

「言っても信じないだろう」コドリンガーが咳きこんだ。「シントラの王女シリラが本当は誰か、これでわかったか？　〈古き血の子〉。いまわしき憎しみの木の最後の枝！　その最後の枝になる、最後の毒リンゴ……」

「古き血……はるか昔にさかのぼる……パヴェッタ、キャランセ、アダリア、エレン、フィオナ……」

「そしてファルカ」

「まさか、ありえない。第一にファルカに子はいなかった！　第二にフィオナの正式な親は――」

「第一にファルカの若いころについては何もわからない。第二に、フェン、笑わせるな。きみも知っているだろう、わたしが〝正式な〟という言葉を聞くと笑いの発作に襲われることは。わたしはこの文書を信じる。わたしにはこれが本物で、真実としか思えない。パヴェッタの高祖母フィオナは人の姿をした怪物ファルカの娘だ。くそっ、いかれた予言や占いやたわごとは何ひとつ信じないが、イスリンの予言を思い起こせば……」

「汚けがれた血か」

「汚れた。不純な。呪われた……。言いかたはさまざまだ。伝説によれば、いいか、呪われたのはファルカだった。ララ・ドレン・エプ・シアダルがファルカの母に呪いをかけたせいで――」

「たんなる物語にすぎぬ、コドリンガー」

「たしかにそうだ。だが、物語が物語でなくなるのはいつだと思う？　誰かがそれを本当だと信じはじめるときだ。そしていま誰かが〈古き血〉の物語を信じはじめた。なかでも〝ファルカの血から復讐者が生まれ、古き世界を破壊し、その廃墟のなかに新しき世界を打ち立てる〟という部分を」

「シリラがその復讐者だというのか」

「いや。シリラではない。その息子だ」

「いまシリラを追っているのは――」

「――ニルフガードの皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイス」コドリンガーが冷たく言った。「これでわかったか？　シリラは、本人の意志にかかわらず、王位継承者の母となる運命なのだ。大皇子の母、魔女ファルカの末裔にして復讐者〈闇の大皇子〉の母に。わたしには世界の崩壊と、それに続く再構築が着々と整然と進んでいるように思えてならない」

　フェンが長い沈黙のあとでたずねた。

「このことはゲラルトに話すべきか？」

「ゲラルト？」コドリンガーは鼻で笑った。「誰のことだ？　つい先日、カネ儲けのために働く気はないとわたしに説教した、あのまぬけか？　ああ、たしかにあいつは自分の儲けのために動く男ではない。だが、誰かのためとなれば話は別だ。実際のところ、はからずもそうなりつつある。ゲラルトはリエンスを追っている。リエンスは誰かの飼い犬かもしれないが、ゲラルトは自分にも首輪がついていることすら知らない。やつに話すかだと？　エムヒルを脅し、あるいはやつに取り入るべく、この金の卵を産むメンドリの捕獲を画策する者たちに手を貸せと？　いや、フェン。わたしはそこまで愚かではない」

「ゲラルトに首輪？　飼い主は誰だ？」

「考えろ」

「あの女か！」

「そうだ。やつに影響をあたえられる唯一の人間で、彼が信頼する人間だ。だがわたしは信用していないし、したこともない。だからわたしはわたしでこのゲームに加わる」

「危険なゲームだ、コドリンガー」

「安全なゲームなどない。ゲームとは割に合うか合わないかのどちらかだ。いいか、フェン、われわれの手に何があると思う？　ほかの誰でもない、われわれのために卵を産む金のメンドリだ――大きくて、黄身がたっぷりの……」

　コドリンガーが激しく咳きこんだ。口もとからはずしたハンカチには血の染みが点々とついていた。

「カネで病は治せない」フェンが相棒の手のなかのハンカチを見た。「わたしの両脚も戻ってはこない……」

「それはどうかな」

　そのとき扉を叩く音がして、フェンが車椅子の上で不安げに身をよじった。

「来客の予定か、コドリンガー？」

「ああ。サネッド島に送りこんだ者たちだろう。金のメンドリをつかまえるために」




「開けないで」シリは叫んだ。「扉を開けちゃだめ！　その向こうには死が待ってる！　開けないで！」




「わかった、わかった、いま開ける」コドリンガーは閂かんぬきを抜きながら、ミャオと鳴く猫を振り返った。「おまえはおとなしく座っていろ、この憎たらしい獣め……」

　そこで言葉がとぎれた。戸口には予想とは違う、見知らぬ三人の男が立っていた。

「コドリンガー閣下？」

「主人は所用で留守にしておりまして」コドリンガーはまぬけ面づらをよそおい、やや甲高い声で応じた。「わたくしは執事のドゥロルド、ミカエル・ドゥロルドと申します。どのようなご用件で？」

「おまえでは話にならない」背の高いハーフエルフが言った。「主人が留守なら手紙と伝言を残す。手紙はこれだ」

「たしかにお渡しいたします」コドリンガーはいかにも愚鈍な従僕らしくぺこぺこと頭をさげ、赤い紐で縛られた巻紙を取ろうと右手を差し出した。「それで、伝言というのは？」

　その瞬間、赤い紐が跳びかかるヘビのようにさっとほどけてコドリンガーの右手首にきゅっと巻きつき、長身のハーフエルフがぐいと紐を引いた。コドリンガーはバランスを失って前につんのめり、倒れまいととっさに左手を男の胸に突き出して身をささえた。ハーフエルフの短剣が腹部を刺したのはそのときだった。避けようもなかった。コドリンガーは声にならないうめきをあげてさっと身を引いたが、手首に巻きついた魔法の紐ははずれない。ハーフエルフはコドリンガーを引き寄せ、ふたたび刺した。こんどはコドリンガーの全体重が刃やいばにかかった。

「これがリエンスからの伝言と挨拶だ」長身のハーフエルフは脅すようにささやくと、力まかせに剣を引きあげ、魚をさばくように腹部を切り裂いた。「地獄へ行け、コドリンガー。まっすぐに」

　コドリンガーはあえぎ、剣先が肋骨と胸骨をこすり砕くのを感じながら身を丸めてくずおれた。フェンに警告しようとしたが、口から出たのは甲高い苦悶の声だけで、それもすぐにほとばしる血にかき消された。

　長身のハーフエルフは死体をまたぎ、仲間の殺し屋二人をしたがえて部屋の奥に進んだ。あとの二人は人間だ。

　そのまにフェンは備えていた。

　弓の弦がバシッとしなり、殺し屋の一人が額に鉄球の直撃を受けてあおむけに倒れた。フェンは車椅子であとずさり、次の球をしかけるべく震える手で必死に石弓を探った。

　すぐさまハーフエルフが飛びかかり、力まかせに車椅子を蹴り倒すと、フェンは床に散らばる紙のなかに転げ落ちた。小さな手を振り、根もとだけになった両脚をむなしく動かすさまは、手足を切られたクモのようだ。

　ハーフエルフは石弓をフェンの手の届かない場所まで蹴り飛ばすと、もがく小男には目もくれずに演壇の文書をすばやく調べた。そして角と真鍮でできた額縁の、淡い色の髪の少女の細密画に目をとめ、添付された紙切れとともに画を手に取った。

　残った殺し屋が鉄球を受けた仲間には目もくれず近づいた。ハーフエルフが問いかけるように眉を吊りあげると、殺し屋は首を横に振った。

　ハーフエルフは演壇から文書を数枚つかんで細密画とともに上着にしまい、インクつぼから片手いっぱいの羽根ペンをつかんでロウソクの火をつけた。そして火が全体にまわるようにゆっくりまわし、演壇に放り投げた。たちまち巻紙は燃えはじめた。

　フェンが悲鳴をあげた。

　ハーフエルフは燃える演壇からインク消しの入った瓶を取り、床でのたうつ小男を見下ろすように立ってなかみを振りかけた。フェンが苦悶の声をあげた。人間の殺し屋が本棚から巻紙を抱えられるだけ抱えて近づき、フェンの上にまき散らした。

　演壇の炎は天井まで達していた。溶剤の小瓶が轟音とともに爆発し、炎が書棚をなめ、巻紙や書類や文書が焦げ、巻きあがり、燃えだした。フェンの絶叫が響いた。ハーフエルフは燃える演壇からあとずさり、次の紙をひねりあげて火をつけた。殺し屋がまたしても腕いっぱいの巻紙をフェンの身体にまき散らす。

　フェンの悲鳴が響きわたった。

　ハーフエルフが燃える紙を手に、フェンを見下ろした。

　そのころコドリンガーの白黒ぶち猫は屋敷そばの塀の上にいた。黄緑色の目に、穏やかな夜を恐ろしい昼の明るさに変えた炎の像が躍っている。叫び声がする。火事だ！　火事だ！　水を持ってこい！　人々が建物に向かって走ってゆく。猫はその場に凍りついたように、驚きとあざけりの表情で見ていた。〝炎のただなかに向かうとはなんと愚かな、こっちはいまようやく抜け出してきたところなのに〟とでもいいたげに。

　コドリンガーの猫はそっけなく顔をそむけ、ふたたび血のついた前足をなめはじめた。




　シリは汗まみれで目を覚ました。両手が痛いほどきつくシーツを握っていた。あたりは静まり、やわらかい闇に短剣のような一筋の月光が射しこんでいる。

　炎。地獄。血。悪夢……憶えていない、あたしは何も憶えていない……。

　乾いた夜気を深く吸いこんだ。息苦しさは消えていた。理由はわかる。

　〈防護の魔法〉が切れたせいだ。

　何かが起こったんだ――シリは寝台から飛び出してすばやく服を着こみ、腰に短剣を差した。剣は持っていない。イェネファーから取りあげられ、いまはダンディリオンにあずけてある。吟遊詩人は眠りについたらしく、ロクシアはしんと静まり返っている。彼を起こすべきだろうかと思っていると、ふと両耳に強い鼓動と血流を感じた。

　窓から射しこむ月の光が一本の道になり、道の突きあたり、はるか遠くに扉が見えた。扉が開き、イェネファーが立っていた。

「一緒に来て」

　別の扉がイェネファーの背後で開いた。次から次に。えんえんと。柱の黒い形が暗闇から現れた。柱じゃない。あれは何かの像……あたしはいま夢を見てる――シリは思った。あたしは自分の目を信じない。これは夢。あれは道じゃない。光。光の筋だ。あんなところを歩けはしない……。

「一緒に来て」

　シリはしたがった。




　その魔法剣士ウイツチヤーのくだらない気づかいと無用な主義がなければ、その後の多くのできごとはまったく違う道をたどっただろう。そもそもその多くが起こらなかったかもしれず、世界の歴史は別の方向に進んだかもしれない。

　だが、世界の歴史は動いたように動き、唯一の原因はそのウィッチャーが気をまわしたことだった。朝起きて用を足そうとしたとき、彼は他の男がやるようなことをしなかった。つまり、バルコニーに出てキンレンカの植木鉢に用を足しはしなかったということだ。彼には気づかいがあった。ぴくりとも動かず、息もしていないように深く眠るイェネファーを起こさないよう静かに服を着、部屋を出て庭に向かった。

　宴はまだ続いていたが、その音からするとごく一部で行なわれているだけだ。舞踏室の窓はいまも明るく、前庭とボタンの花壇を照らしている。ウィッチャーはさらに奥の深い茂みに向かい、明るくなりはじめた空を見つめた。地平線が夜明けを告げる紫色の筋で燃えていた。

　あれこれと重要なことを考えながらゆっくり戻る途中、魔法剣士のメダルが激しく振動した。片手でつかむと、振動が全身をつらぬいた。間違いない。誰かがアレツザで魔法をかけている。耳を澄ますと、宮殿の左翼棟の回廊からくぐもった叫びと何かがぶつかり合う音が聞こえた。

　別の誰かなら何も聞かなかったふりをして即座に踵きびすを返し、急いで部屋に戻っただろう。そうしていたら世界の歴史は違うように展開していたかもしれない。だが、そのウィッチャーには気づかいがあり、くだらない無益な主義にしたがって行動する癖が染みついていた。

　回廊から廊下に駆けこむと、もみ合いの真っ最中だった。灰色の胴着を着た腕っぷしの強そうな男が数人、床に倒れた小柄な魔法使いを押さえつけている。もみ合いを指図するのはレダニア国ヴィジミル王づきの諜報部長ディクストラだ。ゲラルトは何をするまもなく灰色の服を着た二人の屈強な男に壁に押しつけられ、三叉刃のついた長槍――パルチザン――を胸に突きつけられた。

　三人の男はみなレダニア国の紋章のワシが描かれた胸当てをつけている。

「これを〝飛んで火に入る夏の虫〟という」ディクストラが近づき、静かに言った。「そしておまえは、ウィッチャー、生まれつき火に入る才能をそなえているようだ。そこでおとなしく立っていろ。人目を集めるような真似はするな」

　男たちはようやく背の低い魔法使いを捕らえ、両腕をつかんで抱えあげた。魔法院のひとり、アルトード・テラノヴァだ。

　あたりはキーラ・メッツの頭上に浮かぶ光の球で明るく照らされていた。キーラ・メッツ――昨夜、宴の席で話をした女魔法使いだ。だが、ゲラルトはあやうく見間違うところだった。昨夜の流れるような薄絹のドレスから簡素な男物の服に着替え、脇に短剣を持っている。

「手錠を」キーラが冷たく命じた。青みがかった金属の手錠が彼女の手のなかでかちゃりと音を立てた。

「なんの分際でそんなものを！」テラノヴァが叫んだ。「よくもそんな真似を、メッツ！　わたしは魔法院の一員だぞ！」

「それは昨日までよ。いまはただの裏切り者。裏切り者にふさわしいあつかいを受けるまでよ」

「この薄汚い淫売め――」

　キーラは一歩あとずさって腰を揺らすと、テラノヴァの顔に思いきりこぶしを打ちこんだ。テラノヴァの頭が勢いよく後ろにのけぞり、ゲラルトは一瞬、首からちぎれたのではないかと思った。テラノヴァは鼻と口から血を流し、ささえる男たちの腕にだらりと寄りかかった。キーラはふたたびこぶしを振りあげたが、構えだけだ。彼女の指には光る真鍮の拳ナツ鍔クルが見えた。ゲラルトは驚かなかった。キーラのような華奢な女が素手であのような一撃を繰り出せるはずがない。

　ゲラルトは動かなかった。レダニア兵にきつく腕をつかまれ、パルチザンの先端を胸に突きつけられている。たとえ身体が自由でも動いたかどうかわからない。そもそも何をすればいいかもわからなかった。

　レダニアの男がテラノヴァに手錠をかけ、両手首を背中でひねりあげた。テラノヴァがわめき、もがき、身を折り曲げて吐くのを見て、ゲラルトには手錠が何でできているかがわかった。鉄と、魔力抑制効果のある稀少金属――ディメリティウム――の合金だ。抑制効果は魔法使いにかなり不快な副作用をあたえる。

　キーラ・メッツが顔をあげ、額から髪を後ろになでつけたところでゲラルトに気づいた。

「いったいここで何をしているの？　誰が連れてきたの？」

「たまたま居合わせた」ディクストラがそっけなく答えた。「この男には厄介ごとに足を踏み入れる才能がある。どうする？」

　キーラは顔をしかめ、高いブーツの踵をなんどか床に打ちつけた。

「見張りをつけて。いまは時間がないわ」

　キーラはテラノヴァを引きずるレダニア兵をしたがえ、足早に立ち去った。光る球体は背後に浮かんだままだが、すでに夜が明け、あたりはみるみる明るくなっていた。ディクストラの合図で男たちはゲラルトを放し、ディクストラが近づいてゲラルトの目をのぞきこんだ。

「ばかな真似はするな」

「これはどういうことだ？　いったい何が――」

「そして何もしゃべるな」

　ほどなくキーラ・メッツが金髪の魔法使いとともに戻ってきた。昨晩、バン・アルドのデトモルドと名乗った男だ。ゲラルトを見てデトモルドは毒づき、こぶしを反対の手のひらに打ちつけた。

「なんだ、こいつは！　イェネファーのお気に入りじゃないか」

「そのとおり」キーラが言った。「リヴィアのゲラルト。問題は、わたしがイェネファーのことを知らないことで……」

「わたしも知らない」デトモルドは肩をすくめた。「いずれにせよ面倒なことになった。この男は多くを見すぎた。フィリパのもとに連れてゆけ。彼女が決めるだろう。手錠をかけて」

「その必要はない」ディクストラがものうげに言った。「わたしにまかせろ。しかるべき場所に連れてゆく」

「そうしよう」デトモルドがうなずいた。「いまはこの男にかまっているひまはない。行くぞ、キーラ、上はひどい状況だ……」

「あのうろたえようときたら」レダニアの諜報部長が歩き去る二人を見ながら言った。「経験不足以外の何ものでもないな。クーデターと暴動はビーツ葉のスープのようなものだ。れいせいがいちばんおいしい。行こう、ゲラルト。くれぐれも穏便に、堂々と。決して騒ぐな。おまえに手錠も縄もかけなかったことを後悔させないでくれ」

「何が起こっている、ディクストラ？」

「まだわからないか」ディクストラは三人のレダニア兵をしたがえ、並んで歩きだした。「正直に言え、ウィッチャー。どうしてここに来た？」

「キンレンカがしおれるのが心配だったからだ」

「ゲラルト」ディクストラは眉をひそめた。「おまえは肥溜めのなかに頭から突っこんだ。上に向かって泳ぎ、表面に顔を出したが、足は底についていない。そこに、どこかの誰かが救いの手を差し伸べている――自分も肥溜めに落ち、汚物まみれになる危険を冒して。だからくだらない冗談はよせ。イェネファーに送りこまれたんだろう？」

「いや。イェネファーは温かい寝台のなかだ。これで安心か？」

　巨漢の諜報部長はいきなり振り向くと、ゲラルトの腕をつかんで廊下の壁に押しつけ、脅すようにささやいた。

「安心などするものか、ばかものが。まだわからんのか、この能たりん。国王に忠実なまっとうな魔法使いは今夜、一睡もしていない。寝台にもぐりもしなかった。温かい寝台で寝ているのはニルフガードに身売りした反逆者だけだ。彼らは彼らで暴動を計画していたが、実行はしばらく先だった。やつらは自分たちの計画が見破られ、もくろみが読まれていたことを知らなかった。そして見てのとおり、温かい寝台から引きずり出され、拳鍔で歯を折られ、ディメリティウムの手錠をかけられた。裏切り者は終わりだ。わかったか。やつらとともに地獄に落ちたくなければ、おふざけはやめろ！　昨夜、ヴィルゲフォルツに説得されたのか。それともとっくにイェネファーに説得されていたのか。言え！　いますぐ。その口が肥だらけになる前に！」

「ビーツ葉のスープだ、ディクストラ。おれをフィリパのもとに連れてゆけ。穏便に、堂々と。騒がずに」

　ディクストラはゲラルトから手を離して一歩あとずさり、冷たく言った。

「行こう。階段をのぼれ。だが、話はまだ終わっていない。いいな」




　四本の廊下が交わる場所は角ラン灯タンと丸天井をささえる柱の下に浮かぶ魔法球の明かりでまぶしく照らされ、レダニア兵と魔法使いがひしめいていた。魔法使いのなかには評議会の二人、ラドクリフとサブリナ・グレヴィシグの姿があり、サブリナはキーラ・メッツと同様、灰色の男物の服を着ている。なるほど、これなら暴動のなかでも身なりで異分子を見分けられる。

　トリス・メリゴールドが床にしゃがみ、血だまりに横たわる死体に身を乗り出していた。髪と絹のドレスからリディア・ヴァン・ブレデヴォルトだとわかった。顔を見てもわからなかっただろう。そこにもはや顔はなかった。あるのは、頬の途中まで剥き出しになった光る歯と、ゆがんで陥没したあご、そして乱暴に継ぎ合わされたぞっとするような頭蓋骨だけだ（注２）。

「覆いをかけて」サブリナがやさしく言った。「死ぬと同時に幻影が消えたわ……さっさと何かで覆って！」

「どうしてこんなことに、ラドクリフ？」トリスはリディアの胸骨の下に刺さった短剣の柄から手をはずした。「なぜこんなことになったの？　無血のはずじゃなかったの！」

「いきなり襲いかかってきたのだ」ラドクリフはつぶやき、うなだれた。「ヴィルゲフォルツが連れ出されたのを見て。もみ合いになり……まさかこんなことになるとは……あれはリディアの短剣だ」

「顔を覆って！」サブリナはそう言って顔をそむけ、ゲラルトに気づいた。鋭い目が炭のように光った。

「どうしてここに？」

　トリスがすばやく立ちあがってゲラルトに駆け寄り、片手を彼の目の前にかざした。とたんに閃光が走り、すべては闇のなかに消えた。ゲラルトは何も見えなくなり、襟首をつかまれ、ぐいと引かれるのを感じた。

「ささえて。倒れるわ」トリスはわざとらしい、怒りをよそおった声で言うと、もういちどゲラルトを引きたて、一瞬、自分に引き寄せて早口でささやいた。

「許して。こうするしかなかったの」

　ディクストラの手下がゲラルトをきつくつかんだ。

　ゲラルトは頭をめぐらし、別の感覚を研ぎ澄ました。廊下で動きがあり、揺れる空気がにおいを運んでくる。いくつもの声。サブリナ・グレヴィシグの罵声。それをなだめるトリスの声。兵舎のにおいのするレダニア兵が死体を引きずり、絹ドレスがこすれる音。血。血のにおい。オゾンのにおい。魔法のにおい。怒号。足音。踵がせわしなく床に当たる音。

「急いで！　時間がかかりすぎてる！　とっくにガルスタングにいるべき時間よ！」

　フィリパ・エイルハートの不安そうな声が言った。

「サブリナ、急いでマルティ・セデルグレンを探して。いざとなったら寝台から引きずり出して。ゲディムデスが重体なの。心臓発作だと思うわ。マルティを向かわせて、でも彼女にも、床をともにしている相手にも何も言わないで。トリス、あなたはドレガレイとドリセルム、カルドゥインを探してガルスタングに連れてきて」

「なんのために？」

「彼らは国王代理よ。エサイン王とエステラド王にはわたしたちの作戦と結果を伝える義務がある。あなたが彼らを連れて……トリス、手に血が！　誰の？」

「リディアよ」

「なんてこと。いつ？　どうやって？」

「どうやって死んだかが重要？」冷ややかで落ち着いた声。ティサイア・ド・ブリエスの声だ。衣ずれの音がする。つまり反逆者の灰色の服ではなく、夜会服を着ているということだ。ゲラルトは耳をそばだてたが、ディメリティウムの手錠の音は聞き取れなかった。

「心配しているふり？」ティサイアが言った。「気にかけているつもり？　暴動が計画され、夜なかに武装者が配置されれば犠牲者が出るのは当然よ。リディアは死亡。ヘン・ゲディムデスは重体。いましがたアルトード・テラノヴァが顔を切られているのを見たわ。これからどれだけ犠牲者が出るの、フィリパ・エイルハート？」

「わからない」フィリパがきっぱりと答えた。「でも手を引くつもりはないわ」

「でしょうね。あなたは何ごとからも手を引かない人よ」

　空気が振動し、踵が床に当たる音がした。聞き覚えのあるリズム。フィリパが近づいてきた。ゲラルトはアレツザの広間を一緒に歩き、キャビアを食べたときの落ち着きのない足音を思い出した。シナモンと麝香のにおいにも憶えがある。いまはそこに歯磨きに使ったらしい重曹のにおいが混じっていた。ゲラルトはいかなるクーデターにも暴動にも加わるつもりはなかったが、もし加わるとしたら事前に歯を磨いただろうかとふと考えた。

「彼にきみの姿は見えない、フィリパ」ディクストラが平然と言った。「彼は何も見えないし、何も見なかった。美しい髪の女性が彼の視力を奪った」

　フィリパの吐息が聞こえ、すべての動きが感じ取れたが、ゲラルトは途方にくれたふりをしておずおずと頭をめぐらした。フィリパはだまされなかった。

「下手な芝居はやめて、ゲラルト。トリスはあなたの視力を奪ったかもしれないけれど、心まで奪ってはいない。いったいどうしてここに？」

「たまたま居合わせた。イェネファーはどこだ」

「知らぬ者は幸いである」フィリパがにこりともせずに言った。「なぜなら長く生きるから。トリスに感謝するのね。それは弱い魔法だから、すぐに見えるようになるわ。そしてあなたは見てはならぬものは何も見なかった。見張りをつけて、ディクストラ。すぐに戻るわ」

　またしても騒々しい動きがあり、いくつもの声が聞こえた。キーラ・メッツのよく通る高い声。ラドクリフの鼻にかかった低い声。重いレダニアブーツの当たる音。そしてティサイア・ド・ブリエスの大声が響いた。

「彼女を放しなさい！　よくもそんな。よくもそんな真似ができるものね」

「その女は裏切者だ！」ラドクリフの鼻にかかった声が答えた。

「信じません！」

「血は水よりも濃い」フィリパ・エイルハートが冷たく言った。「皇帝エムヒルはエルフ族の自由を約束した。彼らの独立も。この土地で。もちろん人間を抹殺したあとに。なんのためらいもなくわたしたちを裏切るには充分な理由よ」

「答えて！」ティサイアが迫った。「答えて、エニッド！」

「答えて、フランチェスカ」

　ディメリティウムの手錠の当たる音がし、フランチェスカ・フィンダベア――この世でもっとも美しい〈谷間のヒナギク〉――が歌うような抑揚のエルフ語で答えた。

「近寄るなヴア・ヴオルト・ア・ミ、人ド間＝どイもネ。話すことは何もないナエン・テ・ア・デイセ＝ン」

「これで満足、ティサイア？」フィリパが声を荒らげた。「これで信じる？　フランチェスカにとっては、あなたもわたしもみな、これまでもずっとド゠イネ――人間――にすぎなかった。そして高貴なる民アエン・シーデであるエルフは人間に話すことは何もない。あなたは、フェルカート？　ヴィルゲフォルツと皇帝エムヒルはどんな約束であなたに反逆を選ばせたの？」

「地獄に落ちろ、この売女ばいた」

　ゲラルトは息をのんだが、今回は拳鍔が骨を砕く音は聞こえなかった。フィリパはキーラよりも冷静だ。それとも拳鍔を持っていなかっただけか。

「ラドクリフ、裏切り者たちをガルスタングへ連れていって！　デトモルド、ブリエス大魔法使いに腕を貸して。さあ。すぐに合流するわ」

　足音。シナモンと麝香の香り。

「ディクストラ」

「ここだ、フィリパ」

「あなたの手下はもう必要ないわ。ロクシアに戻ってもらって」

「本当に大丈夫か――」

「ロクシアに、ディクストラ！」

「わかった」ディクストラの声には侮蔑の響きがあった。「彼らは引きあげさせる。命令はまっとうした。これからは魔法使いどうしの問題だ。わたしはつべこべ言わずに御前から立ち去ろう。今回の暴動に対する援助や貢献に感謝の言葉は期待していないが、わたしのことはきっと麗うるわしき記憶に残るはずだ」

「許して、シギスムンド。手助けに感謝するわ」

「なんでもない。力になれて光栄だ。さあ、ヴォイミル、みんなを集めろ。五人だけを残し、残りは下におりて〈スパダ〉号に乗りこめ。くれぐれも静かに、忍び足で、騒ぎも、爆発もなくだ。裏の通路を使え。このことはロクシアでも港でも、ひとことも口外するな。命令だ！」

「あなたは何も見なかった、ゲラルト」シナモンと麝香と重曹のにおいがただよい、フィリパ・エイルハートがささやいた。「あなたは何も聞かなかった。ヴィルゲフォルツとも話さなかった。これからディクストラがあなたをロクシアへ連れてゆく。いずれあなたを見つけるわ……すべてが終わったら。昨日、そう約束したわね。わたしは約束を守る」

「イェネファーは？」

「すっかり恋の虜だな」ディクストラが足を引きずりながら戻ってきた。「イェネファー、イェネファー……もううんざりだ。相手にするな、フィリパ。もっと大事な仕事がある。ヴィルゲフォルツは例のものを持っていたか？」

「ええ。これをあなたに」

「おお！」がさがさと紙を開く音がした。「おお、なんと、すばらしい！　侯爵ニテルト。すばらしい！　男爵――」

「静かに」フィリパが制した。「名前は出さないで。くれぐれもトレトゴールに戻ってすぐには処刑を始めないで。早まって醜聞を広めないでちょうだい」

「心配するな。この一覧に書かれた、ニルフガード金貨に目のくらんだ者たちに手出しはしない。少なくとも当面は。彼らはわたしのかわいいあやつり人形になる。わたしは人形の糸をひき、しかるのちにその糸を彼らのかわいい首に巻きつけ……。ちなみに、一覧表はほかにもあったか？　ケイドウェンやテメリアやエイダーンの反逆者たちは？　ぜひ見てみたい。一目だけでも……」

「気持ちはわかるけど、あなたには関係ないことよ。一覧表はラドクリフとサブリナに渡したわ。どうするかは二人がよく知っている。行かなきゃ。急いでいるの」

「フィリパ」

「何？」

「ウィッチャーが階段で転ばぬよう、視力を戻してやってくれ」




　アレツザの宴はまだ続いていたが、いまや昔ながらのくだけたものになっていた。テーブルは脇に押しやられ、魔法使いは男も女も別室から肘かけ椅子や丸椅子を持ちこみ、くつろぎながら思い思いに楽しんでいる。お楽しみの大半は低俗だった。安酒の大樽を囲む大集団は飲めや歌えの大騒ぎで、昨夜まで小さな銀フォークで極上の料理を上品に突き刺していた者も、いまは両手で羊のあばら肉をつかんでかぶりついている。まわりにお構いなくトランプに興じる者……眠りこむ者……。部屋の隅では一組の男女が情熱的なキスを交わしていた。あの様子では、キスで終わりそうもない。

「見ろ、ウィッチャー」ディクストラが回廊の手すりから身を乗り出し、魔法使いの宴を見下ろした。「なんと楽しそうなことよ。子どものようだ。こうしているまに評議会の面々は魔法院のほぼ全員を捕らえ、反逆罪とニルフガードにすり寄った罪で罰しようとしている。あの二人を見ろ。もうじき二人きりになれる場所を探し、ことが終わるころにはヴィルゲフォルツは首をくくられているだろう。ああ、なんと奇妙な世界だ……」

「黙れ、ディクストラ」




　ロクシアに通じる道は山肌をジグザグに削った階段で、それがほったらかしの生垣や花壇、黄ばんだランの植木鉢が並ぶベランダにつながっている。ディクストラはベランダのひとつで立ちどまり、ギリシア神話の怪物キマイラの石像が並ぶ壁に歩み寄ると、怪物の頭に身を乗り出してちょろちょろ流れる水を長々と飲んだ。

　ゲラルトは欄干に近づいた。海は金色に輝き、空は〈栄光の回廊〉にかかる絵よりもどぎつい色だ。アレツザから退却を命じられたレダニア分隊が眼下に見えた。整然と港に向かい、ちょうど岩の裂け目をつなぐ橋を渡るところだ。

　そのときゲラルトは色鮮やかな服を着た一人の人物に気づいた。動きが速いので嫌でも目を惹く。しかもその人物はレダニア分隊とは反対の方角――高台のアレツザに向かっていた。

「さあ」ディクストラがうながすように咳をした。「そろそろ行く時間だ」

「そんなに急ぐのなら一人で行け」

「ああ、なるほど」ディクストラは顔をしかめた。「愛するイェネファーを助けに戻ろうというのか。そして酔っぱらったノームのように騒ぎを起こす気か。われわれはロクシアに向かっている、ウィッチャー。何かの冗談のつもりか？　わたしが、長く秘めた愛ゆえにおまえをアレツザから連れ出したとでも思うか？　残念ながらそうではない。おまえを連れ出したのは、おまえが必要だからだ」

「なんのために」

「とぼけるな。アレツザにはレダニア国の上流階級の娘十二人が生徒として在籍している。気高き教師マルガリータ・ラウクス゠アンティレと対立したくはないが、マルガリータがシントラの王女シリラ――イェネファーがサネッドに連れてきた娘――をわたしに引き渡すとは思えない。だがおまえになら渡すはずだ。おまえが彼女に頼めば」

「いったいどこから、おれが王女の引き渡しを頼むなどというばかげた考えが出てきた？」

「おまえが王女を守りたがっているというばかげた前提からだ。わたしが引き取り、ヴィジミル王の庇護下に置けば彼女は安全だ。トレトゴールならば。サネッドは危険だ。皮肉はよせ。ああ、たしかに王たちは当初、王女にとって望ましい計画を持っていなかった。だが状況は変わった。シリラが無事でぴんぴんしているなら、きたるべき戦において重騎兵十連隊以上の価値があることが明らかになったのだ。死ねば銅貨一枚の価値もない」

「フィリパ・エイルハートはあんたの計画を知っているのか」

「いや。娘がロクシアにいることをわたしが知っていることすら知らない。わたしがかつて愛したフィリパは有力者らしく振る舞っているが、ヴィジミル王はいまもれっきとしたレダニア王だ。わたしは王の命令を実行する。魔法使いどものたくらみなどどうでもいい。シリラは〈スパダ〉号でノヴィグラドをめざし、そこからトレトゴールに向かう。そこなら安全だ。わたしの話を信じるか？」

　ゲラルトはキマイラの石像に身を乗り出し、怪物の口から流れ落ちる水を飲んだ。

「信じるか？」ディクストラがかたわらで繰り返した。

　ゲラルトは立ちあがって口をぬぐうや、ディクストラのあごに思いきりこぶしを打ちこんだ。巨体の間諜はよろけたが、倒れはしない。そばにいたレダニア兵がすぐにゲラルトに飛びかかったが、その手は空を切り、気がつくと血と歯を一本吐きながら座りこんでいた。残りの男たちがいっせいに飛びかかり、たちまち激しい乱闘が始まった。ゲラルトのねらいどおりだ。

　レダニア人の一人がキマイラの吐水口に頭をぶつけ、流れる水が赤く染まった。もう一人はゲラルトのこぶしの付け根を喉笛に受け、一いち物もつを引きちぎられたかのように身をふたつに折り曲げた。三人目は片目をなぐられ、うめきながら後ろに倒れた。ディクストラが熊のような手でゲラルトをつかむと、ゲラルトは踵で相手の足首を思いきり蹴りつけた。ディクストラは悲鳴をあげ、滑稽なほどぴょんぴょん飛び跳ねた。

　別の男が振りおろした短剣は空を切り、ゲラルトは片手で男の肘、反対の手で手首をつかんで振りまわし、立ちあがりかけた仲間二人をなぎ倒した。それでも男は力が強く、なかなか短剣を放さない。そこでゲラルトはつかんだ手に力をこめ、男の腕をぼきっとへし折った。

　片脚で跳ねていたディクストラが地面からパルチザンを拾い、三叉の刃先でゲラルトを壁に押しつけようとした。ゲラルトは刃先をかわして両手で柄をつかむと、学者なら誰でも知っているてこの原理を利用して大男を持ちあげた。ディクストラはレンガとモルタル壁が迫ってくるのに気づいてパルチザンを放したが、ときすでに遅く、キマイラの頭に股間を嫌というほど打ちつけた。

　ゲラルトはパルチザンで別の男の足をなぎ払うと、柄を地面について踏み割り、剣ほどの長さにした。そのまにあわせの棍棒でまずキマイラの頭にまたがるディクストラをなぐり、次に腕を折られてうめく男を黙らせた。いつのまにかダブレットは脇下の縫い目がはじけていた。これでかなり動きやすくなった。

　立っていた最後のレダニア兵がパルチザンの長い柄にものをいわせて向かってきたが、ゲラルトが眉間に一撃を加えると、男はランの植木鉢にどすんと座りこんだ。そこへもうひとり――恐ろしくしぶといレダニア兵――がゲラルトの太ももに歯を立て、ウィッチャーはかっとなって嚙みつき男を力まかせに蹴りとばした。

　そのとき、色鮮やかな服を着たダンディリオンが息を切らして階段に現れ、惨状を見て幽霊のように青ざめた。

「ゲラルト！」ようやく叫んだ。「シリが消えた！　ここにはいない！」

「だろうな」ゲラルトはなおもしぶとく起きあがろうとするレダニア兵を棍棒でなぐりながら答えた。「何をぐずぐずしてる。昨日、何かあったらすぐにアレツザに向かえと言っただろう！　剣は持ってきたか？」

「二本とも！」

「もう一本はシリのだ、バカ者」ゲラルトはランの植木鉢から起きあがろうとした男をなぐりながら言った。

「剣のことはよくわからん」ダンディリオンは息をはずませた。「頼むからなぐるのはよせ！　レダニアのワシの紋章が見えないのか？　ヴィジミル王の親衛隊だぞ！　これは反逆と反乱だ。地下牢行きになってもいいのか……」

「絞首台だ」ディクストラがつぶやき、剣を抜きながらよろよろと近づいた。「おまえたち二人とも絞首台に……」

　言い終わらぬうちにディクストラは短くなったパルチザンの柄でこめかみをなぐられ、這いつくばった。

「そして車輪の上で骨を砕かれる」ダンディリオンが思い浮かぶ情景を陰気につぶやいた。「赤く焼けたやっとこで引き裂かれたあとで」

　ゲラルトが脇腹を蹴りつけると、ディクストラは死んだヘラジカのようにごろりと横向きに倒れた。

「……そしてぼくたちの身体は八つ裂きに」

「やめろ、ダンディリオン。剣を二本とも渡せ、そしていますぐここを離れろ。島から逃げろ。できるだけ遠くへ！」

「きみは？」

「おれは戻る。シリと……イェネファーを助ける。ディクストラ、そこにおとなしく寝ていろ。短剣にはさわるな！」

「このまま逃がしてたまるか」ディクストラがあえぎ声で言った。「手下に追わせ……必ずつかまえて……」

「無理だ」

「いや、つかまえてみせる。〈スパダ〉号には五十人の手下が……」

「そのなかにやぶ医者はいるか」

「なんだと？」

　ゲラルトはディクストラの背後に近づいて身をかがめ、片足をつかんで引っ張りながら思いきり足首をひねった。ぼきっと折れる音がして、ディクストラは絶叫し、失神した。ダンディリオンは自分の足首が折れたかのように悲鳴をあげた。

「八つ裂きにされたあとに何をされようと知ったことじゃない」ゲラルトがつぶやいた。




　アレツザは静まり返っていた。舞踏室にはなおも何人か残っていたが、さすがに騒ぐ元気はなさそうだ。ゲラルトは気づかれないように舞踏室を避けた。

　イェネファーと一夜を過ごした部屋を見つけるのは楽ではなかった。宮殿の廊下はまさに迷路で、どれもそっくりだ。

　布人形がボタンの目で見返していた。

　ゲラルトは寝台に座り、頭を抱えた。部屋の床に血痕はなかったが、黒いドレスが椅子の背にかかっていた。着替えた証拠だ。陰謀団の制服である男物の服に？

　それとも下着姿のまま引きずり出されたのか――ディメリティウムの手錠をはめられて。




　ゲラルトの足音に、窓のアルコーブに座っていた治療師マルティ・セデルグレンが顔をあげた。涙で頬が濡れている。

「ヘン・ゲディムデスが死んだ」消え入りそうな声だ。「心臓発作で。手のほどこしようがなかった……どうしてもっと早く呼んでくれなかったの？　サブリナになぐられたわ。あたしの顔をなぐったのよ。どうして？　何があったの？」

「イェネファーを見たか」

「いいえ。ほっといて。ひとりにして」

「ガルスタングへの近道を教えてくれ。頼む」




　アレツザの上部は低木に覆われた三つの段丘からなり、その向こうは近づけないほど急な山の斜面が迫っている。ガルスタング宮殿は断崖の上にそびえるように立っていた。宮殿の土台は岩を切り出した黒くてなめらかな石塊でできており、上階の大理石とステンドグラスの窓がきらめき、丸い金属屋根が太陽を浴びて黄金のように輝いている。

　ガルスタングと頂上に通じる石畳の道はヘビのようにぐるりと山をめぐっているが、それとは別に近道があった。段丘どうしを結ぶ階段で、それが宮殿の真下にあるトンネルの黒い入口に消えて見えなくなるまで続いていた。マルティ・セデルグレンから教わった近道だ。

　トンネルを出るとすぐに断崖にかかる橋があり、橋の向こう岸から急な階段が上へと続き、カーブしながら消えている。ゲラルトは足を速めた。

　橋の欄干にはローマ神のファウヌスとニンフの小像が、まるで生きているかのように並んでいた。よく見ると本当に動いている。魔法剣士のメダルが激しく振動しはじめた。

　目をこすってみると、動いているのではなく変化していた。なめらかな塑そ像ぞうから、強風と塩に洗われた穴だらけのいびつな石塊に変わったかと思うと、またもとの像に戻る。

　サネッド島にかかる幻影が弱まり、不安定になっている証拠だ。橋も一部は幻影に違いない。穴だらけの幻影ごしに、滝がとどろきながら裂け目に落ちるのが見えた。

　安全な道を示す黒い石板はない。ゲラルトは一足ごとに慎重に、時間の無駄を毒づきながらおそるおそる橋を渡った。断崖の向こう側にたどり着いたとき、階段を駆けおりてくる足音が聞こえた。

　誰の足音かはすぐにわかった。シダリス国のエサイン王に仕える魔法使い、ドレガレイだ。ゲラルトはフィリパ・エイルハートの言葉を思い出した。たしか、中立国を代表する魔法使いは国王の代理で、立会人としてガルスタングに招待されているという話だった。そのドレガレイが、いきなり招待を取り消されたとでもいうような勢いで階段を転がりおりてくる。

「ドレガレイ！」

「ゲラルトか？」息せき切った声だ。「ここで何をしてる？　ここはまずい。逃げろ！　さっさとアレツザに戻れ！」

「どうした」

「謀反だ！」

「なんだと」

　そこでドレガレイはびくっと身をひきつらせ、奇妙な咳をしたかと思うと、前のめりによろけてゲラルトに倒れかかった。受け止める寸前、ゲラルトはドレガレイの背中から灰色の矢羽根が突き出ているのに気づいた。二人は抱き合うような恰好でよろけ、そのおかげでゲラルトは命拾いした。同じ形状の二本目の矢は彼の喉を切りそこね、不気味にほほえむファウヌスの石像の鼻と頬の一部を吹き飛ばした。ゲラルトはドレガレイを放して欄干の背後に隠れたが、ドレガレイはゲラルトの上に倒れこんだ。

　射手は二人で、リスのしっぽのついた帽子をかぶっていた。一人は階段の最上段で弓を引きしぼり、もう一人は剣を抜きながら階段を数段飛ばしで駆けおりてくる。ゲラルトはドレガレイを押しのけ、剣を抜いて立ちあがった。矢がしゅっとうなり、ゲラルトは目にもとまらぬ剣さばきで矢じりをかわした。剣を構えて近づいていたエルフは矢がかわされたのを見て一瞬たじろいだが、すぐに剣を振りあげた。ゲラルトは短く斜めに剣をかわし、その一瞬、エルフの剣がウィッチャーの剣の上をすべった。相手がバランスを失ったとみるやゲラルトはくるりと回転し、エルフの耳の下――首の横――を切り裂いた。一度だけ。それで充分だった。

　最上段のエルフがふたたび弓をしぼったが、矢を放つ時間はなかった。閃光が走り、エルフは悲鳴をあげて両手を広げ、前のめりに階段を転げ落ちた。胴着の背中が燃えていた。

　別の魔法使いが階段を駆けおりてきて、ゲラルトを見たとたん立ちどまって片手をあげた。ゲラルトは説明するより早く地面に伏せた。と同時に燃える稲妻がしゅっと頭上を走り、ファウヌスの像をこっぱみじんに吹き飛ばした。

「やめろ！　おれだ、ウィッチャーだ！」

「くそっ」魔法使いが息を切らして駆け寄った。宴では見なかった顔だ。「てっきりエルフの賊かと……ドレガレイは？　まだ生きているか」

「おそらく……」

「早く、橋の向こうへ！」

　二人はドレガレイを引きずって橋を渡った。急ぐあまり、揺れて消えかかる幻影に注意を払う余裕もなかったが、運が味方した。誰も追ってはこない。それでも魔法使いは片手をあげて呪文を唱え、稲妻を放って橋を破壊した。石が粉々に砕けて断崖の壁を落ちていった。

「これで敵の接近を防げる」

　ゲラルトはドレガレイの口からあふれ出す血をぬぐった。

「肺をやられてる。助けられるか」

「あたしなら」マルティ・セデルグレンがアレツザから通じるトンネルから現れ、階段をのぼってきた。「何が起こっているの、カルドゥイン？　誰にやられたの？」

「スコイア゠テルだ」カルドゥインは袖で額をぬぐった。「ガルスタングで激しい争いが起こっている。すさまじい暴動だ。たがいに痛めつけ合っている！　フィリパが夜中にヴィルゲフォルツを拘束し、ヴィルゲフォルツとフランチェスカ・フィンダベアが島に〈リス団〉を放った！　そしてティサイア・ド・ブリエスが……すべてをめちゃめちゃにした！」

「もっとわかるように説明して、カルドゥイン！」

「のんびり話してるひまはない！　これからロクシアに逃げ、わたしはそこからコヴィリに瞬間移動テレポートする。ガルスタングでは誰もかれもが殺し合っている！　何もかもめちゃくちゃだ！　戦争だ！　すべては王たちがニルフガードと戦争を始めるためにフィリパがしくんだ陰謀だ！　この機に乗じてライリアのメーヴ女王とエイダーンのデマウェンド王はニルフガードを挑発した！　わかるか？」

「いや、わからないし、わかりたくもない」とゲラルト。「イェネファーはどこだ」

「二人ともやめて！」ドレガレイを介抱するマルティが叫んだ。「手を貸して！　彼を押さえて！　矢が抜けないの！」

　二人はマルティに手を貸した。ドレガレイがうめき、ぶるっと震えたとき階段が揺れた。最初はマルティの治療の魔法のせいかと思ったが、揺れの原因はガルスタングだ。窓のステンドグラスがはじけ飛び、宮殿内で揺らめく炎が見え、煙がもうもうと噴き出している。

「まだやっている」カルドゥインが歯ぎしりした。「ものすごい熱気だ、魔法が次から次に」

「魔法？　ガルスタングで？　あそこには反魔法の霊気がかかってるはずよ！」

「ティサイアのしわざだ。いきなり自分がどちら側につくかを決断して遮断を取り消し、反魔法の霊気を消し、ディメリティウムを中和した。そのとたん魔法合戦が始まった！　ヴィルゲフォルツとテラノヴァ側、フィリパとサブリナ側に分かれ……。柱はひび割れ、丸天井は崩れ落ち……。そしてフランチェスカが地下入口を開け、あのエルフの悪魔どもがいきなり飛び出して……。われわれは中立だと言ったが、ヴィルゲフォルツは笑い飛ばした。防御壁を作るまもなくドリセルムが片目を射られ、レジーンはハリネズミのように矢だらけになり……そのあと何が起こったかは見たくなかった。まだか、マルティ。さっさとここから逃げなければ！」

「ドレガレイは歩けない」マルティは白いドレスで血まみれの手をぬぐった。「瞬間移動させて、カルドゥイン」

「ここから？　正気か。トル・ララが目の前だぞ。ララ・ポータルは瞬間移動をゆがめる物質を放射している。ここから瞬間移動はできない！」

「歩けないのよ！　彼を見捨てるわけには――」

「じゃあきみが残れ！」カルドゥインは立ちあがった。「勝手にしろ！　わたしは命が惜しい！　コヴィリに戻る！　コヴィリは中立国だ！」

「すばらしい」ゲラルトはカルドゥインがトンネルに消えるのを見ながら唾を吐いた。「なにが友情と連帯だ！　だが、おれもここには残れない、マルティ。ガルスタングに戻らなければ。あんたの中立なる同志が橋を破壊した。ほかに行き道はあるか？」

　マルティ・セデルグレンは鼻をすすり、それから顔をあげてうなずいた。




　キーラ・メッツが頭上に落ちてきたのは、ゲラルトがガルスタングの塀の基部にいるときだった。

　治療師マルティから教えられた道は、曲がりくねった階段でつながる空中庭園を通っていた。階段はうっそうと茂るツタとツルと草木に覆われ、のぼるのは難儀だが目隠しにはなる。ゲラルトが誰にも気づかれずに宮殿のふもとにたどり着き、入口を探していたときにキーラが落ちてきて、二人はスモモの茂みのなかを転がった。

「歯が一本折れたわ」女魔法使いはむっつりと、空気の抜けるような発音で言った。しっくいと煤すすまみれのひどい状態で、片頬に大きなあざができている。

「それと片脚が折れたみたい」キーラはぺっと血を吐いた。「あなたなの、ウィッチャー？　あなたの上に落ちたの？　どうして？」

「おれも同じことを思っていた」

「テラノヴァに窓から放り投げられたわ」

「立てるか」

「無理よ」

「なかに入りたい。誰にも気づかれずに。入口はどこだ？」

「ウィッチャーというのは、みんなそんなにバカなの？」キーラはまたも血を吐き、うめき、上体を起こそうと肘をついた。「ガルスタングは戦いのさなかよ！　天井からしっくいが落ちるほどのひどいありさまよ！　そんなに厄介ごとを探したいの？」

「いや。イェネファーを探している」

「ああ！」キーラは起きあがるのをあきらめ、あおむけに横たわった。「わたしもそれくらい誰かに愛されたいわ。運んで」

「またの機会でいいか。ちょっと急いでいる」

「運んでって言ってるの！　ガルスタングへ入る道を教えるわ。なんとしてもテラノヴァのくそ野郎をつかまえてやる。何をぐずぐずしてるの？　あなたひとりじゃ行き道はわからない。たとえ見つけられても、あのくそエルフどもにやられるのがおちよ……。歩けなくても、まだいくつか魔法は使えるわ。邪魔する者は後悔させてやる」

　ゲラルトが抱えあげたとたん、キーラは痛みに悲鳴をあげた。

「すまない」

「気にしないで」キーラは両腕をゲラルトの首に巻きつけた。「この脚が……。あなた、まだ彼女の香水のにおいがするって知ってた？　いいえ、そっちじゃない。いちど戻って、坂をのぼって。トル・ララ側の二番目の入口。そこならエルフはいない……あいたっ！　もっとそっと運んで！」

「すまん。スコイア゠テルはどうやってここに？」

「地下室にひそんでた。サネッド島はクルミの殻みたいに空洞で、地下は巨大な洞穴になってるの。方法さえ知っていれば船でも近づけるわ。誰かが手引きしたに違いな――いたーっ！　気をつけて！　そんなに揺らさないで！」

「すまん。つまり〈リス団〉は海から上陸したのか。いつ？」

「さあ。昨日かもしれないし一週間前かもしれない。わたしたちはヴィルゲフォルツを襲い、ヴィルゲフォルツはわたしたちを襲おうと計画していた。ヴィルゲフォルツ、フランチェスカ、テラノヴァ、フェルカート……まんまとしてやられたわ。魔法院のなかでじわじわ権力をにぎり、王たちに圧力をかける計画だろうとフィリパは思ってた……でも彼らは集会のあいだにわたしたちを叩きつぶすつもりだったのよ……ゲラルト、痛くて我慢できない……脚が……ちょっとおろして。いたーっ！」

「キーラ、開放骨折のようだ。血がズボンに染みている」

「黙って聞いて。あなたのイェネファーのことよ。わたしたちはガルスタング宮殿に入り、討論室に入った。反魔法がかかっていたけれど、ディメリティウムには影響しないから安心していた。激しい議論になったわ。ティサイアと中立派がわたしたちにどなり、わたしたちは彼らにどなり返した。そんななか、ヴィルゲフォルツは無言で笑みを浮かべて……」




「もういちど言うわ。ヴィルゲフォルツは反逆者よ！　ニルフガードのエムヒルと共謀し、周囲を策略に誘いこんだ！　〈掟〉を破り、わたしたちと王たちを裏切り……」

「落ち着いて、フィリパ。ヴィジミル王の寛大さと恩寵があなたにとって〈協会〉の連帯よりも重要なのはわかっています。同じことは、サブリナ、あなたにも言えるわ。ケイドウェンでフィリパと同じ立場にいるのだから。キーラ・メッツとトリス・メリゴールドはテメリアのフォルテスト王の利益を代弁し、ラドクリフはエイダーンのデマウェンド王の手先で――」

「それがこれとなんの関係があるの、ティサイア？」

「王の利益がわれわれの利益と一致するとはかぎらない。これがどういうことかはよくわかっているわ。王たちはエルフとその他の非人間族の絶滅に着手した。あなたは、フィリパ、これを合法だと思うかもしれない。あなたは、ラドクリフ、スコイア゠テル掃討作戦を進めるデマウェンド王に協力することを正義だと思っているかもしれない。でもわたしは反対よ。エニッド・フィンダベアが反対するのも当然です。でも、それを反逆とは呼べない。最後まで言わせて！　王たちのもくろみはよくわかっています。戦を始めたがっていることも。その戦を阻止する方策をヴィジミル王は謀反とみなすかもしれない。でもわたしはそうは思わない。ヴィルゲフォルツとフランチェスカを審判したいのなら、わたしにも同じことをするがいいわ！」

「どの戦の話だ？　わがコヴィリのエステラド王はニルフガード帝国への侵略行為に手を貸しはしない！　コヴィリはいまも、これからも中立国だ！」

「あなたは評議会の一員よ、カルドゥイン！　コヴィリ大使じゃないわ！」

「きみに言われたくはない、サブリナ」

「やめて！」フィリパがテーブルにこぶしを打ちつけた。「教えてあげるわ、カルドゥイン。誰が戦にそなえているのかと聞いたわね。ニルフガードよ。わたしたちを攻撃し、破壊しようとしている。でもエムヒル・ヴァル・エムレイスはソドンの丘を忘れてはいない。だから、まずゲームから魔法使いを排除することでわが身を守ろうと決めた。その考えのもとにロゲヴィーンのヴィルゲフォルツに接触した。エムヒルはヴィルゲフォルツに権力と名誉を約束した。そうよ、ティサイア。ソドンの英雄ヴィルゲフォルツは、征服された北の領土の支配者と統治者になるためにわたしたちを裏切った。そしてテラノヴァとフェルカートの力を借りて、征服された王国のあとに生まれる州都を治める気でいる。ニルフガードの苦しみを土地の住人に課し、帝国の奴隷として働かせようとしているのはヴィルゲフォルツよ。そしてエニッド・アン・グレアナことフランチェスカ・フィンダベアは自由エルフの国の女王になる。もちろんニルフガードの保護領だけど、エルフはエムヒル皇帝から人間を殺す自由裁量をもらえさえすれば文句はない。エルフは人ド＝間イネを殺すほかに望みはないのだから」

「実に重い告発ね。そこまで言うのなら証拠もまた重みがなければならない。でも言いぶんを通す前に、フィリパ・エイルハート、わたしの立場も考えて。証拠はねつ造の可能性もある。行動と動機に誤解があるかもしれない。でも現存する事実は変えられないわ。あなたは〈協会〉の統一と連帯を壊したのよ、フィリパ・エイルハート。あなたは魔法院の会員に罪人のように手錠をかけた。あなたはニルフガードではなく王たちに身売りした反逆者集団で新しい魔法院を作ろうとしている。でも、間違ってもその席をわたしに差し出そうなんてことは考えないで。わたしたちは死と血によって分断された。ヘン・ゲディムデスの死によって。リディア・ヴァン・ブレデヴォルトの血によって。あなたは屈辱の血を流した。あなたはわたしの誰より優秀な生徒だった。つねにあなたが自慢だった。でもいまのあなたには軽蔑しか感じない」




　キーラ・メッツは羊皮紙のように蒼白だった。

「ようやくガルスタングも静かになったようね」ささやくような声だ。「終わりに近づいている……。宮殿じゅうを追いかけ合ってるわ。五階建てで、七十六の部屋と広間。追いかけっこをするには広すぎる……」

「イェネファーのことを教えてくれるところだった。急げ。あんたはいまにも気を失いそうだ」

「イェネファー？　ああ、そうね……すべては計画どおりだった――とつぜんイェネファーが現れるまでは。そしてあの巫み女こを広間に連れてくるまでは……」

「誰だ？」

「十四歳くらいの少女。灰色の髪で、大きな緑色の目……わたしたちがよく見るまもなくその子は予言を語りはじめた。ドル・アングラのできごとを語ったわ。それが真実だと誰ひとり疑わなかった。少女はトランス状態だった。トランス状態のときは誰も嘘をつかない」




「昨晩」巫女は言った。「ライリア国の軍服を着た軍勢とエイダーン国の旗を掲げる軍勢がニルフガード帝国に侵攻した。ドル・アングラの国境前哨地であるグレヴィツィンゲンが攻撃された。デマウェンド王の先触れが周囲の村々に〝今日からエイダーンが全領土を支配する〟と告げた。領土の住民はニルフガードに対して蜂起し……」

「まさか！　卑劣な挑発にすぎないわ！」

「あなたは軽々しく言うけれど、フィリパ・エイルハート」ティサイア・ド・ブリエスが淡々と言った。「自分をごまかさないで。どんなに叫んでもトランス状態は壊れない。続けて、お嬢さん」

「皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスは打たれたら打ち返す命令をくだした。今日の未明、ニルフガード軍はライリアとエイダーンに侵攻した」

「ついに王たちは〝思慮深く、文明的で、平和を愛する統治者〟の本性をさらけ出したわけね」ティサイアが笑った。「そしてわれわれ魔法使いの何人かが本当はどんな目的のために仕えているかもはっきりしたわ。この帝国戦争を阻止できたかもしれない魔法使いは周到にもディメリティウムの手錠をかけられ、濡れ衣を着せられ――」

「嘘よ！」

「二人ともいい加減にして！」サブリナ・グレヴィシグがどなった。「フィリパ！　これはいったいどういうこと？　ドル・アングラでの口論の目的はなんだった？　早まるべきではないと決めたんじゃなかったの？　どうしてあのくそったれデマウェンドは我慢できなかったの？　どうしてあのふしだらメーヴは……」

「やめて、サブリナ！」

「いいえ。しゃべらせなさい」ティサイアが顔をあげた。「国境に群がるヘンセルト王のケイドウェン軍のことをしゃべらせるがいいわ。いまごろはヤルーガ川岸の下草に隠していたボート群を始動させているフォルテスト王のテメリア軍のことを。ヴィジミル王の命を受け、ポンターで開戦にそなえるレダニアの遠征部隊のことを。フィリパ、わたしたちが目も見えず、耳も聞こえないとでも思った？」

「大がかりな挑発にすぎないわ！　ヴィジミル王は――」

「ヴィジミル王は」灰色の髪の巫女が淡々と口をはさんだ。「昨夜、殺された。暗殺者によって。いまやレダニア国に王はいない」

「レダニアには長いあいだ王はいなかった」ティサイア・ド・ブリエスが立ちあがった。「レダニアを支配していたのは伝説の魔法使い〈白のラファルド〉の尊き後継者――崇高なるフィリパ・エイルハートよ。絶対権力を手に入れるため、何万人もの命を犠牲にしようとした人物」

「あの子の言うことは聞かないで！」フィリパが叫んだ。「あの巫女が言うことに耳を貸してはいけない！　あの子は何も考えていない、ただの道具よ……。あなたは誰に仕えているの、イェネファー？　誰に命じられてこの怪物をここへ連れてきたの？」

「わたしよ」ティサイア・ド・ブリエスが答えた。




「それから？　その少女はどうなった？　イェネファーは？」

「わからない」キーラは目を閉じた。「いきなりティサイアが遮断の魔法を取りはらったわ。たったひとつの呪文で。あんなものを見たのは生まれて初めてだった。ティサイアはいきなりわたしたちの動きを封じ、ヴィルゲフォルツとほか数人を逃がした……。そしてフランチェスカが地下室の扉を開け、たちまちガルスタングはスコイア゠テルであふれかえった。彼らを手引きしたのはニルフガードの羽根つき兜をかぶった妙な男だった。顔に傷のある男。男は魔法のかけかたを知っていた。自分に防御の魔法をかけ……」

「リエンスだ」

「たぶん。よくはわからない。熱かった……天井は穴が開き、いたるところで魔法と矢が飛び交い、殺戮が行なわれた……あちら側ではフェルカートが死に、こちら側ではドリセルムとラドクリフが死んだ。マルクアルド、レジーン、ビアンカ・ド゠エステが死に……トリス・メリゴールドが傷つき、サブリナがケガをし……彼らの死体を見てティサイアは自分の過ちに気づき、わたしたちを守り、ヴィルゲフォルツとテラノヴァをなだめようとしたけれど……ヴィルゲフォルツは相手にせず、笑い飛ばした。ティサイアはわれを失って逃げた。ああ、ティサイア……なんと多くの死者を……」

「少女とイェネファーはどうなった？」

「わからない」キーラは咳きこみ、血を吐いた。浅い息で、いかにもつらそうだ。「爆発が起こり、わたしは気を失った。顔に傷のある男とエルフ集団に押さえつけられ、テラノヴァにあざだらけになるまでなぐられ、そして窓から放り出された」

「折れてるのは脚だけじゃない、キーラ。肋骨も何本か折れているようだ」

「置いてきぼりにしないで」

「行かなければ。必ず戻ってくる」

「ええ、わかった」




　最初は揺らめく混沌と脈打つ影、入り混じる闇と光、意味不明の合唱が地の底から沸き立つだけだった。その声がいきなり強くなり、四方八方で悲鳴と怒号がとどろいた。闇に混じる光が炎になってタピストリーを燃やし、壁や手すりや天井をささえる柱から火花が筋となって噴き出しているように見えた。

　シリは煙にむせ、夢ではないと気づいた。

　立ちあがろうと肘をついて上体を起こしたとたん、片手が何か濡れたものに触れた。見下ろすと、血だまりのなかに膝をつく自分がいた。すぐそばに動かない死体が横たわっている。エルフの死体だ。シリにはすぐわかった。

「立って」

　イェネファーが脇に立っていた。手に短刀を持って。

「マダム・イェネファー……ここはどこ？　あたし、何も思い出せない……」

　イェネファーはシリの片手をつかんだ。

「あなたのそばにいるわ、シリ」

「ここはどこ？　どうして何もかも燃えてるの？　あれは……あそこに横たわっているのは誰？」

「ずっと前に、混沌があなたをつかまえようとしていると話したこと、憶えてる？　憶えていないでしょうね。そのエルフはあなたをつかまえようとした。彼の雇い主はわたしたちのどちらかが魔法を使うのをじっと待っている。だから短刀で殺すしかなかった。いずれは使うしかないけれど、いまはまだ……完全に目が覚めた？」

「魔法使いがたくさん……」シリはつぶやいた。「大広間にいた……あたしはあの人たちに何を言った？　なぜ言ったの？　言いたくなんかなかった……でも言わずにはいられなかった！　どうして？　どうしてなの、マダム・イェネファー？」

「静かに、わたしの小さい醜い子。わたしは間違いを犯した。完璧な人間はいない」

　怒号と、ぞっとするような悲鳴が足もとからとどろいた。

「さあ、急いで。時間がないわ」

　二人は廊下を走った。煙はますます濃くなり、息が詰まり、前が見えない。爆発で壁が揺れた。

「シリ」イェネファーは廊下が交差する場所で足を止め、シリの手をぎゅっと握った。「わたしの言うことを聞いて。よく聞くのよ。わたしはここに残らなければならない。あそこの階段が見える？　あれをくだって……」

「嫌！　あたしをひとりにしないで！」

「そうするしかないの。もういちど言うわ。あの階段をくだって。いちばん下まで。扉があって奥に長い廊下が続いている。廊下の突きあたりには馬小屋があって、鞍をつけた馬が一頭いる。一頭だけ。それを連れ出して、またがって。使者をロクシアへ運ぶよう訓練された馬よ。道は馬が知っているから、拍車をかけさえすればいい。ロクシアに着いたらマルガリータを見つけて。あなたを守ってくれる。つねに彼女の目の届く場所にいて――」

「マダム・イェネファー！　嫌よ！　ひとりにはなりたくない！」

「シリ」イェネファーはおだやかに言った。「前に言ったわね――わたしがすることはすべてあなたのためだって。わたしを信じて。信じてちょうだい、お願いだから。さあ、急いで」

　階段をおりはじめたシリの耳にイェネファーの最後の言葉が聞こえた。イェネファーは柱の脇に立ち、額を柱にもたせながらぼそりとつぶやいた。

「愛しているわ、わたしの娘。さあ、走って」




　階段を半分ほどおりたところで敵に遭遇した。階段のいちばん下にリスのしっぽのついた帽子のエルフが二人、最上段に黒ずくめの男が一人。シリはとっさに手すりを飛び越え、脇の廊下に飛びおりた。男たちが追ったが、シリの足は速かった。廊下の突きあたりが窓でなかったら楽々と逃げられただろう。

　窓から外を見ると、幅五十センチ弱の岩棚が壁にそって延びていた。シリは窓枠をよじのぼり、外に出て窓から離れ、壁に背を押しつけた。遠くに光る海が見える。

　エルフの一人が窓から身を乗り出した。濃い金髪に緑色の目。首に絹のハンカチを巻いている。シリは岩棚を小走りで進み、隣の窓に向かったが、黒服の男がそれを見ていた。黒い目が鋭い男で、片頬に赤い火傷の跡がある。

「つかまえたぞ、小娘！」

　シリは足もとを見た。はるか下に中庭が見え、その上空――いまいる岩棚から三メートルほど下――にふたつの回廊をつなぐ細い橋がかかっている。橋というより、橋の残骸だ。砕けた手すりだけが残る、狭い石橋。

「何をぐずぐずしてる？」火傷の男が叫んだ。「さっさと降りてつかまえろ！」

　金髪のエルフは背中を壁に押しつけながらおそるおそる岩棚に踏み出し、シリのほうにじりじり近づいた。

　シリはごくりと唾をのんだ。石橋――の残骸――はケィア・モルヘンのシーソーの幅と同じくらいだ。これまで何十回と着地の訓練をしてきた。落下の衝撃をやわらげ、バランスを保つ方法はわかる。ただ、ウィッチャー訓練用のシーソーは地面から一メートルほどの高さしかなかった。でも石橋まではかなりの距離がある。中庭の石畳が手のひらより小さく見えるほどだ。

　シリは思いきって飛びおり、ぐらつきながらも壊れた手すりにつかまって体勢を保ち、揺るぎない足取りで回廊にたどり着いた。そしてどうしても我慢できずに振り返り、追っ手に向かって中指を突き立ててみせた。ドワーフ族のヤーペン・ジグリンから教わったしぐさだ。火傷の男が大声で毒づき、岩棚に立つ金髪のエルフにどなった。

「飛びおりろ！　娘を追え！」

「正気か、リエンス」エルフは冷ややかに答えた。「そんなに追いたきゃ自分で飛びおりろ」




　いつものようにシリの幸運は長くは続かなかった。回廊を駆けおりた拍子に塀の後ろですべってスモモの茂みに突っこみ、小太りの小男にものすごい力でつかまれた。男は鼻が腫れ、唇が切れていた。

「つかまえた」男がすごんだ。「つかまえたぞ、お嬢ちゃん！」

　シリはもがき、悲鳴をあげた。押さえつけられた肩に激痛が走った。男はくっくっと笑った。

「そう暴れるな、小鳥ちゃん、羽を焼かれたいか。よく顔を見せろ。ニルフガードの皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスが、ヴィルゲフォルツがそんなにもほしがるひよっこがどんなものか見せてみろ」

　シリは抵抗をやめ、小男は裂けた唇をなめた。

「おもしろい」男はまたもやすごみ、シリに顔を近づけた。「たいそう貴重な娘らしいが、とてもそうは見えんな。人は見かけによらぬものだ。どうだ！　お宝を手に入れたぞ！　ヴィルゲフォルツでもなく、リエンスでもなく、羽根つき兜の騎士でもなく、この老テラノヴァがおまえをエムヒルに差し出したらどう思うだろうな？　エムヒルは老テラノヴァをやさしい目で見るだろうか？　どう思う、小さな千里眼よ？　なにしろおまえには未来が見えるんだからな！」

　男の耐えがたい口臭にシリはしかめ面で顔をそむけ、男はその動作を誤解した。

「くちばしを向けるな、このひよっこめ！　小鳥なんぞ怖くない。それとも怖がるべきか？　どうだ、このにせ予言者？　いんちき巫女？　おれは小鳥を恐れるべきか？」

「恐れるべきよ」シリはとつぜん強い寒けに襲われ、めまいを感じながらつぶやいた。

　頭をのけぞらせて笑うテラノヴァの声が、ふいに痛みの悲鳴に変わった。大型で灰色のフクロウが音もなく舞い降り、鉤かぎ爪づめを両目に沈めていた。テラノヴァはシリを放して死にものぐるいでフクロウを引きはがし、膝をついて顔をつかんだ。指のすきまから血があふれている。シリは悲鳴をあげてあとずさった。テラノヴァは血まみれのべたつく指を顔からはずし、荒々しいしゃがれ声で呪文を唱えはじめたが、遅かった。背後にぼんやりした影が近づき、ウィッチャーの剣がひゅっとうなってテラノヴァの首を根もとから斬り落とした。




「ゲラルト！」

「シリ」

「抱き合ってる場合じゃないわ」塀の上にいたフクロウが黒髪の女に姿を変えながら言った。「逃げて！　もうすぐ〈リス団〉がやってくる！」

　シリはゲラルトの腕から身を振りほどき、驚いて見あげた。塀の上に座るフクロウ女は薄汚れてぼろぼろで、灰と血にまみれ、幽霊のように見えた。

「小さな怪物さん」フクロウ女がシリを見下ろした。「あなたのありがたくない予言のせいで……でも、わたしはあなたのウィッチャーと約束した。そしてわたしは必ず約束を守る。あなたにリエンスを引き渡すことはできなかった、ゲラルト。代わりにこの子をあげるわ。生きたままで。二人とも、逃げて！」




　カヒル・マウル・ディフリン・エプ・シーラッハは怒っていた。つかまえるように命じられた少女を見たのはほんの一瞬だった。そして、狂気にかられた魔法使いどもがガルスタングを火の海にしたせいで何をするまもなかった。カヒルは煙と炎のなかでどこにいるかわからなくなり、やみくもに廊下をよろつき、階段をのぼってはおり、回廊を駆けずりまわり、ヴィルゲフォルツとリエンスと自分と全世界に毒づいた。

　たまたま居合わせたエルフから、娘が宮殿の外に出てアレツザに通じる道を逃げるところを見たと聞いた。ようやく幸運の女神はカヒルにほほえんだ。そのスコイア゠テルは馬小屋で鞍をつけた馬を一頭、見つけていた。




「走れ、シリ、走れ。追っ手が迫っている。おれが阻止する。おまえは走れ。全速力で！〈修練道〉のときのように！」

「あなたもあたしを見捨てるの？」

「おれはすぐ後ろにいる。だが振り返るな！」

「剣をちょうだい、ゲラルト」

　言ったあとでゲラルトに見つめられ、シリは思わずあとずさった。こんな表情のゲラルトを見たのは初めてだ。

「剣を持ったら人を殺すことになるかもしれない。おまえにできるか」

「わからない。でも、あたしの剣を」

「走れ。決して振り返るな」




　蹄ひづめの音にシリは振り向き、恐怖に凍りついた。

　猛禽の羽根で飾った兜の黒騎士が迫っていた。羽根を揺らし、黒マントをなびかせ、蹄てい鉄てつが小石に当たって火花を散らした。

　シリは動けなかった。

　黒馬が道路脇の茂みからいきなり飛び出し、騎士が大声で叫んだ。シントラはあの声のなかにあった。あの叫びのなかに殺戮と血と大火の夜があった。シリは押しつぶされそうな恐怖をこらえて走り、生垣を飛び越え、噴水のある小さな中庭に駆けこんだ。継ぎ目のない高い塀がぐるりと取りかこみ、逃げ道はない。背後に馬のいななきが聞こえる。シリは振り向き、後ろ向きによろけ、背中に固くびくともしない塀を感じて身震いした。袋のネズミだ。

　猛禽が翼を羽ばたかせて飛び立った。黒騎士が馬を駆り立て、中庭と外をへだてる生垣を飛び越えていた。蹄が石畳に当たり、馬は横すべりしてぺたりと座りこんだ。馬上の騎士はバランスを崩して横ざまに倒れ、馬が立ちあがると同時に騎士はすべり落ち、鎧よろいが石畳にぶつかって音を立てた。騎士はすぐさま立ちあがり、シリを中庭の隅に追い詰めた。

「さわらないで！」シリは剣を抜いた。「あたしにさわらないで！」

　騎士は巨大な黒い塔のようにゆっくり近づいた。兜の羽根がかすかな音を立てて前後に揺れている。

「もう逃げられない、シントラの仔獅子よ」騎士の冷酷な目が兜のすきまで光った。「こんどこそ。こんどこそどこにも逃げ場はない、向こう見ずな娘よ」

「さわらないで」シリは背中を石塀に押しつけ、恐怖をこらえて繰り返した。

「そうはいかない。これは命令だ」

　騎士が手を伸ばした瞬間、シリの恐怖は憤怒に変わり、さっきまで恐怖で凍り、張り詰めていた筋肉がバネのように動きはじめた。ケィア・モルヘンで学んだあらゆる動きが勝手に、なめらかに、流れるように出てくる。シリが跳びあがり、騎士が突進した。だが、まさか少女が軽々と回転し、剣の届かない位置に動くとは予想だにしていなかった。シリの剣がひゅんとうなり、板ばん金きん鎧よろいのすきまを正確に突いた。騎士はよろめいて片膝をつき、肩当ての下から深紅の血潮が噴き出した。シリはつんざくような声をあげてふたたび騎士の真横で回転し、こんどは兜の鐘状になった部分に剣を振りおろした。騎士は反対側の膝も地面についた。怒りと狂気にかられたシリには恐ろしい羽根しか見えなかった。黒い羽根があたり一面に散らばり、一本は地面に、別の一本は血のついた肩当てに落ちた。騎士は立ちあがろうとむなしくもがき、籠こ手てをはめた手でシリの剣をつかもうとして痛みにうめいた。シリの剣が鎖かたびらを断ち切り、手を斬りつけていた。次の一撃で兜がはずれ、シリはとどめの一撃に勢いをつけるべく飛びすさった。

　だが、そこで動きを止めた。

　そこには黒い兜も、猛禽の羽根も、悪夢のなかでシリを苦しめた羽音もなかった。シントラの黒騎士はどこにもいない。色白で、黒髪の、息をのむほど青い目の若者が恐怖に口をゆがめ、血だまりにひざまずいているだけだ。シントラの黒騎士はシリの剣に倒れ、もはや存在しなかった。不気味な羽の名残の、叩き切られた羽根があるだけだ。大量に出血し、おびえ、ちぢこまるのはどこにでもいそうな若者だった。誰かは知らない。見たこともない。なんの関係もない人物だ。怖くもないし、憎くもない。殺したくもない。

　シリは地面に剣を投げ捨てた。

　そして振り返った。ガルスタング宮殿からスコイア゠テルの声が近づいていた。ここにいたらつかまる。逃げても途中で追いつかれる。追いつかれる前に逃げなければ。シリは石畳で蹄を鳴らす黒馬に飛び乗り、大声で馬を駆り立てた。




「おれにかまうな……」カヒル・マウル・ディフリン・エプ・シーラッハは上体を起こそうとするエルフたちをいいほうの手で押しやった。「心配ない。ただのかすり傷だ……娘を追え。あの子をつかまえろ……」

　そのときエルフの一人がぎゃっと叫び、カヒルの顔に血が飛び散った。二人目のスコイア゠テルがよろけ、切り裂かれた腹をつかんでがくりと膝をついた。残るエルフたちが飛びすさり、剣をひらめかせて中庭じゅうに散らばった。

　彼らを襲ったのは、なみの人間なら脚が折れそうな高い塀から飛びおりてきた白髪の悪魔だった。あの高さからなめらかに着地し、驚くべき速度で回転し、一瞬のうちに剣を振るうなど不可能なはずだが、白髪の悪魔はやってのけた。殺戮が始まっていた。

　スコイア゠テルは必死に応戦した。数では優位だが、勝ち目はなかった。恐怖におののくカヒルの目の前で殺戮は繰り広げられた。ついさっき彼を傷つけた灰色の髪の少女はすばやく、信じられないほどしなやかで、仔猫を守る母猫のようだったが、スコイア゠テルのなかに降り立った白髪の悪魔はゼリカニアのトラだった。なぜかカヒルを殺さなかったシントラの娘は正気に見えなかったが、白髪の悪魔は正気だった。冷静で残酷だった。そして冷静に残酷に殺した。

　スコイア゠テルに勝ち目はなかった。それでも彼らは中庭に死体が積みあがっても屈しなかった。最後の二人になっても逃げず、白髪の悪魔に向かっていった。悪魔はカヒルの目の前で片方のエルフの腕を肘の先で断ち切った。もう一人に繰り出したのは見るからに軽く、なにげない一撃だったが、突かれたエルフは後ろに吹き飛び、噴水の縁からひっくり返って水のなかに落ち、水盤の縁からあふれる水が赤く染まった。

　白髪の悪魔は、腕を斬られて噴水の脇に膝をつき、切断部からほとばしる血を呆然と見ているエルフの髪をつかみ、一瞬で喉を切り裂いた。

　カヒルが目を開けると、悪魔が見下ろしていた。

「殺さないでくれ……」カヒルは血ですべる地面から立ちあがる気力もなく、つぶやいた。少女に斬られた手はしびれ、痛みも感じない。

「おまえが誰かは知っている、ニルフガード人」白髪の悪魔は羽の切れた兜を蹴りつけた。「おまえはずっと、しつこくあの子を追っていた。だが、これでもうあの子を苦しめることはないな」

「殺さないでくれ……」

「理由を言え。ひとつだけ。さあ早く」

「おれが……」カヒルはささやいた。「おれがあの子をシントラから連れ出した。炎の海から……救い出した。あの子の命を救ったのはおれだ……」

　気がつくと悪魔は消えていた。カヒルは一人、エルフの死体のほかには誰もいない中庭にいた。噴水が水盤の縁からほとばしり、地面の血を洗い流していた。

　カヒルは気を失った。




　塔の足もとには大きな玄関広間とも柱廊ともつかぬ建物が立っていた。幻影とおぼしき屋根は穴だらけで、豊かな胸を剥き出しにした女人像と柱でささえられている。シリは同じ形の女人像がささえる入口のアーチを通って消えた。通路の奥に、上に続く階段が見える。塔に向かう階段だ。

　ゲラルトは小さく毒づいた。なぜシリはあそこに逃げた？　シリを追って塀の上を走っていたとき、シリの馬が落ちるのが見えた。シリは難なく着地したが、山頂を取り巻く曲がり道を走りはせず、ぽつんとそびえる塔に向かっていきなり駆け出した。しばらくしてゲラルトは道にエルフたちがいるのに気づいた。エルフは山を駆けのぼってくる敵を射るのに忙しく、シリにもゲラルトにも気づかない。アレツザから援軍が到着しつつあった。

　シリを追って階段をのぼろうとしたとき、頭上から音が聞こえ、ゲラルトははっと振り向いた。鳥ではない。

　ヴィルゲフォルツが幅広の袖をはためかせ、屋根に開いた穴を通ってすべるように近づき、ゆっくりと地面に降り立った。

　ゲラルトは塔の入口の前に立って剣を抜き、ため息をついた。劇的な最終合戦はヴィルゲフォルツとフィリパ・エイルハートでやってくれ。こんなくだらない芝居はうんざりだ。

　ヴィルゲフォルツは胴着をはたき、袖口を正してからゲラルトを見つめ、心を読んだ。

「くだらない芝居と言いたいか」ヴィルゲフォルツがため息まじりに言った。ゲラルトは無言だ。

「あの子は塔に入ったのか」

　ゲラルトは答えない。ヴィルゲフォルツはうなずき、そっけなく言った。

「つまり、これが終章エピローグだ。芝居を締めくくる大団円。それとも運命か。あの階段はどこに通じていると思う？　トル・ララ。〈カモメの塔〉だ。逃げ道はない。終わりだ」

　ゲラルトは脇を固めるべく、出入口の両脇に立つ女人像のあいだにあとずさった。

「たしかに終わりだ」ゲラルトは魔法使いヴィルゲフォルツの手から目を離さず、ゆっくり言った。「あんたの手下の半数は死んだ。サネッドに手引きされたエルフの死体はガルスタングに通じる道に折り重なっている。命ある者は逃げた。魔法使いとディクストラの手下がアレツザから到着している。シリを捕らえるよう命じられたニルフガード人はいまごろ血を流して死んでいるだろう。そしてシリは塔の上にいる。逃げ道がない？　それを聞いて安心した。つまり入口はひとつしかないということだ。いまおれが立っているここしか」

　ヴィルゲフォルツは頭をそらした。

「救いようがないな。きみはまだ正しい状況がわかっていない。魔法院と評議会はもう存在しない。エムヒル皇帝の軍勢は北に向かっている。魔法使いの助けと助言がなければ、王たちは子どものように無力だ。ニルフガード軍を前に、彼らの王国は砂の城のように崩れかけている。わたしは昨日、きみにこう言った。今日もういちど繰り返す。勝者の側につけ。敗者に唾を吐きかけろ」

「敗者はあんただ。あんたはエムヒルの道具にすぎん。エムヒルはシリをほしがっている。だから羽根つき兜の男を送りこんだ。この失態を報告したらエムヒルはあんたをどうするだろうな」

「当てずっぽうもいいところだ、ウィッチャー。そしてとんでもない的はずれだ。エムヒルがわたしの道具だと言ったらどうする？」

「おれが信じると思うか」

「よく考えろ、ゲラルト。本気で芝居を演じる気か？　善と悪の陳腐な最終決戦を演じたいか？　昨日の提案を繰り返す。遅すぎることはない。まだ選択の余地はある。正しい側につけば……」

「おれが今日、少し間引いた側につけと？」

「にやつくな。きみの悪魔じみた笑みなど怖くない。きみが斬り殺したエルフどものことか？　アルトード・テラノヴァか？　なんの意味もない、ささいなことだ。脇に押しやっておけばいい」

「そうだろうな。あんたの哲学は知っている。死に意味はない、だろう？　とりわけ他人の死は無意味だ」

「陳腐なことを言うな。テラノヴァは残念だった、いや、かなり気の毒だった。そうだな……無念を晴らすと言っておこうか。いずれにせよ、わたしは二度、きみを殺そうとした。皇帝エムヒルはしびれを切らし、しかたなくわたしは暗殺者を送りこんだ。そのたびに胸が痛んだ。なにしろわたしは、いつの日かわれわれの絵が描かれるのを望んでいるのだからな」

「あきらめろ、ヴィルゲフォルツ」

「剣を捨てろ。一緒にトル・ララにのぼろう。塔のどこかで死にそうにおびえている〈古き血の子〉を安心させようじゃないか。そしてここを離れよう。一緒に。きみは娘のそばにいて、彼女の運命を見届けられる。エムヒル皇帝？　皇帝はほしいものを手に入れる。なぜなら――言い忘れたが――コドリンガーとフェンが死んでも、彼らの業績と知恵はいまも生きて大いに役に立っているからだ、さいわいにも」

「嘘だ。ここを離れろ――おれがあんたに唾を吐く前に」

「きみを殺したくはない。これは本心だ。人を殺すときはいつも気が重い」

「ほう？　リディア・ヴァン・ブレデヴォルトはどうだ？」

　ヴィルゲフォルツは鼻で笑った。「その名を口にするな、ウィッチャー」

　ゲラルトは剣をきつく握り、さげすむような笑みを浮かべた。

「なぜリディアは死ななければならなかった、ヴィルゲフォルツ？　なぜ死を命じた？　リディアはあんたから注目をそらすための存在だった、だろう？　あんたがディメリティウムに耐えられるようになり、リエンスにテレパシーで合図を送れるようになるまでの時間稼ぎだった、だろう？　顔をつぶされた哀れな芸術家リディア。彼女が捨て駒だってことはみな知っていた。知らなかったのは本人だけだ」

「黙れ」

「あんたはリディアを殺した。彼女を利用した。そしてこんどはシリを利用する気か、魔法使い？　おれの助けを借りて？　トル・ララには入らせない」

　ヴィルゲフォルツが一歩あとずさり、ゲラルトは跳びあがって斬りかかろうと身構えた。だが、魔法使いは片手をあげず、横に突き出しただけだ。その手にどこからともなく頑丈そうな二メートルほどの杖が現れた。

「何がきみのまともな状況判断を邪魔しているかはわかっている」ヴィルゲフォルツが言った。「何が未来の正しい予測を複雑にし、阻害しているかも知っている。きみの傲慢さだ、ゲラルト。わたしがその傲慢さを取りはらってやる。この魔法の杖で」

　ゲラルトは目をすがめ、剣をわずかにあげた。「待ちきれなくて震えそうだ」

　数週間後、木の精とブロキロンの水のおかげで回復したゲラルトは、この戦いのあいだ自分は何を間違えたのだろうと考え、何も間違えていなかったという結論に達した。唯一の間違いは戦いの前に犯していた。彼は戦いが始まる前に逃げるべきだったのだ。

　ヴィルゲフォルツが稲妻のようにすばやく両手で杖を振り動かし、ゲラルトは剣を突き出した。杖と剣が金属どうしのようにカチンと音を立て、ゲラルトはぎくりとしたが、驚いているまはなかった。ゲラルトは身をひねり、回転してヴィルゲフォルツの攻撃をかわした。杖を受けるのが怖かった。あの杖は鉄製で、しかも魔力がある。

　ゲラルトは反撃の体勢から四度、剣を突き出した。四度。こめかみ、首、脇の下、そして太もも。どれも致命傷になるはずだった。だが、すべてかわされた。

　魔法剣士の剣さばきをかわせる人間はいない。ゲラルトはようやくわかりはじめた。だが、わかったときは遅すぎた。

　いつとどめの一撃を受けたかもわからぬまま、ゲラルトは衝撃で壁に押しつけられていた。壁からは離れたが、飛びのくこともよけることもできない。肺からどっと息が漏れ、肩への一撃で後ろに吹き飛ばされ、女人像の突き出た胸に嫌というほど頭を打ちつけた。ヴィルゲフォルツは跳ぶように近づいて杖を構え、これでもかと肋骨の下部に振りおろした。身を曲げたとたん、こんどは側頭部をなぐられ、膝から力が抜け、ゲラルトはその場にくずおれた。戦いは終わった。原則的には。

　ゲラルトは身を守るべくよろよろと剣を探ったが、壁と柱のあいだにはさまった刃は杖の一打にキーンと震えるような音を立てて折れた。左手で頭をかばおうとした瞬間、力まかせに振りおろされた杖で前腕が折れ、痛みに目の前が真っ暗になった。

「脳みそを叩きつぶして耳から引きずり出すこともできる」遠くからヴィルゲフォルツの声がした。「だが、これはきみに対する戒めだ。きみは間違いを犯した、ウィッチャー。池に映る星を夜空の星と思いこんだ。ああ、吐いているな。けっこう。脳のう震しん盪とうだ。鼻血？　上出来だ。ではまた会おう。いつの日か。きっと」

　ヴィルゲフォルツは立ち去ったとゲラルトは思っていた。まさかふたたび鉄の杖がすさまじい力で太ももに打ちこまれ、彼の大だい腿たい骨こつを砕くとは思ってもいなかった。

　そのあとのことは何ひとつ憶えていなかった。




「しっかりして、ゲラルト。あきらめないで」トリス・メリゴールドがなんども繰り返した。「しっかりして。死なないで……お願いだから死なないで……」

「シリ……」

「しゃべらないで。すぐにここから連れ出してあげる。がんばって……ああ、でもわたしの力はなんて弱い……」

「イェネファーを……助けなければ――」

「何もしなくていい！　何もできやしない！　しっかりして。あきらめないで……気をたしかに持って……死なないで、お願い……」

　トリスが床に散らばる死体のあいだを縫ってゲラルトを引きずりはじめた。ゲラルトはわが身を見下ろした。鼻から流れる血で胸と腹は血まみれで、片脚は奇妙な角度に折れ曲がり、正常なほうより短く見える。痛みは感じない。ただ悪寒がした。全身が冷たく、感覚がなく、他人のもののようだ。そして吐き気がした。

「がんばって、ゲラルト。アレツザから助けがくるわ。もうじきここに……」

「ディクストラ……もしディクストラにつかまったら……おれは終わりだ……」

　トリスはなすすべもなく毒づき、ゲラルトを引きずって階段をおりた。

　折れた脚と腕が段差で跳ね、痛みが戻ってきた。痛みははらわたとこめかみを突き抜け、目、耳、脳天にまで広がった。ゲラルトは叫ばなかった。叫べば楽になるとわかっていたが、叫ばなかった。口を開けただけだ。それだけでも少し楽になった。

　そのとき誰かの怒声が聞こえた。

　階段の最上段にティサイア・ド・ブリエスが立っていた。髪は乱れ、顔はほこりまみれだ。ティサイアが両手をかかげると手のひらが燃えだし、呪文を叫ぶと、指先で躍っていた炎は目もくらむようなまぶしい球になり、ごうごうと燃えながら階段を転がりはじめた。ゲラルトの耳に、壁が崩れ落ちる音と身を焼かれる人々の恐怖の叫びが聞こえた。

「だめ、ティサイア！」トリスが必死に叫んだ。「やめて！」

「誰もここには入れない」大魔法使いは振り向きもせずに言った。「ここはサネッド島のガルスタング宮殿。短絡的な王たちの命令を実行する太鼓持ちを招待した覚えはない！」

「彼らを殺す気？」

「黙りなさい、トリス・メリゴールド！　魔法協会を分裂させるこころみは失敗した。島を統治するのはいまも魔法院よ！　王たちに魔法院の問題に口出しはさせない！　魔法使いの対立は魔法使いの手で解決する！　自分たちの問題は自分たちで解決し、この意味のない戦に終止符を打つ。世界の運命はわたしたち魔法使いの肩にかかっているのだから！」

　光る球がティサイアの両手から飛び出し、爆発の轟音が二倍になって柱と石壁にとどろいた。

「立ち去れ！」ティサイアがまたしても叫んだ。「ここに入らせはしない。立ち去れ！」

　下のほうから聞こえる悲鳴がやんだ。侵入者たちが退却の合図で階段から引きあげたようだ。ゲラルトには目の前のティサイアがぼやけて見えた。魔法のせいではない。意識を失いつつあるせいだ。

「逃げなさい、トリス・メリゴールド」ティサイアの言葉が、壁の向こうにいるかのように遠くから聞こえた。「フィリパ・エイルハートはとっくに逃げたわ、フクロウの羽に乗って。あなたはこの卑劣な謀反劇をフィリパと共謀した。本来なら罰しなければならない。でも、血と死と不幸はもう見たくない！　行きなさい！　アレツザへ行って仲間と合流しなさい！　瞬間移動で。〈カモメの塔〉の〈門ポータル〉はもう存在しない。塔とともに破壊された。恐れることなく移動すればいい。行きたいところへ。あなたが魔法協会を裏切ってでも仕えたいフォルテスト王のところへ！」

「ゲラルトを置いてはいけない……」トリスはうめいた。「彼をレダニアの手に渡すわけにはいかない……ひどいケガで……内出血している。でも、わたしにはもう力がない！　〈門〉を開く力がないの！　ティサイア！　どうか助けて！」

　闇。刺すような寒さ。遠く、石壁の向こうからティサイア・ド・ブリエスの声がした。

「いいでしょう」




（注２）リディア・ヴァン・ブレデヴォルトの顔の下半分は公式の場や肖像画に見られるように幻影である。謎の遺物を使った実験で火傷を負い、咽いん頭とうと喉こう頭とうが変形した。
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ペーター・エヴェルトセン――一二三四年生まれ、皇帝エムヒル・ディスヴェンの側近で、帝国建設の立役者の一人。〈北方戦争〉（別項参照）のあいだ軍の出納長官を務め、一二九〇年から帝国首席財務官。エムヒル皇帝最後の治世下で帝国補佐官に昇格。皇帝モルヴラン・ヴールの時代、国庫金横領の濡れ衣により投獄され、一三〇一年ヴィネブルグ城で死去。没後の一三二八年、皇帝ヤン・カルヴェイトによって名誉を回復。

――エフェンベルグ＆タルボット著

『世界大辞典』第五巻







　みなの者、嘆きたまえ、〈国家の破壊者〉が迫っている。彼らは汝なんじらの土地を蹂躙じゆうりんし、綱で分断するであろう。街は倒壊し、住民は追放され、家はコウモリ、フクロウ、ワタリガラスに食い荒らされ、ヘビが巣くい……

――『イスリンの言葉』







　分隊長は手綱を引いて兜を脱ぐと、汗で張りつく薄い髪を指ですき、吟遊詩人のいぶかしげな視線を見ながら繰り返した。

「ここまでだ」

「なんだと？　どういう意味だ」ダンディリオンは驚いた。「どうして？」

「これより先へは行けない。見えるか？　あの下のほうで光っているのがリボン川だ。われわれはリボン川までの護衛を命じられた。任務はここで終了だ」

　あとに続く分隊兵も立ちどまったが、馬からおりる者はおらず、全員が不安そうにあたりを見まわしている。ダンディリオンは片手をひさしのように額にかざし、鐙あぶみの上で立ちあがった。

「どこに川が？」

「このすぐ下だ。峡谷をくだれば目の前だ」

「せめて川岸まで付き添ってくれ」ダンディリオンは不満げに言った。「そしてどこが浅瀬かを教えて……」

「教えるまでもない。五月から日照りつづきで水位が下がり、川にたいして水はない。馬も難なく渡れる……」

「ぼくはブルッゲの君主ヴェンズラヴ王の書状を貴軍の司令官に見せた」ダンディリオンは憤然と言った。「司令官が内容を読み、ブロキロンの森ぎりぎり手前まで護衛せよと命じるのを聞いた。ぼくが道に迷ったらどうする？」

「迷いはしない」近くにはいたが、それまで黙っていた別の兵士がむっつりと言った。「迷うより先に木の精の矢が飛んでくる」

「臆病だな」ダンディリオンは鼻で笑った。「木の精が怖いのか？　ブロキロンの森はリボン川の向こう岸より先だ。川は境界で、まだ渡ってもいない」

「彼らの境界線は矢が届く範囲までを指す」分隊長はあたりを見まわした。「川岸から強力な弓で放たれた矢は森の際まで届き、なお鎖かたびらを突き破るほどの威力がある。あんたはそこに行こうとしている。それはあんたの勝手だし、あんたの身の問題だ。だが、わたしは命が惜しい。これより先に行く気はない。スズメバチの巣に頭を突っこんだほうがましだ！」

「説明しただろう？」ダンディリオンは帽子を押しあげ、鞍の上で背を伸ばした。「ブロキロンには重要な任務がある。ぼくは言うなれば大使だ。木の精など怖くない。だが、川岸までは護衛してもらいたい。茂みで山賊に襲われたらどうする？」

　むっつり顔の兵士がわざとらしい笑い声をあげた。

「山賊？　ここで？　まっぴるまに？　昼のひなか、このあたりには人っ子ひとりいない。近ごろ木の精はリボン川の土手に現れる者には誰であろうと矢を放つ。連中はわれわれの領分に深く踏み入るような真似もしない。山賊の心配は無用だ」

「たしかに」分隊長がうなずいた。「昼間に川ぞいを馬で走るような山賊はよほどのバカだ。われわれはバカではない。あんたはたったひとりで、鎧よろいも武器もなく、失礼を承知で言えば戦士のようにも見えない。それは一キロ先からでもわかる。かえって安全かもしれん。木の精がわれわれ武装した騎乗兵を見たら、飛んでくる矢で太陽が隠れるだろう」

「わかった。ならばしかたない」ダンディリオンは馬の首を軽く叩き、峡谷を見下ろした。「ここからはひとりで行く。さらばだ、兵士諸君。護衛に感謝する」

「そう急がずとも、もうじき日が暮れる」むっつり顔の兵士が空を見あげた。「川に霧が立ちはじめてからにしたらどうだ。そうすりゃ……」

「なんだ？」

「霧のなかではねらいもつけにくい。運命の女神がほほえめば、木の精が射そこねる可能性もある。だが、そうでもないかぎり連中がねらいをはずすことはまず……」

「言っただろう、ぼくには――」

「ああ、ああ、わかってる。大事な任務があるんだろう？　だが、これだけは言っておく。彼らにとってはそれが任務だろうと宗教行列だろうと関係ない。侵入者には矢を放つ、それだけだ」

「どうしても怖がらせたいようだな」ダンディリオンはあざけるように言った。「ぼくをなんだと思ってる？　宮廷の書記か？　ぼくはきみたちより多くの戦場を見てきた。木の精のことはきみたちより知っている。彼らが警告なしに矢を放ちでもしないかぎり恐れることはない」

「かつてはそうだった」分隊長が静かに言った。「昔は必ず警告していた。木の幹でも、道端でも、彼らが矢を放った場所が越えてはならない境界の目印だった。そこですぐに背を向けて立ち去れば無事に逃げられた。だが、いまは違う。彼らはいきなり矢を放つ」

「なぜまたそんな残酷な」

「つまりこういうことだ」分隊長がぼそりと答えた。「ニルフガードと停戦協定を結んだ諸国の王はエルフのゲリラ兵を本気で掃討しはじめた。連中はかなり追い詰められている。ゲリラの生き残りがブロキロンの森に避難所を求めてブルッゲを通らない夜は一晩もない。そしてわが分隊はエルフを追う途中、たまにリボン川の向こう岸からエルフを助けにきた木の精と間違える。わが軍は過激なことでも知られ……わかるか？」

「わかるとも」ダンディリオンは分隊長を見つめ、首を振った。「つまり、きみたちはスコイア゠テルを追ってリボン川を渡り、誤って木の精を何人か殺した。そしていま彼らが同じやりかたで復讐している。これは戦だ」

「そうだ。まさにそのとおり、戦だ。これまでもつねに命がけの――彼らを生かすべからずの――戦いがあった。だが、状況はかつてなく悪い。木の精とわれわれは激しく憎み合っている。だからもういちど言う。行かずにすむのなら行かぬほうが身のためだ」

　ダンディリオンはごくりと唾をのんだ。

　それから馬上で背を伸ばし、決然とした表情と勇ましいポーズを取りつくろった。「ぼくはなにがなんでも行かなければならない。だから行く。いまこれから。日が暮れようと暮れまいと、霧がかかろうとかかるまいと。それが任務だ」

　長年の稼業はだてじゃない。吟遊詩人の声は美しく、すごみをたたえ、真に迫り、冷ややかで、鉄と勇気の響きがした。兵士たちは心から感嘆した表情でダンディリオンを見た。

「では行く前にウォッカをどうだ、詩人よ」分隊長が鞍から平たい木製の水筒をはずして言った。「さあ、ぐいっと……」

「これで死ぬのが楽になる」むっつり顔の兵が陰気につぶやいた。

　ダンディリオンは水筒から酒をひとくち飲み、「臆病者は……」と朗々と言いかけたところでむせて咳きこみ、息を整えてから続けた。「……百度、死ぬ。勇者が死ぬのは一度きり。されど幸運の女神は勇者にほほえみ、臆病者をさげすむ」

　兵たちはますます賞賛の目で詩人を見た。彼らはダンディリオンが英雄叙事詩から引用していることを知らなかった、知るはずもなかった。ましてや他人の書いた詩からの引用とは知るよしもない。

「護衛の礼として」ダンディリオンは胸もとからジャラジャラと音のする革袋を引っ張りだした。「要塞での厳しい任務に戻る前に、ぼくの無事を祈って酒場で一杯やってくれ」

「かたじけない」分隊長はかすかに赤面した。「なんと気前のいい。それにひきかえわれわれは――あんたをひとり残して去るのは忍びないが……」

「気にするな。さらばだ」

　ダンディリオンは帽子を左に傾けて小こ粋いきにかぶると、馬の腹を蹴り、騎兵隊のひどく下品な歌として知られる『ブレルリンの結婚パーティ』を口笛で吹きながら峡谷に向かった。

「騎兵隊の旗手からは、たかり屋で、臆病なまぬけだと聞いていたが、へぼ詩人とはいえなかなか勇敢で気骨のある男じゃないか」むっつり顔の兵士の声がダンディリオンの耳に届いた。

「まったくだ」分隊長が答えた。「腰抜けとはとても思えん。まばたきひとつしなかったぞ。しかも口笛を吹いている、聞こえるか？　おい……やつの言葉を聞いたか？　たしかに大使だ。まぬけを大使にする者がどこにいる？　よほど分別がなけりゃ大使にはなれない……」

　ダンディリオンは一刻も早く分隊から離れたくて馬の歩みを速めた。せっかく上がった評判を落としたくない。それに、口笛を吹きたくても恐怖で口が乾いてそれどころではなかった。

　峡谷はじめっとして薄暗く、泥と腐葉に覆われ、濃い赤茶毛の去勢馬の蹄の音も聞こえない。ダンディリオンは馬を〝ペガサス〟と名づけていた。ペガサスはうなだれ、ゆっくり歩いてゆく。馬にはめずらしい、かなり鷹おう揚ようなタイプだ。

　森は終わりに近づいたが、広いアシの原がなおもダンディリオンとハンノキが立ち並ぶ川の土手をへだてている。手綱を引き、あたりを注意深く見まわした。何も見えない。耳を澄ましても、聞こえるのはカエルの鳴き声だけだ。

「さあ、いい子だ」ダンディリオンは馬にやさしく声をかけた。「進むか死ぬか。はいどうどう」

　ペガサスはわずかに顔をあげ、いつもは垂れさがっている耳を問いかけるようにぴんと立てた。

「聞こえただろう？　さあ、行くぞ」

　ペガサスはぼちゃぼちゃ音を立てながら、しぶしぶぬかるみを歩きだした。カエルがぴょんと跳びはね、目の前でカモが羽ばたき、ガーと鳴いて飛び立った。ダンディリオンは心臓が止まらんばかりに驚き、そのあと心臓は早鐘を打ちはじめた。ペガサスはカモにはまったく動じない。

「英雄は進んだ……」ダンディリオンは胴着の内ポケットからハンカチを取り出し、首筋の冷や汗をぬぐいながらつぶやいた。「恐れることなく荒野に馬を進め、跳びはねるトカゲにも空飛ぶ竜にも動じず……ひたすら進んだ……広大な海原が開けるまで……」

　ペガサスが鼻を鳴らして脚を止めた。目の前を川が流れていた。あたりには鐙より丈の高いアシとイグサが茂っている。ダンディリオンは汗ばむ額をぬぐい、ハンカチを首に巻きつけた。さっきからずっと、目が潤うるむほど対岸のハンノキの茂みを見つめているが、何も誰も見えない。川かわ面もは水草が揺れるたびに波立ち、上空では青緑と橙色のカワセミが軽やかに飛び交い、昆虫の群れが光を放っている。魚がカゲロウを飲みこみ、水面に大きな水紋が広がった。

　そして見渡すかぎり、枝と倒木でできたビーバーの巣があちこちでゆるやかな流れに洗われていた。

　ここには驚くほどたくさんのビーバーがいる――ダンディリオンは思った。当然だ。ここに〝齧かじり屋〟を邪魔するものはいない。盗賊も密猟者も森の養蜂家もここには足を踏み入れない。いまいましい毛皮ハンターもここには罠をしかけない。そんなことをしたら矢で喉を切り裂かれ、川岸の軟泥のなかでザリガニに食い荒らされるのがおちだ。そしておれはいま愚かにも、みずから足を踏み入れようとしている――ショウブの香りでもハッカの香りでもごまかせない、死臭立ちこめるリボン川の土手に……。

　ダンディリオンは深くため息をついた。

　ペガサスは前脚をゆっくり水につけ、鼻づらを川面に近づけて長々と水を飲み、おもむろに頭を振り向けてダンディリオンを見た。水が鼻づらと鼻孔からしたたり落ちている。ダンディリオンはうなずき、もういちどため息をついてから大きく鼻をすすった。

「英雄は大渦巻を見つめた」そして歯がかちかち鳴らないよう、静かに朗誦した。「大渦巻を見つめ、旅を続けた。彼の心は恐れを知らなかった」

　ペガサスが頭と耳をさげた。

「恐れを知らなかったと言ったんだ」

　ペガサスは手綱と轡くつわの輪を鳴らして頭を振り、ダンディリオンに脇腹を蹴られると、やれやれと言いたげに水に入った。

　リボン川は浅いが、水草が茂り、川の中心に行くまでにペガサスは長い水草を引きずっていた。一歩進むごとにからまった草を振り落とそうと、ゆっくり、やっとのことで歩いてゆく。

　対岸のイグサとハンノキが近づいた。近すぎて、ダンディリオンは胃が鞍まで沈みこみそうな気がした。川のどまんなかで水草にからまれた自分が〝座ったアヒル〟――恰好の標的――なのはわかっていた。彼の心の目には、弓がたわみ、弦が引きしぼられ、鋭い矢じりにねらわれている情景が見えていた。

　思わずふくらはぎで馬の脇腹を締めつけたが、ペガサスは意に介さない。急ぐどころか立ちどまってしっぽをあげたかと思うと、どぼんとフンを落とし、ダンディリオンは長々とうめいた。

「英雄は」詩人は目を閉じ、つぶやいた。「荒れ狂う急流を渡れなかった。途中で何本もの矢につらぬかれ、川に落ちた。それから何年ものあいだ、青い川底で翡ひ翠すい色の藻に揺られつづけた。英雄の痕跡は跡形もない。ただ馬糞だけが流れにただよい、遠い海に向かって……」

　ペガサスは見るからにほっとした様子で、自分から進んできびきびと川を渡った。向こう岸に着き、ついに水草から解放されると、駆け足にすらなってダンディリオンのズボンとブーツをしたたかに濡らしたが、詩人は気づきもしなかった。矢が自分の腹をねらっている場面がかたときも頭を離れず、恐怖が冷たい、ぬめぬめした大ヒルのように首から背筋を這いおりてゆく。ハンノキ並木の向こう、百歩も離れていないところ――川岸に広がる鮮やかな緑地帯の向こう――に見るからに恐ろしげな黒い木立が壁のように垂直にそびえていた。

　ブロキロンの森。

　数歩下流側の土手に馬の白骨が横たわり、あばら骨のあいだにイラクサとガマが生い茂っていた。馬のものとは思えない、小さい骨も散らばっている。ダンディリオンは身震いして目をそらした。

　ダンディリオンにうながされ、ペガサスは水を跳ね飛ばしながら腐った泥のにおいがする川岸の沼からはい上がった。つかのまカエルの声がやみ、あたりは静まり返った。ダンディリオンは目を閉じた。朗誦も即興もやめた。ひらめきと勇気は露と消えていた。残っているのは、冷たく、吐きそうな恐怖だけだ。強烈な感覚だが、そこに創造力を掻きたてるものはなかった。

　ペガサスはやわらかい耳をぴんと立て、〈木の精の森〉に向かってゆっくり、平然と歩きだした。誰もが〈死の森〉と呼ぶ場所へ。

　ついに境界を越えた――ダンディリオンは思った。もうすぐすべてがはっきりする。川岸と川のなかにいるあいだは、大目に見てくれた。でもいまは違う。ぼくはまぎれもなき侵入者だ。さっき見た誰かのように……ぼくも骸骨になる運命かもしれない。あれは人間に対する警告だ……もしこの場に木の精がいたら。こちらを見ていたら……。

　ダンディリオンは田舎の市いち場ばで見た的当て競技や模範演技を思い出した。わら人形や人台に矢じりが突き刺さり、ばらばらになる場面を。矢を受けた人間は何を感じるのだろう？　衝撃？　痛み？　それとも……何も感じない？

　恐怖に凍りつきながらも無傷で森に近づいたところを見れば、近くに木の精がいなかったか、もしくは孤独な騎乗者をどうするか決めかねていたかのどちらかだろう。森の入口はからみ合う深いやぶと倒木でふさがれ、枝や根が突き出ていたが、いずれにせよダンディリオンは入口まで馬で近づく気はなかった。ましてや森の奥に入る気など毛頭ない。危険は冒しても、自殺する男ではない。

　彼はそろそろと馬をおり、突き出た木の根に手綱を結びつけた。ふだんはこんなことはしない。ペガサスは主人を乗せずに勝手にさまようような馬ではない。だが、矢がしゅっと空を切り、うなりながら飛んでくる音にどう反応するかはわからない。ここまでは、そのような音にペガサスも自分もさらされずにすんだ。

　ダンディリオンは鞍の前ぜん橋きようからリュートをはずした。首の細い、ふたつとない名器は、女エルフからの贈り物だ――象ぞう嵌がん細ざい工くの木肌をなでながら彼は思い出した。結局、この楽器は古代種族のもとに帰る運命なのかもしれない……木の精がぼくの死体の脇に置き去りにしないかぎり……。

　詩人は突風で倒れた古木の幹に座り、片膝にリュートを載せて唇をなめ、汗ばむ手をズボンでぬぐった。

　日が暮れかかっていた。リボン川から立ちのぼる灰白色の靄もやがとばりのように緑地を覆ってゆく。ずいぶん涼しくなった。アオサギがひと鳴きしたあとは、カエルの鳴き声が聞こえるだけだ。

　ダンディリオンは弦を鳴らした。一度、二度、三度。それから糸巻きをひねって音を調節し、弦の調べに乗せて歌いはじめた。




　イヴィス、ム゠エヴェリエン・ヴェンテ・カエルム・エン・テル

　エレイン・エタリエル・エプ・コル・ミ・ロデ・デイス・エス゠ヴィエル

　イン・ブラス・ケ・ミ・ダリエン

　エン・ミンネ・ヴァイン・テゲン・ア・ミ

　イン・トイン・アヴ・ムイレドン・ケ・ディス・エヴェイ・エ・エプ・リア……




　太陽が木々の背後に消えると、あたりはブロキロンの太い木々の陰になってみるみる暗くなった。




　ウエアサン・ラム・フィアイネ・レン、エセル、

　エレイン・エタリエル、

　エプ・コル……




　ダンディリオンは誰かの気配を、耳ではなく肌で感じた。

「やンテめ・ミなレ・いダエでトレ。もっと歌ってシヤエンテ・ヴオルト」

「射らないで……」ダンディリオンはじっとしたまま、あたりを見まわしもせずにささやいた。「矢を放たないでくれナエン・エスパル・ア・ミ……武器は持っていない……」

「怖がらないでネス・ア・テアルス。歌ってシヤエンテ」

　ダンディリオンはうなずいたが、弦をつまびく指は冷たくしびれ、声は出そうにもない。だが、木の精の声に敵意はなかった。それに、なんといっても彼は職業詩人だ。




　ウエアサン・ラム・フィアイネ・レン、エセル、

　エレイン・エタリエル、

　エプ・コル・エン・テド・テヴィエル・エ・グウェン

　イン・ブラス・ケ・ミ・ダリエン

　エス・イン・エ・エヴェリエン・ア・ミ

　ケ・シャエント・テ・カエルム・アヴィエン・ミンネ・ミ・ストリサ……




　こんどは思いきって肩ごしに振り返った。幹のすぐそばにしゃがんでいるのはツタのからんだ低木のように見えたが、そうではない。低木に、あんなに光る大きな目があるはずがない。

　ペガサスが小さくいなないた。背後の暗がりにいる誰かが鼻づらをなでている。

「もっと歌ってシヤエンテ・ヴオルト」かたわらにしゃがむ木の精が繰り返した。木の葉を叩く雨音のような女の声で。

「ぼくは……その……魔法剣士ゲラルトの友人で……ゲラルトが――白グウイン狼ブレイドが――ブロキロンにいると聞いて。それでここに……」

「しゃべらないでンテ・デイセエン。さあ、歌ってシヤエンテ・ヴア」

「歌ってシヤエンテ」背後にいた二人目の木の精がやさしく、三人目と声をそろえた。四人目がいたかもしれないが、ダンディリオンにはわからなかった。

「さヤあー、歌ってシヤエンテ、詩テイ人ーダ」ダンディリオンがカバノキの若木と間違えたものが目の前に立ち、鈴を鳴らすような少女の声で言った。「あなたはエス＝レイネ……詩テイ人ーダ……歌って……エタリエルのことをもっと歌って……ね？」

　ダンディリオンは乞われるままに歌った。




　きみを愛することこそわが人生

　かわいいエタリエル

　記憶をとどめ、胸にしまわせておくれ

　魔法の花、

　愛の誓いと徴しるし。

　涙のような露玉で銀色に光り……




　こんどは近づいてくる足音が聞こえた。

「ダンディリオン」

「ゲラルト！」

「ああ、おれだ。その歌をやめろ」




「どうしてわかった？　おれがブロキロンにいると誰からきいた？」

「トリス・メリゴールドから……くそっ……」ダンディリオンはまたしてもつまずき、毒づいた。かたわらを歩く木の精がすばやく、細身にしては驚くほどの力強さでささえなければ倒れていただろう。

「気ガをルつ＝けエてン、詩テイ人ーダ」木の精が鈴の声で言った。「落ち着いてヴア・カエルム」

「ありがとう。それにしても暗いな……ゲラルト？　どこだ？」

「ここだ。遅れるな」

　ダンディリオンは足を速めてまたもつまずき、目の前の暗がりで立ちどまったゲラルトにぶつかりそうになった。木の精たちが無言で追い越してゆく。

「くそ暗いな……まだ遠いのか」

「いや。野営地はもうすぐだ。おれがここにいるのをトリスのほかに誰が知ってる？　おまえ、誰かに話したか？」

「ヴェンズラヴ王には話すしかなかった。ブルッゲを通るには通行証がいる。まったくいまの世のなかときたら……ブロキロンに入る許可も必要だった。いずれにせよヴェンズラヴ王はきみのことを知り、よく思っている……。ぼくを大使に任命してくれた。大丈夫だ。ヴェンズラヴは必ず秘密を守る。そう頼んだ。だから怒らないでくれ、ゲラルト……」

　ゲラルトが近づいた。表情は見えない。暗闇のなかでも見えるのは白髪と数日ぶんの無精ひげだけだ。

「怒ってはいない」ゲラルトは片手をダンディリオンの肩に置いた。さっきまで冷ややかだった声が、少し変わった気がした。「来てくれてうれしい、この大バカ野郎」




「それにしても寒いな」ダンディリオンが身震いし、座っている枝がきしんだ。「ここで火を焚いて――」

「火のことは考えるな」となりに座るゲラルトがつぶやいた。「ここがどこか忘れたか」

「本気か……」吟遊詩人はおずおずとあたりを見まわした。「火は焚けないってことか？」

「森は火を嫌う。彼らもだ」

「嘘だろ。ここにじっと座って凍えろというのか？　この真っ暗闇のなかで？　顔の前に手を持ってきても見えないほど……」

「じゃあ、手は脇につけておけ」

　ダンディリオンはため息をつき、背を丸めて両腕をこすった。隣でゲラルトが細い枝をぱきっと折った。

　と、ふいに緑色の小さな光が闇のなかで燃えあがった。最初はぼんやりとかすかだったのがみるみる明るくなり、最初のひとつが光ると、そのまわりで次々に光りはじめ、ホタルか沼地に浮かぶ鬼火のように動き、躍りだした。たちまち森はいくつもの揺らめく影で息づき、ダンディリオンにも二人を取りかこむ木の精が見えてきた。一人が近づき、すぐそばの地面に何かを置いた。草木の束のようなものが熱そうに光っている。ダンディリオンはおそるおそる手を伸ばしたが、緑色の光は冷たかった。

「これはなんだ、ゲラルト？」

「腐木と特殊な苔だ。ここブロキロンの森でしか光らない。そしてこんなふうに光る編みかたを知っているのは彼らだけだ。ありがとう、ファウヴ」

　木の精は答えなかったが、立ち去りもせず、そばにしゃがんでいる。額には花冠。肩まで垂らした長い髪。髪は光を浴びて緑色に見えるが、もともと緑なのかもしれない。木の精の髪の色はさまざまだ。

「詩テイ人ーダ」ファウヴが光る目でダンディリオンを見あげ、歌うように呼びかけた。端整な顔に二本の濃い平行の迷彩線が斜めに描かれている。「エタリエルの歌をもっと歌ってエス＝ヴエ・ヴオルト・シヤエンテ・エン・エタリエル。もっと歌ってくれるシヤエンテ・ア＝ヴエアン・ヴオルト？」

「いや……でも、あとでなら」ダンディリオンが古代語を慎重に選びながら礼儀正しく答えると、ファウヴはため息をついて身を乗り出し、そばに置かれたリュートのネックをやさしくなでた。それからさっと立ちあがり、緑色の淡い光のなかにかすかに見える仲間たちのいる森の奥に消えた。

「気を悪くしたんじゃないだろうな」ダンディリオンは小声でたずねた。「彼らの言葉は独特で、ぼくは丁寧な言葉づかいを知らないから……」

「腹に短刀が刺さっていないか確かめてみろ」ゲラルトがからかうでも冗談を言うでもない声で言った。「木の精は、侮辱されたと思ったら相手の腹に短刀を刺す。心配するな、ダンディリオン。彼らはおまえの言い間違いなどまったく気にしていない。おまえが森の入口でやった演奏が気に入ったらしい。いまやおまえはアルド・ティーダ――偉大なる吟遊詩人だ。彼らは『エタリエルの花』の続きを心待ちにしている。続きは知っているか？　どうせおまえが作ったバラッドじゃないんだろうが」

「ぼくの翻訳だ。そこにエルフふうの装飾音をつけた。気づかなかったか？」

「いや」

「だろうな。木の精のほうがよほど芸術に理解がある。とくに彼らは音楽好きだと何かで読んだ。そこでこの賢い計画を思いついた。ところで、いつになったらほめてくれるんだ？」

「みごとだ」沈黙のあとゲラルトは言った。「実に賢い計画だった。そしていつものように運はおまえに味方した。彼らは二百メートル先からでも正確に矢を放つ。ふつうは侵入者が川を渡って土手にあがり、歌いだすまで待ちはしない。不快なにおいにはきわめて敏感な種族だ。死体が川に落ちれば、流れに運ばれて悪臭を嗅がずにすむ」

「なるほど」ダンディリオンは咳払いしてごくりと唾をのんだ。「とにかく、大事なのはぼくがこうしてきみを見つけたことだ。ゲラルト、いったいどうやって……」

「カミソリはあるか」

「は？　ああ、もちろん」

「明日の朝、貸してくれ。ひげが伸びて気が変になりそうだ」

「木の精は持ってないのか。まあ……たしかに彼らに必要とは思えないな。もちろん貸すさ。ゲラルト？」

「なんだ」

「まったく食糧がない。木の精のもとを訪れた偉大なる吟遊詩人、アルド・ティーダは夕食を期待できるのか？」

「彼らは夕食をとらない。まったく。ブロキロンの境界に立つ見張りは朝も食べない。昼まで我慢しろ。おれはもう慣れた」

「でも、森の奥深くにあるという有名な聖地――デュエン・カネル――に行けば……」

「おれたちはそこへは行けない、ダンディリオン」

「え？　ぼくはてっきり……でもきみは――だって彼らはきみを助けたんだろう？　つまりは……彼らの寛大さゆえか……」

「正しい言いまわしだ」

　二人は長いあいだ黙りこんだ。

「戦争だ」ようやくダンディリオンが口を開いた。「戦、憎しみとさげすみ。あらゆるところに。あらゆる心に」

「詩的だな」

「だが本当だ」

「たしかに。よし、おまえの話を聞こう。ここで木の精に看病されていたあいだ、世界では何が起こっていた？」

「その前に」ダンディリオンは小さく咳をし、「ガルスタングで実際に何があったのかをきかせてくれ」

「トリスから聞かなかったのか」

「聞いた。でもきみの口から聞きたい」

「トリスの話を聞いたのなら、そのほうが完全でおそらく正確だ。おれがここに来てからのことを話せ」

「ゲラルト」ダンディリオンは声を落とした。「イェネファーとシリがどうなったのかはわからない……誰にも。トリスも知らない……」

　ゲラルトがふいに身じろぎし、枝がきしんだ。

「おれがいつシリやイェネファーのことをたずねた？」さっきとは違う声だ。「戦の話をしろ」

「知らないのか？　ここにはなんの知らせも届いていないのか」

「届いてはいる。だが、おれはすべてをおまえの口から聞きたい。話してくれ」

　しばしの沈黙のあと、ダンディリオンは話しはじめた。「ニルフガード軍がライリアとエイダーンを攻撃した。宣戦布告もなく。サネッド島の〈魔法集会〉のあいだにエイダーンのデマウェンド国王軍がドル・アングラの境界線上にある要塞を攻撃したらしい。しくまれた罠だと言う者もいる。要塞を襲ったのはデマウェンド国王軍をよそおったニルフガード兵だったのではないかと。真実は誰にもわからない。いずれにせよニルフガード軍の報復は迅速で圧倒的だった。強大な軍勢が境界を越えて侵攻した。数カ月とは言えなくとも、数週間はドル・アングラに待機していたに違いない。ライリアの国境にあるふたつの要塞――スパラとスカラ――はたった三日で陥落した。リヴィアには数カ月の包囲に耐えられるだけの用意があったが、組合ギルドや商人たちの圧力に屈して二日後には降服した。彼らは、門を開いて身代金を払えば略奪されないという約束を交わし……」

「約束は守られたのか」

「ああ」

「おもしろい」ゲラルトの声がまたも少し変わった。「こんな時代に約束が守られるとは。昔もそんな約束をする者はいたかもしれんが、守られるとは誰も思っていなかった。職人や商人は砦の門を開けずに守ったものだ。ギルドがそれぞれ監視塔と石落としを持っていた」

「カネは祖国を持たない、ゲラルト。商人は金儲けさえできれば統治者が誰であろうとかまわないし、ニルフガードの役人は税金をかける相手が誰であろうとかまわない。死んだ商人は金儲けもしなければ税金も払わない」

「続けろ」

「リヴィアの降服後、ニルフガード軍はほぼ無抵抗で北へ侵攻した。デマウェンド王とメーヴ女王の軍は決定的な戦いで戦線を保てずに退却し、ニルフガード軍はアルダースバーグに達した。要塞が封鎖されるのを避けるため、デマウェンドとメーヴは参戦を決めた。もっとうまい作戦があったはずだが……くそっ、もっと明るければ図を描いて――」

「図はいい。手短に話せ。結局どっちが勝った？」




「お聞きになりましたか」官吏が息を切らし、汗を浮かべてテーブルを取りかこむ一団を押し分けた。「戦場から使者が到着しました！　勝利です！　戦勝の知らせです！　勝ちました！　われわれの日です！　敵を叩きつぶし、地に這わせてやりました！」

「黙れ」エヴェルトセンは顔をしかめた。「おまえの大声で頭が割れそうだ。聞こえた、聞こえた。わが軍が敵を打ち負かした。われわれの日で、戦場はわれわれのもので、勝利もわれわれのものだ。すばらしい」

　執行官と官吏たちは口をつぐみ、驚きの目で上官を見た。

「うれしくないのですか、出納長官？」

「もちろんうれしい。だが、騒ぐ必要はない」

　官吏たちは黙りこみ、顔を見合わせた。仔犬どもめ――エヴェルトセンは思った。青二才どもめが。興奮しすぎだ。まあ、こいつらはしかたない。だが、メンノ・コーホルン元帥やエラン・トラヘ指揮官、あごひげに白髪の混じるブレイバント大将までが勝ちに浮かれて丘の上で跳びはね、背中を叩き合うとはどういうことだ？　勝利だ！　われわれの日だ！　いったいほかに誰の日になりえたというのか。エイダーン国とライリア国がかき集めたのは、わずか三千の馬と一万の歩兵だ。その五分の一が侵攻早々に包囲され、砦や要塞に閉じこめられた。残りの一部は軽騎兵隊による広範な略奪とスコイア゠テルの陽動作戦におびえ、側面を守るべく退却を強いられ、残る五千から六千の兵がアルダースバーグ郊外で参戦した――そのうち騎士はわずか千二百だった。かたやコーホルンが送りこんだのは十の武装集団と〈花のニルフガード騎士団〉を含む一万三千の大軍だ。その彼が歓喜し、棍棒で太ももを叩き、ビールを持ってこいと叫んでいる……勝った！　なんということだ。勝って当然ではないか。

　エヴェルトセンはテーブルに広げた地図と書類をかき集めると、顔をあげて部下を見まわし、淡々と言った。

「よく聞け。これから指示を出す」

　部下たちは何ごとかと身をこわばらせた。

「おまえたちはみな、陸軍元帥コーホルンが昨さく日じつ、士官向けに行なった演説を聞いたはずだ。ここで言っておく。元帥が士官に言ったことは、おまえたちには当てはまらない。おまえたちは別の任務と命令を実行する。わたしの命令だ」

　エヴェルトセンはそこで一瞬、考え、額をぬぐった。

「〝城には戦を、村には平和を〟――昨日コーホルンは指揮官たちにそう言った。おまえたちもその原則は知っている」エヴェルトセンはまをおかずに続けた。「士官教練で習ったはずだ。その原則が通用するのは今日までだ。明日からは忘れろ。明日からは別の原則が適用され、それがこの戦の鬨ときの声になる。鬨の声とわたしの命令はこうだ――生きとし生けるものすべてに戦を。燃えるものすべてに戦を。おまえたちがあとに残すのは焦土だけだ。明日からのわれわれの戦いは、条約締結でさだめられた戦線の外にある。われわれは退却する。だが、戦線の向こうに残すのは焦土だけだ。リヴィアとエイダーンを灰に！　ソドンの戦いを思い出せ！　いまこそ復讐のときだ！」

　エヴェルトセンは大きく咳払いし、耳を傾ける官吏たちに語りかけた。

「兵士が焦土をあとにする前に、おまえたちはその土地と大地から奪えるものすべてを――祖国の富になるものすべてを奪いとれ。おまえは、オーデガスト、あらゆる収穫物と保存作物の積みこみと輸送を指揮せよ。戦場に残されたもの、コーホルン率いる勇敢な騎士たちが破壊しなかったものすべてを奪え」

「わたしには、出納長官、それだけの人員は――」

「人手なら奴隷がいる。彼らを働かせろ。マルデルと、そこのおまえ……名はなんだった？」

「ヘルヴェット。エヴァン・ヘルヴェットです、出納長官」

「おまえたちは家畜の管理だ。一カ所に集め、指定された検疫場所へ移動させる。腐ふ蹄てい症しようなどの病気に留意せよ。病気や感染が疑われる家畜は処分し、死骸は焼却だ。残りは指定の道を通って南に移動させよ」

「了解」

　そしてここからが特別任務だ――エヴェルトセンは部下の顔をしげしげと見つめた。誰にゆだねるべきか。ここにいるのは、頬にミルクの跡が残る若造ばかりだ。何も見ていなければ、なんの経験もない……ああ、あの百戦錬磨の管財官たちがこの場にいたら……。戦、戦の連続だった……。兵士はつねに大量に失われるが、執行官の損失は――数は少なくとも――より深刻だ。戦闘中の部隊で人員不足はあまり目立たない。なぜなら新兵は次々に補充されるからだ。誰だって兵士になりたい。だが、執行官や官吏になりたい者がどこにいる？　家に戻り、息子から戦争中は何をしていたのかとたずねられて、〝穀物の山を計測していた〟とか〝牡牛のふんにまみれて略奪品を山積みした馬車隊を率い、荒れ道を移動しながらくさい生皮を数え、獣脂の重さを測り、悪臭のなか土ぼこりとハエを吸いながらべーべーと啼く家畜の群れを移送していた〟などと言いたい者がどこにいる……？

　これは特別任務だ。巨大溶鉱炉を備えたグレトの鋳造所。年間五百キロの鉄を生産するアイセンラーンの錬鉄炉、亜鉛炉、巨大な製鉄所。アルダースバーグの鋳造所と羊毛製造所。ヴェンガーバーグの麦芽製造所、蒸留所、機織場、染物工場……。

　壊し、奪え。〈敵の墓に踊る白炎〉ことエムヒル皇帝がそう命じた。単純だ。壊し、奪え、エヴェルトセン。

　命令は命令だ。実行しなければならない。

　そこにはもっとも重要なものが抜けている。金属鉱床とその産出力。鋳造権。貴金属。芸術作品。だが、それは自分で面倒を見る。個人的に。

　地平線から立ちのぼる黒い煙の脇に、新たに噴煙があがった。そしてまたいくつか。ニルフガード軍がコーホルン元帥の命令を遂行している。エイダーン国はいまや火の大地だ。

　攻城兵器の長い列がごろごろと音を立て、土煙をあげながら進んでゆく。まだ陥落していないアルダースバーグに向かって。デマウェンド王が治めるエイダーンの首都ヴェンガーバーグに向かって。

　ペーター・エヴェルトセンは見て、数え、勘定し、カネを数えた。ペーター・エヴェルトセンは帝国の首席財務官で、戦時中は軍の出納官長だった。その地位を二十五年、務めた。数字と計算。それが彼の人生だ。

　大投石機は一台、五百フロリン。小型投石機は二百フロリン。古い型は少なくとも百五十で、もっとも単純な石弓は八十フロリン。訓練された兵の月給は九と半フロイン。ヴェンガーバーグに向かう隊列にかかる費用は馬、牛、小型兵器を含め最低でも三百マルク。純粋な亜鉛半ポンドのマルク硬貨一枚から造れるフロリン硬貨は六十枚。鉱山の年間産出高は五千ないし六千マルク……。

　攻城兵器の列が軽騎兵隊に追いつかれた。軍旗の意匠からすると、シントラから再配置された部隊のひとつ、ウィネブルグ公の戦術隊だ。たしかにお楽しみも必要だ――エヴェルトセンは思った。われわれは戦に勝ち、エイダーン軍は敗走した。予備兵が本格的な戦闘で正規軍相手に戦うことはまずない。退却する軍勢を追い詰め、指揮官を失ってちりぢりになった兵団を殺すのが仕事だ。殺し、奪い、燃やす。彼らが笑っていられるのは、気楽な小競り合いが約束されているからだ。疲れることも、死ぬこともない、小さな戦い。

　エヴェルトセンは計算していた。

　戦術隊は十の普通中隊と二千頭の馬からなる。ウィネブルグの兵は大規模な戦闘には加わらないとしても、少なくとも六分の一は小さな衝突で失われるだろう。そのあとには野営地と露営地が待っている。傷いたんだ糧食、汚物、シラミ、蚊、汚染水。となればチフス、赤痢、マラリアは避けられない。ここで四分の一以上が命を落とす。そこに不測の事態を見積もれば、生き残るのはたいてい全体の五分の一程度だ。家に戻れるのは八百人。それ以上はありえない。おそらくもっと少ないだろう。

　騎兵中隊が街道を行き過ぎ、歩兵隊が続いた。その後ろには黄色の胴着に丸い兜の大弓兵団と平らな鉄兜の石弓兵団、盾兵と槍兵団。さらに盾持ちと、カニのように武装したヴィコヴァロとエトリアの古参兵、そして色とりどりの寄せ集め集団が続く。メティナの雇われ人……スルン、メヒト、ゲソ、エビングの傭兵たち……。

　軍勢は強い日差しをものともせずきびきびと行進し、重いブーツが道路に土ぼこりを巻きあげた。太鼓が鳴り響き、軍旗がはためき、槍、鉾槍、なぎなたの刃が揺れ、光る。兵団はさっそうと、意気ようようと行進した。これぞ勝利の軍勢。不敗の軍勢。進め、同志よ、進め、戦のなかへ！　ヴェンガーバーグへ！　敵を打ちたおせ！　ソドンの復讐を！　この楽な戦を楽しみ、金袋に略奪品を詰めこんで帰還せよ。そして家へ！

　エヴェルトセンは行進を見つめた。そして計算した。




「エイダーンの首都ヴェンガーバーグは包囲されて一週間ももたずに陥落した」ダンディリオンが締めくくった。「驚くなかれ、ギルドは自分たちのやぐらと壁を最後の最後まで守ったが、結局は要塞全体を攻めこまれ、住民全員が殺された。六千人近くはいたはずだ。その知らせが広まるや大壊走が始まった。敗れた連隊と市民が大挙してテメリアやレダニアに逃げはじめた。難民の群れがポンター渓谷を通ってマハカムの峠に向かった。だが、全員が脱出できたわけじゃない。ニルフガードの騎馬軍が追いかけ、逃げ道をふさぎ……どういう意味かわかるか」

「いや。おれはダンディリオン、戦には……あまりくわしくない」

「捕虜。奴隷だ。彼らはできるだけ多くの囚人をほしがった。ニルフガードにとってはもっとも安い労働力だ。だから逃亡者をしつこく追った。大がかりな人狩りだよ、ゲラルト。まさによりどりみどり。なにしろ軍はとっとと逃げ、逃げまどう市民を守る者は誰もいなかったのだから」

「誰も？」

「ほとんど誰も」




「無理だ」ヴィリスがあたりを見まわし、ぜいぜいと息を切らした。「もう逃げられない……くそっ、国境はもう……目の前なのに……」

　レイラは鐙に立ち、うっそうとした丘陵のあいだの曲がりくねった道を見やった。道には見渡すかぎり、うち捨てられた荷物や馬の死骸が散乱し、馬車や手押し車が道端に押しやられている。背後に広がる森の向こうでは黒い煙の筋がいくつも立ちのぼり、悲鳴と戦闘の音はますます近づいていた。

「後衛がやられている……」ヴィリスが顔から煤と汗をぬぐった。「聞こえるか、レイラ？　敵が後衛に追いつき、剣を振りまわしてる！　もう無理だ！」

「いまやここが後衛だ」傭兵レイラは淡々と言った。「次はわたしたちの番だ」

　ヴィリスはたじろぎ、そばに立つ兵士の一人が大きなため息をついた。レイラが手綱を引いて馬の向きを変えると、馬は大きくいななき、かろうじて頭をあげた。

「もう逃げられない」レイラは平然と言った。「馬はいつ倒れてもおかしくない。峠に着く前に追いつかれ、殺される」

「すべてを捨てて森に逃げよう」ヴィリスはレイラを見ずに言った。「ばらばらに分かれて。運がよければ何人か……生き延びられるかもしれない」

　レイラは答えず、視線と頭の動きで峠道を示し、それから道路と国境に向かってのろのろ歩く避難民の長い列の最後尾を指さした。それを見てヴィリスは苦々しげに毒づき、鞍から飛びおりてよろよろと剣に寄りかかった。

「馬からおりろ！」ヴィリスが兵たちにどなった。「そばにあるもので道をふさげ！　何を見てる？　母親から生まれてきたのも一度なら死ぬのも一度だ！　おれたちは特殊部隊だ！　軍の後衛だ！　追っ手を押しとどめ、攻撃を少しでも遅らせるのが……」

　そこで黙りこんだ。

「敵を少しでも長くとどめられれば、避難民が国境を越え、山を越えてテメリアに逃げられるかもしれない」ヴィリスの言葉を引き取り、レイラも馬からおりた。「難民のなかには女や子どももいる。何をぼんやり見てる？　これがわれわれの仕事だ。このために雇われているのを忘れた？」

　兵士らは顔を見合わせた。一瞬レイラは部下たちが本当に逃げ出すのではないかと思った。汗だくで疲れきった馬を最後のバカ力で駆り立て、難民の列を追い越し、自分たちだけが峠に――安全な場所に――向かって走り出すのではないかと。だが、そうではなかった。レイラの予測はいいほうに裏切られた。

　兵たちは荷車をひっくり返し、みるまにバリケードを築いた。まにあわせのバリケードだ。たいして高くもなく、ほとんど効果もないだろう。

　長く待つまもなかった。二頭の馬が鼻を鳴らしてよろけ、泡の塊をまき散らしながら峡谷に駆けこんできた。人が乗っていたのは一頭だけだ。

「ブレイズ！」

「覚悟しろ……」ブレイズが鞍からすべり落ち、仲間の腕に倒れこんだ。「覚悟しろ、ちくしょう……敵は真後ろだ……」

　馬がぶるっと鼻を鳴らして数歩、横すべりして尻もちをつき、そのままどさりと横ざまに倒れ、空を蹴り、首を伸ばして長々といなないた。

「レイラ……」ブレイズは視線をそらし、あえいだ。「何か……武器をくれ。剣をなくした……」

　レイラは炎から立ちのぼる煙を見ながら、ひっくり返った荷車に立てかけてある斧にあごをしゃくった。ブレイズは斧をつかみ、よろけた。ズボンの左脚が血に染まっていた。

「ほかのみんなは、ブレイズ？」

「やられた」ブレイズがうめくように答えた。「ひとり残らず。分隊は全員……レイラ、敵はニルフガードじゃない……〈リス団〉……おれたちに追いついたのはエルフどもだ。スコイア゠テルがニルフガード軍の先頭にいる」

　一人の兵がつんざくような悲鳴をあげ、別の一人が顔を両手にうずめてどっと倒れた。ヴィリスは毒づき、胸当てのひもを締めた。

「持ち場につけ！」レイラが叫んだ。「バリケードの後ろに身を隠せ！　つかまったら命はない！　いいか！」

　ヴィリスは唾を吐き、デマウェンド王の特殊部隊の印である黒、金、赤三色のバラの記章を肩当てから引きちぎって茂みに投げ捨てた。レイラは自分の記章をきれいに磨き、顔をゆがめて笑った。

「そんなことで助かるとは思えない、ヴィリス」

「約束だぞ、レイラ」

「約束だ。わたしは約束を守る。みんな、持ち場につけ！　石弓と長弓を持て！」

　待つまはなかった。

　第一陣を撃退したあとに残ったのはわずか六人。戦闘は短くも壮絶だった。ヴェンガーバーグから動員された兵は悪魔のように戦った。彼らは爪の先まで鍛え抜かれた傭兵集団だ。生きながらスコイア゠テルの手に落ちた者は一人もいなかった。彼らは戦って死ぬことを選んだ。矢につらぬかれ、槍や剣に刺されて。ブレイズは二人のエルフにバリケードの裏から引きずり出され、短剣を刺されて死んだ。だが二人のエルフも二度と立ちあがりはしなかった。ブレイズも自分の短剣で刺し返していた。

　スコイア゠テルは休むまもなく第二陣を送りこみ、ヴィリスは三たび槍につらぬかれて倒れた。

「レイラ！」ヴィリスがろれつのまわらない声で叫んだ。「約束だ！」

　そしてもうひとりエルフを殺しながら振り返った。

「さらばだ、ヴィリス」レイラは剣先をヴィリスの胸骨の下に当て、ぐいと押した。「地獄で会おう！」

　気がつくとレイラはスコイア゠テルに囲まれ、ひとりきりで立っていた。頭からつま先まで血に染まった女傭兵は剣を振りあげ、なめらかに回転して三つ編みの黒髪を揺らし、敵のなかで悪魔のように不気味に背を丸めた。エルフたちがたじろいだ。

「さあ、来い！」レイラが荒々しくどなった。「何をためらっている？　生きてつかまる気はない！　わたしは黒のレイラ！」

「グラエディヴ・ヴォルト、ベアナ」尻ごみするスコイア゠テルの輪のなかから、美しい金髪のエルフがおだやかに呼びかけた。天使のような顔に、子どものように大きなサファイア色の目。彼がまたがる純白の馬が鼻を鳴らし、頭を力強く上下に振り動かして血に染まった道の砂を激しく掻いた。

「グラエディヴ・ヴォルト、ベアナ」騎乗のエルフが繰り返した。「剣を捨てよ、女」

　レイラはぞっとするような笑い声をあげ、土ぼこりと血の混じる汗で汚れた袖で顔をぬぐった。

「この剣を捨てるにはあまりに惜しい、エルフ！　奪いたければこの指を折るがいい！　わたしは黒のレイラ！　さあ、何を待っている？」

　レイラに待つまはなかった。




「誰もエイダーンを助けなかったのか」長いまのあと、ゲラルトがきいた。「同盟国がいたはずだ。相互援助に関する合意や……条約を交わした相手が……」

「ヴィジミル王の死後、レダニア国は混迷をきわめている」ダンディリオンは咳払いした。「ヴィジミル王が殺されたことは聞いたか」

「ああ」

「王妃ヘドウィグがあとを引き継いだが、国じゅうが混乱し、恐怖がまんえんしている。スコイア゠テルとニルフガードの諜報員がつかまった。ディクストラが怒りにまかせて国じゅうをしらみつぶしに探し、絞首台に血が流れた。ディクストラはいまも歩けず、輿こしでかつがれている」

「だろうな。おまえはやつに追われなかったのか」

「いや。やつがその気になれば追えたかもしれないが、追わなかった。それは心配ない。ともかく、みずからも混乱の渦中にあるレダニアに軍を集めてエイダーンを助ける余裕はなかった」

「ではテメリアは？　なぜフォルテスト王はデマウェンドに手を貸さなかった？」

「ドル・アングラで戦闘が始まったとき、皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスはヴィジマに大使を送った……」ダンディリオンが静かに言った。




「くそっ！」ブロニボルは閉ざされた扉をにらみ、吐き捨てるように言った。「いったい何をこんなに長々と話すことがある？　なぜフォルテスト王ともあろう人が交渉など？　そもそもなぜニルフガードの犬に謁見を許した？　あんな男は処刑し、首をエムヒルに送り返せ！　ずだ袋にでも詰めこんで！」

「言葉をつつしめ、ブロニボル軍帥」聖職者ヴィレメルが硬い声で言った。「彼は特命全権大使だ、忘れるな！　大使は神聖で不可侵な存在だ！　そのような不謹慎な――」

「不謹慎だと？　不謹慎とは何か教えてやろう！　不謹慎とは、われらが同盟国内で侵略者が狼ろう藉ぜきを働くのを何もせずに突っ立って見ていることだ！　すでにライリアは陥落し、エイダーンはいままさに陥落しつつある！　デマウェンドが自力でニルフガードを撃退できるものか！　いますぐエイダーンに遠征部隊を送りこむべきだ。ヤルーガ川左岸に攻め入り、デマウェンドを救うべきだ！　あそこにはもうわずかな軍勢しかいない。連隊の大半はドル・アングラに移動した！　なのにわれわれはここで言い争っている！　戦いもせずに、きゃんきゃん鳴きわめいている！　しかも交渉相手はニルフガードの大使だ！」

「お静かに、軍帥」エランダーのヘレヴァルド公が老戦士にとがめるような視線を向けた。「これは政治だ。そなたは馬の鼻づらと槍よりもう少し遠くを見るべきではないか。大使の話は聞かねばならない。皇帝エムヒルには彼を送りこむ理由があったのだ」

「あるに決まっている」ブロニボルはうなるように言った。「エムヒルはエイダーンを破壊しているが、われわれテメリア軍がレダニア軍とケイドウェン軍とともに国境を越えれば、ニルフガード軍はドル・アングラの向こうのエビングまで押し戻される。われわれがシントラを攻撃したら、急所を突かれ、彼はふたつの戦線で戦わざるをえない！　エムヒルはそれを恐れているのだ！　だからわれわれを脅し、介入させまいとしている。ニルフガード大使が来た理由はそれだ。それ以外にない！」

「ならば大使の言いぶんを聞き、わが王国の利益にたがわぬ決定をするべきだ」とヘレヴァルド公。「デマウェンド王は愚かにもニルフガードを挑発し、その報いを受けた。わたしはヴェンガーバーグのために死を急ぐつもりはない。エイダーンで何が起ころうと関係ない」

「関係ない？　何をふざけたことを。ニルフガード軍がヤルーガ右岸のエイダーンとライリアに攻めこみ、わが王国とニルフガード軍のあいだにはマハカムしかないという状況が他ひ人とごとだというのか？　そなたにはひとかけらの常識も……」

「言い争いはもういい」ヴィレメルがたしなめた。「そこまでだ。国王が出てくる」

　部屋の扉が開き、王室議会の議員が椅子をこすらせて立ちあがった。多くが空席のままだ。部隊長と指揮官の大半は連隊を率い、ポンター渓谷やマハカムやヤルーガ川ぞいに赴いている。いつもは魔法使いたちが座る席も空いていた。魔法使い……。そうだ――聖職者ヴィレメルは思った――ここヴィジマの王宮で魔法使いが占めていた席はこれから長いあいだ空いたままかもしれない。もしかして永遠に？

　フォルテスト王が足早に広間を横切り、玉座の脇に立ったが座りはせず、寄りかかるように両こぶしをテーブルに載せた。顔面は蒼白だ。

「ヴェンガーバーグが包囲された」テメリア国王フォルテストは静かに言った。「陥落は時間の問題だ。ニルフガード軍は容赦なく北に侵攻している。包囲された部隊は抵抗を続けているが、結果は同じだ。エイダーンは敗北し、デマウェンド王はレダニアへ逃げた。ライリアのメーヴ女王の運命は誰にもわからない」

　王室議会は静まり返った。

「数日中にニルフガード軍はわが国の東部境界――ポンター渓谷を攻め落とすだろう」フォルテストはなおもおだやかに続けた。「エイダーンの最後の砦ハーゲも長くはない。ハーゲはわが国の東境界線上にある。そして南境界では……きわめて不運な事態が起こった。ヴェルデン国のエルヴィル王が皇帝エムヒルに忠誠を誓ったのだ。彼は降服し、ヤルーガ河口の要塞を明け渡した。ニルフガード軍はすでに、わが国の側面を守るはずだったナストログ、ロズログ、ボドログに駐屯している」

　議会からは声ひとつあがらなかった。

「これによってエルヴィルは王の称号を保ったものの、実質上の君主はエムヒルだ。ヴェルデンは名こそ王国だが、ニルフガードの属州となった。これがどういうことかわかるか。状況が百八十度変わったということだ。ヴェルデン国の要塞とヤルーガ河口はいまやニルフガードのものとなった。川を渡る危険は冒せない。デマウェンド軍を救うために河口に兵を送り、エイダーンに向かわせるのはわが軍の戦力を弱めるだけだ。それはできない。わが王国と臣民の命運はわたしの判断にかかっている」

　議会は無言のままだ。

「ニルフガードの統治者――皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスが……合意を申し出た。わたしはその提案を受け入れた。それをこれから告げる。それを聞けばわかるはずだ……諸君も納得し――おそらく言うだろう……」

　議会はかたずをのんだ。

「それこそが平和への道だと」テメリア国王はそう締めくくった。




「そうしてフォルテストは屈した」ゲラルトはまた小枝を折りながらつぶやいた。「ニルフガードと条約を結び、エイダーンを運命にゆだね……」

「そうだ」ダンディリオンがうなずいた。「それでもフォルテスト王はポンター渓谷に軍勢を送りこんでハーゲ要塞を占拠し、兵を配置した。そしてニルフガード軍はマハカム峠に侵攻せず、ソドンのヤルーガ川も渡らなかった。ブルッゲも攻撃しなかった。降服とエルヴィル王の忠誠によって、すでにニルフガードの手中に収まっていたからだ。これこそテメリアの中立が払った代償だ」

「シリの言うとおりか」ゲラルトがつぶやいた。「中立……中立はつねに卑劣だ」

「なんだと？」

「なんでもない。では、ケイドウェンはどうした、ダンディリオン？　なぜヘンセルト王はデマウェンド王とメーヴ女王を助けなかった？　協定があったはずだ。同盟国だったのだから。たとえヘンセルトがフォルテストの例にならって協定の署名と紋章を無視し、王どうしの誓いなど関係ないとみなしたとしても、そこまで愚かか？　エイダーンが陥落し、テメリアとニルフガードが条約を交わしたあとで、次は自分の番だと――ニルフガードの次なる標的が自分だと――わからなかったのか？　良識から考えて、ケイドウェンはデマウェンド王を援助するべきだ。この世から信念と真実がなくなってずいぶんたつが、良識だけは間違いなく存在する。どうだ、ダンディリオン？　この世にまだ良識はあるのか？　それとも卑劣と侮辱しか残っていないのか」

　ダンディリオンは顔をそむけた。緑の灯あかりが近づき、二人は狭い輪のなかにいた。さっきは気づかなかったが、木の精はずっとダンディリオンの話を聞いていたようだ。

「無言か。つまりシリは正しかったわけだ。コドリンガーも正しかった。おまえたちはみな正しかった。間違っていたのは、世間知らずで時代錯誤の、愚かな魔法剣士のおれだけだ」




〝半ガロン〟の異名で知られる百人隊長ディゴッドが大きく息を切らし、うなりながらテントの垂れを開けると、十人隊長たちはあわてて立ちあがって軍人らしい姿勢と表情をつくろった。その一人ジヴィクは百人隊長の目が暗がりに慣れる前に、鞍のあいだに置いた小さなウォッカ樽にすばやく羊皮をかぶせた。罰を逃れるためではない。ディゴッドは勤務中や野営地内の飲酒に厳しい男ではない。むしろ樽のなかみを守るためだ。ディゴッドのあだ名は偶然ついたものではない。なにしろ調子がいいときは半ガロン――約二リットル――の酒をぐびぐびと、あっというまに飲むと噂の男だ。ふつうのカップなら盃さかずきのように一息に飲み干すだろう。

「隊長」弓兵隊長のボーデがたずねた。「お偉がたは何を決めたんです？　命令はなんですか？　国境を越えるんですか？　教えてくださいよ！」

「まあ待て」半ガロンはうなるように答えた。「なんて暑さだ……すぐに全部話す。だが、その前に何か飲む物をくれ。喉がからからだ。何もないとは言わせんぞ。このテントは一マイル先からウォッカのにおいがする。出どころはわかっている。その羊皮の下だ」

　ジヴィクは小さく毒づいて樽を取り出した。十人隊長たちは小さく輪になり、カップと錫すずジョッキをかちりと合わせた。

「あああ」百人隊長はほおひげと目をぬぐい、「おうう、なんてまずい酒だ。もっと注げ、ジヴィク」

「で、早く聞かせてください」ボーデがじれったそうに急かした。「命令は？　ニルフガードの領土に行軍するんですか、それとも結婚式の邪魔者みたいに国境付近でたむろするんですか」

「そんなにケンカをしたいか」半ガロンはなおも息荒く、唾を吐いてからどさりと鞍に座りこんだ。「そんなに国境を越えてエイダーンに行きたいか？　待ちきれないってか？　獰猛な仔狼どもめが、何もせずに突っ立って、牙を剥いてぐるぐるうなってるだけのくせに」

「まったくだ」古参兵のスタラーが引きずるような足取りで左右に身を揺らし、冷ややかに言った。古参騎兵らしく脚がクモの脚のように曲がっている。「まったくそのとおりだ、隊長よ。行軍にそなえてブーツをはいたまま寝るのはこれで五日目だ。おれたちは何がどうなってるかを知りたい。戦闘か、それとも要塞に戻るのか」

「国境を越える」半ガロンがぶっきらぼうに告げた。「明日の夜明け。おれたち〈ダン・バナー〉は五旅団を先導する。いいか、よく聞け。これから国王命令を直接聞いた軍帥と、アルド・カレイのマンスフェルド侯爵閣下がおれたち百人隊長と兵曹長に向けて話した内容を伝える。よく聞き耳を立てろ。二度は言わんぞ。しかも異例の命令だ」

　テントが静まり返った。

「ニルフガード軍はドル・アングラを越えた」ディゴッドが言った。「ライリア国を蹂躙し、四日でアルダースバーグに到達し、そこでの決戦でデマウェンドの軍を敗走させた。それからほどなく、背信行為によりわずか六日間の包囲でヴェンガーバーグを占領した。そして軍勢をエイダーンからポンター渓谷とドル・ブラサンナに向かわせ、もっか北にばく進ちゅうだ。おれたちのいるケイドウェンに向かって。そこで〈ダン・バナー〉に対する命令はこうだ。国境を越えてひたすら南に、まっすぐ〈花の谷〉へ行軍せよ。三日でディフネ川まで到達せよ。いいか、三日だぞ、つまり駆け足で進めということだ。そして着いたら一歩も川を越えるな。一歩たりともだ。やがてニルフガード軍が対岸に現れる。そして、ここからが大事なところだが、交戦はしない。何があっても。いいか？　たとえ向こうが川を渡ろうとしても、おれたちは……こちらの軍旗を見せるだけだ。つまり、ケイドウェン国軍であることを示すってことだ」

　テント内はいよいよ静まり返った。

「なんだって？」ようやくボーデがぼそりとつぶやいた。「ニルフガード軍と戦わない？　おれたちゃ戦いに行くのか、行かないのか。いったいどういうことです、隊長？」

「そういう命令だ。われわれは戦いに行くのではなく……」半ガロンは首をぼりぼりと掻き、「友好の手を差し伸べるんだ。国境を越え、上かみエイダーンの住民を守る……いや待て、そうじゃない……エイダーン民じゃなくて、ロルマルク民だ、マンスフェルド侯爵閣下が言ったのは。そうだ、閣下はこう言った――デマウェンド王は敗北した。つまずき、顔から地面に倒れた。統治力も政治力もなかったからだ。これでデマウェンドは終わり、彼とともにエイダーン国も終わった。わがケイドウェン国王はデマウェンドから受けた援助の返礼として多額の金を貸与している。そんな大金をみすみす失うわけにはいかない。いまこそ利子とともに取り返すときだ。かといってロルマルクの同輩や同胞を捕虜としてニルフガードに渡すわけにもいかない。われわれは、いいか、彼らを解放する。なぜならロルマルクは古くはわれわれの土地だったからだ。かの地はかつてケイドウェンが治めていた。いまこそその支配を取り戻すときだ。ディフネ川まで行軍して。これこそ、われらがケイドウェン国のヘンセルト王がニルフガードの皇帝エムヒルと締結した合意だ。合意があろうとなかろうと〈ダン・バナー〉はディフネ川に陣取る。わかったか？」

　誰も答えない。半ガロンは顔をしかめ、片手を振った。

「なんと哀れなやつらよ。わからんか。だが心配するな、おれもわからん。考えるのは国王、侯爵、軍師、貴族たちにまかせておけばいい。おれたちゃ軍人だ！　命令にしたがい、三日でディフネ川に着き、そこで壁のように立ってりゃいい。それだけだ。さあ、もっと注げ、ジヴィク」

「隊長……」ジヴィクが口ごもりながら言った。「でも、もし……エイダーン軍が抵抗したらどうなります？　彼らに道をふさがれたら？　理由はどうあれ、おれたちは武装して彼らの領土を進むんでしょう？　もし抵抗されたら？」

「その同輩と同胞ってのが――」古参兵スタラーが苦々しげに続けた。「おれたちが解放する連中が――おれたちに矢を向け、石を投げてきたらどうする？　あ？」

「命令は三日以内にディフネ川岸に到達することだ」半ガロンは語気を強めた。「遅れちゃならない。進軍を遅らせたり阻止したりするやつは誰であろうと敵だ。敵はズタズタにしなきゃならん。だが、これから言うことをよく聞け！　命令をよく聞け！　村を燃やすな。小屋を燃やすな。物を奪うな。略奪するな。女を襲うな！　これをおまえたちも、部下たちも決して忘れるな。命令に背いた者は縛り首だ。軍帥はこれを十回は繰り返した。おれたちは侵攻するんじゃない、救いの手を差し伸べるんだ！　なにをにやにやしてる、スタラー？　命令だぞ！　ただちに分隊に戻って全員を叩き起こせ。馬と鋲を満月みたいにぴかぴかに磨け！　午後には全隊が集合して点検を受け、軍帥みずから教練を行なう。おれに恥をかかせる小隊があったら、十人隊長の責任だ。それを忘れるな！　命令だ！」

　いちばん最後にテントを出たジヴィクはまぶしい太陽に目を細め、野営地じゅうに広がる騒ぎを見つめた。十人隊長は自分たちの分隊に駆け戻り、百人隊長はどなりながら走りまわり、貴族と騎兵隊騎手と小姓がぶつかり、バン・アルドから来た重騎兵隊が駆けまわっては土ぼこりを巻きあげている。ものすごい熱気だ。

　ジヴィクは足を速めた。途中で前日にアルド・カレイから到着した四人の吟遊詩人の前を通った。侯爵の豪華なテントの陰に座り、勝利を収めた作戦や国王の武勇、思慮深き指揮官や名もなき歩兵の勇気をたたえるバラッドをひねり出している。時間節約のため、戦いの前にこしらえるのはいつものことだ。

「〝われらが同胞が出迎える、パンと塩を持ち……〟」一人が歌詞を口ずさんだ。「〝救世主と解放者を出迎える、パンと塩を持ち……〟　おい、フラフィル、〝塩〟と韻を踏む気の利いた単語はないか？」

　きかれた詩人がなんと答えたか、ジヴィクには聞こえなかった。

　ジヴィクの姿に、池ぞいのヤナギのあいだにテントを張っていた小隊兵がぴょんと立ちあがった。

「行軍準備だ！」ジヴィクは酒くさい息が部下の士気をそがぬよう、離れた場所からどなった。「太陽があと数センチのぼる前に総点検がある！　何もかも太陽みたいに光らせておけ。武器、鋲、馬具に馬。点検のときに百人隊長の前でおれに恥をかかせたやつは脚を引きちぎられると思え。さあ、すぐに取りかかれ！」

「戦だ」騎兵のクラスカがあわててシャツをズボンにたくしこんだ。「戦に向かうんでしょう、隊長？」

「どこに行くと思う？　〈ラマスの収穫祭〉のダンスパーティにでも行くと思ったか？　これから国境を越える。〈ダン・バナー〉全軍が明日の夜明けに出発だ。百人隊長はどの隊か言わなかったが、おそらくいつものようにおれたちの小隊が先頭だ。さあ、さっさと動け！　待て、ちょっと戻れ。いま言っておく。あとでは言う時間がないかもしれん。これは、いいか、いつもの小競り合いじゃない。誉れ高きお偉がたはなんとも妙なことを思いついた。これは一種の解放のようなものらしい。おれたちは敵と戦うんじゃない。その……おれたちの永遠の土地に……その、なんだ……友好的援助を差し伸べるわけだ。これから言うことをよく聞け。エイダーン民には触れるな。略奪するな――」

「は？」クラスカがぽかんと口を開けた。「略奪するなってどういうことです？　馬に何を食わせろっていうんですか、隊長？」

「まぐさはしかたない。だが、ほかの物にはいっさい手をつけるな。斬るな、小屋を焼くな、穀物を荒らすな……黙れ、クラスカ！　これは村の集会じゃないぞ。れっきとした軍勢だ！　命令にしたがわないやつは縛り首だ！　いいか、斬るな、殺すな、そして――」

　ジヴィクはそこで言葉を切り、しばらく考えてから言った。

「そして女を襲うなら静かにやれ。誰にも見えないところで」




「二人は握手をした」ダンディリオンが締めくくった。「ディフネ川にかかる橋の上で。アルド・カレイのマンスフェルド侯爵とドル・アングラから来たニルフガード軍の司令長官メンノ・コーホルンは、血を流して死にかけているエイダーン国を見ながら手を握り、あさましくも利権分割条約に署名した。史上もっとも見下げはてた行為だ」

　ゲラルトは無言だったが、やがて驚くほどおだやかな声で言った。

「見下げはてた行為と言えば、魔法使いたちはどうなった、ダンディリオン？　魔法院と評議会の面々は」

「デマウェンドのもとに残った者は一人もいなかった。そのいっぽうフォルテスト王は、自分に仕えていた魔法使いをすべてテメリアから追放した」ダンディリオンは答えた。「フィリパはトレトゴールで、レダニアの混乱を抑える王妃ヘドウィグを助けている。トリスと三人の魔法使いも――名前は憶えていないが――一緒だ。何人かはケイドウェン国に残り、大半はコヴィリとヘンフォルスへ逃げた。彼らは中立国を選んだ。知ってのとおり、コヴィリの王エステラド・シッセンとヘンフォルスの王ニーダミルはこれまでも、いまも中立だ」

「知っている。ではヴィルゲフォルツは？　あの男についていた連中は？」

「ヴィルゲフォルツは行方をくらました。エイダーンが占領されたあと、エムヒルの総督として姿を現すと思われていたが……いまのところなんの痕跡もない。本人も、共謀者たちも。ただし……」

「ただし、なんだ、ダンディリオン」

「女王となった一人の魔法使いを除いて」




　フィラヴァンドレル・エプ・フィドヘイルは黙って答えを待っていた。窓の外を見つめる女王も無言だ。窓からは庭が見渡せる。少し前まではドル・ブラサンナの前統治者――エイダーン国のヴェンガーバーグからきた人間の独裁者――の自慢と喜びの種だった。彼はエムヒル皇帝軍の先鋒として自由エルフ人が攻めてくる前に逃げ、その際、古いエルフ宮殿から貴重品の多くを――家具まで――持ち出した。だが、庭だけは持ち出せなかった。だから破壊した。

「いいえ、フィラヴァンドレル」ようやく女王は口を開いた。「それは早急すぎる、あまりにも。いまは領土拡大のことを考える時期ではない。彼らの正確な位置さえわからないのだから。密偵の報告によれば、ケイドウェンのヘンセルト王は合意にしたがうつもりも、ディフネ川から撤退する気もないようだ。彼は決して武力侵略の考えを捨てはしない。いつわれわれを攻撃しても不思議はない」

「結局われわれは何も達成できなかった」

　女王がゆっくり片手を差し出すと、一匹のウスバシロチョウが窓から飛んできてレースの袖口に止まり、先のとがった羽を広げたり閉じたりした。

「わたしたちは望んだ以上のものを成しとげた」女王はチョウが驚いて飛んでいかないよう、静かに言った。「百年のときを経てついに〈花の谷〉を取り戻し――」

「もうそうとは呼べない」フィラヴァンドレルがさみしげにほほえんだ。「軍勢が通り過ぎた今では、さしずめ〈灰の谷〉だ」

「わたしたちはふたたび自分たちの国を手にした」女王はチョウを見ながら言った。「わたしたちは追放者ではなく、ふたたび臣民になった。それに灰は土を豊かにする。春になれば谷には新しい花が咲く」

「あまりにわずかだ、〈ヒナギク〉。あまりにも。われわれは一段も二段も落ちぶれた。ついこのあいだまで、人間を海へ――彼らが最初にやってきた場所へ――押し返すと豪語していたのに。いまやわれわれの土地と野心はせいぜいドル・ブラサンナまで……」

「エムヒル・ディスヴェンはわたしたちにドル・ブラサンナという贈り物をくれた。何を期待している、フィラヴァンドレル？　これ以上のものを要求せよと？　贈り物を受けるにも節度があることを忘れてはならない。それがエムヒルからのものであるときはなおさら。ただで何かをくれる男ではない。わたしたちは彼があたえた土地を保持しなければならない。それにわれわれの軍事力ではドル・ブラサンナを保つだけでも精一杯よ」

「ならばわれわれの奇襲団をテメリア、レダニア、ケイドウェンから撤退させるべきだ」白髪のエルフが言った。「人間と戦うスコイア゠テルを全員、引きあげさせるべきだ。いまやきみは女王だ、エニッド、彼らもきみの命令にはしたがう。われわれはこの小さな土地を手に入れた。闘いつづける理由はない。彼らの任務は〈花の谷〉に戻り、ここを守ることだ。われわれの境界を守る自由人として戦わせるべきだ。いま彼らは森に迷った盗賊のように死につづけている！」

　エルフの女王はうなだれ、つぶやいた。

「それはエムヒルが許さない。奇襲団は戦いつづけなければならない」

「なぜ？　なんのために？」フィラヴァンドレルがふいに背を伸ばした。

「聞いて。わたしたちはスコイア゠テルを援助することも救うこともできない。これが、フォルテスト王とヘンセルト王がさだめた条件。テメリア国とケイドウェン国はドル・ブラサンナの統治をエルフにゆだねた。でも、それはわれわれが〈リス団〉を表立って非難し、われわれから切り離すという条件つきよ」

「あの子たちは死にかけている、〈ヒナギク〉よ。毎日のように命を落とし、不利な戦いで死に絶えつつある。エムヒルとの秘密の条約の結果、人間たちはスコイア゠テルを襲い、叩きつぶそうとしている。彼らはわれわれの子どもであり、未来だ！　われわれの血脈だ！　そんな彼らを見捨てろというのか？　何を言うケス・エン・ミ・デイセツテ、エニッド？　彼らを見捨てる気かフオルサケ＝ラン？　無ア駄エ死ンに・さヴせエろイとネ？」

　チョウが羽ばたいて窓に飛んでゆき、熱い夏の空気にとらわれてくるりと回転した。エニッド・アン・グレアナの名で知られるもと魔法使いで、いまや高貴なる民アエン・シーデこと自由エルフの女王となったフランチェスカ・フィンダベアが顔をあげた。美しい青い瞳には涙が光っていた。

「スコイア゠テルは戦いつづけなければならない」女王は静かに繰り返した。「彼らは人間の国家を叩きつぶし、戦闘準備を妨害しなければならない。それがエムヒルの命令で、わたしはエムヒルには逆らえない。許して、フィラヴァンドレル！」

　フィラヴァンドレル・エプ・フィドヘイルは女王を見つめ、深々と頭をさげた。

「わたしは許す、エニッド。だが、彼らが許すとは思えない」




「魔法使いの誰か一人でも考えなおす者はいなかったのか？　ニルフガード軍がエイダーンの民を殺し、街を焼き払っても、ヴィルゲフォルツを見かぎり、フィリパ側についた者はいなかったのか」

「誰ひとり」

「信じられん」ゲラルトは長い沈黙のあとでつぶやいた。「ヴィルゲフォルツが謀反を起こした本当の理由と結果が明らかになってなお、誰も彼のもとを離れなかったとは。おれは――誰もが知るとおり――世間知らずで時代錯誤の、愚かな魔法剣士だが、魔法使いの誰ひとりとして良心の痛みを感じなかったとはどうしても信じられない」




　ティサイア・ド・ブリエスは手紙を書き終え、文の下に手慣れた飾り文字で署名した。それから長々と考え、その横に本当の名前を意味する表意文字を書き添えた。誰も知らない名前。長いあいだ使わなかった。魔法使いになってから一度も使ったことはなかった名前。

　スカイラーク――ヒバリ。

　ティサイアは羊皮紙の上に注意深く、まっすぐにペンを置いた。沈みかける赤い太陽を見つめ、長いあいだ身じろぎもせずに座っていたが、ふいに立ちあがって窓に歩み寄り、しばらく家並みの屋根を見つめた。あの屋根の下では、ふつうの人々がいつもの生活と苦労に疲れ、これからどうなるのか、明日はどうなるのかと、ふつうの人間らしい不安を胸に布団にもぐりこむころだ。ティサイアはテーブルの手紙をちらりと見た。ふつうの人々にあてた手紙。ふつうの人々の多くは字が読めないという事実はたいした問題ではない。

　ティサイアは鏡の正面に立って髪を整え、ドレスをなでつけ、ふくらんだ袖からありもしないごみを払い、ルビーの首飾りのずれを直した。

　鏡の下の燭台の位置がずれている。召使が掃除中に動かしたのだろう。

　召使。ふつうの女。何が起こっているのかわからず、目に恐怖を浮かべるふつうの人間。この屈辱の時代に翻弄される、ふつうの人間。ティサイアに――魔法使いに――明日への希望と確かなものを探す、ふつうの人間……。

　そんなふつうの人間が寄せる信頼を彼女は裏切った。

　通りから兵士たちの重いブーツの足音が上まで響いた。ティサイア・ド・ブリエスはぴくりともせず、窓のほうを向きもしなかった。誰の足音かは重要ではない。王国軍か。反逆者の逮捕状をたずさえた憲兵か。雇われ暗殺者か。それともヴィルゲフォルツが差し向けた殺し屋か。彼女にとってはどうでもよかった。

　足音は遠くに消えた。

　ティサイアは鏡の下の燭台のゆがみを正し、四角い土台がテーブルクロスのちょうどまんなかにくるように置きなおした。そして両の手首から金の腕飾りをはずし、しわひとつないテーブルクロスの上にきちんと並べ、鋭い目で見た。わずかなずれもない。すべてが左右対称にきちんと並んでいる。あるべき姿に。

　それから鏡台の引き出しを開け、骨の柄のついた短刀を取り出した。

　その顔は凛として揺るぎなく、無表情だった。

　屋敷は静まり返っていた。静かすぎて、しおれた花弁がテーブルに落ちる音さえ聞こえそうだ。

　血のように赤い太陽がゆっくりと家々の屋根の向こうに沈んだ。

　ティサイア・ド・ブリエスはテーブル脇の椅子に腰をおろし、ロウソクを吹き消すと、手紙の上に置いた羽根ペンの位置をもういちど正し、両手首の動脈を切断した。




　一日がかりの旅の疲れが出たのだろう――ダンディリオンはふと目を覚まし、話の途中で寝入ったことに気づいた。身じろぎしたとたん小枝の山から転げ落ちそうになり、あたりを見まわした。まにあわせの寝台で隣に寝ていたゲラルトの姿はどこにもない。

「どこまで……」ダンディリオンは咳をして上体を起こした。「どこまで話した？　ああ、魔法使いの話だ……ゲラルト？　どこだ？」

「ここだ」答えはあったが、暗がりでほとんど見えない。「続けてくれ。イェネファーのことを話すところだった」

「いいか」ダンディリオンはだまされなかった。話をするどころか、名前を出す気もなかった自分がそのことを口にしたはずがない。「本当にぼくは何も知らな……」

「嘘だ。おまえのことはよく知っている」

「そんなによく知っているのなら、どうして言わせようとする？」ダンディリオンは腹が立ってきた。「そんなによくわかっているのなら、どうしてぼくが黙っているか、どうして耳にした噂を言わないのかもわかるはずだ！　それがどんな噂で、どうしてきみに聞かせたくないのかも！」

「何ケ・スエクス？」そばで寝ていた木の精の一人がダンディリオンの大声に目覚めた。

「すまん」ゲラルトが小声でわびた。

　ブロキロンの緑の灯あかりはほとんど消え、ほんの数個がやさしく光っている。

「ゲラルト」ダンディリオンは続けた。「きみはいつだって〝自分はかかわらない、何があっても関係ない〟という態度だった。イェネファーがそれを真に受けても不思議はない。彼女がヴィルゲフォルツとこのゲームを始めたときも――」

「よせ」ゲラルトが制した。「それ以上、言うな。〝ゲーム〟という言葉を聞くと誰かを殺したくなる。そうだ、カミソリを貸してくれ。これでようやくひげを剃れる」

「いまか？　まだ暗すぎるんじゃ……」

「おれに暗すぎるときはない。おれは怪物だ」

　ゲラルトが身のまわり品の袋をつかんで小川に向かったあと、ダンディリオンは眠気がすっかり消えているのに気づいた。空が白みはじめていた。ダンディリオンは起き出し、寄り集まって眠る木の精たちを踏まないよう、そろそろと森の奥へ向かった。

「あんたもこれにかかわった一人？」

　ダンディリオンがはっとして振り向くと、松の木に一人の木の精が寄りかかっていた。銀色の髪が夜明けの薄明かりのなかにはっきり見える。

「これ以上ないほどみじめな光景だった」木の精は胸の前で腕を組んだ。「すべてを失った人。不思議なものだね、吟遊詩人。あたしはこれまで、すべてを失うことはできないと思っていた。何かしら必ず残ると思っていた。どんなときも。純真さが容赦なく裏切られる屈辱の時代にあっても、すべてを失うことはないと思っていた。でも彼は……ゲラルトは何リットルもの血と、まともに歩ける脚と、自由に動かせる左手と、魔法剣士の剣と、愛する女と、奇跡によって得た娘と、信念を失った……。何かが残るはずだと思っていた。でも違った。いまや彼には何もない。カミソリの刃一つすら」

　ダンディリオンは答えられなかった。木の精は動かない。

「あんたもこれにかかわったのかと、あたしはたずねた」ふたたび木の精が話しだした。「でもたずねるまでもない。かかわっていたのは明白だ。あんたが彼の友人であることも。そしてたとえ友人がいても人はすべてを失う。友人たちのせいで。それは友人がやったことのせいかもしれないし、やらなかったことのせいかもしれない」

「ぼくに何ができたと言うんだ？」ダンディリオンはつぶやいた。「いったい何が？」

「わからない」木の精は答えた。

「彼にすべては話さなかった……」

「知っている」

「ぼくのせいじゃない」

「いや、あんたのせいだ」

「違う！　ぼくは……」

　枝製の寝台がきしみ、ダンディリオンはびくっと跳びあがった。気がつくとゲラルトが隣に座って顔をこすっていた。石けんのにおいがする。

「何が違うだと？」ゲラルトが平然とたずねた。「ほかにどんな夢を見た？　カエルになった夢か？　落ち着け。おまえはカエルじゃない。それとも丸太になった夢か。ふむ、それは何かのお告げかもしれん」

　ダンディリオンは周囲を見まわした。森の空き地にいるのは二人だけだ。

「彼女はどこだ？　木の精たちは？」

「森の端だ。準備しろ。そろそろ出発だ」

「ゲラルト、ぼくはたったいま木の精と話した。彼女はなんのなまりもない一般語で話し、ぼくにこう言った……」

「ここの木の精でなまりのない一般語を話す者はいない。夢を見たんだ、ダンディリオン。ここはブロキロンの森だ。どんな夢でも見られる」




　木の精がひとり、森の出口で二人を待っていた。ダンディリオンはすぐにわかった。夜中に灯りを運び、彼に歌ってくれと頼んだ緑がかった髪の女だ。彼女が止まれというように片手をあげた。反対の手には矢をつがえた弓を持っている。ゲラルトは詩人の肩に手を載せ、ぎゅっとつかんだ。

「何かまずいことか」ダンディリオンがささやいた。

「そのようだ。静かに、動くな」

　リボン渓谷にかかる濃い霧のせいで声や物音はくぐもっているが、水しぶきや馬の鼻息はダンディリオンの耳にも聞こえた。騎乗者が川を渡る音だ。

「エルフか？　スコイア゠テルか？　やつらがブロキロンに逃げこんできたんだな。奇襲団が……」

「いや」ゲラルトは霧の奥を見ながらつぶやいた。魔法剣士の視力と聴力は恐ろしいほど鋭く、繊細だが、ダンディリオンにはその判断が目によるものか耳によるものかわからなかった。「奇襲団ではない。その残党だ。騎乗者は五人か六人。乗り手のいない馬が三頭。そこにいろ、ダンディリオン。見てくる」

「危険だガル＝エン」緑の髪の木の精が弓をかかげ、警告した。「行ヌフくエ・なヴア、白グウイン狼ブレイド！　キ゠リン！」

「黙サエスれ・エプ、ファウヴ」ゲラルトが思いがけずぞんざいな口調で返した。「おれに矢を放つ気かム＝エスパル・ケ・ヴアエンエラ？　ならばさっさと放て。そうでなければその口を閉じて、おれを脅そうなどと考えるな。おれは何ものにも脅されない。きみがなんと言おうとミルヴァ・バリングと話をしなければならない。そこにいろ、ダンディリオン」

　木の精はうなだれ、弓をおろした。

　霧のなかから九頭の馬が現れた。たしかに乗り手がいるのは六頭だけだ。下草から木の精たちの姿が現れ、馬のほうへ向かってゆく。騎乗の三人は馬をおりるにも人の手を借り、ささえられながら安全なブロキロンの森へ近づいてきた。ほかの木の精たちは倒木に覆われた丘の斜面を亡霊のようにこっそり移動し、リボン川にかかる霧のなかに消えた。川の向こう岸から叫びと馬のいななきと水音が聞こえた。ダンディリオンには矢のうなる音も聞こえた気がしたが、よくはわからない。

「誰かに追われていたのか……」ダンディリオンのつぶやきに、ファウヴは弓をつかんだまま振り向き、きつい口調で言った。

「あなたは歌う、ティーダ。でも、愛の歌は歌わないでン＝テ・シヤエンテ・ア＝ミンネ、エタリエルの歌は。いいえ、いとしい人。いまはそのときじゃない。いまは殺すとき。そんな歌を歌うとき！」

「これはぼくのせいじゃない……」ダンディリオンは口ごもった。

　木の精はしばし沈黙し、それから横を向いた。

「わたしのせいでもない」そう言って下草に消えた。

　ゲラルトは一時間もしないうちに鞍をつけた二頭の馬を引いて戻ってきた。ペガサスと鹿か毛げの雌馬で、雌馬の鞍布には血の痕がついている。

「これはエルフの馬じゃないのか？　川を渡った連中の」

「そうだ」ゲラルトの顔と声はいつもと違っていた。「雌馬はエルフのものだが、しばらくはおれのものだ。うまくゆけば、負傷者を乗せるのに慣れた、乗り手が落ちてもそばを離れない馬に乗り換える。どう見てもこの雌馬はそんな訓練は受けていない」

「ここを出るのか」

「出るのはおまえだ」ゲラルトはペガサスの手綱を詩人に投げた。「さらばだ、ダンディリオン。木の精が数キロ上流まで案内する。だからブルッゲから来た兵につかまる心配はない。連中はいまも対岸をうろついているはずだ」

「きみは？　ここに残るのか」

「いや」

「何か聞いたんだな。〈リス団〉から。シリのことを何か知ってるんだろう？」

「行け、ダンディリオン」

「ゲラルト……聞いてくれ――」

「何を聞けというんだ？」ゲラルトは一瞬、声を荒らげ、すぐに口ごもった。「おれは――あの子を運命にまかせるわけにはいかない。シリはまったくのひとりだ……ひとりきりにはしておけない、ダンディリオン。おまえにはわからない。誰にもわからない。だが、おれにはわかる。あの子をひとりにしたら、かつておれに起こったのと同じことがあの子に起こる……おまえにはわからないだろうが……」

「わかる。だからここまで会いにきたんだ」

「どうかしている。おれがどこに向かうか知ってるのか」

「もちろんだ。ゲラルト、まだ――まだきみに話していないことがある。すまない。ぼくは手をこまねいていた。何をしていいかわからなかった。でもいまはわかる。きみと一緒に行きたい。きみのそばにいたい。シリと……ちまたに流れる噂のことはひとことも話さなかった。コヴィリからきた知り合いと会った。彼らはニルフガードから戻った大使の報告を聞いていた……。おそらくその噂は〈リス団〉の耳にも届いたんだろう。そしてきみはリボン川を渡ったエルフたちからすべてを聞いた。でも……聞いてくれ……」

　ゲラルトは両手をだらりと垂らし、長いあいだ考えこんでいたが、やがてさっきとは違う声で言った。

「馬に乗れ。道々、話を聞かせてくれ」




　その朝、皇帝の夏の滞在地ロク・グリム宮殿はいつになくざわめいていた。ニルフガード貴族が騒ぎ、感情や興奮を剥き出しにすることはめったにない。彼らにとって不安や興奮をあらわにするのは未成熟さの表れとみなされる。そのような振る舞いはきわめてはしたない、恥ずべき行為であり、成熟にはほど遠い、世間知らずの若者でさえむやみに騒ぐと眉をひそめられる。そう考えると、これはきわめて異常な事態だ。

　もっとも、その朝ロク・グリム宮殿に若者はいなかった。なんであろうと若造がロク・グリムにいる理由はなかった。広い玉座の間に集まったのは、まじめでいかめしい顔の貴族や騎士、廷臣だけだ。みな格式ばった、飾り襟と袖口だけが白い、黒の宮廷服に身を包み、そんな男たちに同じようにまじめでいかめしい顔の貴婦人たち数人が付きしたがっている。黒い礼服に許されるのは、小さくひかえめな宝石だけだ。誰もが取り澄ました、まじめでいかめしい表情をとりつくろっているが、実際はひどく興奮していた。

「醜い娘って話よ。やせっぽちで、みっともないって」

「でも王家の血を引いているそうよ」

「婚外子？」

「とんでもない。れっきとした嫡子よ」

「その子が王位を継ぐの？」

「皇帝がそう決めれば……」

「なんと、アルダル・エプ・ダーイとヴェット伯爵を見たまえ……まるで酢を飲んだような顔で……」

「お静かに、閣下……彼らの表情に驚かれた？　噂が本当なら、皇帝エムヒルは由緒ある家柄を侮辱するつもりですわ。彼らの顔に泥を塗る気としか思えない……」

「噂はでたらめだ。皇帝があんな捨て子と結婚するはずがない！　いくらなんでも……」

「あのかたにやれないことはありません。お言葉には気をつけられたほうがよろしいわ、閣下。口はわざわいのもと。これまでも、〝皇帝エムヒルには無理だ〟と言った人はみな絞首台に送りこまれました」

「すでに贈与に関する勅令に署名したそうよ。年に三百マルクですって、信じられる？」

「そして王女の称号も。誰か娘を見た？」

「娘は到着と同時にリデルタル伯爵夫人にあずけられて、屋敷は厳重に警備されている」

「夫人のもとで少しでも礼儀を教えこもうと思ったようね。なんでも王女様の振る舞いときたら農家の娘なみで……」

「不思議でもなんでもないわ。娘は北の出身よ、野蛮なシントラから――」

「だからエムヒルと結婚するなどという噂はますます本当とは思えんのだ。とうてい受け入れられない。彼は予定どおりヴェット伯爵の末娘と結婚すべきだ。あのような王位簒さん奪だつ者となんぞ！」

「そろそろ陛下も結婚するころよ。王位継承のためにも……。そして小さな大公を……」

「まあ結婚はいいとしても、素性も知れない娘はありえない！」

「しっ、声が大きすぎますわ。言っておきますけれど、貴族のみなさん、この結婚はありえません。いったいなんの目的のためにこんなことを？」

「政治だ、伯爵夫人。いまは戦時下だ。この婚姻には政治的、戦略的意味がある……。王女の出身王朝は法的称号を持ち、下しもヤラ地方の領主権も確認されている。彼女が皇帝の配偶者になれば……ほら、これ以上うまい手はない。あそこの、コヴィリの王エステラドの大使たちを見たまえ。しきりにささやき合って……」

「では、このとんでもない縁組を支持するというのか、大公閣下？　それともたんにエムヒルに忠告しているだけか？」

「わたしが何を支持しようとそなたには関係ない、辺境伯。それから皇帝の決断には異議を唱えぬほうがよいかと」

「では陛下はもう決断なさったの？」

「それはどうだか」

「疑ってらっしゃるとしたら、間違いですわ」

「どういう意味です、マダム？」

「陛下はタルンハン男爵夫人を宮廷から追い出しました。夫のもとに戻れと」

「エムヒルがデルヴラ・トリフィン・ブロイネと別れた？　まさか！　デルヴラはもう三年も皇帝に寵愛されて……」

「それが宮廷から追放されたのです」

「本当よ。なんでもデルヴラはひどく暴れて、皇室衛兵が四人がかりでようやく馬車に押しこんだとか……」

「夫君はさぞ喜んで……」

「それはどうかしら」

「まさか！　エムヒルがデルヴラと別れたですって？　あんな捨て子のために？　あんな北方の野蛮人のために？」

「静かに……頼むからお静かに！」

「誰がこれを支持しているの？　どの一派？」

「静かに。みんながこっちを見てるわ――」

「その小娘――つまり王女――は醜いらしいわ……陛下もひと目見たら……」

「もしかしてまだ顔も見ていないってこと？」

「そんな時間があるものですか。一時間前にダルン・ルアクから戻ってきたばかりで」

「エムヒルが醜い女性を好きになったためしはない。アイネ・デルモット、クララ・エプ・グウィドリン・ゴル……そしてデルヴラ・トリフィン・ブロイネは本当に美しかった」

「その子も大きくなればきれいになるかも……」

「ごしごしこすればってこと？　なんでも北の王女はめったに身体を洗わないとか――」

「言葉に気をつけて。皇帝の妃きさきになるかもしれない子よ！」

「まだほんの子どもよ。せいぜい十四歳くらい」

「もういちど言うが、これは政略結婚で……まったく形式上の……」

「もしそうなら金髪のデルヴラは宮廷に残ったはずではなくて？　シントラの捨て子は皇帝エムヒルの隣に座り、政略的、形式的に王位を継承する……でも夜になれば彼は娘に手慰みの王冠と宝石をあたえ、デルヴラの寝室を訪れるはずでしょう……少なくとも小娘が無事に彼の子を産める歳になるまでは」

「ふむ……たしかに一理ある。それで……王女の名はなんと言った？」

「エクゼレラ、だったかしら」

「いいえ。たしか……ジリラ。そう、ジリラよ」

「野蛮な名前だこと」

「頼むから静かに……」

「少しは口をつつしんで。まるで手に負えない子どもの口げんかですわ！」

「言葉に気をつけられよ！　無礼ではすまされんぞ！」

「言いたいことがおありなら、いつでもどうぞ、辺境伯閣下！」

「静かに！　静かに！　皇帝のお出ましだ……」

　触れ役は特別なことをするまでもなかった。杖じようをいちど床に打ちつけただけで、貴族や騎士たちは風になびく麦の穂のように黒い帽子の頭こうべを垂れた。玉座の間はしんと静まり、触れ役はことさら声をあげる必要もなかった。

「エムヒル・ヴァル・エムレイス、ディスヴェン・アダン・イン・カルン・エプ・モルヴッドのおなり！」

〈敵の墓で踊る白炎〉は右手を激しく振りながら、いつものきびきびした足取りで二列に並ぶ貴族の前を進んだ。黒い服は廷臣のそれと同じだが、飾り襟だけがなく、いつものように乱れた黒髪を金色の細帯でなんとか押さえ、首には皇帝の飾り鎖が光っている。

　エムヒルは無造作に玉座に座ると、片方の肘かけに肘を載せ、頬杖をついた。礼儀にしたがい、片脚を足台に投げ出しはしない。誰の頭も微動だにしなかった。

　皇帝がその姿勢のまま大きく咳払いすると、廷臣たちはまたも息をのんで背筋を伸ばし、触れ役がふたたび床に杖を打ちつけた。

「シントラ国の女王にして、ブルッゲの王女、ソドンの女公爵にしてアルド・スケリッジ島とアン・スケリッジ島の相続人にしてアトレ公国とアブ・ヤラの領主、シリラ・フィオナ・エレン・リアノンのおなり！」

　全員の視線が扉に向いた。長身で堂々としたリデルタル伯爵夫人ステラ・コングレーヴのかたわらを、さきほどの仰々しい称号を持つ娘が歩いていた。やせて灰金色の髪。顔はひどく青白く、いくぶん前かがみで、裾の長い青いドレスを着ている。いかにも借り物ふうで、似合っていないのは誰の目にもあきらかだ。

　皇帝エムヒルが玉座で背を伸ばし、廷臣たちはまたしても深々とお辞儀した。ステラ・コングレーヴが淡い色の髪の娘をそっと突つつき、二人はニルフガードの上流貴族全員が二列に並んで頭をさげるあいだを進んだ。娘はぎこちなく、おずおずと歩いてゆく。いまにつまずくわ――伯爵夫人は思った。

　案の定、シリラ・フィオナ・エレン・リアノンはつまずいた。

　やせっぽちで、なんて醜い娘――ステラ・コングレーヴは玉座に近づきながら思った。不格好で、しかも鈍重。でもわたくしはこの娘を美しく仕立ててみせます。あなたの命令どおり、エムヒル、立派な妃に。

〈ニルフガードの白炎〉は玉座から二人を見つめた。いつものように軽く目を細め、唇にはかすかなさげすみを浮かべている。

　シントラの女王はまたしてもつまずいた。皇帝は肘をつき、片手で頬に触れながら笑みを浮かべている。玉座に近づいたステラ・コングレーヴはその笑みに気づき、恐怖に凍りついた。何かがおかしい。どこかおかしい。いくつもの首が落ちる。いくつもの首が……。

　ステラは平静を取り戻し、娘をうながして正式なお辞儀をした。

　エムヒル・ヴァル・エムレイスは立ちあがりはしなかったものの軽く頭をさげ、廷臣たちはかたずをのんだ。

「王妃よ」皇帝の呼びかけに、娘は身をちぢめた。エムヒルは娘を見てはおらず、広間に集まった貴族たちを見ている。

「王妃よ。わが宮殿と国家に迎えることができて光栄だ。そなたの称号すべてが――合法的かつ議論の余地なく公式に継承すべき領土とともに――そなたのもとに戻る日が近いことをここに宣言する。そなたの領地の強奪者たちは余よに宣戦布告した。そなたの権利を守るためと言って余を攻撃した。そなたが――彼らではなく――余に助けを求めたことを全世界に知らしめよ。敵のなかではただの追放者だったそなたが、わが国で女王にふさわしき敬意と称号を享受することを全世界に知らしめよ。敵に王位継承権のみならず命までもねらわれたそなたが、わが国では安全であることを全世界に知らしめるがいい」

　ニルフガード皇帝はコヴィリ国王エステラド・シッセンの使節団と〈ヘンフォルス同盟〉の王ニーダミルの大使に視線をすえた。

「真実を世界に、とりわけ正義と公正のありかを知らないふりをした国王たちに知らしめよ。そなたに救いの手が差し伸べられることを世に知らしめよ。そなたの敵と余の敵は敗北するであろう。そしてふたたび平和が訪れる――シントラに、ソドンとブルッゲに、アトレに、スケリッジ諸島に、ヤラ三角州の河口に。そなたは王位を継承し、そなたの祖国民と正義を重んじるすべての人々が歓喜するだろう」

　青いドレスの少女はいっそう深く頭をさげた。

「その前に」皇帝エムヒルは続けた。「余とわが臣民はそなたにふさわしき処遇をあたえることにした。そなたの王国はいまだ戦の炎が燃えておるゆえ、ニルフガード帝国の名誉と尊敬と友好の証あかしとして、そなたにロワンとイムラクの女公爵――ダルン・ロワン城主の称号を授ける。これからすぐにその地に向かい、いまより平和で幸せな時代の到来を待つがよい」

　ステラ・コングレーヴは驚愕のかけらも顔に出さぬよう、必死に動揺を抑えた。皇帝は娘を手もとに置くつもりはない。娘を地の果てダルン・ロワンへ、自分は決して訪れることのない場所へ追いやろうとしている――ステラは思った。エムヒルは求婚する気など毛頭ない。あわてて結婚することなど考えていない。娘に会いたいとさえ思っていない。ならばなぜデルヴラを追い出したの？　これはいったいどういうこと？

　ステラは平静を取り戻し、すばやく王女の手を取った。謁見は終わった。皇帝は広間を出てゆく二人を見送りもせず、廷臣たちは頭をさげた。

　二人の退室を待って、皇帝エムヒルは片脚を足台に載せた。

「シーラッハ。こちらへ」

　執事長がふさわしい距離を取って皇帝の前に立ち、頭をさげた。

「寄れ。もっと近くに、シーラッハ。静かに話す。これから言うことはおまえの耳にだけ聞かせたい」

「御意」

「今日のほかの予定は？」

「認定状を受け取り、コヴィリ国エステラド王の全権大使に対する公式認可状に署名」執事長は早口で答えた。「新たな属州と領地の提督、長官、領主の任命。伯爵称号と特権の批准――」

「大使には認可状をあたえ、個別に謁見する。それ以外の予定は明日まで延期だ」

「御意」

「エイドンの子爵とスケレンに、大使との謁見が終わりしだい急ぎ書斎へ出頭するよう伝えよ。秘密裡に。おまえもだ。それから例のすぐれた星占い師で予言者の……名をなんと言った？」

「エグザルシシウスでございます。街はずれの塔に住んでおり――」

「住処がどこだろうと関係ない。呼び寄せよ。余の私室へ。できるだけ穏便に、秘密裡に」

「承知いたしました……しかし、あの占星術師を呼び出すのは――」

「命令だ、シーラッハ」

「は」

　それから三時間後、召喚された全員が書斎に顔をそろえた。エイドンの子爵ヴァティエル・ド・リデクスは驚かなかった。ヴァティエルはニルフガード軍の諜報部長だ。皇帝からはしょっちゅう呼び出されている。なにしろいまは戦時下だ。驚かなかったという点では、管財官として、また特殊業務と作戦の権威としてエムヒル最高司令官に仕えるステファン・スケレン――通称モリフクロウ――も同じだった。モリフクロウは何にも驚かない。

　だが、三人目の人物は呼び出されて驚いていた。皇帝から最初に呼びかけられたのだからなおさらだ。

「老師エグザルシシウス」

「皇帝陛下」

「ある人物の所在を知りたい。行方不明か、どこかにひそんでいるか。あるいは幽閉されているかもしれぬ。前にこの任務を課した魔法使いはことごとく失敗した。引き受けてくれるか」

「その人物はどれくらい離れた場所にいるのでございましょう？」

「それがわかればそなたの魔術はいらぬ」

「お言葉ですが、皇帝陛下……」占星術師は口ごもった。「あまりに遠いと占星術に支障をきたし……実際のところ不可能です……その、あの……それに、もしこの人物が魔法で守られているとなると……ためしてはみますが……」

「手短に述べよ、老師」

「時間が必要です……それに占いに必要な材料も……星の位置が吉兆ならば……その、あの……ご命令は実に難儀な仕事でして……とにかく時間が――」

　これ以上続けたら、エムヒルは串刺しを命じかねない――モリフクロウは思った。この占い師が駄弁をやめなければ……。

「老師エグザルシシウス」意外にも皇帝は丁寧に、やさしくさえぎった。「必要なものはなんでも使うがいい。時間も含めて。ある程度ならば」

「力のかぎりやってみます」占星術師は言った。「しかし、わたしにわかるのはおおよその位置にすぎず……つまり地域や区域までは――」

「なんだと？」

「占星術というものは……」エグザルシシウスはしどろもどろに、「距離が遠いと、おおよその位置がわかるだけで……きわめておおまかで、かなりの誤差を……かなり大きな誤差をともないます。はたして突き止められるかどうか――」

「そなたならできる、老師」皇帝は語尾をのばすように言い、黒い目を不気味に光らせた。「そなたの能力を心から信頼している。誤差について言えば、小さければ小さいほどありがたい」

　エグザルシシウスは身をちぢめ、ぼそぼそつぶやいた。

「探し人の正確な誕生日が必要です。できれば生まれた時間まで……何か本人の物があればなおのことありがたく……」

「髪」エムヒルが静かに言った。「髪の毛ではどうだ」

「おお！」占星術師は顔を輝かせた。「髪の毛！　それがあれば非常に助かります……便と尿があればなおのこと……」

　皇帝が恐ろしげに目を細め、占星術師はまたも小さくなって深く頭をさげた。

「申しわけございません、陛下……。どうかお許しを……もちろん……髪の毛があれば充分でございます……まったくもって……いついただけますでしょう？」

「本日、生まれた日と時間とともに渡す。これ以上、時間を取らせはせぬ。塔に戻り、さっそく星座の調査を始めてくれ」

「大いなる太陽があなたさまをお守りくださいますように、陛下――」

「わかった、わかった。さがれ」

　さて、おれたちの番だ――モリフクロウは思った。いったい何を命じられるのか。

「これから話すことを口外した者は誰であれ八つ裂きの刑だ」皇帝がゆっくりと言った。「ヴァティエル！」

「はい、陛下」

「あの……王女……はどんないきさつでここに来た？　誰がからんでいる？」

「娘はナストログの要塞から来ました」諜報部長ヴァティエルは答えた。「ここまで護衛した小隊は――」

「そんなことをきいたのではない！　あの娘がどうやってヴェルデンのナストログに現れたのかをきいているのだ。誰が要塞に連れてきた？　ナストログの現在の司令官は誰だ？　報告を送ってきた男か？　ゴディヴロンとかいう？」

　ヴァティエル・ド・リデクスはあわてて答えた。

「ゴディヴロン・ピトケルンのもとにはもちろんリエンスとカヒル・エプ・シーラッハ伯爵の任務についての報告が届いております。サネッド島事件の三日後、二人の人物がナストログに現れました。正確には人間とハーフエルフです。二人はリエンスとカヒル伯爵の名を出し、王女をゴディヴロンに引き渡したそうです」

「なるほど」エムヒルの笑みに、モリフクロウは背筋がぞくっとした。「ヴィルゲフォルツはサネッドでシリラを捕らえると請け負った。リエンスもそう保証した。カヒル・マウル・ディフリン・エプ・シーラッハはこの件で明確な命令を受け取った。そしてサネッド島での醜聞の三日後、シリラがヤラ川ぞいのナストログに連れてこられた。ヴィルゲフォルツでもリエンスでもカヒルでもなく、一人の人間と一人のハーフエルフによって。ゴディヴロンは二人を拘束しようとは思わなかったのか」

「いいえ。処罰しますか、陛下」

「いや」

　モリフクロウはごくりと唾をのんだ。エムヒルは無言で額をこすり、指輪の大きなダイヤモンドが星のように光った。しばらくして皇帝は目をあげた。

「ヴァティエル」

「陛下」

「部下を総動員してリエンスとカヒル伯爵の拘束を命じよ。二人はまだわが帝国軍が占拠していない地域にいるはずだ。任務にはスコイア゠テルもしくはエニッド女王のエルフを使え。捕らえたらダルン・ルアクに連行し、拷問せよ」

「どのような情報を聞き出しますか、陛下」ヴァティエル・ド・リデクスは目を細め、執事長シーラッハの青ざめた顔に気づかぬふりをした。

「何もない。二人が少し態度をやわらげたら個人的に話をする。スケレン！」

「はい、陛下」

「あのおしゃべりな星占い師――老いぼれエグザルシシウスが命令どおりの成果をあげたら、指示にしたがって捜索隊を編成せよ。人相書きをあたえる。占星術師が帝国の支配地域にいると判断した場合、そこへ移動できる者すべてを向かわせよ。民間人であろうと軍勢であろうと。これが最優先だ。よいか」

「御意。ではこれで――」

「まだだ。座ってよく聞け、モリフクロウ。とはいえあの老いぼれに突き止められるとはとても思えぬ。余が捜索を命じた人物はおそらく外国にいて、魔法で守られている。そしてその人物は、われわれの友人で謎の失踪をとげたロゲヴィーンのヴィルゲフォルツと同じ場所にいるはずだ。これも、スケレン、特殊部隊を招集し、おまえに直接、指揮してもらいたい理由だ。精鋭を使え。必要なものはすべて用意する……迷信を信じるな。つまり、魔術を恐れるな」

　モリフクロウは眉を吊りあげた。

「特殊部隊の任務はヴィルゲフォルツの潜伏場所を襲い、押さえることだ。かつては友人で同盟者だったが、いまは行方をくらましている。おそらくうまく偽装して守られているのだろう」皇帝が締めくくった。

「了解しました、陛下」モリフクロウは平然と答えた。「そして、潜伏場所で見つかるであろう人物には危害を加えてはならない――それで間違いございませんか」

「そのとおりだ」

「ヴィルゲフォルツのほうは？」

「あの男は……」皇帝は残忍な笑みを浮かべた。「こんどばかりはなんとしても痛めつけてやらねばならん。見る影もないほど徹底的に。これはそのアジトに居合わせたほかの魔法使いにも当てはまる。例外なく」

「御意。ヴィルゲフォルツ捜索の責任者は？」

「おまえだ、モリフクロウ」

　ステファン・スケレンとヴァティエル・ド・リデクスはちらっと視線を交わし、エムヒルは玉座の背にもたれた。

「ほかに何かあるか？　もしなければ……どうした、シーラッハ？」

「皇帝陛下……」そのときまで誰もが存在を忘れていた執事長が泣きそうな声で言った。「なにとぞご慈悲を……」

「反逆者に慈悲はない。余の意志に逆らう者に慈悲はない」

「カヒルは……わが息子で……」

「おまえの息子が……どのような罪を犯したのかはまだわからぬ」エムヒルは目を細めた。「愚行と不手際の罪だけで、反逆の罪でないことを願いたいものだ。そうであれば断頭だけですむ。車輪に張りつけられることはない」

「皇帝陛下！　カヒルは反逆者ではありません……息子がそのようなことをするはずが――」

「よせ、シーラッハ、聞きたくない。罪は罰せられねばならぬ。彼らは余をあざむこうとした。許されざる罪だ。ヴァティエル、スケレン、一時間以内に指示書と命令と許可証に署名して提出せよ。それが終わったらただちに出発せよ。それからもうひとつ――言うまでもなかろうが、さきほど広間で見た哀れな娘はシントラの女王にしてロワンの女公爵のシリラでありつづける。万人に対して。このことは帝国機密で国家最重要事項として取りあつかえ」

　その場にいた全員が驚きの目で皇帝を見返した。皇帝エムヒルことディスヴェン・アダン・イン・カルン・エプ・モルヴッドはかすかに頬をゆるめた。

「何を驚いている？　余は本物のシントラのシリラではなく、どこかのうすのろ娘をあてがわれた。反逆者どもは〝どうせ気づかれない〟と思ったのだろう。だが、余は本物のシリを知っている。世界の果てでも、地獄の闇のなかでも見分けられる」









６




　一角獣ユニコーンの行動は大いなる謎である。例外なく臆病で、人間を恐れるが、まだ男を知らない娘を見ると、すぐさま駆け寄って膝を折り、なんの恐れもなく頭を娘の膝に載せる。はるか昔、この習性を利用した娘たちがいた。彼女たちはユニコーンをおびき寄せる罠として狩猟者に雇われるべく結婚もせず、長いあいだ禁欲を保った。しかし、やがてユニコーンが近づくのは若い処女だけで、年老いた処女には目もくれないことがわかった。ユニコーンは賢い動物であるから、あまりに長く処女でいるのは不自然で、自然の摂理にそむくと知っているのだろう。

――『フィシオロゴス』







　彼女は暑さで目覚めた。熱が拷問者の赤い焼きごてのようにじりじりと肌を焼いている。

　何かにきつく押さえつけられて頭を動かせない。無理に引きはがしたとたん、片方のこめかみが切れて裂けたような痛みが走り、声をあげた。目を開けると、頭を載せていた丸石に、乾いて固まった濃い茶色の血がこびりついていた。こめかみに手を伸ばすと、指先に固く、ひび割れたかさぶたを感じた。頭を動かした拍子に石に張りついていたかさぶたがはがれたのだろう、こめかみから血と血けつ漿しようがしたたっていた。シリは咳払いして砂まじりのねばつく唾を吐き、肘をついてあたりを見まわした。

　一面、赤灰色の岩場が広がっていた。地表は裂け目や断層でひび割れ、石山や奇妙な形の巨石が点在している。はるか頭上で金色にぎらつく巨大な太陽が空全体を黄色に染め、目もくらむような日差しに視界はゆがみ、あたりの空気が揺らいでいた。

　ここはどこ？

　シリはおそるおそる切れて腫れた額に手をやった。痛い。跳びあがるほど。よほどひどく転んだようだ。地面をかなりの距離すべったのかもしれない。そこで服の破れに気づき、痛いのは額だけではないことに気づいた。背中。肩。腰。地面にぶつかったとき、砂ぼこりと砂利にまみれたらしく、砂は髪、耳、口、目にまで入り、ひりひりして涙が出た。手と肘は真皮まですりむけ、ずきずきする。

　ゆっくり、そろそろと両脚を伸ばしたとたん左膝がうずき、シリはまたしてもうめいた。無傷のズボンの上から調べたが、腫れてはいない。息を吸うと、脇腹に嫌な痛みが走り、身を曲げようとすると腰に激痛が走り、思わず叫びそうになった。あちこちに打撲はあるが、たぶん骨は折れていない。折れていたらもっと痛いはずだ。大丈夫。ちょっとケガをしただけよ。立てる。さあ、立って。

　慎重に、ゆっくりと、おそるおそる、痛む膝をかばうようにしゃがんだとたん、シリはくっとうめき、両手両足をついた。それから、永遠とも思える時間をかけて立ちあがったが、めまいがして視界がぼやけ、脚がふらつき、そのまま石の上に倒れこんだ。とつぜん激しい吐き気に襲われ、横向きに横たわると、焼けた石が赤い石炭のように肌を刺した。

「立てない……」シリはすすり泣いた。「立てない……あたしはこのまま太陽に焼かれて……」

　しつこく、嫌な痛みはますます強まり、ずきずきと頭に響く。動くたびに頭痛はひどくなり、シリはしばらくじっとしていた。片手で頭を覆ったが、すぐに暑さに耐えられなくなった。日射しを避けなければ。どんなに全身が痛くても。こめかみの刺すような痛みに顔をしかめ、四つんばいで巨石に向かった。風に削られた石は奇妙なキノコ型で、不格好な笠の根元に小さな陰ができている。シリは咳きこみ、鼻をすすりながら陰に身を丸めた。

　しばらくはじっと横たわっていたが、太陽が移動するにつれてそこにもじりじりと日が照りつけはじめた。反対側に移動してもたいして変わらない。太陽は天頂にあり、石キノコのまわりにほとんど陰はできない。シリは痛みで爆発しそうなこめかみを両手で押さえた。

　次は全身に走る寒けで目覚めた。気がつくと、燃える太陽は目もくらむような金色の輝きを失っていた。のこぎりのようなギザギザ岩の上空に浮かぶ球体はオレンジ色になり、いつしか熱気は収まっていた。

　やっとのことで上体を起こし、あたりを見まわした。頭痛はさっきより治まり、めまいもしない。頭をさわると、熱でこめかみの血は乾き、固くなめらかなかさぶたになっていた。それでも全身が痛い。痛くないところはないかのように。咳払いし、歯のあいだでこすれる砂を吐き出そうとして吐き出せず、シリは熱気の残るキノコ石に寄りかかった。ようやく暑さが収まった。太陽が西に沈みかけ、しのぎやすくなった。そしてもうじき……

　もうじき夜になる。

　シリは身震いした。ここはいったいどこ？　どうすればここから出られるの？　どの道を？　どっちに行けばいいの？　それともじっとして、二人が見つけてくれるのを待つべき？　きっとあたしを探してる。ゲラルト。イェネファー。二人があたしをこんな場所に置き去りにするはずがない……。

　シリはなんどもなんども唾を吐こうとして、できなかった。そしてはっとした。

　渇き。

　思い出した。あのとき――脱出するとき――あたしは喉が渇いていた。〈カモメの塔〉に向かって逃げるとき、乗っていた黒馬の鞍に木の水筒がくくりつけてあった――シリははっきりと思い出した。でも、ひもがほどけず、水筒は取れなかった。そんな時間はなかった。そして消えた。すべてがなくなった。あるのは焼けるように熱いとがった岩と、皮膚を引っ張るこめかみのかさぶたと、全身の痛みと、唾さえのみこめないほどからからに渇いた喉だけ。

　ここにはいられない。どこかで水を見つけなければ。水がなければあたしは死ぬ。

　シリは指先を切りながらキノコ石につかまり、立ちあがった。そして一歩、歩き出した。そのとたん背中がずきっと痛んで吐き気がこみあげ、うめきながら両手両膝をついた。激しい痙けい攣れんとめまいに横たわるしかなかった。

　何もできない。あたしはひとりぼっち。またしても。みんながあたしを裏切り、見捨て、ひとりぼっちにする。前と同じように……。

　見えないペンチに喉を絞められ、あごの筋肉は痛いほどこわばり、ひび割れた唇が震えた。〝魔法使いの涙ほどみっともないものはないわ〟――ふとイェネファーの言葉が頭のなかで鳴り響いた。

　でも……あたしを見てる人は誰もいない……誰ひとり……。

　シリはキノコ石の下に丸まり、渇きの恐怖にこらえきれず、しゃくりあげた。涙は出なかった。

　腫れて糊のようにへばりついたまぶたを開けると、暑さはさらに消え、さっきまで黄色だった空は空らしい紺碧に変わっていた。驚くほど澄みわたり、薄く白い雲がぽつぽつと浮かんでいる。丸い太陽は赤く、低くなってもなお、うねり、脈打つような熱気を砂漠に注いでいた。それともこの熱気は焼けた石が発しているのだろうか？

　上体を起こすと、頭痛とケガの痛みは治まっていた。胃のなかで増大する恐怖と、咳きこみそうなほど激しい喉の渇きに比べれば、痛みなどなんでもない。

　あきらめちゃだめ――シリは自分に言い聞かせた。あきらめてたまるもんですか。ケィア・モルヘンにいたときみたいに、立ちあがって、敵を負かし、自分のなかにある痛みと弱さを抑えこむのよ。立ちあがって歩きださなければ。少なくとも方角だけはわかる。太陽が沈んでゆくほうが西だ。歩かなければ。水と食べ物を見つけなければ。なんとしても。でなきゃ死んでしまう。ここは砂漠だ。あたしは砂漠に放り出された。あたしは〈カモメの塔〉の魔法の〈門ポータル〉に足を踏み入れた――人を遠い場所に瞬間移動させる魔法の装置に……。

　トル・ララの〈門〉は変わっていた。塔の最上階に駆けあがると、そこには何もなかった。窓ひとつなく、あるのはカビだらけの壁だけで、壁のひとつがいびつな楕円形に燃えて穴が開き、虹色の光に満たされていた。最初はためらったが、〈門〉はシリを引き寄せ、呼び、手招いた。それに、光る楕円の穴以外に出口はなかった。シリは目を閉じてなかに入った。

　そのあとは目もくらむような光と激しい渦にのみこまれ、衝撃で息が詰まり、脇腹が締めつけられた。何もない冷たい静寂のなかを飛んだのを憶えている。それからまぶしい光が見え、息が詰まった。頭上は青く、その下はぼんやりした灰色で……。

　飛んでる途中で渦はシリを吐き出した――若いワシが重さに耐えかねて魚を落としたとでもいうように。シリは岩に叩きつけられ、意識を失った。どれくらいのあいだそうしていたのかはわからない。

　髪から砂を振り落としながら、寺院学校で〈門〉について読んだことを思い出した。何冊かの本に、ゆがんだ、無秩序の〈瞬間移動門テレポーテーシヨン・ポータル〉のことが書いてあった。人をでたらめな場所に移動させ、でたらめな場所に放り出す。〈カモメの塔〉の〈門〉もそのひとつだったに違いない。あたしは地の果てに放り出された。ここがどこか見当もつかない。こんなところには誰も探しに来ないし、誰も見つけてくれない。このままここにいたら、あたしは死ぬ。

　シリは立ちあがった。ありったけの力をかき集め、キノコ石に手をついて足を踏んばり、最初の一歩を踏み出した。もう一歩。そしてもう一歩。

　最初の数歩で右の靴の留め金が壊れ、甲の部分がひらひらして歩けなくなった。シリは――今回は自分の意志で――しゃがみ、服と携行品を調べた。その作業に集中しているあいだは疲れと痛みを忘れていられた。

　まず見つけたのは短剣だ。鞘が背中にまわっていて、すっかり忘れていた。短剣にはいつものようにひもつきの小袋が結んであった。イェネファーからの贈り物で、なかには〝レディがつねに携帯しておくべきもの〟が入っている。ひもをほどいたが、残念ながらレディの標準装備に今のような状況までは想定されていなかった。べっ甲の櫛、小刀と携帯ナイフ、爪やすり、麻を圧縮滅菌したタンポン、手に塗る軟膏の入った翡翠の小箱。

　シリはすぐさま軟膏をがさがさの顔と唇に塗り、唇についた軟膏をむさぼるようになめた。気がつくと、箱に入った油分と水分を含むわずかな軟膏をなめつくしていた。香りづけのカモミールと竜りゆう涎ぜん香こうと樟しよう脳のうはひどい味だったが、刺激にはなった。

　シリは袖を引き裂いてひもにすると、靴と足首を結んで固定し、立ちあがってなんどか踏んでためした。それからタンポンを開けて広げ、包帯代わりに切れたこめかみと日焼けした額に巻いた。

　立ちあがって腰帯の位置を正し、短剣を左腰に移動させ、反射的に剣を抜いて親指で刃の状態を調べた。思ったとおり剣先は鋭い。

　あたしには武器がある。あたしは魔法剣士ウイツチヤー。ここで死んでたまるもんですか。空腹？　それくらい我慢できる。メリテレ寺院でもたまに二日くらいの断食があった。でも水は……水はなんとしても必要だ。水を見つけるまで歩こう。このいまいましい砂漠もどこかで終わるはず。そんなに大きな砂漠なら、いままで知らなかったはずがない。ジャレと一緒に地図を見たときに気づいたはずだ。ジャレ……いまごろ何をしているだろう……。

　出発しよう。西に向かって。太陽が沈む場所はわかる。この方角だけはたしかだ。それに、あたしは決して道に迷わない。いつだって進むべき道がわかる。いざとなったら一晩じゅうでも歩いてみせる。あたしはウィッチャー。体力が戻れば、ケィア・モルヘンの修練道を走ってたときみたいに走れる。そうすれば早く砂漠から抜け出せる。あたしは負けない。負けてたまるもんですか……そうよ、ゲラルトなら、こんな砂漠にはしょっちゅう行ってたはずよ、これほど過酷ではないにしても……。

　さあ、出発だ。

　最初の一時間は歩いても歩いても同じ風景が続いた。見渡すかぎり赤灰色で、鋭くとがった、ごろごろした石があるだけだ。シリは足もとに注意しながら歩いた。干からびた棘とげだらけの低木が岩の割れ目からねじくれた枝を突き出していた。汁を吸ったり、噛んだりできそうな葉や若木がないかと調べたが、鋭い棘しかなく、指を切っただけだった。折って杖になりそうな枝すらない。二本目も三本目も似たような木で、それからは立ちどまらずに通り過ぎた。

　あっというまに夕暮れになった。太陽はぎざぎざの地平線の向こうに沈み、空が赤紫色に染まってゆく。暗くなるにつれて気温が下がってきた。最初は日焼けした肌に冷たさが心地よく、ほっとしたが、すぐにそれどころではなくなり、寒さで歯がかちかち鳴りはじめた。急いで歩けば身体が温まると思って速度をあげたが、脇腹と膝の痛みがぶり返しただけだ。シリは脚を引きずりはじめた。太陽が完全に地平線に沈むと、急に暗くなった。月は新月で、星明かりも助けにはならない。たちまち目の前の地面が見えなくなり、なんども転んで手首をすりむいた。石の割れ目に二度、足を取られて転んだ。足首をひねりもせず、折りもせずにすんだのは、ひとえにケィア・モルヘンでの訓練のおかげだ。いい考えじゃなかった。暗いなかを歩くのは無理だ。

　シリは絶望的な気分で平らな玄武岩に座りこんだ。いまや正しい方向に向かっているかどうかもわからない。太陽が沈んだ場所はとっくに見失った。日没後の数時間は道しるべになっていた光も、もはや跡形もない。周囲はビロードのような暗闇で、あるのは皮膚を麻痺させ、節々を突き刺し、痛いほど丸めた肩に首をすくめなければならないほどの厳しい寒さだけだ。シリは太陽が恋しくなった――また日がのぼれば、猛烈な暑さが容赦なく石を焦がすとわかっていても。歩みを絶えまなく中断させる熱気が戻ってくるとわかっていても。またもや泣きたい気持ちが喉までこみあげ、あきらめと絶望の波にのみこまれそうになった。でも今回はそれが怒りに変わった。

「あたしは泣かない！」シリは闇のなかで叫んだ。「あたしは魔法剣士！　あたしは……」

　魔法使い。

　シリは両手をあげ、手のひらでこめかみを押さえた。パワーはいたるところにある。水中にも、空気中にも、地中にも……。

　さっと立ちあがって両手を顔の前に突き出し、ゆっくり、そろそろと地中の水源を必死に探りながら数歩前に出た。幸運にも、たちまち噴き出すような耳慣れた音と鼓動を耳に感じ、地中深くの水源が放出するエネルギーを感じた。慎重に息を吸ってパワーを吸収し、じわじわと吐き出す。体力のない今は、急に脳から酸素が減ると気を失う恐れがある。そうなったらすべては水の泡だ。エネルギーがゆっくりと全身を満たし、なじみのある、つかのまの幸福感をもたらした。肺が強く速く動きはじめ、シリは速まる呼吸を制御した。大量の酸素を急激に脳に送りこむのもまた危険だ。

　うまくいった。

　最初は痛みが来る。肩と太もものしびれるような痛み。次は寒さ。体温をあげなければ……。

　シリはしだいにしぐさと呪文を思い出した。急ぎすぎて、たちまちこむら返りと痙攣に襲われた。突然のしびれとめまいで膝ががくがくし、玄武岩に座って手の震えを鎮め、乱れた呼吸を整えた。

　こんどは冷静に、正確に、全神経を集中させて呪文を唱えた。効果はすぐに現れた。全身に広がるぬくもりを太ももと首に行きわたるようにこすりこむ。立ちあがったときには疲れが消え、痛む筋肉はほぐれていた。

「あたしは魔法使い！」シリは勝ち誇ったように両手を高々と突きあげた。「来たれ、永遠の光！　いまここに！　来たれアエン＝ドレアン・ヴア、永エヴ遠エイの・ア光イネ！」

　両手から温かい光球がチョウのように浮かび、周囲の石にモザイクのような動く影を投げかけた。両手をゆっくり動かし、ちょうど目の前に浮かぶよう球を安定させたが、あまりいい考えではなかった。これではまぶしすぎて前が見えない。ならばと背後に移動させたが、こんどは目の前に自分の影ができ、ますます足もとが見えない。そこでゆっくりと、ちょうど右肩の上に浮かぶように動かした。本物の魔法の光アイネとは比べものにならないが、シリは有頂天になった。

「どうだ！　イェネファーに見せてやれないのが残念だわ！」

　シリは元気よく、力強く、足取り軽く、魔法球のぼんやりした揺らめく光のなかを迷いなく歩きだした。歩きながらほかの呪文も思い出そうとしたが、いまの状況に役立つようなものはなかった。呪文のなかにはひどく体力を消耗するものもあるし、少し恐くもあった。よほどでないかぎり使いたくない。残念ながら、そのなかに水や食べ物を作り出す呪文はなかった。そんな魔法があることは知っているけれど、やりかたはわからない。

　こうして、死んだような砂漠は魔法球の光で生き返った。つやのあるカブトムシと毛むくじゃらのクモが踏まれまいとあたふたと逃げ、赤黄色の小型サソリが節のあるしっぽを引きずって目の前をさっと横切り、岩の割れ目に消えた。石の上を這いまわっていたしっぽの長い緑色のトカゲが暗がりに走って消え、大型ネズミのような齧げつ歯し動物が後ろ脚でぴょんと跳びあがって逃げた。なんどか暗闇に光る眼も見えた。一度は岩山から血も凍るような、何かがしゅっと吐く息が聞こえた。何か食べられるものをつかまえたいと思っていたとしても、その恐ろしい吐息に岩のあいだを探る気は完全に失せ、シリはいっそう慎重に足もとをにらみはじめた。頭のなかにはケィア・モルヘンで見た挿絵が浮かんでいた。巨大サソリ。大蛇スカルレティア。怪物フライテナー。骸骨人間ワイト。蛇女ラミア。カニグモ。砂漠に棲む怪物たち。シリはあたりをびくびく見まわし、耳をそばだて、汗ばむ手で短剣の柄を握りながら進んだ。

　数時間後、光球はだんだん弱まり、丸い光はちぢみ、ぼやけた。なんとか意識を集中させ、もういちど呪文をつぶやくと、球は脈動して一瞬、明るくなったが、すぐに暗くなって消えた。力を使ったせいでめまいがし、よろめいた。目の前で黒と赤の点が躍り、シリはそのまま砂粒と小石の上にどさりと座りこんだ。

　ついに光の玉が完全に消えた。もういちど魔法をかけようとは思わなかった。こんなに疲れ、空っぽで、気力のない状態では無理だ。

　はるか前方の地平線がぼんやり光に染まりはじめた。方角を間違えた――シリはぎくりとした。努力はすべて水の泡だ……最初は西に向かっていた。でも、いま目の前から太陽がのぼろうとしてる、ってことは……。

　厳しい寒さでも追い払えないほどのすさまじい疲れと眠気が襲ってきた。絶対に眠らない。眠ってはいけない……眠っては……。

　やがて激しい寒さと強まるまぶしさに目覚め、はらわたがねじれるような痛みと渇き、ひりひりと焼けるような喉の感覚でわれに返った。立ちあがろうとしても立てなかった。四肢が痛いほどこわばっている。両手であたりを探ったそのとき、指先に湿り気を感じ、シリはかすれ声でつぶやいた。

「水……水！」

　震えながら四つんばいになって口を玄武岩に近づけ、なめらかな岩にたまった水滴を死にものぐるいで舌で集め、でこぼこした岩の表面の穴から湿気を吸い取った。片手に半分ほどの露を、砂粒もろとも――吐き出しもせず――全部なめとり、あたりを見まわした。

　そして注意深く、一滴も無駄にしないよう、不思議にも岩のあいだから伸びる発育不良の低木の棘から垂れる露を舌で集めた。短剣が地面に横たわっていた。いつ鞘から抜いたのかも憶えていない。刃には薄い露の膜が張り、くもっていた。シリはそれも丁寧に、冷たい刃から余すところなくなめとった。

　全身に広がる痛みをこらえ、シリは岩の露を探して這いまわった。だが、金色の丸い太陽はすでに岩だらけの地平線を突き破り、目もくらむような黄色の光であっというまに水分を蒸発させた。急に温まってくる大気にほっとしたが、すぐに容赦なく焼かれ、また夜の涼しさが恋しくなるとわかっていた。

　シリは照りつける太陽に背を向けた。太陽は東で輝いている。でも、めざさなければならないのは西だ。どうしても。

　たちまち暑さは強まり、耐えられなくなった。昼ごろにはへとへとになり、日陰を探して方向を変えざるをえなかった。ようやくキノコのような形の巨石を見つけ、シリはその下に這いもぐった。

　そしてふと何かが岩の上にあるのに気づいた。軟膏を入れる翡翠の箱が、中身をきれいになめとられた状態で置いてあった。

　シリは泣く気力すらなかった。




　疲れとあきらめも空腹と喉の渇きには勝てず、ふたたびシリはよろよろと立ちあがった。太陽はなおも照りつけている。

　遠く地平線の上、揺らめく熱気の向こうに山脈らしきものが見えた。恐ろしく遠い山。

　日没後は力を振りしぼってパワーを生みだしたが、数回やってようやく魔法球を作れただけだ。それだけでひどく疲れ、それ以上は続けられなかった。エネルギーのすべてを使い果たし、なんどやっても温めとほぐしの魔法をかけることができない。光球を作れたことには勇気と元気がわいたが、寒さに負けた。刺すような厳しい寒さに震え、夜明けをいまかいまかと待ちわびた。鞘から短剣を抜き、刃に露がたまるよう、そっと岩の上に置く。死ぬほど疲れているのに、空腹と喉の渇きでろくに眠れない。なんとか夜明けまで持ちこたえ、まだ暗いうちに剣の刃からむさぼるように露をなめ、露がなくなると、四つんばいになってくぼみや割れ目の湿気を探した。

　そのとき、しゅっと吐く息が聞こえた。

　色鮮やかな大トカゲがそばの岩棚の上で歯のない口を開け、立派なとさかを逆立てて身を膨らませ、しっぽを岩に打ちつけた。トカゲの前には水のたまった小さな割れ目があった。

　最初シリは恐怖にあとずさったが、すぐに絶望と激しい怒りにかられ、震える手であたりを探ってとがった石をつかんだ。

「あたしの水！　これはあたしのものよ！」

　そう叫んでトカゲに石を投げた。当たりはしなかったが、トカゲは長い爪のついた足でぴょんと跳びあがり、またたくまに岩の迷路に消えた。シリはトカゲを追い払った岩に這いつくばり、割れ目から残りの水を吸い取った。そして気づいた。

　岩向こうの丸いくぼみに卵が七個、赤茶けた砂から突き出るように並んでいた。シリは迷うまもなく巣の前に膝をつき、卵をひとつつかんで歯を立てた。革のような殻が割れて手のなかに落ち、べたつく液が袖に流れこむ。シリは卵のなかみを吸いあげ、腕をなめ、やっとのことで飲みこんだ。なんの味もしなかった。

　そうして卵を七個ぜんぶ食べた。べたつき、汚れ、砂にまみれ、歯に黄身をこびりつかせ、人ならぬ泣き声をあげながら四つんばいになり、なおもあたりの砂を必死に掘り返した。そこではっと凍りついた。

〝背をまっすぐに伸ばして、王女様！　肘をテーブルにつかないで！　皿から料理を取るときは慎重に！　袖のレースが汚れてしまうわ！　口はナプキンでふいて、音を立ててはなりません！　まあ、いままでこの子に食卓作法を教えた人はいないの？　シリラ！〟

　シリは膝に頭を載せ、こらえきれずに泣きだした。




　昼まで歩きつづけたが、暑さには勝てず、岩棚の陰に入って長いあいだうとうとした。陰のなかも涼しくはないが、直射日光に焼かれるよりましだ。やがて、ふたたび喉の渇きと空腹で眠れなくなった。

　遠くの山脈は太陽の光を浴びて燃え、火花を放っているように見えた。山頂には雪があるかもしれない。氷もあるかもしれない。小川もあるかもしれない。なんとしてもたどり着かなければ。一刻も早く。

　シリは夜空を道しるべにすることにして、ほぼ夜中じゅう歩いた。空いっぱいに星がまたたいている。寺院学校での星座の勉強は嫌いだった。もっとよく授業を聞いておけばよかった。それでも主な星座はわかる。七子羊座、壺座、大鎌座、竜座、冬の乙女座。でも、どれも高すぎて目印にはなりにくい。ようやく満天の星のなかから明るい星をひとつ選んだ。これが正しい方向を示してくれるはずだ。名前がわからなかったので、シリは〈瞳〉と名づけた。




　歩いても歩いてもめざす山脈は少しも近づいたように見えなかった。前の日と同じようにはるか遠い。でも、進む方向だけはわかる。

　歩きながら周囲に目を光らせ、またトカゲの巣を見つけた。卵が四つ。石のすきまで奇跡的に育つ小指ほどの長さの緑の植物。大きな茶色い甲虫。細い脚のクモ。

　シリはそれらを全部食べた。




　昼ごろ、食べたものをすべて吐き、シリは気を失った。気がついてから小さな日陰を見つけ、きりきりと痛む腹を両手でつかみながら丸くなって横たわっていた。

　日没とともに歩きだした。身体がぎしぎしと痛んだ。なんどもなんども転んだ。そのたびに立ちあがり、歩きつづけた。

　シリは歩きつづけた。歩くしかなかった。




　夕方。休憩。夜。輝く〈瞳〉を道しるべに疲労の極限まで歩きつづけた。夜明けにはまだまがある。休息。断続的な眠り。飢え。寒さ。魔法エネルギーはどこにもなく、光とぬくもりを作りだそうとしても作れないのは最悪だった。喉の渇きは、早朝に短剣の刃と石にできる露をなめることでますます強まった。

　太陽がのぼり、温もりのなかで眠りに落ちる。それから焼けるような暑さで目覚め、立ちあがり、歩きつづけた。

　一時間もしないうちに気を失った。気がついたときは太陽が真上にあり、耐えがたい暑さだ。日陰を探す力も、立ちあがる力もなかった。でも立ちあがった。

　そして歩きつづけた。シリはあきらめなかった。次の日は昼のあいだずっと、夜になってからも少し歩いた。




　暑さが厳しい時間は、途中まで砂に埋もれた傾斜のある石の下で丸まって眠った。眠りは浅く、疲れは少しも取れなかった。水の夢を見た。飲める水の夢。靄と虹のなかで落ちる白い大滝。音を立てて流れる小川。水に根を張るシダの陰にある、森のなかの小さな湧水。濡れた大理石のにおいがする宮殿の噴水。苔の生えた井戸と水のあふれるバケツ……つららから溶けだす水滴……水。冷たく、生き返るような水。歯がちくっとするほど冷たい、何ものにも代えがたいすばらしい味の……。

　目覚めたシリははっと立ちあがり、もと来た道を戻りはじめた。よろよろと、倒れそうになりながら向きを変えた。戻らなきゃ！　途中の水場を通り過ぎてしまった！　岩のあいだを流れる小川の横を！　あたしったらなんてバカなの！

　そこでわれに返った。

　暑さは治まり、夕暮れが近づいていた。沈む太陽が西を示している。山脈。太陽が後ろにあるはずがない。シリは幻覚を振り払い、こみあげる涙をこらえた。そして向きを変え、歩きだした。




　夜どおし歩いたが、歩みは遅く、ほとんど進まなかった。歩きながら眠り、水の夢を見た。のぼる朝日は、岩の上に座って短剣の刃と剥き出しの腕をにらむシリを決して見逃さなかった。

　血も液体だ。飲めるかもしれない。

　シリは白日夢と悪夢を振り払った。そして短剣にたまった露をなめ、歩きだした。




　またしても気を失い、気がつくと太陽と熱い石に焼かれていた。

　目の前――揺れる熱波の向こう――にのこぎり状のぎざぎざの山脈が見えた。

　近づいている。確実に。

　でも、もう限界だ。シリは座りこんだ。

　手にした短剣が日光を受け、熱く焼けている。刃は鋭い。それはわかっている。

〝どうして自分を痛めつけるの？〟女魔法使いの厳格で落ち着きはらった声が聞こえた。ティサイア・ド・ブリエスの声だ。〝どうして自分を苦しめるの？　そろそろ終わりにするころよ！〟

　いいえ。あたしは負けない。

〝いくらあなたでもこれには耐えられない。渇きで死ぬのがどんなものか知ってる？　いまにもあなたは正気を失うわ。そのときはもう手遅れよ。そうなったら終わりにすることさえできない〟

　いいえ。あたしは負けない。これに耐えてみせる。

　シリは短剣を鞘に収めて立ちあがり、よろけ、倒れた。それでもまた立ちあがり、よろよろと歩きだした。黄色い空高く、一羽のハゲタカが見えた。




　気づいたときは、いつ気を失って倒れたかも覚えていなかった。どれくらいのあいだ倒れていたのかもわからない。見あげると、ハゲタカは三羽に増え、頭上を旋回していた。もう立ちあがる力はない。

　これで終わりだ。シリはその事実を淡々と受け入れた。どこかほっとしながら。




　何かがシリに触れた。

　何かがそっとやさしくシリの肩を押した。その感触に、これほど長くひとりきりで、これほど長く動かない石だけに囲まれてきたシリは、疲れきっていたにもかかわらずびくっと身を引き、思わず跳びあがりそうになった。それは鼻を鳴らして後ろに跳びすさり、脚をしきりに踏み鳴らした。

　シリは目やにのこびりついた目をこぶしでぬぐい、やっとのことで身を起こした。

　あたし、気が狂ったんだ――シリは思った。

　数メートル先に一頭の馬が立っていた。シリはまばたきした。幻覚ではない。間違いなく馬だ。仔馬のような、若い馬。

　シリは完全に目を覚ました。ひび割れた唇をなめたとたん、咳が出た。すると馬は跳びあがって少し離れ、蹄で砂利をこすった。不思議な動きで、毛の色も変わっている。薄墨毛でもなければ葦毛でもない。たぶん背後の日光が作り出す錯覚のせいだろう。

　馬は鼻を鳴らし、数歩近づいた。ようやくシリにもよく見えた。奇妙なのは毛の色だけではなかった。身体の造りそのものがふつうの馬とは違う。小さい頭、異様に細い首、かぼそい繋つなぎ（脚の球節と蹄のあいだ）、長くて太いしっぽ。馬は立ちどまり、鼻づらを横に向けてシリを見返した。シリは静かなあえぎを漏らした。

　丸い額から四十センチはありそうな一本の角が突き出ていた。

　まさか、ありえない――シリはわれに返り、頭のなかを整理した。この世に一角獣ユニコーンはいない。絶滅したはずだ。ケィア・モルヘンの魔法剣士の本にもユニコーンの絵はなかった！　寺院学校にいたとき『神話の本』で読んだことがあるだけだ……そしてミスター・ギアンカルディの銀行でながめた『フィシオロゴス』のなかにも絵があった……でも、あの本のユニコーンは馬というより山羊に似ていた。もじゃもじゃの蹴け爪づめと山羊みたいなあごひげがあって、角は二メートルくらいありそうだった……。

　シリはすべてをよく思い出せる自分に驚いた――何百年も前のできごとのように思えるけれど。ふいにめまいがして全身に痛みが走り、シリはうめいて身を丸めた。ユニコーンが鼻を鳴らして一歩近づき、立ちどまって頭を高くあげた。そのときシリはユニコーンの習性について書かれた文章を思い出した。

「来て……」シリは身を起こしながら、かすれ声で呼びかけた。「近寄って、だってあたしは……」

　ユニコーンは鼻を鳴らして跳びすさり、しっぽを激しく振りながら小走りで逃げたが、すぐに足を止めて頭を振り、片脚で地面を蹴って大きくいなないた。

「違うの！」シリは必死に泣きついた。「ジャレはあたしにいちどキスしただけで、あれは数のうちに入らない！　だから戻ってきて！」

　しゃべるだけで視界がぼやけ、シリは岩に座りこんだ。ようやく頭をあげると、ユニコーンが近くにいた。問いかけるような目でシリを見つめ、頭をさげて小さく鼻を鳴らした。

「怖がらないで……」シリはささやいた。「怖がらないで……だってあたしは死にかけて……」

　ユニコーンが頭を振っていななき、シリは気を失った。




　目覚めるとひとりだった。痛くて、身体はこわばり、喉がからからで、空腹で、ひとりぼっちだった。ユニコーンは蜃気楼か、幻覚か、夢だったのだろう。そして夢のように消えた。そう言い聞かせながらも、くやしさと絶望がこみあげた。あの生き物が本当に存在し、しばらくそばにいたのに見捨てられたかのような気がした。みんなが自分を見捨てたみたいに。

　立とうとして立てず、岩に顔をあずけ、ゆっくりと脇に手を伸ばして短剣の柄に触れた。

　血も液体だ。飲まなきゃ。

　そのとき蹄の音と鼻息が聞こえた。

「戻ってきたの……」シリは頭をあげながらつぶやいた。「本当に戻ってきたの？」

　ユニコーンが大きく鼻を鳴らした。蹄がまぢかに見えた。顔のすぐ横に。蹄が濡れていた。見間違いようもなく、水がしたたっていた。




　希望に力が湧き、シリは幸福感に包まれた。夢を見ているのかと疑いながらもユニコーンのあとを追った。疲れて歩けなくなると四つんばいになってついていった。

　ユニコーンは岩のあいだを抜け、底に砂がたまる浅い割れ目に近づいた。シリは最後の力を振りしぼって這いつづけた。砂が湿っていた。

　ユニコーンは砂のくぼみの上で立ちどまっていななき、前脚で力強く砂をかいた。一度、二度、三度。シリはその意味を理解し、這い寄って手を貸した。爪が割れるのもかまわず穴を掘り、砂を脇にかき出した。かき出しながら泣きじゃくっていたかもしれない。自分でもよくわからなかった。くぼみの底に泥水が現れたとたん、口をつけ、砂まじりの泥水をむさぼるように飲んだ。ぴちゃぴちゃと、水がなくなるまで飲みあげた。衝動を抑えきれなかった。次は短剣を使ってさらに深く掘り、座ってじっと待った。歯のあいだで砂がじゃりっと音を立て、じれったさに身体が震えた。それでも、くぼみに水がたまるまでじっと待った。そして飲んだ。長々と。

　三度目はいくらか砂が沈むまで待ち、砂のない泥水を四回、たっぷりと飲んだ。そしてようやくユニコーンのことを思い出した。

「おまえも喉が渇いてるんでしょう、リトル・ホース。でも泥は飲めないわね。馬は絶対に泥は飲まないもの」

　ユニコーンがいなないた。

　シリはくぼみのまわりを石で固め、さらに深く掘った。

「待って、リトル・ホース。もう少し泥が沈んでから……」

〝リトル・ホース〟は鼻をぶるっと鳴らし、足を踏み鳴らして横を向いた。

「怒らないで。さあ、飲んで」

　ユニコーンはそろそろと水に顔を近づけた。

「飲んで、リトル・ホース。これは夢じゃない。本物の水よ」




　最初、シリは湧水から離れたくなかった。ちょうど、深く掘ったくぼみにハンカチを浸し、しみ出した水を口に運ぶという方法を編み出したところだ。これで砂と泥のほとんどが濾こせる。だが、ユニコーンはしきりにいなないて足を踏み鳴らし、走り去っては戻ってくる動きを繰り返した。歩きだそうとシリを誘い、道を示しているかのように。しばらく考えたあと、シリはユニコーンにしたがうことにした。この子の言うとおりだ。立ちあがって山脈をめざし、砂漠から抜け出さなければ。あたりを見まわし、泉の場所を正確に記憶してからユニコーンのあとについて歩きだした。まんいちここに戻ってこなければならなくなったときに迷わずにすむように。

　シリとユニコーンは昼のあいだ歩きつづけた。〝リトル・ホース〟の呼びかけに答えるようになったユニコーンが先導した。実に奇妙な生き物だ。ふつうの馬はもちろん、飢えた山羊さえ見向きもしない乾燥した茎を噛み切ってもぐもぐ口を動かし、岩のあいだを這いまわる大アリの行列を見つけて食べる。最初シリは驚いて見ていたが、ためしてみることにした。それほどお腹がぺこぺこだった。

　アリはひどく酸っぱく、おかげで吐き気はしなかった。それにアリはどこにでもいる。これでこわばったあごを動かすこともできる。ユニコーンは丸ごと食べるが、シリは腹部だけを食べ、キチン質の固い殻は吐き出した。

　シリとユニコーンは歩いた。ユニコーンは黄ばんだアザミの茂みを見つけると、うれしそうに食べた。シリは食べなかったが、ユニコーンが砂中にトカゲの卵を見つけると、シリが食べてユニコーンは見ている。そうやって歩きつづけた。シリがアザミの茂みを見つけ、ユニコーンに指さして教えると、こんどはユニコーンが三十センチはありそうな長いしっぽの黒い大きなサソリを見つけてシリに教えた。シリが不気味な生き物を踏みつけ、食べないと見ると、ユニコーンは自分で食べ、しばらくしてまたトカゲの巣をシリに教えた。

　こうして効率的な協力関係ができあがっていった。




　シリとユニコーンは歩きつづけた。

　山脈が近づいていた。

　あたりが暗くなるとユニコーンは足を止めた。ユニコーンは立ったまま眠る。馬に慣れているシリは最初、横になるよううながした。そうすれば身体に寄りかかり、ぬくもりを感じながら眠れると思ったからだ。でも、そううまくはいかなかった。リトル・ホースは機嫌を損ねたかのようによそよそしくシリから離れ、学術書に書いてあるような行動を取ろうとはしなかった。シリの膝に頭を載せる気はまったくなさそうだ。シリは首をかしげた。本に書いてあったユニコーンと処女の話は嘘なの？　それともリトル・ホースは本当に子どもだから、処女のことなど知らないのかもしれない。シリには、自分が前に見た奇妙な夢をリトル・ホースが感じ取り、真に受けているとはとても思えなかった。いったい誰が夢を本気にするだろう？




　だが、リトル・ホースはいささか期待はずれだった。あれから丸二日、歩きつづけたが、必死に探しているにもかかわらずユニコーンは水源を見つけられなかった。なんどか足を止め、頭をひねって角つのをぐるりと動かし、とことこと駆け出しては岩の割れ目を探り、蹄で砂を掘り返した。アリを見つけ、アリの卵や幼虫を見つけ、トカゲの巣を見つけた。色鮮やかなヘビをすばやく踏みつけて殺した。だけど水源は見つからなかった。

　ユニコーンはまっすぐ歩かず、さまよっていた。それを見てシリは納得した。この子はもともと砂漠の生き物じゃない。ここに迷いこんだんだ。あたしと同じように。




　どこにでもいるアリは酸っぱい体液を含んではいたが、シリはいよいよ本気で泉に戻ろうと考えはじめていた。これからさらに歩いて水源が見つからなければ体力がもたない。昼間の暑さは厳しく、歩くのは体力を消耗した。

　シリがそう説明しようとしたとき、リトル・ホースがいきなり長々といななき、しっぽを振ってとがった岩のあいだに向かって駆け出した。シリはアリを食べながらあとを追った。

　広く開いた岩と岩のあいだに大きな砂のくぼみがあり、中心がはっきりとへこんでいた。

「わっ！」シリは歓声をあげた。「やったわ、リトル・ホース。泉を見つけたのね。きっと水があるわ！」

　ユニコーンはぶるっと鼻を鳴らし、くぼみのまわりを軽く駆けた。近づいてみると、かなり大きなくぼみで、少なくとも幅が六メートルはありそうだ。まるで誰かが巨大な卵を砂に押しつけたかのような、ジョウゴを思わせるような正確な円形をしている。こんな整然とした形が偶然にできるはずがない――そう気づいたときは遅かった。

　くぼみの底で何かが動き、いきなり顔に砂と小石が雨あられと降り注いだ。シリは跳びすさろうとしてバランスを崩し、気がつくとくぼみのなかに引きずりこまれていた。噴き出す小石はくぼみの縁にも降り注ぎ、その衝撃で砂が波のように崩れ、くぼみの底に向かってすべり落ちてゆく。シリは叫び、おぼれる泳者のように足がかりを探して手足をばたつかせたが、かえって状況は悪くなった。もがいたせいで砂はますます速度を増して崩れだしていた。すべり落ちるのを少しでも遅らせようと、シリはあおむけになって踵で砂を蹴り、両手を大きく広げた。そのとき底の砂が波のようにうねり、一メートルはありそうな鉤状のハサミを持つ茶色の生き物が現れ、シリはさらに大きな悲鳴をあげた。

　ふいに降り注ぐ小石の雨がやみ、こんどはくぼみの対岸に向かって飛びはじめた。ユニコーンがあとずさり、狂ったようにいなないた。足もとの砂が崩れていた。崩れ落ちる砂から抜け出そうともがくが、かえって砂に埋まり、みるみる底へ底へと引きずりこまれてゆく。恐ろしいハサミがばしっとしなった。ユニコーンは悲痛な声をあげて暴れ、前脚でむなしく砂をかき、すべり落ちてゆく。後ろ脚が完全に砂に埋まり、くぼみの底まですべり落ちた瞬間、リトル・ホースは穴の中心に隠れていた怪物の恐ろしげなハサミにつかまった。

　すさまじい苦悶の声にシリは叫びながら短剣を抜き、くぼみの底に向かっていったが、底におりたとたん間違いに気づいた。怪物は砂の奥深くに隠れ、分厚い砂の層にはばまれて剣はかすりもしない。ユニコーンは恐ろしいハサミにがっちりはさまれ、砂の罠に引きずりこまれながら痛みに暴れ、わめき、折れんばかりに前脚を振り動かしている。

　ウィッチャーの舞まいも技もここではなんの役にも立たない。でも、簡単な呪文なら知っている――シリはパワーを呼び集め、念テレキ力ネシスを送った。

　そのとたん、砂が雲状になって宙に舞いあがり、隠れていた怪物が姿を現した。キーッと鳴くユニコーンの太ももをがちっとつかむ怪物を見て、シリはあまりの恐ろしさに思わず叫んだ。これほどおぞましいものを見たのは生まれて初めてだ。挿絵でも、魔法剣士の本でも見たことはない。それは想像もできないほど醜い生き物だった。

　薄汚れた灰色の怪物は血をたらふく飲んだシラミのような太鼓腹で、樽形の胴体の細い節にまばらに剛毛が生えていた。脚はなさそうだが、ハサミは身体と同じくらいの長さがありそうだ。

　砂の隠れ家を奪われた怪物はあわててユニコーンを放し、丸い身体を必死に揺らして砂中にもぐりはじめた。ものすごく敏捷な動きで、罠から抜け出そうと大量の砂を蹴り落としてもがくユニコーンはかえって怪物を助ける結果となった。怒りと復讐心にかられたシリは砂に隠れてほとんど見えなくなった化け物に突進し、背後から充分に距離を取って丸い背中に短剣を突き刺した。カチカチと鳴るハサミが後ろのどこまで届くかわからない。シリがもういちど剣を刺すと、怪物は驚くべき速さで砂にもぐった。だが、逃げるためではない。攻撃のためだ。さらに二度、身をよじって完全に砂のなかに隠れたとたん、いきなり砂の波をあたりにまき散らし、シリは太ももの途中まで砂に埋まった。どんなにもがき、のけぞっても抜け出せず、動けば動くほど下へ下へと引きずりこまれてゆく。いきなり底の砂が波のように盛りあがり、すべるように向かってきたかと思うと、波のなかから不気味な音とともに恐ろしげな鉤バサミが現れた。

　シリを救ったのはリトル・ホースだった。穴の底にいたユニコーンは怪物がすぐ下に隠れている砂の隆起を力いっぱい蹴りつけた。激しい蹴りに怪物の灰色の背中が現れると、ユニコーンは頭をさげ、ハサミのついた頭と丸くふくらんだ胸部をつなぐ部分に正確に角を突き刺した。怪物のハサミが砂の表面に押しつけられ、むなしく砂をかいているのを見てシリは飛び出し、うごめく胴体に深々と剣を突き刺した。そして引き抜き、もういちど刺した。さらにもういちど。その横でユニコーンが角を引き抜き、前脚の蹄で怪物の樽形の胴体を蹴りつけた。

　踏みつけられた怪物はもはや隠れようとはしなかった。まったく動かず、緑色の体液が周囲の砂をどす黒く染めている。

　シリとユニコーンはやっとのことで穴から這い出た。シリは穴から数歩離れ、荒い息をしながら喉とこめかみに押し寄せるアドレナリンの波に震え、砂の上に倒れこんだ。ユニコーンはぎこちない足取りでシリのまわりを歩いている。太ももからしたたる血が蹴爪に流れ、歩いたあとに血の痕を残した。四つんばいになったとたん、シリは激しい吐き気に襲われた。ようやく立ちあがり、ふらつきながらよろよろとユニコーンに近づいたが、リトル・ホースはさわらせようとしなかった。走って少し離れ、横になって地面を転がり、汚れをぬぐうようになんどか砂のなかに角を突き刺している。

　砂穴を不安そうに見やりながらシリも短剣をぬぐった。やがてユニコーンは立ちあがり、いなないて近づいた。

「傷を見せて、リトル・ホース」

　リトル・ホースはいななき、角のある頭を振った。

「おまえしだいよ。おまえが歩けるのなら出発する。ここからは離れたほうがいいわ」




　ほどなくまた大きな砂洲が現れ、シリはぞっとした。いたるところ穴だらけで、周囲の岩場の縁まで続いている。なかにはさっき命からがら脱出した穴の二倍はありそうなものもあった。

　穴のあいだを縫って砂洲を渡る勇気はなかった。さっきのは不注意な生き物を捕らえるための罠で、あそこに潜むハサミ怪物が襲うのは不幸にも穴に落ちたものだけだ。慎重に穴を避ければ、怪物が出てきて追いかけられる心配もなく砂地を横切れるはず――そうは思っても確かめる度胸はなかった。ユニコーンも同じ考えらしく、鼻を鳴らし、シリを砂洲から遠ざけるように走ってゆく。シリとリトル・ホースは危険域を大きく遠まわりし、ハサミ怪物も穴を掘れるとは思えない、岩と固い地面を選んで歩いた。

　歩く途中も決して穴から目を離さなかった。なんどか死の罠から砂が噴き出すのが見えた。怪物たちが砂の底深くもぐり、ねぐらを修繕しているのだろう。穴どうしが近いと、片方が飛ばした砂が隣の穴に飛び散り、底に隠れる怪物を怒らせる。そうなると激しい砂かけ合戦が始まり、周囲にはあられのように砂がまき散らされた。

　いったい砂の怪物はこの荒涼とした不毛の大地で何を餌にしているのだろう？　答えはすぐにあきらかになった。黒っぽい物が近くの穴から投げ出され、シリのそばにどさっと落ちた。一瞬ためらったあと、シリは岩から砂場に駆け寄った。穴から放り出されたのはウサギに似た齧歯類だ。ウサギの毛のように見えるが、身体はすっかりちぢんでいた。骨のように固く干からび、豆の莢さやのように軽く、スカスカで、一滴の血も残っていない。シリは身震いした。これで怪物が何を獲物にしているかがわかった。

　ユニコーンが警告するようにいななき、シリは顔をあげた。近くに穴はないし、砂は平坦でなめらかだ。と、いきなり目の前で平らな砂が隆起し、すべるように向かってきた。シリはしなびた死体を放り投げ、あわてて岩場に駆け戻った。

　砂洲を避けるという判断は賢明だった。

　そのあとはどんな小さな砂場も迂回し、岩場だけを選んで歩いた。

　ユニコーンは脚を引きずりながら、のろのろと歩いた。太ももはまだ出血していたが、傷の具合を調べようとするシリを近づけようとはしなかった。




　砂洲はみるみる狭くなり、曲がりくねりはじめた。細かい砂が荒い砂利に変わり、さらに大きな石に変わった。もう砂穴はずいぶん見ていない。そこで砂洲の跡にそって歩くことにした。渇きと空腹にさいなまれながらも、シリは歩く速度を速めた。希望が見えたからだ。岩だらけの砂洲と思っていたものは山脈に水源を持つ川床だった。川に水はなくても、きっとどこかの水源に通じている。小さくて水路を満たすことはできなくても、飲むくらいの水は充分にあるはずだ。

　シリは足を速めたが、やがて遅くせざるをえなくなった。ユニコーンがついてこられなくなっていた。見るからにつらそうに脚を引きずり、かばい、蹄をおそるおそる地面につけている。日が暮れると、ついに倒れこみ、シリが近づいても起きあがらず、傷を調べても嫌がりもしない。

　傷は太ももの左右に二カ所あり、ひどく腫れて赤くなっていた。どちらも化膿して出血し、嫌なにおいのするねばつく膿うみが一緒に流れている。

　砂の怪物は毒を持っていた。




　翌日はさらに悪化し、リトル・ホースはほとんど歩けなくなった。夕方には岩に横たわり、立ちあがることもできない。シリがかたわらにひざまずくと、傷ついた太ももを示すように頭をめぐらし、苦しげな声で啼いた。

　膿はあとからあとからあふれ、吐きそうなにおいがした。シリは短剣を取り出した。ユニコーンは甲高い声でなき、立ちあがろうとして腰から岩にくずおれた。

「どうすればいいの……」シリは剣刃を見ながらすすり泣いた。「どうしていいかわからない……傷を切開して膿と毒を出さなきゃいけないのはわかってる……でもやりかたがわからない。おまえをもっと傷つけるかもしれない」

　ユニコーンは頭を少し持ちあげ、いなないた。シリは岩に座りこんで頭を両手で抱え、いまいましげに言った。

「治療のしかたなんて誰も教えてくれなかった。教わったのは殺しかただけ。これで人を救えるからと。でもそんなの大嘘だった、リトル・ホース。あたしはだまされた」

　夜のとばりがおり、みるみる暗くなった。横たわるユニコーンの横でシリは必死に考えた。干上がった川床の土手に山ほど生えているアザミと乾いた茎を集めたが、リトル・ホースは食べようとしなかった。岩にぐったりと頭を載せ、持ちあげる力もない。できるのはまばたきくらいで、鼻づらに泡を吹いていた。

「あたしは助けてあげられない、リトル・ホース」シリは声を絞り出した。「あたしには何もない……」

　でも、魔法ならある。

　あたしは魔法使い。

　シリは立ちあがり、片手を突き出した。何も起こらない。大量の魔法エネルギーが必要なのに、ここにはかけらもない。予期せぬ事実にシリは愕然とした。

　待って。でも水脈ならどこにでもあるはず！

　シリは二、三歩、一方向に進み、それから向きを変え、円を描くように歩きだし、また戻った。

　何も起こらない。

「砂漠のくそったれ！」シリはこぶしを振りまわして叫んだ。「おまえには何もない！　水も、魔法も！　魔法はどこにでもあるはずなのに！　それも嘘だった！　みんながあたしをだました、誰もかれも！」

　ユニコーンがいなないた。

　魔法はどこにでもある。水にも、土にも、気にも……

　そして火にも。

　シリは腹立ちまぎれにこぶしを額に打ちつけた。いままで思いつかなかったのは、まわりが剥き出しの岩だらけで燃えるものが何もなかったからだ。でも目の前には乾燥したアザミと茎がある。そして小さな火を作るくらいなら、ほんのわずかなエネルギーがあればいい……。

　シリは枯れ茎をたくさん集めて積みあげ、まわりに乾燥したアザミを重ね、枯れ草のなかにそっと手を入れた。

「火よアエネ！」

　枯草の山が明るく光り、揺らめいたかと思うと、またたくまに炎は枯れ葉をのみこんで燃えあがった。シリはさらに枯草を投げ入れた。

　これからどうする？　シリはめらめらと燃える炎を見つめた。エネルギーを集めなきゃ。でもどうやって？　イェネファーは火のエネルギーに触れてはいけないと言った……でもほかに手はない！　時間もない！　いまやらなければ。乾燥した枝葉がめらめらと燃えてゆく……もうすぐ火が消える……火……なんて美しく、なんて温かい……。

　それがいつ、どうやって起こったのかわからなかった。炎を見ていると、いきなりこめかみがどくどくと脈打ち、あばら骨がはじけそうになってシリは胸をつかんだ。痛みが腹と股間と胸の先端にずきっと走り、恐ろしいほどの快感に変わった。シリは立ちあがった。いや、シリは浮かんでいた。

　パワーが熱い溶岩のように身体を満たし、空の星が池の表面に映る星のように躍った。西の空で赤く燃える星――〈瞳〉――が光を放って爆発し、シリはその光も一緒に取りこんだ。

「来ハたエれル、火よアエネ！」

　ユニコーンが狂ったようにいななき、前脚の蹄を立てて跳びあがろうとした。シリの片手は勝手にあがり、指は勝手にしぐさを形づくり、口からは勝手に呪文の言葉が飛び出した。まぶしく、うねるような光が指先からほとばしり、炎がごうごうと燃えだした。

　シリの手のひらから流れ出す光の波がユニコーンの脚の傷に触れ、ひとつに集まり、しみこんでゆく。

「治れ！　それがあたしの願い！　この手に来れヴエス＝ハエル、火よアエネ！」

　体内でパワーがはじけ、強い幸福感に包まれた。炎が空に向かって飛び出し、シリのまわりがまぶしく光った。ユニコーンは頭を起こしていななき、いきなりぴょんと跳びあがると、おずおずと足を踏み出した。首を曲げて頭を脚に近づけ、信じられないというように鼻孔をぶるっと震わせた。それから大きく、長々といななき、蹄で地面を蹴り、しっぽを振って火のまわりを駆け出した。

「治った！」シリは得意げに叫んだ。「あたしが治した！　あたしは魔法使い！　火からパワーを引き出した！　あたしには炎の力がある！　これでなんでもできる！」

　赤い炎がごうごうと燃えて火花を散らし、シリは顔をそむけた。

「もう泉を探さなくてもいい！　泥水を飲まなくてもいい！　あたしはパワーを手に入れた！　火に力を感じる！　このいまいましい砂漠に雨を降らせられる！　岩から水をほとばしらせてみせる！　ここに花を育てることだってできる！　芝生だって！　キャベツだって！　なんだってできる！　なんだって！」

　シリは両手を突きあげて呪文を叫び、まじないの文句を唱えた。どんな意味かはわからない。どこで習ったのかも思い出せない。そもそも習ったのかどうかもわからない。でもそんなことはどうでもよかった。シリは力を、強さを感じ、火とともに燃えていた。シリ自身が炎だった。シリは全身に広がるパワーに身震いした。

　とつぜん夜空に稲妻が走り、岩とアザミのあいだを風が吹き抜けた。ユニコーンが長々といななき、後ろ脚で立ちあがった。炎が空に向かってはじけた。枯れ枝や茎はとっくに黒く燃えつき、いまは岩そのものが燃えていた。でもシリにはどうでもよかった。パワーを感じ、火だけを見、聞いていた。

　おまえはなんでもできる――炎がささやいた。おまえはわれわれの力を手に入れた。なんでもできる。世界はおまえの足もとにひざまずく。おまえは偉大だ。おまえは強い。

　炎のなかに人が立っていた。漆黒のまっすぐの髪を長く垂らした、長身の若い女。女は冷酷そうににやりと笑い、そのまわりで火がのたうち、躍っている。

　おまえは強い！　おまえを傷つけた者たちは誰に戦いを挑んだのか知らない！　復讐せよ！　仕返しせよ！　すべての者に！　おまえの足もとで歯を鳴らし、顔もあげられないほどの恐怖をあたえよ！　慈悲を乞わせよ、だが慈悲をかけてはならない！　償わせよ！　すべてを！　いまこそ復讐を！

　黒髪の女の背後で炎と煙が渦巻き、煙のなかに絞首門と先のとがった火刑柱と断頭台がずらりと並び、山積みの死体が見えた。シントラ国を占領し、奪い、エイスト国王とシリの祖母キャランセを殺し、通りの人々を殺したニルフガード兵たちの死体だ。絞首門から黒い鎧の騎士がぶらさがり、カラスの群れが先を争って羽根つき兜の眉まび庇さしから目をついばむたびに首吊り縄がきしんだ。地平線まで続く絞首台には、ケイドウェンでドワーフのポーリー・ダルベルグを殺し、サネッド島でシリを追いかけたスコイア゠テルの死体がぶらさがっていた。そびえるような火刑柱では、魔法使いヴィルゲフォルツがその美しく、罪なほど高貴な顔を苦痛に青黒くゆがめ、もだえている。鎖骨から血染めの鋭い柱の先が突き出し……とがった柱の手前ではサネッド島にいたほかの魔法使いたちが両手を背中で縛られ、ひざまずき、順番を待っている……。

　焚きつけの束が高々と積まれた火刑柱が燃える地平線までえんえんと続き、あちこちからひも状の煙が立ちのぼっていた。手前の柱につながれているのは……トリス・メリゴールド。その後ろにはマルガリータ・ラウクス゠アンティレ……ネンネケ先生……ジャレ……ファビオ・サシュ……。

　だめ。だめ。だめ。

　やるのだ――黒髪の女が叫んだ。彼らすべてに死を！　復讐を！　憎しみを！　彼らはみなおまえを痛めつけ、苦しめようとした！　これからも苦しめようとするだろう！　彼らにさげすみを、ついに屈辱のときが来た！　さげすみを、復讐を、死を！　全世界に死を！　死と破壊と血を！

　血はおまえの手に、ドレスに……。

　やつらはおまえを裏切った！　だまし、傷つけた！　いまおまえはパワーを手に入れた、いまこそ復讐のときだ！

　イェネファーの口が切れて裂け、血があふれ出た。両手両足に枷かせをはめられ、重い鎖で地下牢の湿った、汚れた壁につながれている。断頭台のまわりでは群衆がわめき、詩人のダンディリオンが石台に頭を載せ、死刑執行人の斧の刃が頭上でひらめく。通りの浮浪児が台の下に群がり、飛び散る血にそなえてハンカチを広げ……群衆の叫びは、石台が震えるほどの強い断頭の音をもかき消し……。

　やつらはおまえを裏切った！　あざむき、だました！　彼らにとっておまえは盤上の駒、ただのあやつり人形だ！　おまえは利用された！　彼らのせいでおまえは飢え、太陽に焼かれ、渇き、みじめさと孤独にさいなまれた！　屈辱と復讐のときが来た！　おまえはパワーを手にした！　おまえは強い！　全世界をおまえの前でちぢみあがらせるがいい！　全世界を〈古き血〉の前ですくませるのだ！

　こんどはウィッチャーたちが断頭台に連れていかれる番だ。ヴェセミル、エスケル、コーエン、ランバート。そしてゲラルト……ゲラルトは血まみれでよろめき……。

「やめて！」

　火がシリを取り巻き、炎の壁の向こうから鋭いいななきが聞こえた。何頭ものユニコーンが後ろ脚で立ちあがり、頭を振り、蹄を地面に叩きつけている。たてがみはズタズタに裂けた軍旗のようで、角は剣のように長く、鋭い。どれも戦馬のような巨体で、リトル・ホースよりはるかに大きい。いったいどこから来たのだろう？　こんなにたくさん、どこから現れたの？　炎がとどろき、燃えあがり、黒髪の女が両手を――血まみれの手を――かかげた。女の黒髪が熱気になびいた。

　燃やせ、ファルカ、すべてを焼きつくせ！

「あっちへ行って！　消えて！　あなたなんかいらない！　あなたの力なんかほしくない！」

　燃やせ、ファルカ、すべてを焼きつくせ！

「嫌！」

　やるのだ！　これがおまえの望み！　おまえのなかで欲望と渇望が炎のごとく煮えたぎっている！　おまえは歓びの奴隷！　これぞ力！　これぞ強さ！　これぞパワー！　この世の歓びのなかでもっとも甘美なもの！

　稲妻。雷鳴。突風。炎のまわりで思うままに駆けまわるユニコーンたちの蹄の音といななき。

「そんな力はいらない！　ほしくない！　そんなものはいらない！」

　火が消えたのか、それとも目がかすんだのかわからないまま、シリは顔に最初の雨粒を感じながら地面に倒れた。




　この者は存在を奪われるべきだ。存在させてはならない。危険だ。よいか？

　否いな。この者は望んでパワーを呼び出したのではない。イフアラクアクスを救うためだ。哀れに思って。この者のおかげでイフアラクアクスはふたたびわれわれの仲間となった。

　だが、この者はパワーを持っている。もしこれを使って……。

　パワーは使えない。二度と。この者は手放したのだ。パワーを捨てた。完全に。パワーは消えた。なんと奇妙な……。

　この者たちのことは永遠に理解できない。

　理解する必要はない！　この存在を消そう。手遅れになる前に。よいか？

　否。このままにしておこう。ここに残し、運命にゆだねよう。




　どれだけの時間、岩に横たわり、震えながら色を変える空を見つめていたのだろう。暗くなって明るくなり、寒くなって熱くなっても、シリはカラカラになるまで吸われて砂穴から放り出された齧歯動物の死骸のように力なく、乾ききって横たわっていた。

　何も考えていなかった。シリはひとりきりで、空っぽだった。いまや何もなく、何も感じない。渇きも空腹も疲れも恐怖もない。すべてが消えた。生きる意志も。シリはひとつの大きな、冷たい、ぞっとするような空虚だった。その空虚こそが自分で、全身の細胞に空虚が詰まっている気がした。

　血が内ももを伝った。でも、どうでもよかった。シリは空っぽだった。すべてを失った。

　空の色が変わってゆく。シリは動かなかった。この空虚のなかで動いてなんになる？

　周囲で蹄が響き、蹄鉄の当たる音が聞こえても動かなかった。怒号や呼びかけにも、興奮した声にも、馬の鼻音にも反応しなかった。力強い手につかまれても動かなかった。抱えあげられても、だらりとしたままだった。引っ張られても、揺すぶられても、激しく問いつめられても反応しなかった。何を言われているのかわからなかったし、わかりたくもなかった。

　シリは空っぽで、無関心だった。顔に水をかけられても反応しなかった。水筒を口に当てられても咳き込みもしなかった。ただ飲んだ。無感動に。

　それは時間がたっても変わらなかった。シリは鞍に載せられた。股間がこすれて痛かった。震えていたので、毛布にくるまれた。感覚がなく、力が入らず、気が遠くなりそうだった。鞍から落ちないよう、後ろに座る男に帯でくくりつけられた。男は汗と尿のにおいがした。でも、どうでもよかった。

　騎馬がまわりに集まっていた。かなりの数だ。シリは彼らをぼんやりと見た。空っぽだった。すべてを失った。すべてがどうでもよかった。

　何もかも。

　騎馬隊を指揮する騎士の兜に猛禽の羽根飾りがついていることさえ。









７




　火刑柱の薪に火がつけられ、炎が罪人をなめはじめると、柱に縛られた女は広場に集まった騎士や男爵、魔法使いや顧問官もたじろぐような言葉を吐きはじめた。当初、この女悪魔には焼かれる苦痛をたっぷり味わわせ、死の苦しみを引き伸ばすべく薪の山には湿った木材だけが積んであったが、ここへきてもっと枯れ枝を投じ、早く責め苦を終わらせよという命令が届いた。しかし、真の悪魔はいよいよいまわしい悪魔となった。じりじりと火に焼かれながらも苦悶の声ひとつあげず、さらにいまわしき言葉を吐きつけつづけたのだ。「わが血から報復者が生まれる。この汚けがれし〈古き血〉から国家と世界の報復者が生まれる！　彼がわが苦しみに復讐するだろう！　死を、おまえとおまえたちの種族に死と復讐を！」そこまで叫んだところで女は火にのまれた。こうしてファルカは消滅し、罪なき人々の血をまき散らしたファルカの罪も消えた。

――ロデリック・ド・ノヴェンブレ著『世界の歴史』第二巻







「見ろ。日焼けとすり傷だらけで、まるで浮浪児だ。魚みたいにがぶ飲みして、狼みたいにむさぼり食ってる。娘は東のほうからやってきた。コラスの向こうから。〈フライパン〉を越えて」

「まさか！　〈フライパン〉を生きて越えられるもんか。あの子は西の山のふもとのほうからやってきたんだ、スチャクぞいに。コラス砂漠を直接通らなくても、かなりこたえたらしい。地面に丸まって倒れてるのを見つけたときはほとんど死にかけてた」

「砂漠は西のほうにもえんえんと広がってる。だったらどっから歩いてきたんだ？」

「歩いてじゃなくて、馬だ。どこから来たのかはわからん。そばに蹄の跡があった。スチャク渓谷で振り落とされたんだろう。だからあんなにぼろぼろであざだらけなんだ」

「なんでニルフガードはあんな子をやっきになって探してるんだ？　長官に捜索を命じられたときは、てっきりどこかの貴婦人とばかり思ってた。まさかあんな小娘とはな。どこにでもいる、薄汚くて、みすぼらしい娘で、おまけにぼうっとして口もきけない。なあ、スコムリク、おれたちが見つけたのは本当に……」

「間違いない。だが、どこにでもいる娘じゃねえぞ。もしそうならとっくに死んでる」

「危ないところだった。あの雨がなかったら死んでたな。長老たちでさえ〈フライパン〉に雨が降ったのがいつだったか憶えていないって言うじゃねえか。雨雲はいつだってコラス砂漠を避けて通る……渓谷に雨が降っても砂漠には一滴も降らねえって！」

「あのがつがつした食いかたを見ろ。まるで一週間、何も食べてなかったみてえだ……おい、娘っ子！　豚の脂はうまいか？　固パンは？」

「エルフ語できけ。でなけりゃニルフガード語だ。一般語は通じない。もしかしたらエルフの娘かも……」

「こいつはバカだ。まともじゃない。今朝、鞍に載せたときは木の人形を抱えてるみたいだった」

「おまえたちどこに目をつけてる？」スコムリクと呼ばれる、腕っぷしの強そうな禿男が歯を剥いた。「まだ娘の本性が見抜けんとは、いったいどんな〈罠かけ屋トラツパーズ〉だ？　あの娘はバカでもなけりゃうすのろでもない。そんなふりをしてるだけだ。なんとも妙な、ずるがしこい小娘だ」

「じゃあなんでニルフガードにとって重要なんだ？　懸賞金をかけ、巡視隊がこぞって探しまわるほど……なんでだ？」

「それはわからん。いっそ本人にきいてみるか……背中に一発ムチを食らわせりゃ何かしゃべるかもしれん……。おい！　おれを見る目を見たか？　こいつは全部わかってて、ちゃんと話を聞いてんだ。おい、娘っ子！　おれはスコムリク、猟師だ。トラッパーとも呼ばれてる。そしていいか、これがムチだ。革ムチともいう。背中の皮を剥がれたくなかったら話を聞かせて――」

「そこまでだ！　黙れ！」

　騎士と従者が陣取る焚火のほうから、有無を言わさぬ厳しい声が飛んだ。

「退屈してるようだな、〈トラッパーズ〉」騎士がすごんだ。「では仕事をあたえよう。馬の手入れだ。鎧よろいと武器をきれいに磨け。森へ行って薪を探してこい。それからその娘には触れるな！　わかったか、このくずどもめ」

「もちろんですとも、スウィヤーズ卿」スコムリクがつぶやき、仲間たちはばつの悪そうな顔をした。

「さあ、働け！　命令だ！」

〈トラッパーズ〉は仕事に取りかかった。

「なんの因果であんなやつにどなられなきゃならねえんだ」〈トラッパーズ〉の一人がつぶやいた。「長官がおれたちをあのくそ騎士の指揮下に置いたばっかりに――」

「あのうぬぼれ野郎め」別の一人があたりをこっそり見まわしてつぶやいた。「そもそも娘を見つけたのはおれたち〈トラッパーズ〉だ……スチャク渓谷のほうを探したほうがいいって予感がして」

「まったくだ。おれたちの手柄なのに、スウィヤーズ卿は懸賞金をかっさらうつもりらしい。おれたちゃめったにグロート硬貨にはお目にかかれない……もらえるのはフロリン硬貨ばっかりだ。〝ほら、領主様のお慈悲をありがたく思え、トラッパー〟」

「黙れ！」スコムリクがたしなめた。「聞こえるぞ……」

　シリはひとりで焚火のそばにいた。騎士と従者が探るようにこっちをうかがっているが、声はかけてこない。

　騎士は中年のたくましい男で、顔に傷がある。馬上では羽根つきの兜をかぶっていたが、シリが初めて悪夢のなかで目にし、そのあとサネッド島で見た羽根とは違う。シントラの黒騎士ではない。でもニルフガードの騎士なのは間違いない。騎士は流暢な一般語で命令を出したが、あきらかにエルフ語に似たなまりがあった。シリとあまり歳が変わらない少年のような従者と話すのは古代語に似た言葉だが、本物の古代語より響きが硬く、抑揚も少ない。おそらくニルフガード語だろう。古代語をうまく話せるシリは大半が理解できたが、顔には出さなかった。ニルフガードの騎士と従者は最初の休憩のとき、コラス砂漠――通称〈フライパン〉――の端であれこれたずねた。シリは答えなかった。そのときは呆然自失で、何もかもどうでもよかった。混乱していた。それから数日、馬に揺られ、岩だらけの峡谷を離れて緑の谷をくだるころ、感覚はすっかり回復した。ようやくまわりの世界が見えるようになり、ぼんやりと反応するようになったが、質問には答えなかったので、騎士もまったく話しかけなくなった。もとよりなんの関心もなさそうだ。興味を示すのは〈トラッパーズ〉と名乗る荒くれ男たちだけで、あれこれ声をかけてくる。しつこいほどに。

　それを見たニルフガードの羽根つき兜の騎士がすかさず仕事をあたえた。これで主従関係がはっきりした。

　口のきけない愚か者のふりをして耳をそばだてているうちに、シリはだんだんと状況を理解しはじめた。どうやらあたしはニルフガード軍につかまったらしい。ニルフガードはずっとあたしを探していて、ようやく見つけた。トル・ララのでたらめ〈門ポータル〉がどこに通じていたか、その道筋を突き止めたに違いない。羽根兜の騎士と〈トラッパーズ〉はイェネファーもゲラルトもできなかったことをやってのけたのだ。

　サネッド島のイェネファーとゲラルトはどうなったのだろう？　イェネファーはどこ？　シリは最悪の事態を思い浮かべた。〈トラッパーズ〉とリーダーのスコムリクは荒っぽくて締まりのない一般語を話すが、ニルフガードなまりはない。おそらく平民で、ニルフガードの騎士に仕えているだけだ。そして彼らはシリを見つけた褒美に長官がフロリン硬貨でくれる褒賞金をねらっている。

　フロリン硬貨が使われ、ニルフガードに仕える人がいる国は、はるか南の、ニルフガード帝国長官が治める属州群しかない。




　翌日、川岸で休憩するあいだ、シリは脱走の計画を練った。自分には魔法がある。シリはもっとも簡単な呪文である軽い念力をためしてみたが、恐れていたとおり、魔法エネルギーはかけらも残っていなかった。愚かにも火とたわむれたせいで魔力は完全になくなっていた。

　またしてもシリはすべてに無関心になった。自分の殻に引きこもり、無気力のなかに沈みこみ、長いあいだそこから出ようとしなかった。

　その日、青い騎士が荒れ地の道に立ちはだかるまでは。




「おっと」道をふさぐ騎馬団を見てスコムリクがつぶやいた。「こりゃ面倒なことになるぞ。サルダ砦のヴァルンハーゲン一族だ……」

　騎馬団が近づいた。先頭の強そうな葦毛馬にエナメル加工の光る青い鎧の大男がまたがり、すぐ後ろに鎧の男がもう一人、さらに従僕とおぼしき地味で簡素な服の二人がつきしたがっている。

　鹿毛の馬にまたがる羽根兜のニルフガード騎士が小走りで近づいた。従者が剣の柄をつかんで鞍の上で振り向き、スコムリクたちにどなった。

「そこで娘を守っていろ。手を出すんじゃないぞ！」

「そんなバカじゃねえよ」従者が離れるやスコムリクはつぶやいた。「ニルフガード騎士どうしの決闘に手を出すバカがどこにいる……」

「闘いになるってことか、スコムリク？」

「当然だろう。スウィヤーズ一族とヴァルンハーゲン一族は古くから血で血を洗う仇どうしだ。馬からおりて小娘を守れ。おれたちの大事なお宝で、儲けの種だ。運がよけりゃ娘の首にかかる懸賞金がそっくり手に入るかもしれん」

「ヴァルンハーゲンも娘を探してるはずだ。もしやつらが勝って娘を奪われでもしたら……しかもおれたちはたったの四人で……」

「五人だ」スコムリクがちらっと歯を見せた。「おれの勘違いでなきゃ、サルダ砦の従僕のなかにダチ公がいる。まあ見てろ、この騒ぎの利は騎士どのではなく、おれたちのところに転がりこむ……」

　青い鎧の騎士が葦毛馬の手綱を引いた。羽根兜の騎士も馬を止め、正面から向かい合った。青騎士の連れが速歩で近づき、背後で馬の足を止めた。眉庇から長いひげのような――セイウチの牙のような――二本の革ひもがぶらさがる奇妙な兜をかぶり、鞍の上に恐ろしげな武器を寝かせている。シントラの衛兵が持つ鉾槍に似ているが、それよりも柄はかなり短く、刃は長い。

　青騎士と羽根騎士は短く言葉を交わした。話の内容はわからないが、その口調は疑いようもなかった。どうみても友好の言葉ではない。いきなり青騎士が鞍の上で背を伸ばし、シリのほうを激しく指さしてどなると、羽根騎士もどなり返し、籠こ手てをはめたこぶしを振りまわした。青騎士に〝どけ〟と言っているようだ。

　そうして決闘が始まった。

　青騎士が葦毛馬に拍車をかけ、鞍脇のホルダーから戦せん斧ぷを引き抜きながら駆け出すと、羽根騎士も剣を抜いて鹿毛馬に拍車をかけた。だが、両騎士が激突するより早く、鉾槍をつかんだ〈二本牙〉が猛然と攻撃をかけた。〈二本牙〉は鞍の上で立ちあがり、剣を抜いて向かってきた羽根騎士の従者の胸に鉾槍をまっすぐ突き刺した。長い刃が喉当てと鎖かたびらをばきっとつらぬくと、従者は大きくうめき、鍔つばまで深々と刺さった鉾槍をつかんでどさりと地面に落ちた。

　青騎士と羽根騎士が正面からぶつかった。威力は斧のほうがあるが、動きは剣のほうが速い。青騎士は肩に剣先を受け、エナメル加工の肩当ての破片がひもをなびかせてくるくると飛び散り、鞍の上で震える青い鎧に深紅の筋が光った。ぶつかった衝撃で両騎士は離れたが、羽根騎士が鹿毛馬の向きを変えたときは〈二本牙〉が両手で剣をつかみ、振りかざしていた。羽根騎士が手綱を引き、〈二本牙〉が両脚で馬をあやつりながら脇を駆け抜けた瞬間、羽根騎士がすれ違いざまに剣で斬りつけた。〈二本牙〉の上腕甲の板金がゆがみ、その下から血が噴き出した。

　そこへ青騎士が斧を振りかざし、叫びながら戻ってきた。両騎士は全力で武器をぶつけ合い、離れ、ふたたび〈二本牙〉が羽根騎士に襲いかかった。二頭の馬がぶつかり、剣がカンと鳴った。〈二本牙〉が羽根騎士の上腕甲と脇当てを叩き切ると、羽根騎士は上体を伸ばし、〈二本牙〉の胸当ての脇に右から強烈な一撃を見舞った。〈二本牙〉が鞍の上でぐらついたと見るや羽根騎士は鐙あぶみに立ち、〈二本牙〉のへこんで割れた肩当てと兜のあいだにふたたび剣を叩きこんだ。幅広い剣刃ががつっと鎧に食いこみ、〈二本牙〉は身をこわばらせてぶるっと震えた。二頭の馬が組み合って蹄を鳴らし、轡くつわをくわえたまま歯を剝むいた。羽根騎士が鞍の前ぜん橋きように寄りかかって剣を引き抜くと同時に〈二本牙〉は鞍から転げ、自分の馬の蹄の下にどさりと落ちた。蹄鉄が鎧を蹴り、ひねりつぶす音が響いた。

　青騎士は斧を振りあげ、葦毛の向きを変えたが、肩に受けた傷のせいでうまく馬を制御できない。羽根騎士がすかさず忍び寄って鐙に立ち、右側から力まかせに剣を振りおろすと、青騎士は斧で受け止め、羽根騎士の手から剣を叩き落とし、またもや馬どうしがぶつかった。青騎士は恐ろしく強かった。重い斧を小枝のように振りおろすと、斧はどすっと羽根騎士の鎧に突き刺さり、衝撃で鹿毛馬が尻もちをついた。羽根騎士はよろけながらも鞍にしぶとく座っている。ふたたび斧が振りおろされる前に手綱を離し、左手で革の下げ緒からぶらさがる重くとがった棍棒をつかむと、青騎士の兜に容赦なく叩きこんだ。兜は鐘のようにぐわんと鳴り、こんどは青騎士が鞍の上でよろめいた。二頭の馬は激しくいななき、噛みつき合って離れようとしない。

　青騎士は棍棒の一撃にぐらつきながらも、ふたたび敵の胸当てに斧を振りおろした。両者がまだ鞍に座っていることじたい奇跡に思えたが、それは高い前橋と鞍あん尾びのせいだ。両馬の横腹に血がしたたった。とくに葦毛のほうが激しい。シリは恐怖に目を見開いた。ケィア・モルヘンで戦いかたを教わったが、これほど強い相手にはとてもじゃないが歯が立たない。あの攻撃のひとつもかわせないだろう。

　青騎士は羽根騎士の胸当てに深々とめりこんだ斧の柄を両手でつかんで身を乗り出し、相手を鞍から突き落とそうと持ちあげた。羽根騎士が棍棒を一度、二度、そして三度、力いっぱい叩きこむと、兜のてっぺんから血が噴き出し、青い鎧と葦毛馬の首に飛び散った。羽根騎士が拍車をかけて馬の向きを変えたとたん、胸当てに刺さった斧の刃がはずれ、鞍の上でぐらついていた青騎士が斧の柄を離した。すかさず羽根騎士は棍棒を右手に持ち替えて鐙に立ち、馬の首に押しつけんばかりに青騎士の頭部に激しい一撃を浴びせた。さらに空いた左手で敵の葦毛馬の手綱をつかみ、ふたたび棍棒を叩きこむと、青騎士の鎧は鉄鍋のようにぐわんと鳴り、ゆがんだ兜から鮮血がほとばしった。もういちどなぐられたところで青騎士は頭から落馬した。葦毛馬は小走りでその場を離れたが、羽根騎士の鹿毛馬はよほど訓練されているらしく、落ちた騎士をばきっと踏みつぶした。断末魔の叫びがあがったところを見れば、青騎士はまだ息があるようだ。鹿毛馬はなおも瀕死の騎士を踏みつけ、さすがの羽根騎士も鞍に座っていられず、どさりと馬の横に落ちた。

「たがいに息の根を止め合ったようだな」シリを押さえつけるトラッパーがうなるようにつぶやいた。

「なんとも気高きことよ。ふん、地獄に落ちろ」別の男が吐き捨てるように言った。

　遠巻きに見ていた青騎士の従僕の一人が馬の向きを変えた。

「待て、レミズ！」スコムリクが呼びかけた。「どこへ行く？　サルダか？　そんなに急いで縛り首になりたいか？」

　二人の従僕は馬の足を止め、一人が手びさしをしながらこちらを見た。

「スコムリク、あんたか？」

「ああ、そうだ！　こっちへ来い、レミズ、心配するな！　騎士のケンカはおれたちとは関係ない！」

　とつぜんシリはじっとしていられなくなり、トラッパーの手をすり抜けて駆け出すと、青騎士の葦毛馬をつかんで前橋の高い鞍にひらりと飛び乗った。

　サルダ砦の従僕二人が元気な馬に乗っていなかったら逃げられたかもしれない。彼らはやすやすと葦毛馬に追いつき、手綱を奪った。シリは馬から飛びおり、森に向かって駆け出したが、またも追いつかれ、逃げる途中で片方の男に髪をつかまれ、引きずられた。シリは男の腕にぶらさがりながらわめいた。男がスコムリクの足もとにシリを投げだすと、ムチがびゅんとしなり、シリは悲鳴をあげて頭を抱え、毬のように身を丸めた。ムチがうなり、手の甲をびしっと叩いた。シリは横転して逃げたが、スコムリクがすぐに追いついて蹴りつけ、ブーツをはいた片足で地面に押しつけた。

「逃げる気か、この毒ヘビめ」

　ムチがひゅっと鳴り、シリが叫んだ。スコムリクはもういちどシリを蹴り、ムチを振りあげた。

「ぶたないで！」シリは身をちぢめて叫んだ。

「しゃべれるじゃねえか、このアマ！　猫に舌を返してもらったのか？　なめた真似をしやがって――」

「落ち着け、スコムリク！」〈トラッパーズ〉の一人がどなった。「叩き殺す気か？　ひねりつぶすにはもったいないタマだぞ！」

「ってことは」レミズが馬からおりながら言った。「これが、ニルフガードが一週間も探しつづけてる娘か？」

「そうだ」

「ハッ！　どこの砦も血まなこになって探してる。ニルフガードにはよほど大事な人物らしい。なんでも高名な占星術師がこのへんにいると占ったそうだ。少なくともサルダ砦じゃそんな話だった。どこで見つけた？」

「〈フライパン〉だ」

「噓だろ！」

「ほんとだ」スコムリクはむっと顔をしかめた。「おれたちが見つけた、だから褒美はおれたちのもんだ。おまえら、なにをそんなに銅像みたいに突っ立ってる？　さっさと娘を縛りあげて鞍に載せろ！　さあ、行くぞ！　さっさと動け！」

「スウィヤーズ卿はまだ息があるようだが……」〈トラッパーズ〉の一人が言った。

「どうせ長くはない。とっとと地獄に落ちろ！　まっすぐアマリロに向かうぞ。長官のところへ。娘を届けて懸賞金をいただく」

「アマリロ？」レミズは頭の後ろを掻き、決闘の跡に目をやった。「そして死刑執行人の手にかかる気か？　長官になんと言うつもりだ？　騎士二人が殺し合って、自分は無事でした、って？　ことのしだいが長官に知れたらあんたは縛り首で、おれたちは見張りつきでサルダに追い返される……そうなったら懸賞金はヴァルンハーゲン家のものだ。あんたはアマリロに行く気かもしれんが、おれならこのまま森のなかに……」

「おまえはおれの義理の弟だ、レミズ」とスコムリク。「そしておまえはおれの妹をぶんなぐるくそ野郎だが、それでも友だちだ。だから命だけは助けてやる。いいか、おれたちはアマリロに行く。長官はスウィヤーズ家とヴァルンハーゲン家がいがみあってることを知っている。仇どうしが出会い、殺し合った。騎士にはよくあることだ。おれたちに何ができた？　そしておれたちは――いいか、ここんとこをよく聞け――決闘のあとで娘を見つけたんだ。おれたち〈トラッパーズ〉が。いまやおまえも仲間だ、レミズ。長官はおれたちが何人でスウィヤーズ卿と出発したかなんて知らない。数えてもいなけりゃ――」

「何か忘れちゃいないか、スコムリク？」レミズがサルダから一緒に来た連れの男を見ながら、まのびした口調で言った。

　スコムリクはゆっくり振り向くと、閃光のようなすばやさで短剣を抜き、レミズの連れの喉を掻っ切った。男はぐえっとあえぎ、地面にくずおれた。

「何も忘れちゃいない」スコムリクが冷たく言った。「おれたちはみな同罪だ。目撃者はいない。大人数で懸賞金を分け合う余裕もない。馬に乗れ、おまえたち、アマリロに向かうぞ！　懸賞金まではまだ遠い。ぐずぐずするな！」




　暗く湿ったブナの森を離れると、ふもとの村が見えてきた。小川の湾曲部を取りかこむように低い柵がめぐらされ、十数戸のわらぶき小屋が点在している。

　風が煙のにおいを運んできた。シリは鞍の前橋に革ひもで縛られてしびれた手の指を動かした。全身がしびれ、お尻は耐えがたいほど痛く、さっきから尿意を我慢していた。夜明けから鞍に座りっぱなしで、夜もろくに休めなかった。寝ているあいだも左右の手首を両脇で眠る二人のトラッパーの手首とひもでつながれ、動くたびに毒づかれ、〝なぐられたいか〟と脅されたからだ。

「村だ」〈トラッパーズ〉の一人が言った。

「見りゃわかる」とスコムリク。

　丈の高い乾燥した草を踏みしだきながら一行は坂をくだり、村に通じるでこぼこ道に出た。柵のなかに木の橋と門が見える。

　スコムリクは手綱を引き、鐙に足をかけて立ちあがった。

「ここはなんていう村だ？　立ち寄るのは初めてだ。レミズ、おまえわかるか？」

「数年前はホワイト・リバーと呼ばれていたが、暴動が起こって地元民が反乱に加わった。そのあとサルダのヴァルンハーゲン一族が火をつけ、村人を殺し、捕虜にした。いまここに住んでるのはニルフガード帝国からの移住者だけで、新参者ばかりだ。村はグリスヴェンと名前を変えた。ここの移住者は残虐で質たちが悪い。悪いことは言わねえ、ここにはとどまらないほうがいい。先を急ごう」

「馬を休めなきゃならん」〈トラッパーズ〉の一人が言った。「餌も必要だ。おれの腹も吹奏楽団を飲みこんだみたいにぐうぐう鳴ってる。移住者がなんだ？　どうせただのごろつきの、カスどもだろう。鼻先で長官命令を振ってやりゃあいい。そもそも長官だって連中と同じニルフガード人だ。まあ見てろ、おれたちの前で頭をさげさせてみせる」

「見てみたいもんだ」スコムリクがうなるように言った。「ニルフガード人が頭をさげるところを見たやつがいるか？　それで、レミズ、このグリスヴェンとやらに宿屋はあるか？」

「ある。ヴァルンハーゲンも宿までは焼き払わなかった」

　スコムリクは鞍の上で振り向き、シリを見た。

「縄をほどけ。誰にも気づかれないように……マントを着せろ。頭には頭巾だ……おい！　どこに行く、この薄汚れのチビ」

「ちょっと茂みに――」

「茂みに行っていいかどうかはおれが決める、このあばずれ！　道の脇でしゃがめ！　それからいいか、村に入ったらひとこともしゃべるな。下手な知恵をまわすんじゃねえぞ！　ひとことでも叫んだら喉を掻っ切ってやる。おまえでフロリン硬貨が手に入らなかったら、誰の手にも入らせないからな」

　木の橋に蹄の音を響かせてゆっくりと村に近づくと、すぐに柵の向こうから槍を持った男が数人、現れた。

「門を見張ってるようだ」レミズがつぶやいた。「なんでだ？」

「妙だな」スコムリクがつぶやき、鐙に立った。「門は守られてるが、風車小屋の脇の柵は壊れている。荷馬車でも通れそうな……」

　一行は門に近づき、手綱を引いて馬を止めた。

「やあ、みなさん！」スコムリクはわざとらしい陽気な声で呼びかけた。「よい日よりで」

「誰だ？」いちばん背の高い男がぶっきらぼうにたずねた。

「おれたちは――友よ――兵士だ」スコムリクは鞍に寄りかかりながら嘘をついた。「アマリロの長官に仕えている」

　長身の男は槍の柄に片手をすべらせ、スコムリクをにらんだ。トラッパーと友になった覚えはないと言いたげな表情だ。

「長官に送りこまれた」スコムリクは続けた。「あんたがた地方住民の――グリスヴェンのよき人々の――暮らしぶりがどんなふうか見てこいと。くれぐれもよろしくとのことだ。そして何か困ったことはないかと」

「何も問題はない」男が話す一般語は羽根騎士のそれに似ていたが、シリにはわざとスコムリクのだらしないなまりを真似ているようにも聞こえた。「もうずっと自分たちだけでやっている」

「それを聞けば長官もさぞお喜びだろう。ところで宿は開いているか。みな喉がからからで……」

「開いている」男はぶすっと答えた。「いまのところは」

「いまのところ？」

「もうじき取り壊す予定だ。垂木と木板は穀倉にまわす。村に宿は不要だ。畑で働くおれたちには必要ない。客はもっぱら旅人で、大半は迷惑な連中だ。その手の輩やからがいまもそこで飲んでいる」

「誰だ？」レミズが少し青ざめた。「まさかサルダの要塞から来た連中じゃないだろうな。ヴァルンハーゲン卿の部下とか？」

　村の男は顔をしかめ、いまにも唾を吐きそうに唇を丸めた。

「残念ながらそうじゃない。男爵の民兵集団〈ニシルズ〉だ」

「〈ニシルズ〉？」スコムリクが眉をひそめた。「どこから来た？　率いてるのは誰だ？」

「隊長は長身で黒髪の、ナマズのような口ひげの男だ」

「なんと！」スコムリクが仲間たちを振り返った。「ついてるぞ。そんな男は一人しかいない、だろ？　われらが同志、〈おれを信じろ〉のヴェルクタだ。憶えてるか？　それで、ニシルズがここで何をしてる？」

「連中はティファイに向かう途中、ありがたくもここに立ち寄った」長身の男は顔をゆがめた。「囚人を移送している。〈ネズミ〉の一人をつかまえたらしい」

「ああ、そうだろうよ」レミズがあざけるように鼻を鳴らした。「ひょっとしてニルフガード皇帝もつかまえたんじゃねえか？」

　男は顔をしかめて槍の柄を強く握りしめ、仲間が何やらぼそぼそささやいた。

「宿に行くがいい」男はあごの筋肉をぴくぴくさせた。「そして同志〈ニシルズ〉と話せ。あんたがたが長官命令で来たと言うのなら、どうして長官の命令どおり囚人をここでいますぐ串刺しにせず、ティファイに連れてゆくのかたずねるがいい。そしてあんたがたの同志〈ニシルズ〉に言ってくれ――ここは長官の管轄地で、ティファイの男爵の管轄地じゃないと。おれたちはすでに雄牛をつなぎ、杭をとがらせて準備している。〈ニシルズ〉がやらないのならおれたちがやる。そう伝えてくれ」

「わかった。まかせろ」スコムリクは意味ありげに片目をつぶった。「じゃあな」

　一行はわらぶき小屋のあいだを歩きだした。村はさびれ、人っ子ひとりいない。やせ細ったブタが塀近くの地面をかぎまわり、薄汚れたアヒルが数羽、ぬかるみで泥を飛び散らせているだけだ。ふと大きな黒い雄猫が前を横切った。

「げっ、黒猫だ」レミズが鞍から身を乗り出して唾を吐き、指で魔ま除よけのしぐさをした。「くそ猫め、目の前を通りやがった！」

「ネズミを喉に詰まらせろ！」

「なんだ？」スコムリクが振り返った。

「猫だ。真っ黒い猫が道を横切った、げっ、縁えん起ぎでもねぇ」

「ほっとけ」スコムリクはあたりを見まわした。「見ろ、村には誰もいない。でも小屋のなかから人が見てる。戸口で槍先が光るのも見えた」

「女どもを守ってるのさ」猫に毒づいた男が声を立てて笑った。「なにしろ〈ニシルズ〉が村にいるんだ！　さっきの農夫のせりふを聞いたか？　どうやら村人はやつらが気に入らないらしい」

「当然だ。〈おれを信じろ〉と仲間たちは決してチャンスを逃さない。転がりこんできたものはすべてつかまえる、それが〈ニシルズ〉だ。男爵たちは連中を〝平和の番人〟と呼び、やつらはそれで稼いでる。街道を警備し、秩序を保つのが仕事だ。だが、村人の耳もとで〝ニシル〟とささやいてみろ、おびえてパンツにくそを漏らす。でもな、いずれは天罰がくだる。やつらみたいにかたっぱしから仔牛を殺し、娘を襲っていたら、いまに農民たちに熊手で八つ裂きにされるぞ。いまにわかる。門にいた連中の険しい表情を見たか？　やつらはニルフガードの移住者だ。おまえらだって連中ともめたくはなかろう……ああ、宿が見えてきた……」

　一行は馬を進めた。

　宿屋は苔むしたわらぶき屋根がかすかにかしいだ建物で、農家の小屋や納屋からは離れているが、崩れかけの柵に囲まれた区域の中心――村を通る二本道が交差する場所――にあった。近くの大木が落とす影のなかに囲いがふたつあり、ひとつは畜牛、もうひとつは馬用で、馬のほうで鞍のない馬が五、六頭うろついている。入口に通じるのぼり段には、革の胴着にとがった毛皮の帽子といういでたちの二人が座っていた。陶器のジョッキを抱え、二人のあいだにはきれいに肉をそがれた骨が山積みの椀が置いてある。

「誰だ？」馬からおりる一行を見て片方がどなった。「なんの用だ？　うせろ！　宿は法と秩序を守る部隊で満席だ！」

「わめくな、ニシル、そうわめくな」スコムリクはシリを鞍から引きおろしながら言った。「扉を開けろ。入れてくれ。おまえたちの頭かしらヴェルクタはおれたちの友人だ」

「おまえなんか知らねえ！」

「そりゃおまえが若造だからだ。おれと〈おれを信じろ〉は昔、ニルフガードがここを支配する前に一緒に仕えた」

「まあ、そう言うんなら……」男はしぶしぶ剣から手を離した。「入れ。おれには誰だろうと関係ない……」

　シリはスコムリクに押しやられ、別のトラッパーに襟首をつかまれながらなかに入った。

　扉の奥はむっとして薄暗く、煙と食べ物が焼けるにおいがした。店内はがらんとして、客がいるのはひとつのテーブルだけだ。動物の革を張った小さな窓から光が射しこみ、テーブルを囲む男たちを照らしていた。宿屋の主人が暖炉のある厨房でビールジョッキをかちかち鳴らしながら忙しく動きまわっている。

「よう、〈ニシルズ〉！」スコムリクが大声で呼びかけた。

「山賊と握手する気はない」窓際に座る男がうなり、床に唾を吐くと、別の男が身ぶりで制した。

「まあ、落ち着け。こいつらは仲間だ、わからんのか？　スコムリクと〈トラッパーズ〉だ。やあ、よく来た！」

　スコムリクは顔を輝かせてテーブルに近づこうとして、仲間たちが屋根を支える柱を見つめているのに気づき、足を止めた。柱のそばの丸椅子に、細身で金髪の若者が妙にしゃちこばった、ぎこちない姿勢で座っていた。シリには不自然な姿勢の理由がわかった。男は両手を背中で縛られ、首を革ひもで柱にくくりつけられていた。

「こりゃなんと」シリの襟首をつかむトラッパーがため息まじりに言った。「おい、見ろ、スコムリク。ケイレイだ！」

「ケイレイ？」スコムリクは首をかしげた。「〈ネズミ〉のケイレイか？　まさか！」

　テーブル席に座る〈ニシルズ〉の一人、髪を異国ふうに刈りこんで髷まげを結った太った男がしゃがれ声で笑い、スプーンをなめながら言った。

「いかにも、くされ野郎のケイレイだ。早起きした甲斐があった。これで半マルクぶんの帝国フロリン硬貨はいただきだ」

「ケイレイを捕らえたとは。こいつは驚いた」スコムリクは眉をひそめた。「つまりニルフガードの農民が言ってたのは本当だったってことか――」

「半マルクと言えば三十フロリンか、ちっ」レミズがうらやましげにため息をついた。「悪くねえな……ティファイのルッツ男爵が払うのか？」

「そうだ」黒髪で黒い口ひげの男が答えた。「われらが領主にして後援者――ティファイのルッツ男爵だ。〈ネズミ〉どもは街道で男爵の使用人を襲ってカネを奪った。男爵は激怒し、懸賞金をかけた。そして、スコムリク、おれたちがそれをいただく、おれを信じろ。おい、見ろ、みんな、あのがっかりした顔を！　スコムリクは長官にネズミ捕りを命令されたのに、おれたちに先を越されたのがくやしいんだ！」

「トラッパーのスコムリクも何かつかまえたようだぞ」太った髷男がスプーンでシリを指した。「見ろ、ヴェルクタ。どこかのお嬢ちゃんだ」

「そのようだ」黒い口ひげの男がちらっと歯を見せた。「そりゃなんだ、スコムリク？　いよいよカネに困って身代金目当ての誘拐か？　この薄汚い娘はなんだ？」

「大きなお世話だ！」

「何をぴりぴりしてる？」髷男が笑った。「おれはただ、おまえの娘かどうか知りたいだけだ」

「娘？」ヴェルクタと呼ばれた口ひげ男が笑い声をあげた。「そうならいいだろうが、娘を持つにはタマがいる」

〈ニシルズ〉がどっと笑った。

「黙れ、このどあほ！」スコムリクがむっとしてどなった。「よく聞け、ヴェルクタ。日曜が来る前に、ちまたの話を聞いて驚くな。噂になってるのがあんたとその〈ネズミ〉か、それともおれとおれの獲物か。そしてどっちが気前がいいかもわかる。あんたらの男爵閣下か、それともアマリロの帝国長官か！」

「それがどうした」ヴェルクタはあざけるように言い、音を立ててスープを飲んだ。「おまえも、アマリロの長官も、皇帝もニルフガード帝国もくそくらえだ。そうカッカするな。ニルフガードがこの一週間、道路が土煙で見えなくなるほど必死に娘を探してるのは知ってる。懸賞金がかけられてることもな。だが、おれには関係ない。ニルフガード人の下で働くなんざまっぴらだ。おれはいまルッツ男爵に仕えてる。男爵の命令にしたがうだけだ。ほかの誰でもない」

「あんたと違って、ルッツ男爵はニルフガード人の手に口づけし、ニルフガード人のブーツをなめる男だ」スコムリクが耳ざわりな声で言った。「あんたがするまでもない。せいぜい粋がってるがいい」

「まあ、落ち着け」ヴェルクタがなだめるように言った。「別に責めてるわけじゃない、おれを信じろ。ニルフガードが探してる娘をおまえが見つけたのは結構だ。褒美を手にするのがいまいましいニルフガード人ではなく、おまえでよかった。で、おまえは長官に仕えてる、だろ？　誰も主人は選べない、選ぶのは向こうだ、だろ？　まあ、こっちに来て座れ。せっかくここで顔を合わせたんだ。一緒に飲もうじゃねえか」

「ああ、そうだな」スコムリクはうなずいた。「だが、まず縄をくれ。娘をあんたの〈ネズミ〉の隣に縛りつける」

〈ニシルズ〉がまたもやどっと笑った。

「見ろよ、国境の鬼ともあろうものが！」太った髷男が甲高い声でやじった。「ニルフガードの武装団がなんてざまだ！　さっさと縛れ、スコムリク、好きなだけきつく縛れ。いっそ鉄の鎖のほうがいいんじゃないか。あんたの大事な獲物は縄をほどいて、あんたの顔を張り飛ばして逃げ出すかもしれん。見るからに狂暴そうだ。おお、怖い！」

　これには〈トラッパーズ〉の仲間さえ笑いをかみ殺した。スコムリクは顔を真っ赤にして腰帯をひねりながらテーブルに歩み寄った。

「おれはただ、こいつが逃げ出さないように――」

「好きにしろ」ヴェルクタがパンをちぎりながら口をはさんだ。「話をしたけりゃ座って一杯やれ。そんなに心配なら足を縛って天井から吊りさげたらどうだ。おれはかまわん。愉快なだけだ、スコムリク。おまえと長官には大事な娘かもしれんが、おれにはただのやせぎすのおびえたガキだ。縛りあげるか？　そうすりゃ立てないし、逃げる心配もない、おれを信じろ。何をびびってる？」

「何をびびってるか教えてやろうか」スコムリクは真顔で言った。「ここはニルフガードの植民地だ。移住者はおれたちを歓迎せず、あんたらがつかまえた〈ネズミ〉を処刑するために杭をとがらせてると言った。連中には法がついてる。山賊を捕らえたらその場で処刑せよという長官命令が出てるからな。囚人を渡さないと、あんたらにもとがった杭が待ってるぞ」

「おいおい」太った髷男が言った。「やつらが脅せるのはせいぜい女か、ごろつきだ。おれたちにかかわらないほうがいい。血を見るぞ」

「やつらに〈ネズミ〉は渡さん」ヴェルクタが言った。「あいつはおれたちのものだ。ティファイに連れてゆく。そしてルッツ男爵が長官と万事うまく話をつける。そんな話はいいから、まあ座れ」

〈トラッパーズ〉の面々は剣帯をずらしていそいそと〈ニシルズ〉に加わり、スコムリクを指さしながら〝カネはこいつが出す〟と宿の主人に向かって声をそろえた。スコムリクは柱の横に丸椅子を蹴り出し、シリの腕をつかんで力まかせに押しやった。シリは倒れ、柱に縛りつけられた若者の膝に肩をぶつけた。

「そこに座ってろ」スコムリクがすごんだ。「動こうなんて思ったら、犬ころみたいにぶちのめすぞ」

「このケジラミ男」金髪の若者が半開きの目でスコムリクを見返し、毒づいた。「このくそ野郎めが……」

　シリには、怒りにゆがんだ若者の口からほとばしる言葉のほとんどがわからなかったが、スコムリクの表情からすると、よほどひどい侮蔑語だったに違いない。スコムリクは怒りに青ざめ、ぐいと酒をあおるや若者の顔をなぐり、長い髪をつかんで後頭部を柱に思いきり叩きつけた。

「おい！」ヴェルクタがテーブルの椅子から立ちあがった。「何をしてる？」

「薄汚いネズミの歯をへし折ってやる！」スコムリクがどなった。「ケツから脚を引き抜いてやる！」

「わめくのはやめてこっちに来い」ヴェルクタは腰をおろし、ビールを一息に飲み干して口ひげをぬぐった。「てめえの獲物はいくらでも好きにしていい。だが、おれたちの獲物には手を出すな。それから、ケイレイ、英雄気取りはやめろ。じっと座って、ルッツ男爵がこしらえてる処刑台のことでも考えろ。死刑執行人がおまえに課す懲罰の一覧表はもうできあがってて――おれを信じろ――三メートル以上にもなるそうだ。おまえがどこまで持ちこたえられるか、すでに町の人間の半数が賭けをしてる。だから力をたくわえておけ、〈ネズミ〉野郎。おれも〝去勢までは持ちこたえる〟ってやつにちょっとばかしカネを賭けた。期待を裏切るな」

　ケイレイは唾を吐き、首に巻かれたひもが許すかぎり顔をそむけた。スコムリクは腰帯をずりあげながらじろりとシリをにらみ、丸椅子に浅く腰かけて一座に加わると、宿の主人が運んできたビールジョッキが泡だらけなのを見て毒づいた。

「どうやってケイレイをつかまえた？」スコムリクは主人を指で呼びつけながらきいた。「しかも生きたまま。よく仲間の〈ネズミ〉にやられなかったな」

「正直なところ運がよかった」ヴェルクタは鼻からほじったものをしげしげと見ながら答えた。「たまたまこいつはひとりだった。団を抜け出し、新ニユ鍛ー・冶フオ場ージで女と楽しんでた。おれたちが近くにいると知って村長が情報を流した。そこで夜明け前にニュー・フォージに向かい、干し草のなかにいるやつの襟首をつかまえたってわけだ。やつは声ひとつあげるまもなかった」

「そしてみんなでこいつの女を楽しんだ」髷男が耳ざわりな声で言った。「前の晩にケイレイが満足させられなかったとしても、朝には身動きできなくなるまでおれたちがたっぷり満足させてやった！」

「おい、いいか、このあほども」スコムリクのあざけるような声が響いた。「あんたら、みすみす大金をふいにしたな。女を相手にしてるひまがあったら、焼きごてを熱して、ケイレイに仲間の居場所を吐かせるべきだった。ごっそりつかまえられたかもしれん。ギゼルハー……リーフ……。サルダ砦のヴァルンハーゲン家は去年、ギゼルハーの首に二十フロリンの懸賞金をかけた。そしてあの売女には……ええと、名前はたしか……ミスル、だったか？　ドルイで護送隊が〈ネズミ〉に襲われて金品を奪われ、長官はミスルが甥に行なったしうちを聞いて、あの女にはさらなる懸賞金をかけた」

「おい、スコムリク」ヴェルクタが顔をゆがめた。「おまえは生まれつきのバカか、それともあまりに悲惨な人生のせいで頭がいかれちまったか？　おれたち〈ニシルズ〉は六人だ。たった六人で盗賊団をまるまるひとつ捕らえろとでもいうのか？　それに、おれたちはみすみす大金をふいにする気もない。ケイレイの踵はルッツ男爵が地下牢であっためてくれる。じっくりとな、おれを信じろ。こいつはじきに口を割り、隠れ家と拠点の場所を吐く。それを待って数と武力で突入し、網にかかったザリガニよろしくまとめて生け捕りにするって寸法だ」

「ああ、たしかに、やつらはあんたらを待ってるだろうよ。あんたがケイレイをつかまえたと知った連中が別の隠れ家に身をひそめ、草むらにじっとしてるとでも思うか。いや、ヴェルクタ、現実を見ろ。あんたはしくじった。女と引き換えに賞金をふいにした。だからあんたらはバカだって言うんだ」

「なんだと、このくそ野郎！」ヴェルクタが椅子から立ちあがった。「そんなに急ぎたきゃ、おまえら英雄どもで〈ネズミ〉を追いかけたらどうだ！　だが気をつけろ、〈ネズミ〉をつかまえるのは、高貴なるニルフガードの下僕どもよ、若い小娘をつかまえるのとはわけが違う！」

〈ニシルズ〉と〈トラッパーズ〉のののしり合いが始まり、宿の主人はあわててビールを運び、スコムリクにジョッキを投げようとしていた髷男の手から空ジョッキをひったくった。ビールのおかげですぐに口げんかは収まり、誰もが喉をうるおし、怒りを鎮めた。

「食い物を持ってこい！」髷男が主人にどなった。「スクランブルエッグにソーセージ。豆にパンにチーズだ！」

「ビールもだ！」

「なんだ、その目は、スコムリク？　今日おれたちは懐ふところがあったかい。ケイレイから馬、財布、装飾品、剣、鞍に羊のなめし革を奪い、全部ドワーフに売り払った！」

「ケイレイの女の赤い靴も。ビーズの首飾りもな！」

「ほう、それなら二、三杯はいけそうだ！　ありがてえ！」

「何がありがてえだ？　ビールのカネはあるが、おまえらのぶんはない。小娘の鼻をぬぐうか、シラミでもむしってろ！　財布の大きさは囚人の階級に比例するんだ、ハハッ！」

「ちくしょう！」

「ハハ、まあ、座れ。冗談だ。いいからその口を閉じろ！」

「仲よく飲もうじゃないか！　酒はおれたちのおごりだ！」

「スクランブルエッグはどうした、主人、ぐずぐずするな！　さっさと持ってこい！」

「こっちにはビールだ！」

　シリが丸椅子にうずくまって頭をあげると、ケイレイがもつれた金髪の下から怒りに燃える緑色の目でじっと見ていた。シリの全身に震えが走った。不細工ではないが、その顔には邪悪さがみなぎっていた。自分とたいして歳が変わらないこの若者は、これまであらゆることをやってきたに違いない。

「きっと神様があんたを送りこんだな」〈ネズミ〉が緑色の目で突き刺すようにシリを見た。「いいか。やつらは信用ならないが、あんたは天の恵みだ。きょろきょろするな。手を貸してくれ……いいか、よく聞け……」

　シリはますます身をちぢめ、うなだれた。

「いいか」ケイレイはささやき、本物のネズミのようにちらっと歯を見せた。「もうすぐ宿の主人が前を通る。声をかけろ……いいか……」

「だめ」シリはささやいた。「ぶたれるわ……」

　ケイレイのゆがんだ口もとを見てシリは気づいた。スコムリクになぐられるのが、これから起こる最悪のこととは思えない。スコムリクは大男で、ケイレイは細身で縛られているが、どちらを恐れるべきかは本能的にわかった。

「手を貸してくれたらあんたを助けてやる」ケイレイがささやいた。「おれはひとりじゃない。困った友人を見捨てない仲間がいる……わかるか？　仲間たちが来て騒ぎが始まったときに柱に縛りつけられてたらまずい。悪党どもに切り刻まれるのがおちだ……いいから話を聞け。これから手順を話す……」

　シリは唇を震わせ、ますますうなだれた。

〈トラッパーズ〉と〈ニシルズ〉はスクランブルエッグをむさぼり、野ブタのようにぴちゃぴちゃ舌を鳴らしている。宿の主人は大鍋をかきまわし、追加のビールとライ麦パンをテーブルに運んでから柱のほうに戻ってきた。

「お腹すいた」少し青ざめた顔でシリは声をかけた。宿の主人は足を止め、やさしくシリを見てから酔客を見まわした。

「この子に何か食べ物をやってもいいですかい？」

「ほっとけ！」スコムリクが顔を真っ赤にし、スクランブルエッグを飛ばしながら、ろれつのまわらない口でどなった。「その子に近づくな、くそ料理人めが、脚を引っこ抜かれたいか！　何も食わせるな！　おまえはおとなしく座ってろ、さもないと――」

「おい、スコムリク、頭がいかれちまったか」ヴェルクタが玉ねぎを山盛り載せたパンを飲みこみながら言った。「みんな、こいつを見ろ、けちもいいとこだ。他人のカネで飲み食いしながら、娘っ子にはけちけちしやがって。おい、主人、娘に何か食わせろ。カネはおれが出す。誰に食わせて誰に食わせないかはおれが決める。それが気に入らないなら出ていけ」

　スコムリクはさらに顔を赤くしたが、言い返しはしなかった。

「それで思い出した。途中で倒れないように〈ネズミ〉にも食わせておかないとな。男爵に生皮をはがれちまう、おれを信じろ。娘っ子に食べさせてもらえ。おい、主人！　二人に何か食べ物をやってくれ！　スコムリク、何をぶつぶつ言ってる？　何がそんなに気に入らない？」

「この娘は油断ならない」スコムリクはシリにあごをしゃくった。「変わった娘だ。どこにでもいる娘ならニルフガードがここまで必死に探すはずがないし、長官が懸賞金をかけるはずも……」

「ふつうかどうかはすぐわかる」太った髷男がくくっと笑った。「脚のあいだを見りゃあいい！　どうだ、おまえら。この子を納屋に連れていくか」

「娘にさわるな！」スコムリクが噛みついた。「おれが許さん！」

「なんだ？　おれたちが頼みでもしたような言いぐさじゃねぇか！」

「懸賞金とおれの首は娘を無事に届けるかどうかにかかってる！　アマリロの長官は――」

「長官がどうした。酒代を払わせといて、お楽しみは邪魔する気か？　おい、スコムリク、けちなこと言うな！　面倒なことにはならないし、カネもちゃんと手に入る、心配するな！　娘を無事に届けりゃいいんだろ？　娘のあそこは魚の膀ぼう胱こうじゃない――突っこまれたからって破裂しやしねえ！」

〈ニシルズ〉がどっと笑い、スコムリクの仲間たちもつられて笑った。シリが震え、青ざめた顔をあげると、ケイレイがあざけるようにほほえんだ。

「これでわかったか」笑みを浮かべたままケイレイがささやいた。「やつら、酔ったらあんたを襲う気だ。手籠めにされるぞ。おれたちは同じ運命だ。だから言ったとおりにしろ。おれが逃げ出せたら、あんたも……」

「さあ、たんと食べな！」宿の主人が呼びかけた。ニルフガードなまりはない。「さあ、取りにおいで、嬢ちゃん！」

「ナイフ」シリは椀を受け取りながらささやいた。

「なんだと？」

「ナイフ。急いで」

「それで足りなきゃ、もっとついでやろう」主人はわざとらしく声を張りあげ、椀にスープを注ぎたしながらどんちゃん騒ぎの男たちを盗み見てささやいた。「バカ言うな」

「ナイフ」

「よさないと連中を呼ぶぞ……わしにはできん……宿を焼き払われる」

「ナイフ」

「だめだ。かわいそうだが、わしにはできん。無理だ、わかってくれ。そんな真似はよしたほうが……」

「ここからは誰も生きて出られない」シリは震える声でケイレイの言葉を繰り返した。「ナイフを。急いで。騒ぎが始まったら、すぐここから逃げて」

「ほら、嬢ちゃん、椀をしっかり持ってな！」宿の主人は大声で言い、自分の身体でシリが隠れるように向きを変えた。顔は青ざめ、あごがかすかに震えている。「フライパンみたいに熱いぞ」

　主人は柄を上着で隠しながら調理ナイフをシリの帯にすべらせた。シリは冷たい刃に触れた。

「ようし、いいぞ」ケイレイがささやいた。「おれを隠すように座って、椀をおれの膝に置け。左手にスプーン、右手にナイフだ。そしてひもを切れ。そこじゃない、バカ。肘の下、柱のそばだ。気をつけろ、やつらが見てる」

　シリは喉がからからになり、椀につきそうなほど頭をさげた。

「おれに食わせて、あんたも食え」半開きのまぶたの奥から見つめる緑色の目にシリは催眠術をかけられたようになった。「そして切りつづけろ。本気で。おれが逃げられたら、あんたも……」

　そうだ――ひもを切りながらシリは思った。ナイフは鉄とタマネギのにおいがし、刃はしょっちゅう研がれているせいですり減っていた。ケイレイの言うとおりだ。あの悪党たちにどこに連れてゆかれる？　ニルフガードの長官とやらに何をされる？　おそらくアマリロでは拷問が待っているだろう。車輪、錐きり、ペンチ。真っ赤な焼きごて……解体所に連れていかれる子羊みたいに連れていかれたくはない。いちかばちか……。

　そのとき、一本の切り株が窓ガラスを叩き割って飛んできた。切り株はテーブルにどさっと落ちて椀とカップをめちゃめちゃにし、続いて金髪を短く刈りあげた若い女が飛びこんできた。赤いダブレットに膝上までの光るブーツといういでたちでテーブルにしゃがみ、頭のまわりで剣を振りまわすと、反応の遅かった〈ニシルズ〉の一人が立ちあがるまも逃げるまもなく、喉から血をほとばしらせて長椅子に倒れた。女はすばやく横転してテーブルを空けた。そこへこんどは刺繍の入った短い羊革の上着の若い男が飛びこんできた。

「〈ネズミ〉だ！」ヴェルクタが腰帯にからまった剣を必死に探りながら叫んだ。

　太った髷男が剣を抜き、床に膝をついた女に振りおろした。女は膝をついたままさっと剣をかわし、くるりと身をひるがえしたところへ羊革の男が飛びかかり、髷男のこめかみを真横から斬りつけた。髷男は床にくずおれ、わら布団のように動かなくなった。

　宿屋の扉が蹴破られ、さらに二匹の〈ネズミ〉が現れた。一人は長身で黒髪、鋲のついたカフタンをまとい、深紅の額ヘツド帯バンドを巻いている。男は〈トラッパーズ〉を二人、すばやい剣さばきで部屋の隅に追い詰め、ヴェルクタに向きなおった。もう一人は肩幅の広い金髪男で、弧を描くようにスコムリクの義弟レミズを斬り裂いた。ほかの者は厨房の扉に向かってわれ先に逃げ出したが、そこにも〈ネズミ〉が一匹、待ち受けていた。色鮮やかな服の黒髪の女が厨房から現れたかと思うと、目にもとまらぬ速さで〈トラッパーズ〉の一人をひと突きし、もう一人を回転しながらしとめ、名乗るまもあたえず宿の主人を叩き斬った。

　宿には叫びと剣のぶつかる音が満ち、シリは柱の陰に隠れた。

「ミスル！」ケイレイが途中まで切れたひもを引きちぎり、なおも首を固定するひもの下でもがきながら叫んだ。「ギゼルハー！　リーフ！　ここだ！」

　だが、〈ネズミ〉は戦うのに忙しく、ケイレイの声を聞いたのはスコムリクだけだ。くるりと振り向き、ケイレイを柱に押しつけようと近づいたそのとき、シリはとっさに稲妻のように反応した。ゴルス・ヴェレンで翼竜ワイバーンと闘ったときのように、サネッド島で闘ったときのように、ケィア・モルヘンで覚えた動きにあやつられるかのように柱の陰から飛び出すと、つま先で回転し、スコムリクの上に腰からどすんと飛びおりた。小柄で華奢なシリに大男を押しのけることはできなかったが、スコムリクは動きを邪魔され、シリに注意を向けた。

「このアマ！」

　スコムリクが振りおろした剣はしゅっと空を切った。シリは反射的にするりと剣をかわし、スコムリクは勢いあまってよろめき、毒づき、力まかせにふたたび剣を振りおろしたが、またもシリは軽々とかわし、左足でしっかりと着地すると、こんどは逆方向に回転した。スコムリクは二度、三度と剣を振りまわすが、かすりもしない。

　いきなりヴェクトラが二人のあいだに血をまき散らしながら倒れこみ、スコムリクはあとずさってあたりを見まわした。気がつくとまわりは死体だらけで、四方から剣を構えた〈ネズミ〉がじりじりと近づいていた。

「動くな」黒髪に赤いヘッドバンドの男がようやくケイレイのひもをほどきはじめた。「どうやらこいつは本気で娘を斬り殺したいらしい。理由はわからん。なぜいまだに殺せないのかも謎だが、よほどやりたいようだからやらせてみるか」

「娘にもチャンスをやるべきだ、ギゼルハー」肩幅の広い男が言った。「公平に戦わせよう。彼女に何か武器を渡せ、イスクラ」

　シリの手に剣の柄が触れた。シリには少し重すぎる。

　スコムリクはぜいぜいと息を切らし、ひらめくように剣を振りまわすが、動きは遅い。シリは次々と突き出される剣を剣で受けもせず、すばやいフェイントと半回転だけでかわした。手にした剣は回転の錘おもりでしかなかった。

「信じらんない」髪を短く刈った女が声をあげて笑った。「まるで曲芸師だ！」

「それに速い」シリに剣を渡した、派手な服の女が言った。「エルフみたいだ。おい、そこの太っちょ！　あたしたちを相手にしたほうがいいんじゃない？　あんた、この子にはとても勝てそうにないよ！」

　スコムリクはあとずさって周囲を見まわし、獲物をねらうサギのようにいきなり向かってきた。その突きを短いフェイントと回転でかわした瞬間、シリにはスコムリクの首で脈動する太い血管が見えた。この位置から刺せば、相手は避けることも受け流すこともできない。シリにはどこをねらい、どう斬りつければいいかわかっていた。

　でも、できなかった。

「そこまでだ」

　シリは肩に誰かの手を感じた。色鮮やかな服を着た女がシリを脇に押しのけ、同時に二人の〈ネズミ〉――短い羊革の男と短髪の女――がスコムリクを部屋の隅に追い詰め、剣で取りかこんだ。

「お遊びは終わりだ」派手な服の女がシリのほうを向いて繰り返した。「いつまでかかってんの？　あんたのせいだ。あんたは殺せたのに殺さなかった。そんなんじゃ長くは生きられない」

　シリは女の黒い大きなアーモンド形の目を見つめ、ほほえむ口もとからのぞく歯に身震いした。歯はどれも小さく、笑みは悪魔めいて見えた。目も歯も人間のものではない。派手な服の女はエルフだ。

「逃げるぞ」ヘッドバンドの男が鋭い声で言った。リーダーに違いない。「いったいいつまでかかってる！　ミスル、そいつをしとめろ」

　短髪の女が剣を振りあげて近づいた。

「頼む！」スコムリクがひざまずいて命乞いした。「殺さないでくれ！　おれには小さい子が……幼い子どもたちが……」

　女は容赦なく剣を突き出し、スコムリクの腰のあたりでひねった。血しぶきが白塗りの壁に大きく、深紅のゆがんだ弧を描いた。

「あいにく小さい子どもは嫌いでね」短髪の女は刀身の溝から指ですばやく血をぬぐった。

「なにを突っ立ってる、ミスル！」ヘッドバンドの男がせかした。「馬に乗れ！　急げ！　ここはニルフガードの植民地だ、味方はいない！」

〈ネズミ〉たちは宿を飛び出した。シリは途方にくれたが、気がつくとミスルと呼ばれた短髪の女に扉に押しやられていた。

　外に出ると、割れたカップやしゃぶられた骨のあいだに、入口を見張っていた〈ニシルズ〉の死体が散らばっていた。槍で武装した移住者たちが村から走ってきたが、〈ネズミ〉たちが宿から飛び出してくるのを見て、あわててわらぶき小屋のあいだに消えた。

「あんた、馬に乗れる？」短髪のミスルがシリにどなった。

「うん……」

「じゃあ行くよ。馬をつかまえて乗って！　あたしらの首には懸賞金がかかってる。そしてここはニルフガードの村だ！　誰もが弓や槍で武装してる！　馬に乗ってギゼルハーのあとを追うんだ！　道路のまんなかを走って、小屋には近づくんじゃないよ！」

　シリは低い柵を飛び越え、〈トラッパーズ〉の馬の手綱をつかんで飛び乗ると、握ったままの剣の平らな面で馬の尻を叩いて駆け出した。すぐにケイレイとイスクラと呼ばれる派手なエルフに追いつき、並んで水車小屋に向かって走った。そのとき、石弓を構えた男が小屋の後ろから現れた。ギゼルハーの背中をねらっている。

「斬れ！」背後から声がした。「そいつをしとめろ、娘っ子！」

　シリは鞍に寄りかかり、手綱と踵で疾走する馬の向きを変え、剣を振りあげた。その瞬間、石弓を持った男の顔が恐怖にゆがむのが見えた。剣を持つ手が一瞬ためらった。そのまに馬は石弓男の横を駆け抜け、絞った弓の弦がびゅんとしなった。シリの乗った馬がいななき、尻をびくっとひきつらせて後ろ脚で立ちあがり、シリはとっさに鐙から飛びあがってかがみながらすたっと着地した。そこへ猛然と駆けてきたイスクラが鞍から身を乗り出し、石弓男の後頭部を斬り裂いた。男はがくりと膝をつき、頭から前のめりに水たまりに突っこみ、あたりに泥水を飛び散らした。矢を受けた馬はいななき、男の横で暴れていたが、やがて土を蹴りあげ、小屋のあいだを抜けて走り去った。

「バカ！」女エルフがシリの脇を駆け抜けながらどなった。「この大バカ娘！」

「乗れ！」馬に乗ったケイレイが近づき、シリは走りながら差し出された手をつかんだ。馬の速度に引っ張られて肩関節がきしんだが、必死に飛び乗り、金髪の〈ネズミ〉にしがみついた。二人を乗せた馬はイスクラに追いついた。イスクラは振り向き、弓を構えていたもう一人を追い詰めていた。弓を投げ捨て、納屋の扉に向かって一目散に逃げる男を、女エルフはやすやすとしとめた。斬り裂かれた男の獣のような短く鋭い叫びが聞こえ、シリは顔をそむけた。

　ミスルが乗り手のいない鞍つきの馬を引きながら追いつき、何か叫んだ。はっきりとは聞こえなかったが、どういう意味かはわかった。シリはケイレイから手を離して地面に飛びおりると、小屋のすぐそばを走る馬を追いかけた。ミスルが手綱を投げ、あたりを見まわして警告を発した。シリははっと周囲を見まわし、豚小屋の背後から現れた、がっちりした男が突き出す槍をすばやい半回転でかろうじてかわした。

　そのあとのことは、それから長いあいだ悪夢となってシリを苦しめた。シリはすべてを、すべての瞬間を憶えていた。半回転で槍先をかわしたシリは絶好の位置にいた。男は前のめりになり、跳びすさることも両手でつかむ槍の柄で剣をかわすこともできない。シリは逆方向に半回転しながら剣を突き出した。数日ぶんのあごひげが伸びた男の口が何かを叫ぼうと開くのが見え、帽子で日焼けから守られていた色白のはげあがった額が見えた。そのあとはすべてが血しぶきにかき消えた。

　シリはおびえ、いななき、暴れる馬に振り落とされ、膝をついたが、手綱は離さなかった。斬られた男はうめき、あえぎ、わらと泥のなかでぴくぴくと痙攣し、串刺しになった豚のように血を噴き出している。シリは胃がせりあがるのを感じた。

　すぐ横でイスクラが手綱を引き、足を踏み鳴らす乗り手のいない馬の手綱をつかむと、なおも手綱を握ったままのシリを引っ張って立たせた。

「乗って！」イスクラが叫んだ。「さっさとここを出るんだ！」

　シリは吐き気をこらえて鞍に飛び乗り、片手に持った血のついた剣をできるだけ遠くに投げ捨てたい衝動をかろうじて抑えた。

　ミスルが二人の男を追って小屋のあいだから飛び出した。一人は柵を越えて逃げたが、もう一人はあっというまに追いつかれ、両手で頭をつかんでがくりと膝をついた。

　猛然と駆け出したミスルとイスクラがふいに手綱を引き、鐙に足を踏ん張った。ギゼルハーと〈ネズミ〉数人が水車の近くから駆け戻ってきた。背後から武装した農民たちが鼓舞するようにわめき、追ってくる。

「ついてこい！」ギゼルハーが叫び、全速力で駆け抜けた。「ついてこい、ミスル！　川に向かうぞ！」

　ミスルは片方に身を乗り出して馬の向きを変え、低い枝編み塀を越えてギゼルハーのあとを追った。シリは顔をたてがみに押しつけるように身を伏せてミスルを追い、その横をイスクラが疾走した。風が女エルフの美しい黒髪をなびかせ、先のとがった小さな耳につけた銀細工の耳飾りが見えた。

　ミスルに斬られた男はなおも道のまんなかでひざまずき、血まみれの頭を両手でつかんで前後に揺れていた。イスクラは馬をまわして男に近づき、思いきり剣を振りおろした。男の絶叫が響き、男の指が薪まき割わり台から飛び散る木っ端のように宙を舞い、太った白い地虫のように地面に落ちた。

　シリはいまにも吐きそうだった。

　ミスルとケイレイが柵のすきまで二人を待っていた。ほかの〈ネズミ〉はすでに遠くまで逃げている。四人は馬の頭まで水しぶきをあげながら全速力で川を渡った。頬をたてがみに押しつけるように身を乗り出し、砂だらけの坂をのぼり、ルピナスの花で一面紫色の牧草地を駆け抜けた。先導は駿馬に乗るイスクラだ。

　四人は森に入り、ブナの木のあいだの湿った暗がりに駆けこんだ。ようやくギゼルハーたちに追いついたが、速度をゆるめたのもつかのま、森を抜けて荒れ地に出ると、ふたたび全速力で走りだした。すぐにシリとケイレイが遅れはじめた。〈トラッパーズ〉の馬は〈ネズミ〉たちの美しい純血馬にはとても追いつけない。しかもシリの馬は大きすぎてほとんど鐙に足が届かなかった。この速さで走っていては鐙革を調整することもできない。シリは鐙があってもなくても乗れるが、この姿勢では長い全力疾走には耐えられない。

　さいわい、しばらくしてギゼルハーは速度を落とし、先頭集団を止めてシリとケイレイが追いつくのを待った。シリは駆け足に速度を落としたが、革ひもに穴が開いておらず、鐙革を短くはできなかった。しかたなく速度は落とさず、右脚を鞍の前橋に振りあげて横座りになると、ミスルがシリの座りかたを見て笑い出した。

「見なよ、ギゼルハー。曲芸師どころかサーカスの軽業師だ！　よう、ケイレイ、いったいどこであんな子を見つけた？」

　イスクラが、汗ひとつかかず、なおも走る気まんまんの美しい栗毛馬の歩調をゆるめて近づき、シリのまだら葦毛に馬を寄せた。馬はいななき、頭を振ってあとずさり、シリは鞍に寄りかかって手綱を引いた。

「なんであんたがまだ生きてるかわかる、このうすのろ？」女エルフは髪を額から掻きあげ、うなるように言った。「あんたが情け深くも見逃した農民が矢を放つのが早すぎて、あんたじゃなく馬に当たったからだ。そうでなけりゃいまごろ背中から矢羽根が突き出てたところだ！　あんた、なんのために剣を持ってんの？」

「ほっときな、イスクラ」ミスルが馬の汗ばむ首をなでた。「ギゼルハー、ペースを落とさないと馬がまいっちまう！　それに、もう誰も追ってこないよ」

「できるだけ早くヴェルダ川を渡りたい」ギゼルハーが答えた。「休むのは向こう岸についてからだ。ケイレイ、馬はどうだ？」

「なんとかもちそうだ。競走馬じゃないが体力はある」

「よし。行こう」

「待って」イスクラが制した。「この子をどうする？」

　ギゼルハーが振り向き、赤いヘッドバンドを直しながらシリを見た。顔と表情は少しケイレイに似ている。残忍そうなしかめ面。細めた目に、細くとがった下あご。だが金髪のケイレイよりは歳上らしく、頬にひげそりの跡とおぼしき青っぽい影が差している。

「ああ、そうだった」ギゼルハーはそっけなくたずねた。「おまえ、どうする？」

　シリはうつむいた。

「この子はおれを助けてくれた」ケイレイが口をはさんだ。「この子がいなけりゃ、おれはトラッパーのしらみ野郎に柱に打ちつけられて……」

「村人はこの子があたしたちと逃げるのを見てた」ミスルが言った。「この子は男を一人、斬りつけた。生きてるとは思えない。やつらはニルフガードの移住者だ。連中の手に落ちたらなぶり殺される。残してはいけない」

　不満そうに鼻を鳴らすイスクラをギゼルハーが片手で制した。

「ヴェルダまでは馬でついてこられそうだ。そこでどうするか決めよう。ふつうの乗りかたでまたがれ。ついてこられなくてもおれたちは振り向かない。わかったか？」

　シリは力強くうなずいた。




「話せ、娘っ子。おまえは誰だ？　どこから来た？　名前は？　どうして護送されていた？」

　シリはうなだれた。走っているあいだにいくつか作り話を考えた。でも〈ネズミ〉のリーダーが信じるとはとても思えなかった。

「おまえはおれたちと数時間、一緒に走り、いまはこうして休憩している。だがおまえの声はまだ一度も聞いてない。口がきけないのか」

　炎がぱちっと火花を散らして燃えあがり、崩れそうな羊飼い小屋を金色の光の波で照らしだした。まるでギゼルハーの命令に応じたかのように、嘘やでまかせを見逃すまいとでもいうように、炎がシリの顔を照らした。でも本当のことは言えない――シリは途方にくれた。この人たちは盗賊。山賊だ。ニルフガード人に追われていることを知ったら、〈トラッパーズ〉が懸賞金目当てであたしをつかまえたと知ったら、カネほしさに突き出されるかもしれない。それに、本当のことを言ってもあまりにとっぴすぎて信じてもらえるとは思えない。

「おれたちはおまえをあの村から助けだした」リーダーがゆっくり続けた。「おれたちの隠れ家に連れてきた。食べ物もやった。おまえはおれたちの焚火の前に座っている。だから素性を話せ」

「ほっときな」とつぜんミスルが言った。「あんたを見てると、ギゼルハー、〈ニシルズ〉か〈トラッパーズ〉か、ニルフガードのくそ野郎を見てるみたいな気になる。地下牢の拷問椅子にくくりつけられて尋問されてるみたいだ！」

「ミスルの言うとおりだ」短い羊革を着た金髪の若者が言った。シリはそのなまりを聞いてぞっとした。「この子は自分が誰かを言いたくないんだ。それはこの子の勝手だ。おれだって仲間になってすぐは自分のことを話したくなかった。自分があのくそニルフガードの一人だったと知られたくなくて――」

「バカ言うな、リーフ」ギゼルハーがたしなめるように片手を振った。「おまえとこの子じゃ話が違う。それに、ミスル、言っておくがこれは尋問じゃない。この娘が誰で、どこに住んでるか知りたいだけだ。それがわかれば家に帰る道を教えられる。どこの誰かもわからずにどうやって……」

「あんたは何もわかってない」ミスルがギゼルハーのほうを向いた。「そもそもこの子に家があるのかどうかもわからない。あたしはないと思う。〈トラッパーズ〉がこの子を路上で見つけたのは、この子がひとりだったからだ。腰抜けどものやりそうなことだ。こんな山のなかでひとりで生き延びられるわけがない。狼に八つ裂きにされるか、飢え死にするかだ」

「じゃあどうしろって言うんだ？」肩幅の広い男が燃えさかる薪を棒でつつき、若者らしい低い声で言った。「どっかの村はずれで捨てるか」

「いい考えだ、アッセ」ミスルが小ばかにしたように笑った。「農民がどんなもんか知らないの？　やつらは人手が足りない。まず逃げられないように脚をケガさせて、それから家畜の世話をさせ、夜になると誰のものでもないように――つまり誰のものでもあるように――オモチャあつかいするんだ。食事と寝場所をもらうために何をしなきゃいけないか、知らないとは言わせない。そして春になったら、薄汚れた豚小屋で誰ともわからない男の子どもを産んで産さん褥じよく熱ねつにかかるのがおちだ」

「この子に馬と剣をあたえれば……」ギゼルハーはシリから目を離さず、語尾を伸ばすような口調で言った。「おれはこの子の脚を傷つける気はないし、はらませる気もない。宿屋でミスルがしとめたトラッパーを相手にこの子が踊ったジグを見たか？　やつの剣は空を切るだけで、この子はなんでもないかのように踊ってた……ああ、そうさ、おれはこの子の名前や出自より、どこであんな技を覚えたかが知りたい。いったいどこで――」

「技だけじゃ生きられない」熱心に剣を研いでいたイスクラがふいに口をはさんだ。「この子は踊りかたを知ってるだけだ。生き延びるためには殺しかたを知らなきゃならない。この子はそれを知らない」

「知らないわけじゃなさそうだ」ケイレイがにやりと笑った。「あの男の首を斬りつけたとき、血しぶきが一メートルは噴きあがって……」

「それを見て今にも失神しそうだった」イスクラがあざけるように言った。

「まだ子どもだからだ」ミスルが言った。「この子が誰で、どこであんな技を覚えたかわかる気がする。前にこんな少女を見たことがある。この子は踊り子か、どこかの移動サーカス一座の曲芸師だ」

「いつから踊り子や曲芸師に興味を持つようになった？　ちっ、もう真夜中だ、眠くなった。くだらないおしゃべりはもういい。夕暮れまでにニュー・フォージに着くには充分な睡眠が必要だ。あそこの村長は――言うまでもないが――ケイレイを〈ニシルズ〉に密告した。だから村じゅうに夜空が赤く染まるところを見せつけてやらなきゃならない。この子をどうするかって？　この子には馬も剣もある。どっちも正当に、正々堂々と手に入れたものだ。少しばかり食糧とカネをやろう。ケイレイを助けた礼に。そしてどこでも好きなところに行かせりゃいい。自分の好きなように……」

「わかった」シリは言い、立ちあがりながら唇を引き結んだ。沈黙がおり、聞こえるのは炎がぱちぱち燃える音だけだ。〈ネズミ〉たちが期待の目でシリを見つめた。

「わかった」シリは繰り返した。自分の声じゃない気がした。「あなたたちの助けなんかいらない。何も頼んだわけじゃないし……一緒にいたいわけでもない！　いますぐここを離れて――」

「つまり口はきけるわけだ」ギゼルハーが真顔で言った。「しかもしゃべれるだけじゃなく、生意気ときた」

「あの目を見なよ」イスクラが鼻を鳴らした。「あの頭のあげかたを。まるで猛禽だ！　若いハヤブサだ！」

「出ていきたいのか」ケイレイがきいた。「どこへ行くつもりだ？」

「あなたの知ったことじゃないわ」シリは緑色の目を怒りで燃え立たせ、大声で返した。「あたしがあなたたちの行き先をたずねた？　どこだろうと関係ない！　あなたたちのことなんかどうでもいい！　あたしにはなんの関係もない！　自分のことは……自分でなんとかするわ！　自分ひとりで！」

「ひとりで？」ミスルの奇妙な笑みにシリは口をつぐみ、うなだれた。〈ネズミ〉たちもみな黙りこんだ。

「いまは夜だ」ようやくギゼルハーが言った。「夜中に馬を走らせる者はいない。ひとりで走る者もいない。ひとりでは死ぬだけだ。馬の横に毛布と毛皮がある。いるだけ持っていけ。山の夜は冷える。緑色の目でそうにらむな。寝場所の準備をして休め。休息が必要だ」

　シリはしばらく考え、言われたとおりにした。毛布と毛皮を抱えて戻ると、〈ネズミ〉たちは焚火のまわりに座ってはおらず、炎の赤い光を瞳に映して半円を描くように立っていた。

「おれたちは〈国境のネズミ〉だ」ギゼルハーが誇らしげに言った。「一マイル先からも略奪品のにおいを嗅ぎつける。おれたちは罠を恐れない。おれたちに噛み切れないものはない。おれたちは〈ネズミ〉だ。こっちに来い」

　シリは言われるままに近づいた。

「おまえは何も持っていない」ギゼルハーはそう言って銀のバックルのついた腰帯をシリに渡した。「せめてこれを」

「あんたには誰もいない。何も持ってない」ミスルがほほえみながら緑のサテンのチュニックをシリの肩にかけ、両手に刺繍入りのブラウスを握らせた。

「おまえは何も持っていない」ケイレイは鞘に光る宝石を埋めこんだ小型の短剣を差し出した。「おまえはひとりぼっちだ」

「あんたには誰もいない」ケイレイに続いてアッセが言い、美しい首飾りを渡した。

「あんたには家族もいない」ニルフガードなまりのリーフは柔らかい革の手袋を手渡した。「家族もいなけりゃ……」

「あんたはこれからもずっとよそ者だ」イスクラがそっけなく言い、キジの羽根のついたベレー帽をさっと無造作にシリの頭に載せた。「いつだってよそ者で、いつだって変わり者だ。あんたのこと、なんて呼べばいい、若ハヤブサ？」

　シリはイスクラの目を見つめて言った。

「雌ハヤブサグヴアルチユカ」

　エルフのイスクラが笑い声をあげた。

「ようやくしゃべりだしたと思ったら、いくつもの言葉を知ってるじゃないか、若ハヤブサ！　じゃあそう呼ぼう。あんたは古代種族の名前を持つ。あんたが自分で選んだ。これからあんたはファルカだ」




　ファルカ。ハヤブサ。

　シリは眠れなかった。馬が暗闇で足を踏み鳴らしてはいななき、風がモミノキの梢を揺らす。空には星がまたたき、何日ものあいだ岩だらけの砂漠で忠実な導き手だった〈瞳〉が明るく光っていた。〈瞳〉は西の方角を示しているが、シリにはもはやそれが正しい方向かもわからなかった。いまとなっては何もわからない。

　こんなにほっとしたのは何日ぶりだろう。それでも寝つけなかった。もうひとりじゃない。シリは〈ネズミ〉たちから少し離れた場所に枝を集め、まにあわせの寝台をこしらえた。彼らは崩れかけた羊飼い小屋の、焚火で温まった粘土床の上で眠っている。離れてはいても、彼らの近さと存在を感じる。もうひとりじゃない。

　静かな足音が聞こえた。

「怖がらなくていい」

　ケイレイだ。

「ニルフガードがあんたを探してることはみんなには言わない」金髪の〈ネズミ〉が膝をつき、顔を寄せてささやいた。「アマリロの長官があんたにかけてる懸賞金のことも言わない。あんたは宿屋でおれの命を助けてくれた。その礼がしたい。すごくいいものだ。いまここで」

　ケイレイはそろそろとシリのそばに横たわった。そして起きあがろうとしたシリを乱暴ではないが力強い、有無を言わさぬ動きで押さえつけ、片方の指をそっと口に押し当てた。そうされなくてもシリは恐怖に凍りついていた。たとえ叫びたくても、痛いほど渇き、こわばった喉からは一声もあげられなかっただろう。でも叫ぶつもりはなかった。静けさと暗闇のほうがましだ。このほうが安心できる。ほっとする。シリは恐怖と恥ずかしさに襲われ、うめきをあげた。

「静かに」ケイレイはゆっくりとシリのシャツを脱がせながらささやいた。ゆっくりと、やさしい動きで肩から布地をすべらせ、シャツの裾を腰の上まで引きあげた。「怖がらなくていい。すごくいいから」

　固く乾いた、ざらざらした手の感触に寒けが走った。シリは身じろぎもせず、身を硬くして横たわっていた。こみあげる恐怖が意志を奪い、激しい嫌悪感がこめかみと頬にどくどくと熱く押し寄せた。ケイレイは左腕をシリの頭の下に差し入れて身体を引き寄せ、シャツを引きおろそうと裾をきつくつかむシリの手をはずそうとした。シリは震えはじめた。

　そのとき暗がりのなかでもみ合うような音がして空気が揺れ、何かを蹴る音が聞こえた。

「ミスル、気でも狂ったか」ケイレイが少し身を起こしてうなった。

「離れろ、この豚野郎」

「うせろ。寝場所に戻れ」

「その子に手を出すなって言ってんだ」

「おれが何をした？　この子が叫んだり、抵抗したりしたか？　おれはただ寝かしつけてやろうとしてるだけだ。邪魔するな」

「出ていけ。切られたいか？」

　金属の鞘からナイフを引き抜く音がした。

「あたしは本気だ」ミスルが暗がりのなかにぼんやり立ちはだかった。「さっさと野郎どものいる場所に戻れ。いますぐ」

　ケイレイは身を起こして小声で毒づき、立ちあがって足早に消えた。

　気がつくとシリの頬を涙が伝っていた。あとからあとから、ミミズがこめかみあたりから這い出してくるかのように落ちてくる。ミスルはシリのそばに横たわり、やさしく毛皮をかけたが、めくれあがったシャツを引きおろしはしなかった。シリはまたもや震えはじめた。

「じっとして、ファルカ。もう大丈夫」

　ミスルの身体は温かく、松ヤニと煙のにおいがした。ケイレイより小さい手は、ほっそりして柔らかく、気持ちがよかったけれど、触れられたとたんシリはまた身を硬くした。全身に恐怖と嫌悪が走り、あごがこわばり、息が詰まる。ミスルはシリを引き寄せ、守るように、なだめるようにささやき、やさしくなでた。それでも小さな手は温かい小さなカタツムリのように静かに、容赦なく、迷いなく、道筋と目的地を知っているかのように這ってゆく。シリは締めつけられるような嫌悪と恐怖がゆるみ、解き放たれるのを感じた。自分が解放され、下へ、下へ、深く、深く沈んでゆくのを感じた。温かく、湿った、あきらめとあらがいようのない服従の泉に。いまわしくも恥ずかしいほど甘美な服従のなかに。

　シリはこらえきれずに小さくうめいた。ミスルの吐息が首筋を焦がす。ミスルの湿ったビロードのような唇がシリの肩を、鎖骨を伝い、ゆっくりと下のほうへすべるようにおりてゆき、シリはまたしても声をあげた。

「静かに、ハヤブサ」ミスルはささやき、片腕をそっとシリの頭の下にすべりこませた。「もうひとりじゃない。これからは」




　翌朝シリは夜明けとともに目覚め、ミスルを起こさないよう、そろそろと毛皮から這い出た。ミスルは口を小さく開き、上腕で目を覆って眠っている。その腕に鳥肌が立っているのに気づき、シリはそっと毛皮をかけた。そして一瞬ためらったあと顔を近づけ、ブラシの毛のように突っ立ったミスルの短い髪にそっと口づけた。ミスルが寝ぼけて何かつぶやき、シリは頬の涙をぬぐった。

　もうひとりじゃない。

　ほかの〈ネズミ〉たちも眠っていた。一人はいびきをかき、一人がちょうどおならをし、イスクラはつやのある髪を広げて片手をギゼルハーの胸に載せている。馬がいなないて足を踏み鳴らし、キツツキが短い間隔でマツの幹を叩いた。

　シリは小川に走り、寒さに震えながら長々と洗った。もう二度と洗い落とせないものを洗い落とそうとするかのように震える手をごしごしこすった。涙が頬を流れた。

　ファルカ。

　水が岩にぶつかって泡立ち、流れ、遠くの霧のなかに消えてゆく。

　すべては遠くに流れてゆく。霧のなかに。

　何もかも。




　彼らはのけ者だった。戦と不運と屈辱から生まれた奇妙な寄せ集め集団だった。戦と不運と屈辱が彼らを結びつけ、岸に打ちあげた――洪水の川が、石に洗われてただよう黒いなめらかな木片を岸に打ちあげ、堆積させるかのように。

　ケイレイは、気がつくと占領された砦の煙と炎と血のなか、養父母と兄弟たちの死体に囲まれて横たわっていた。死体が散乱する中庭をよろよろと歩いているときにリーフと出会った。リーフは皇帝エムヒル・ヴァル・エムレイスがエビングの反乱鎮圧のために送りこんだ征伐軍の兵士で、二日間の包囲戦のあと砦を陥落させた部隊の一人だった。占領後、仲間はまだ息のあるリーフを見捨てた。ニルフガードの残虐な特殊部隊に、負傷兵を助けるしきたりはなかった。

　最初ケイレイはリーフを殺そうと思ったが、ひとりになりたくなかった。それにリーフはケイレイと同じ、ほんの十六歳だった。

　二人は傷をなめ合った。二人で人を殺し、収税官からカネを奪い、居酒屋でビールをがぶ飲みし、やがて盗んだ馬で村々を駆けまわり、盗んだカネをまき散らし、高らかに笑い合うようになった。

　二人は一緒に〈ニシルズ〉とニルフガードの偵察隊から逃げた。

　ギゼルハーは脱走兵だ。エビングの反乱者と同盟を結んでいたゲソ領主の軍だったのだろう。おそらく。ギゼルハーはどこで強制徴募隊に連れていかれたか憶えていなかった。そのときはしたたかに酔っぱらっていて、しらふになったとたん新兵訓練軍曹になぐられ、脱走した。最初はひとりでさまよっていたが、ニルフガード軍が反乱軍を壊滅させてから、森は脱走兵と逃亡者であふれた。そのなかから盗賊団が生まれ、ギゼルハーはそのひとつに加わった。

　盗賊団は村を荒らし、焼き払い、護衛隊や輸送隊を襲い、やがてニルフガードの騎馬隊に追われてだんだん数が減っていった。そうやって逃げるうちに、ギゼルハーの一団は森の奥でエルフ団に遭遇し、壊滅した。灰色の矢が四方八方からうなりをあげて飛んでくるという見えない死が待っていた。一本の矢がギゼルハーの肩をつらぬき、彼は木に釘づけにされた。翌朝、矢を抜き、傷の手当をしたのがアエネウェディンだった。

　なぜ彼女がエルフ族に追放されたのか、どんな過ちのせいで死を言い渡されたのかはいまもわからない。自由エルフにとって、自由な古代種族と人間のすみかを分ける狭い〝誰の土地でもない場所〟にひとりでいるのは、死を宣告されたようなものだ。孤独なエルフは仲間を見つけられなければ死ぬしかない。

　だがアエネウェディンは仲間を見つけた。彼女の名前は〝炎の子〟という意味だが、ギゼルハーには難しく、詩的すぎたのでイスクラと呼ぶようになった。

　ミスルは北メヒトの街スルンの裕福で由緒ある一族の娘だった。ルデゲル公爵の家臣だった父親が反乱軍に加わって敗北し、跡形もなく消された。悪名高き〈ゲメラの調停団〉の討伐隊が近づいているとの知らせに、スルンの住民は街を捨て、ミスルも家族とともに逃げたが、逃げまどう群衆のなかで家族とはぐれた。幼いころから輿こしで運ばれていた、美しい身なりの繊細な娘は難民についてゆけなかった。三日間ひとりでさまよったあと、ニルフガード軍についていた人さらいの手に落ちた。彼らは十七歳より若い、生娘を集めていた。人さらいはミスルに触れなかった。本当に生娘かどうかを確かめたとき以外は。調べられたあと、ミスルは一晩じゅう泣きつづけた。

　ヴェルダ川の谷で、人さらい団はニルフガードの襲撃団に襲われ、殺された。人さらいと男の逃亡者は皆殺しにされ、娘たちだけが生き残った。彼女たちはどうして殺されなかったのか不思議に思ったが、理由はすぐに明らかになった。

　生き延びたのはミスルだけだった。あざと汚物と泥と固まった血にまみれ、裸で溝に捨てられていたところをアッセに助けられた。村の鍛冶屋の息子だったアッセは、目の前で父母と姉たちが暴虐を受けるのを麻畑に隠れて見ていた。そして復讐を胸に、三日間、狂ったようにニルフガードの襲撃団を追っていた。

　彼らはゲソの村で行なわれる〈ラマスの収穫祭〉で出会った。そのころ、戦争と不幸はまだヴェルダ川上流域まではおよんでおらず、村々は〈鎌の月〉の始まりをにぎやかな集まりと踊りで伝統的に祝っていた。

　彼らが陽気な祭りのなかからたがいを見つけるのに時間はかからなかった。それほど彼らは目立っていた。共通するものが多すぎた。彼らは派手なもの、色鮮やかなもの、しゃれた身なり、盗んだ装飾品、美しい馬、そして踊るときも決してはずさない剣に対する愛着で結びついていた。彼らは傲慢さとうぬぼれ、自信過剰、ふざけた残忍さと性急さで人目をひいた。

　そして屈辱で。

　彼らは屈辱の時代の子どもだった。他人にはさげすみ以外の何も持たなかった。彼らにとって意味があるのは力だけだ。街道でたちまち習得した武器をあやつる技。揺るぎない意志。駿馬と鋭い剣。

　そして仲間。同志。友人。人間はひとりでは死ぬだけだ。飢えで、剣で、矢で、農夫のまにあわせの棍棒で、首吊り縄で、あるいは火に焼かれて。人間はひとりでは死ぬ――刺され、なぐられ、蹴られ、手から手に渡されるオモチャのように辱められて。

　彼らは収穫祭で出会った。不愛想で、ひょろりとした黒髪のギゼルハー。細身で長髪、不敵な目と憎々しげにゆがめた口のケイレイ。いまもニルフガードなまりが抜けないリーフ。長身で脚が長く、淡黄色の短髪をブラシのように突き立てたミスル。踊るときはしなやかで優雅、戦うときはすばやく冷酷で、大きな目と薄い唇と小さなエルフの歯を持つ派手な服のイスクラ。金色の巻き毛をあごまで伸ばした肩の広いアッセ。

　ギゼルハーを頭かしらに彼らは〈ネズミ〉と名乗った。誰かがそんなふうに呼び、本人たちも気に入った。

　彼らは略奪し、殺し、〈ネズミ〉の残虐さは伝説になった。

　当初、ニルフガードの長官たちはたいして気にしなかった。盗賊団のつねで、そのうち怒れる農民階級の犠牲になるか、そうでなければ略奪品の奪い合いで仲間どうしで殺し合うだろうと思っていた。ほかの盗賊団ならそうなっただろう。だが〈ネズミ〉は違った。彼ら〝屈辱の子どもたち〟にとって戦利品はなんの意味もなかった。彼らは快楽のために襲い、奪い、殺した。軍の輸送隊から盗んだ馬、家畜、穀物、まぐさ、塩、木タール、布を村々で配った。彼らは愛してやまない武器や衣装や装飾品と引き換えに、仕立て屋や細工職人に片手いっぱいの金貨銀貨を払った。受け取った者は彼らに水や食料を渡し、寝場所を提供し、かくまった。たとえニルフガード人や〈ニシルズ〉にムチ打たれても、〈ネズミ〉の隠れ家やよく使う道は決して教えなかった。

　長官は彼らに高額な懸賞金をかけた。当初はニルフガード金貨に目がくらんだ者もいたが、夜になると密告者の小屋は焼かれ、炎から逃げた者は煙のなかで円を描く亡霊のような騎乗者の光る剣に刺された。〈ネズミ〉はネズミのように襲いかかった。静かに、狡猾に、残虐に。〈ネズミ〉たちは殺しを愛していた。

　長官たちはほかの盗賊団で成功した、〈ネズミ〉に密偵を潜入させるという方法をこころみて失敗した。〈ネズミ〉は誰も受け入れなかった。屈辱の時代に生まれ、結束が固く、義理に厚い彼らによそ者は無用だった。よそ者はさげすみの対象でしかなかった。

　ある日、曲芸師のように敏捷で、淡い色の髪の無口な少女が現れるまでは。しかも、少女の素性は何ひとつわからない。

　わかっているのは、その娘がかつての自分たちと同じだったということだけだ。孤独で、屈辱の時代が奪ったものへの恨みに満ち満ちていることだけだった。

　そして屈辱の時代にひとりでは生きられない。

　ギゼルハー、ケイレイ、リーフ、イスクラ、ミスル、アッセ、そしてファルカ。アマリロの長官は〈ネズミ〉が七人で行動していると知り、ひどく驚いた。




「七人？」アマリロの長官は驚き、信じられないという表情で兵士を見た。「六人ではなく、七人？　確かか？」

「この命にかけて」殺戮から生還した唯一の兵士がつぶやいた。

　実にふさわしい言葉だ。兵士の頭と顔の半分は汚れた血まみれの包帯でぐるぐる巻きにされていた。長官も戦いを知らないわけではない。あの傷は頭上と左から剣で切られた傷だ――それもほんの切っ先で。兜でも喉当てでも守れない耳と頬をねらった、熟練とスピードを要する、正確で的確な攻撃。

「話せ」

「スルンに向かってヴェルダ川の岸を進んでいるときでした」兵士が始めた。「南下する出納長官エヴェルトセンの輸送隊を護衛せよという命令でした。川を渡っているとき、壊れた橋のところで襲われました。荷馬車が一台、川底にはまって動けなくなり、引きあげるために別の馬の馬具をはずしていたのです。残りの隊列は先に進み、執政官と五人の兵とともに残っていたところを襲われました。執政官は殺される前に〈ネズミ〉と叫び、それからやつらは頭上から飛びかかり……最後のひとりまで殺しました。それを見てわたしは……」

「それを見ておまえは馬に拍車をかけた」長官は顔をゆがめた。「だが、無傷で逃げるには遅すぎた」

「七人目に追いつかれました」兵士はうなだれた。「最初は気づきませんでした。若い娘です。子どものような。最後に残していたんだと思います、若くて、戦いにあまり慣れておらず……」

　そのとき暗がりに座っていた長官の客人がすべるように現れ、たずねた。

「娘か？　どのような？」

「どこにでもいるような娘です。化粧をし、エルフのような身なりでした。オウムのように派手で、光り物をつけ、ビロードや綾織りの服を着て帽子には羽根が――」

「淡い色の髪か」

「おそらく。娘を見たとき、わたしは馬を駆りながら、せめて一人でも殺して仲間の仇を討つ……血には血で返してやると考え……攻撃しやすいように右側から忍び寄り……。娘がどうやってかわしたのかはわかりません。しかしわたしは斬りそこねました。まるで幽霊か亡霊を相手にしたかのように……いったいあの小娘は何をしたのか……。とっさに防御の姿勢を取ったものの、娘は物ともせずに斬りかかってきました。顔をねらって……。長官、わたしはソドンでもアルダースバーグでも戦った男です。それがいま、飾り立てた少女から死ぬまで消えない土産みやげをもらい……」

「命があったことに感謝せよ」長官は客人を見ながらうめくように言った。「そして橋のたもとで切り刻まれて発見されなかったことに感謝せよ。これでおまえは英雄だ。おまえが戦いもせずに逃げていたら――その顔の土産もなく荷馬車の損失を報告していたら――いまごろは吊るし首になっていたところだ！　ご苦労だった。さがれ。野戦病院へ行け」

　兵が立ち去り、長官は客のほうを向いた。

「これでおわかりでしょう、管財官閣下、ここでの兵役は楽ではない。やることが多すぎて息つくひまもありません。首都にいるあなたがたは、われわれ属州の役人がみな遊びまわり、ビールをあおり、女を買い、賄賂を受け取っていると思っている。あと数人でも、あと数ペニーでも送りこもうと考える者はいない。ただ命令を出すだけです。これを持ってこい、あれをしろ、これを捜せ、自分たちでうまくやれ、夜明けから夕暮れまで駆けまわれ……属州の問題だけでも頭が割れそうなときに。このあたりでは〈ネズミ〉のような盗賊団が五つも六つも動きまわっている。なかでも〈ネズミ〉は最悪ですが、何も起こらない日など一日たりとも――」

「わかった、わかった」ステファン・スケレンは唇をすぼめた。「きみがその愚痴で何を言いたいかはわかっている。だが、時間の無駄だ。命令からは決して逃れられない。そんな期待はするな。〈ネズミ〉がいようといまいと、盗賊団がいようといまいと、捜索は続けなければならない。次の指示が出るまで、ありとあらゆる手段を使って。それが皇帝命令だ」

「捜索を始めて三週間」長官は顔をゆがめた。「誰を、なんのために探しているのかもわからぬまま。亡霊か、幽霊か、それとも干し草のなかの針か。その結果がどうです？　数人の男が跡形もなく消えただけです。反逆者か、そうでなければ山賊団に殺されたに違いありません。もういちど言います、閣下、これまで見つからなければ、もう見つかるとは思えない。たとえその子に似た娘がこのあたりにいたとしても。ただし――」

　長官は言葉を切り、思案顔で管財官を見返した。

「その娘が……〈ネズミ〉とともに馬に乗る七人目が……」

　モリフクロウはしぐさと表情に真実味を加えるべく、そっけなく片手を振った。

「それはありえない。楽な解決を期待するな、長官。飾り立てたハーフエルフや綾織りの服の女盗賊が探している娘であるはずはない。それだけはたしかだ。捜索を続けろ。命令だ」

　長官は苦い顔で窓ごしに外を見た。

「それから盗賊団のことだが」皇帝エムヒルの管財官ステファン・スケレン――別名モリフクロウ――はさりげなく言い添えた。「その〈ネズミ〉とやらについては……さっそく手配せよ。属州全土に知らしめるのだ。すぐに取りかかれ。ひそかにやつらを捕らえ、縛り首にせよ。全員だ」

「言うのは簡単です」長官はつぶやいた。「ともあれ全力を尽くします。皇帝にはどうかその旨を伝えていただきたい。しかし、その七人目の少女だけは生きたまま捕らえ、せめて確かめてみるだけでも――」

「いや」モリフクロウは声に本心が出ないよう気をつけながらさえぎった。「例外なく、全員、縛り首だ。七人全員。彼らのことはこれ以上、聞きたくない。ひとことたりとも」









訳者あとがき




《魔法剣士ウイツチヤー》サーガの第二作『ウィッチャーⅡ　屈辱の刻とき』（原題Czas pogardy）をお届けいたします。二〇一〇年に第一作『ウィッチャーⅠ　エルフの血脈』（原題Krew elfów、『エルフの血脈』を改題）が出てから七年――その間、続篇を望む声を数多くいただき、ようやく刊行の運びとなりました。

　ポーランドのファンタジィ作家アンドレイ・サプコフスキの本シリーズが人気ビデオゲーム〈ウィッチャー〉シリーズのもとになったことは皆様ご存じのとおりです。原作とゲームの関係については『ウィッチャーⅠ』の巻末に冬木糸一さんが詳しい解説をお書きくださっていますので、ここでは「小説ウィッチャー」のこれまでのあらすじを簡単にご紹介しましょう。




　身体に特殊な変異を受け、怪物ハンターとして諸国を旅するウィッチャー。なかでも〈白狼〉ことリヴィアのゲラルトは、その優れた身体能力と剣の腕で名をはせていた。南方の大国ニルフガードに征服されたシントラ国の王女シリことシリラは生まれる前から運命づけられていたゲラルトと出会い、ウィッチャーたちの砦ケィア・モルヘンで剣の手ほどきを受ける。シリがそなえる特殊な能力に気づいたゲラルトは魔力を制御する必要を感じ、女魔法使いのトリスとイェネファーに助けを求めることに。そのころ北方諸国の王たちは南から勢力を拡大するニルフガード帝国や各地で人間を襲うエルフの奇襲団に対抗するべく、シントラとその王家の血をひくシリを利用しようと画策していた……。




　前作ではケィア・モルヘンでウィッチャーたちに囲まれて剣の修練に励み、エランダーの寺院学校でイェネファーから魔法を学ぶシリの姿が生き生きと描かれました。ゲラルトの友人でお調子者の吟遊詩人ダンディリオン、気のいいドワーフのヤーペン・ジグリンといった脇役も印象深く、英米の作品とは一味違う独特の雰囲気を持ったダーク・ファンタジィにユーモアと軽みを添えました。

　続く『屈辱の刻』は前作の直後、シリと魔法使いイェネファーが旅に出たところから始まります。二人が向かったのはテメリア国の街ゴルス・ヴェレン。イェネファーの目的は近くのサネッド島で行なわれる魔法使いの集会です。思いがけずゲラルトと再会したイェネファーは彼をともなって会合に出席しますが、島では大いなる陰謀が進みつつありました。集会は流血の大惨事となり、巻きこまれたゲラルトとシリの運命はまたしても大きく動きはじめます。

　主要キャラクターに加え、うさん臭い弁護士二人組コドリンガー＆フェン、〈ネズミ〉を名乗る略奪団、一癖も二癖もある魔法使いたちが続々登場。さらにシリを執拗に追う猛禽羽根の黒騎士や謎の男リエンス、そしてニルフガード帝国の皇帝エムヒルがじわじわとその本性を現しはじめ、不吉な予感はますます高まります。なかでもサネッド島で繰り広げられる魔法使いどうしの攻防は本作の読みどころです。ここからは本篇の内容に触れることになりますが、複雑な人物関係をわかりやすくするため、魔法使いたちの立場を整理してみます（まだ本文をお読みでない方はご注意ください）。




サネッド島の叛乱

フィリパ派

フィリパ・エイルハート

キーラ・メッツ

サブリナ・グレヴィシグ

トリス・メリゴールド

デトモルド

ラドクリフ

（協力者　レダニア国の諜報部長ディクストラ）




ヴィルゲフォルツ派

ヴィルゲフォルツ

フランチェスカ・フィンダベア

アルトード・テラノヴァ

フェルカート

リディア・ヴァン・ブレデヴォルト




中立派

ティサイア・ド・ブリエス

ドレガレイ

マルティ・セデルグレン

ヘン・ゲディムデス

ドリセルム

イェネファー

カルドゥイン




　サネッド島の事件のあと、シリは文字どおりとてつもない状況に放り出されます。訳者としては作中でいちばんハラハラし、ページをめくる手が止まらなかった場面です。まさに生きるか死ぬかの瀬戸際でシリが見たものとは……？

　めまぐるしく変わる場面設定と登場人物の多さに面くらうところもあるかもしれませんが、ひとつの事件や人物をさまざまな視点から描き、厚みを加えるのがサプコフスキの特徴とも言え、そのゆるぎない構成力には今回もうならされました。アクションシーンは激しく容赦なく、出血と骨折もふんだんに用意され、ゲラルトのモテぶりとともにお楽しみいただけることと思います。ダンディリオンの剣によらない活躍もどうぞお見逃しなく。




　ここで作者の経歴とこれまでの著作をざっとおさらいしておきましょう。アンドレイ・サプコフスキは一九四八年ポーランド生まれ。一九八六年に自国のファンタジィ雑誌に短篇Wiedźmin（英題The Witcher）を発表。その後、魔法剣士ゲラルトを主人公にした短篇集と長篇の本シリーズ《ウィッチャー》サーガで一躍ベストセラー作家になりました。

　主な著作は次のとおり。




短篇集

・Miecz przeznaczenia (Sword of Destiny)（1992）

・Ostatnie życzenie (The Last Wish)（1993）

長篇

《魔法剣士ウイツチヤー》サーガ五部作

・Krew elfów (Blood of Elves)（1994）『ウィッチャーⅠ　エルフの血脈』

・Czas pogardy (Time of Contempt)（1995）『ウィッチャーⅡ　屈辱の刻』　本書

・Chrzest ognia (Baptism of Fire)（1996）

・Wieża Jaskółki (The Tower of Swallow)（1997）

・Pani Jeziora (Lady of the Lake)（1999）

単独作品

・Sezon burz (Season of Storms)（2013）




　最新作Sezon burzは《ウィッチャー》サーガ直接の続篇ではないものの、やはりゲラルトを主人公にした単独作品で、二〇一八年に英訳版が出るとの情報があります。

　いよいよおもしろくなる《ウィッチャー》サーガ――次作のBaptism of Fireも近いうちにお届けできることを祈りつつ。




　二〇一七年七月







本書はハヤカワ文庫ＦＴ『ウィッチャーⅡ　屈辱の刻』３刷（二〇一七年十二月発行）を底本とした電子書籍版です。




本作品の全部または一部を、著作権者ならびに株式会社早川書房に無断で、複製、転載、改ざん、公衆送信（ホームページなどに転載することを含む）することを禁じます。







ウィッチャーⅡ　屈くつ辱じよくの刻とき




二〇一八年一月三十一日　電子書籍版発行

著　者　アンドレイ・サプコフスキ

訳　者　川かわ野の靖やす子こ

発行者　早川　浩

発行所　株式会社早川書房

郵便番号一〇一‐〇〇四六

東京都千代田区神田多町二‐二

電　話　〇三‐三二五二‐三一一一（大代表）
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